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 日程第 22 町長提出第 101 号議案 令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第 23 町長提出第 102 号議案 令和２年度津和野町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について 

 日程第 24 町長提出第 103 号議案 令和２年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第 25 町長提出第 104 号議案 令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について 

 日程第 26 町長提出第 105 号議案 令和２年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳
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 日程第 28 町長提出第 107 号議案 令和２年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第 29 町長提出第 108 号議案 令和２年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決

算の認定について 
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会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第 31 町長提出第 110 号議案 令和２年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第 32 町長提出第 111 号議案 令和２年度津和野町水道事業会計歳入歳出決算
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会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第 31 町長提出第 110 号議案 令和２年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第 32 町長提出第 111 号議案 令和２年度津和野町水道事業会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第 33 町長提出報告第７号 令和２年度津和野町財政健全化判断比率等につい

て 

 日程第 34 町長提出報告第８号 株式会社津和野開発の経営状況について 

 日程第 35 町長提出報告第９号 株式会社フロンティア日原の経営状況について 

 日程第 36 教育長提出報告第 10号 令和２年度教育委員会事業点検評価報告書につ

いて 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 草田 吉丸君       ２番 米澤 宕文君 

３番 川田  剛君       ４番 道信 俊昭君 

５番 板垣 敬司君       ６番 丁  泰仁君 

７番 御手洗 剛君       ８番 三浦 英治君 

９番 寺戸 昌子君       10番 後山 幸次君 

11番 岡田 克也君       12番 沖田  守君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 



────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 中田 紀子君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 下森 博之君  副町長 ………………… 島田 賢司君 

教育長 ………………… 世良 清美君  総務財政課長 ………… 岩本 要二君 
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────────────────────────────── 

午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。なかなか新型コロナウイルスが変異株

に置き換わったというようなこともあって、収束を見ることができず、これは当分の闘

いが続くのではないかと、かようなことも思ったりする昨今でありますが、本日、令和

３年第８回津和野町議会定例会が招集されました。執行部をはじめ、議員各位にはおそ

ろいでお出かけをいただきましてありがとうございます。 

 ただいまの出席議員数は、全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、

令和３年第８回定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１０番、後山幸次君、１１番、

岡田克也君を指名します。 

 それでは、先日議会運営委員会を開催し、本定例会の会期及び議事日程等について協

議しておりますので、その結果について委員長の報告を求めます。１０番、後山幸次君。 

○議会運営委員会委員長（後山 幸次君）  皆さん、おはようございます。 

 議会運営委員会協議報告書。 

 議会運営委員会を令和３年８月３０日に開催し、今定例会の議会運営について協議し

ましたので、その結果を津和野町議会会議規則第７７条の規定により報告をいたします。 

 今定例会の会期は、本日９月３日から９月２２日までの２０日間としたいと思います。 



 初日の３日金曜は、議長より諸般の報告を受けた後、町長提出議案の説明を受け、決

算認定については監査委員より審査意見の報告をいただき、監査委員に対する質疑終了

後、決算審査特別委員会を設置し、これに付託し、休会中の審査とします。その後、町

長からの報告を受け散会したいと思います。 

 ６日月曜、７日火曜の２日間で一般質問を行います。今回の質問通告者は、９人の２

４件であります。 

 ８日水曜は、決算議案を除く議案の質疑、討論、表決を行い散会したいと思います。 

 ９日木曜から２１日までは、休会とします。 

 休会中に決算審査特別委員会を開催していただきたいと思います。 

 ２２日水曜に本会議を再開し、決算審査特別委員長の報告を受け、質疑、討論、表決

を行い、請願等の所定の処理及び各委員会の報告を受けて全日程を終了したいと思いま

す。 

 以上、議会運営委員会の協議結果を報告いたします。 

 令和３年９月３日、津和野町議会議長、沖田守様、議会運営委員会委員長、後山幸次。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りをいたします。本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から９

月２２日までの２０日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２

２日までの２０日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（沖田  守君）  日程第３、諸般の報告をします。 

 ６月定例会招集日以降における議会行事及び各報告事項につきましては、お手元に配

付のとおりであります。 

諸般の報告 

 【６月定例会以降】 

  ６月 ４日（金） 全員協議会 

     ７日（月） 議会運営委員会 

     ８日（火） 全員協議会、広報広聴常任委員会 

     ９日（水） 全員協議会 

    １４日（月） 山口線利用促進協議会総会 議長：書面議決 



    ２５日（金） 広報広聴常任委員会 

    ２８日（月） 広報広聴常任委員会 正副委員長 

  ７月 ２日（金） 津和野町人権・同和対策推進協議会総会 議長：書面議決 

     ７日（水） 広報広聴常任委員会 

    １２日（月） 広報広聴常任委員会 副委員長 

    １５日（木） 鹿足土木協会会計監査（事務局） 議長 

    ２０日（火） 益田地区広域市町村圏事務組合議会臨時会（益田市） 

           島根県浜田市議会視察受入（本庁舎） 議長代理 副議長 

    ２６日（月） 島根県立大学支援協議会監査（事務局） 議長 

    ２８日（水） 高津川漁業振興協議会通常総会 議長：書面議決 

  ８月 ４日（水） 鹿足土木協会主要事業要望行動・意見交換会（松江市） 議 

    ～５日（木） 長 

     ６日（金） 第７回津和野町議会臨時会、全員協議会 

           総務経済常任委員会所管事務調査 

    １２日（木） ２０２０パラリンピック聖火リレー採火式（つわの清流会）  

           議長代理 副議長：中止 

    ２４日（火） 島根県町村議会議長会第２回臨時総会（松江市） 議長代理  

           副議長 

           県知事と町村議会議長との意見交換会（松江市） 議長代理  

           副議長 

    ２６日（木） 文教民生常任委員会 

    ２７日（金） 一般質問通告締め切り 正午 

    ３０日（月） 議会運営委員会 

           島根県町村議会広報研修会（松江市） 副委員長：無期延期 

  

 【視察】 

  ７月２０日（火） 島根県浜田市議会（９名） 中山間地振興の取組みについて 

 ８月２４日の議員派遣につきましては、緊急を要したため、津和野町議会会議規則第

１２８条の規定により、議長において決定しましたので、報告いたします。 

 益田地区広域市町村圏事務組合議会の報告につきましては、お手元に配付のとおりで

あります。 

 なお、関係書類は事務局に保管してありますので、必要の向きは御覧をいただきたい

と思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第８３号 

日程第５．議案第８４号 



日程第６．議案第８５号 

日程第７．議案第８６号 

日程第８．議案第８７号 

日程第９．議案第８８号 

日程第１０．議案第８９号 

日程第１１．議案第９０号 

日程第１２．議案第９１号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第８３号津和野町原木・チップヤード施設の

設置及び管理に関する条例の制定についてから、日程第１２、議案第９１号町道四本松

支線の路線認定について、以上９案件につきましては、会議規則第３７条の規定により

一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、皆さん、おはようございます。本日は、９月定例

議会の招集をお願いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜りましてありがとうご

ざいます。 

 今定例会に提案をいたします案件は、条例案件７件、町道認定案件２件、一般会計を

はじめ各会計補正予算案件９件、決算認定案件１１件、報告案件４件の合計３３案件で

ございます。いずれも重要な案件でございますので、慎重審議を賜り、それぞれ可決賜

りますようお願いを申し上げます。 

 議案第８３号でございますが、津和野町原木・チップヤード施設の設置及び管理に関

する条例の制定について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、

担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８４号でございますが、津和野町個人情報保護条例の一部改正について、議会

の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上

げます。 

 議案第８５号でございますが、津和野町手数料条例の一部改正について、議会の議決

を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８６号でございますが、津和野町訪問看護ステーションの設置及び管理に関す

る条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきまして

は、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８７号でございますが、津和野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでご

ざいます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８８号でございますが、津和野町医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例

の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担

当課長から御説明を申し上げます。 



 議案第８９号でございますが、津和野町診療所の設置及び管理に関する条例の一部改

正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長か

ら御説明を申し上げます。 

 議案第９０号でございますが、町道和田支線の路線認定について、議会の議決を求め

るものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９１号でございますが、町道四本松支線の路線認定について、議会の議決を求

めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  それでは、議案第８３号について御説明申し上げます。 

 津和野町原木・チップヤード施設の設置及び管理に関する条例の制定でございます。 

 この条例は、現在、建設中であります津和野町原木・チップヤード施設の設置及び管

理に関する事項につきまして定めるものでございます。 

 第２条の設置の目的でございますが、津和野町原木・チップヤード施設を設置するこ

とにより、搬出される間伐材が活用され、津和野町の林業の振興を図るものでございま

す。 

 第３条の施設の位置につきましては、津和野町枕瀬７７９番１他でございます。 

 第４条の管理でございますが、指定管理業者による管理を予定させていただいており、

指定管理業務につきましては、そこに掲げております五つの業務を中心に管理すること

を予定しております。 

 この条例は、公布の日から施行するものといたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第８４号を御説明いたします。 

 デジタル庁設置法の制定及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関

する法律による行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の一部改正に伴い、津和野町個人情報保護条例の一部を改正するものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 アンダーラインの部分が改正内容となります。個人情報の記録を訂正した場合の通知

先の変更及び引用条項のずれ等の規定の整備を行うものであります。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  続きまして、議案第８５号を御説明いたします。 

 津和野町手数料条例の一部改正でございます。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部

改正に伴い、所要の規定の整備をするものであります。 



 これまでは個人番号カード、マイナンバーカードの再発行を行う際に、手数料は町の

条例に基づき徴収しておりましたが、令和３年９月１日より、地方公共団体情報システ

ム機構が個人番号カード、マイナンバーカードの再発行に関する手数料を徴収するもの

とされたことに伴い、当該再発行手数料の規定を削るものです。 

 附則としまして、公布の日から施行し、改正後の津和野町手数料条例の規定は、令和

３年９月１日から適用します。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  議案第８６号について御説明いたします。 

 津和野町訪問看護ステーションの設置及び管理に関する条例の一部改正でございま

す。 

 日原診療所の移転に併せ、訪問看護ステーションせきせいの位置を現在の「津和野町

枕瀬２１８番２４」から「津和野町枕瀬９７５番地１」へ移転するため、条例の一部を

改正するものでございます。 

 次ページの新旧対照表を御覧ください。 

 第２条の表、訪問看護ステーションせきせいの項中「２１８番２４」を「９７５番地

１」に改正するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例の施行期日は、規則で定めるものでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第８７号について御説明いたします。 

 津和野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正でございます。 

 本案は、国の介護保険制度の改正に伴い、市町村に指定権限がある地域密着型サービ

スに関しまして、利用者に関する虐待防止、事業所内でのハラスメント防止、感染症や

非常災害発生時における業務継続計画の策定、感染症予防及びまん延防止のための委員

会の定期的な開催と介護従業者への周知徹底及び介護従業者への認知症介護に係る基

礎的な研修を受講させることについて、それぞれ必要な措置を講じることを明記するた

め、条例の一部を改正するものでございます。 

 新旧対照表を御覧ください。 

 条例第４条から第４４条においては、定期巡回・随時対応型訪問看護介護サービスに

ついて規定しております。 

 ３ページを御覧ください。 

 第３１条において、第８号を追加し、各事業所の運営規定に虐待の防止のための措置

に関する事項を定めておかなければならないことを定めております。 

 第３２条では、第５項を追加し、適切なハラスメント対策を強化する観点から男女雇

用機会均等法におけるハラスメント対策に関する事業者の責務を踏まえ、ハラスメント

対策を求めることを定めております。 



 ４ページを御覧ください。 

 第３２条の２を新たに追加し、感染症や災害が発生した場合であっても、必要なサー

ビスが継続的に提供できる体制を構築するよう、業務継続に向けた計画の策定、研修の

実施、訓練の実施等を義務づけることを定めております。 

 第３３条では、第３項を追加し、感染症の発生及びまん延に関する取組を義務づける

ことを定めております。 

 ６ページを御覧ください。 

 第４０条の２を新たに追加し、利用者の人権擁護、虐待の防止等の観点から、虐待の

発生またはその再発を防止するための委員会の設置、指針の整理、担当者を定めること

を義務づけることを定めております。 

 以下、４５条から５９条では、夜間対応型訪問介護サービスについて、６０条から９

６条では、地域密着型通所介護サービスについて、９７条から１０９条では、認知症対

応型通所介護サービスについて、１１０条から１３６条では、小規模多機能型居宅介護

サービスについて、１３７条から１５６条では、認知症対応型共同生活介護サービスに

ついて、１５７条から１７６条では、地域密着型特定施設入居者生活介護サービスにつ

いて、１７７条から２１６条では、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護サービ

スについて、２１７条から２２９条では、看護小規模多機能型居宅介護サービスについ

て、それぞれのサービスごとに同様の改正を行っております。 

 ４４ページを御覧ください。 

 第１１章雑則（第２３０条）として、電磁的記録等の条項を加えております。 

 附則としまして、施行期日でございますが、公布の日から施行し、令和３年４月１日

から適用する。 

 経過措置としまして、虐待の防止、業務継続計画の策定等、感染症の予防及びまん延

の防止、認知症に係る基礎的な研修の受講、栄養管理、口腔衛生の管理、感染症の予防

及びまん延の防止のための訓練については、令和６年３月３１日までの間、３年の経過

措置期間を設けることでございます。 

 以上であります。 

 続きまして、議案第８８号について御説明いたします。 

 津和野町医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正でございます。 

 平成３０年１１月まで訪問看護ステーションサテライトつわのとして、その後、訪問

看護ステーションの急患施設として管理しておりました建物について、医療従事者住宅

として利用するため、条例の一部改正を行うものでございます。 

 次ページの新旧対照表を御覧ください。 

 別表、瀧元住宅の項中、１、「津和野町瀧元１１６８番１」、家屋番号「１１６８番

１」、利用料「１万７,７００」を追加するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 



 以上でございます。 

 続きまして、議案第８９号について御説明いたします。 

 津和野町診療所の設置及び管理に関する条例の一部改正でございます。 

 日原診療所の位置を現在の「津和野町枕瀬２１８番２４」から「津和野町枕瀬９７５

番地１」へ移転増築することに伴い、条例の一部改正を行うものでございます。 

 次ページの新旧対照表を御覧ください。 

 第２条、表中、「２１８番２４」を「９７５番地１」に改正するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例の施行期日は、規則で定めるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  議案第９０号について御説明いたします。 

 町道和田支線の路線認定でございます。 

 路線名は、和田支線でございます。 

 路線の場所でございますが、議案書の裏面を御覧ください。耕田地内和田地区の和田

集会所付近から、津和野川沿いでございます。当該路線は、町道和田線から分岐する路

線でありますが、沿線住民の生活道路として利用されていることから、町道として編入

するものでございます。 

 路線の起点は、耕田２１３番地１先から、終点は、耕田３６３番地１先まででござい

ます。延長は４７６メートル、道路幅員は４.０メートルでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第９１号について御説明いたします。 

 町道四本松支線の路線認定でございます。 

 路線名は、四本松支線でございます。 

 路線の場所でございますが、議案書の裏面を御覧ください。山下地内四本松地区でご

ざいます。図の右側部分に円弧を描いているのが主要地方道津和野田万川線です。上部

が木部公民館方面、下部が新昭和トンネル方面になっております。 

 当該路線は、一般県道津和野須佐線として既に供用されている路線の一部であります

が、県道改良事業に伴い、島根県と町道移管手続をするに当たり必要なため、町道とし

て編入するものでございます。 

 路線の起点は、山下３５９番地２先から、終点は、山下３４９番地２先まででござい

ます。延長は１２８.９メートル、道路幅員は５.０メートルでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第９２号 

日程第１４．議案第９３号 



日程第１５．議案第９４号 

日程第１６．議案第９５号 

日程第１７．議案第９６号 

日程第１８．議案第９７号 

日程第１９．議案第９８号 

日程第２０．議案第９９号 

日程第２１．議案第１００号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第９２号令和３年度津和野町一般会計補正

予算（第４号）より、日程第２１、議案第１００号令和３年度津和野町水道事業会計補

正予算（第２号）まで、以上９案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一

括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第９２号令和３年度津和野町一般会計補正予

算（第４号）についてでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億８,２０８

万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９４億５,９４３万３,０００円とする

ものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９３号令和３年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２,５８２万１,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を１１億２,８３２万４,０００円とするものでございます。詳細につ

きましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９４号令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてでご

ざいますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２,６８１万９,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を１３億８,６２１万９,０００円とするものでございます。詳細につきま

しては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９５号令和３年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８３万６,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を３億１,８９５万３,０００円とするものでございます。詳細につきま

しては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９６号令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてで

ございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８６９万９,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を３億４,２１４万４,０００円とするものでございます。詳細につきまし

ては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９７号令和３年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございます。 

 既定の歳入歳出予算総額を４０７万８,０００円とするものでございます。詳細につ

きましては、担当課長から御説明を申し上げます。 



 議案第９８号令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第１号）についてでござ

いますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６２９万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を６,６９９万４,０００円とするものでございます。詳細につきましては、担

当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第９９号令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）

についてでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,９０１万８,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を３億１,０３０万７,０００円とするものでございます。詳

細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第１００号令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第２号）についてでござ

います。 

 収益的収入を１,０４８万円追加し、収益的収入予算総額３億４,４４６万円、収益的

支出を９５０万１,０００円追加し、収益的支出予算総額３億９６４万８,０００円、資

本的収入及び支出をそれぞれ３４０万円減額し、資本的収入予算総額３億７,１６９万

１,０００円、資本的支出予算総額４億４,７７２万円にするものでございます。詳細に

つきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第９２号を御説明いたします。 

 まず、５ページをお開きください。 

 第２表、地方債、補正の追加と変更でございます。総額で７,６９８万４,０００円の

増額補正をしております。詳細につきましては、事項別明細書の中で御説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 歳出の主なものから御説明をいたしますので、１８ページをお開きください。 

 また、お手元に補正予算の概要資料を用意しておりますので、併せて御覧いただけた

らと思います。 

 総務費では、財政管理費の積立金として、令和２年度の剰余金に伴い減債基金積立金

４,０００万円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、財産管理費の委託料として、公共施設等総合管理計画

の見直しに伴い公共施設等総合管理計画改訂支援業務委託料３６８万５,０００円を増

額、積立金として、令和２年度のふるさと納税等の事業費の確定に伴いふるさと津和野

基金積立金１３２万２,０００円の増額をしております。 

 企画費の公有財産購入費として、津和野高校生町営寮建設予定地関連敷地用地購入費

１４４万３,０００円を新たに計上、負担金補助及び交付金として事業対象者の増に伴

い津和野高校下宿補助金１３６万円の増加をしております。 

 情報処理費の委託料として、総合行政情報システムのクラウド化移行の遅れに伴い機

器等保守点検委託料５７８万円を増額、使用料及び賃借料として、総合行政情報システ

ムクラウド化リース料６０９万１,０００円の減額をしております。 



 １枚めくっていただきまして、住民協働推進事業費の負担金補助及び交付金として、

事業対象物件の増に伴い老朽空き家除去支援事業補助金２４０万円の増額をしており

ます。 

 １枚めくっていただきまして、道の駅管理費のシルクウェイにちはら管理費では、負

担金補助及び交付金として井水給水ポンプ等の修繕工事負担金４１１万２,０００円の

増額をしております。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費の総務財政課分では、負担金補助

及び交付金として益田広域消防の感染症対策用アイソレーター導入に伴い広域市町村

圏事務組合消防費負担金２６１万９,０００円を増額、商工観光課分では、コロナ経済

振興対策に伴い個別商業包括的支援事業費補助金１５０万円を計上しております。 

 ３４ページをお開きください。 

 民生費では、障がい者福祉費の負担金補助及び交付金として、障害者福祉サービスの

充実に伴い社会福祉法人つわの清流会補助金４４６万１,０００円を新たに計上してお

ります。 

 １枚めくっていただきまして、児童福祉費総務費の負担金補助及び交付金として、民

間保育所への新型コロナウイルス感染症対策に伴い保育環境改善等事業１４５万６,０

００円を増額、町内の放課後児童クラブ等への新型コロナウイルス感染症対策に伴い新

型コロナウイルス感染拡大防止事業補助金１９５万９,０００円を増額、町内保育所の

障害児保育に対する障がい児保育対策事業補助金２６４万３,０００円を計上しており

ます。 

 １枚めくっていただきまして、衛生費では、健康福祉課分の委託料として、健（検）

診結果等の標準化整備に伴い健康情報管理システム等委託料４３８万９,０００円を計

上しております。 

 続いて、４６ページをお開きください。 

 農林水産業費では、農業振興費の負担金補助及び交付金として県事業の変更に伴い新

規就農者整備支援事業費補助金５６４万２,０００円を減額し、担い手経営発展支援事

業費補助金４２５万３,０００円及びハウス等整備事業１３８万９,０００円組替え計

上しております。 

 ８月１２日から１５日までの豪雨による農業用施設の復旧事業に伴い農地農業用施

設小災害復旧事業補助金７５２万円を増額、今年１月の雪害によるハウス倒壊の復旧に

伴い農林業施設等災害復旧事業補助金５５６万１,０００円の増額をしております。 

 続いて、５０ページをお開きください。 

 林業振興費の委託料として、下刈り等の城山整備に伴い津和野城山森林整備事業委託

料４００万円を増額しております。 

 林地崩壊防止事業費の工事請負費として、津和野町部栄地区の林地崩壊に伴い県単林

地崩壊防止事業１,０００万円を増額、負担金補助及び交付金として、須川地区等の林



地崩壊に対する崩土除去等に伴い林地等崩壊対策事業補助金２００万円を計上してお

ります。 

 １枚めくっていただきまして、商工費では、商工振興費の負担金補助及び交付金とし

て、日本三大芋煮連絡協議会負担金１５０万円を増額しております。 

 観光費の委託料として、観光振興計画の見直しに伴い観光振興計画改正業務委託料１

９８万円の増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、日本遺産センター費の負担金補助及び交付金として、

日本遺産「津和野今昔～百景図を歩く～」の地域活性化計画の推進に伴い日本遺産推進

協議会補助金８４０万６,０００円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、土木費では、土木総務費の委託料として、県道津和野

須佐線の下組地区等道路改良に伴い登記事務委託料１６１万９,０００円の増額をして

おります。 

 １枚めくっていただきまして、道路維持費の工事請負費では、町道直地線道路整備事

業１,４００万円を新たに計上しております。 

 道路新設改良費の木毛線では、補償補填及び賠償金として水道管移設工事に伴い補償

金１６９万４,０００円の増加をしております。 

 ６４ページをお開きください。 

 住宅建設費の委託料として、事業費確定に伴い中座団地解体撤去設計業務委託料１６

８万４,０００円を減額、工事請負費として事業費の増額に伴い中座団地敷地増設工事

費６６２万８,０００円を計上しております。 

 続いて、６８ページをお開きください。 

 消防費では、消防施設費の負担金補助及び交付金として、後田地区下水道工事に伴う

消火栓設置負担金１９１万２,０００円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、教育費では、教育諸費の委託料として給食費の管理に

伴い給食費管理システム開発委託料２２０万円を増額、補償補填及び賠償金として学校

給食センター建設に伴い中電柱支障移転補償金１０７万８,０００円を新たに計上して

おります。 

 続いて、８０ページをお開きください。 

 文化財保護費の委託料として、文化財建造物管理の技術協力に伴い文化財計画策定支

援業務委託料１５４万円を増額、工事請負費として、亀井家墓所の災害応急仮設工事２

６４万円を新たに計上しております。 

 ８４ページをお開きください。 

 津和野城跡整備事業費の工事請負費として、登城路・仮設路等の整備に伴い城山整備

工事１,００８万８,０００円の増額をしております。 

 伝統的建造物群保存事業費の負担金補助及び交付金として、後田地区の建造物修理に

伴い伝統的建造物群保存事業費補助金８００万円の増額をしております。 



 １枚めくっていただきまして、津和野田万川線発掘調査事業費の工事請負費として、

表土等除去工事等８４２万５,０００円を計上しております。 

 続いて、９０ページをお開きください。 

 災害復旧費では、現年農地農業用施設災害復旧費の委託料として、８月の前線停滞に

よる豪雨災害に伴い頭首工等測量設計業務委託料２,１４１万７,０００円の増額をし

ております。 

 現年林道災害復旧費の委託料として、林道柳二俣線等の測量設計業務委託料１,６５

９万４,０００円の増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、現年公共土木施設災害復旧費の委託料として、町道野

中線等測量設計業務委託料１,４０１万４,０００円を計上しております。 

 それでは、歳入を御説明いたしますので、１０ページにお戻りをいただけたらと思い

ます。 

 地方特例交付金では、交付金確定による１３２万１,０００円を計上しております。 

 地方交付税では、普通交付税６,６９０万円の計上をしております。 

 国庫支出金では、国庫負担金の衛生費国庫負担金として、新型コロナウイルスワクチ

ン接種者数の見直し伴い新型コロナウイルスワクチン接種対策負担金５５３万円の減

額をしております。 

 国庫補助金の総務費国庫補助金として、個別商業包括的支援事業費補助金に伴い新型

コロナウイルスワクチン感染症対応地方創生臨時交付金１５０万円を増額、老朽空き家

等除去支援事業に伴い空き家対策総合支援事業費補助金１２０万円の増額をしており

ます。 

 民生費国庫補助金として、保育環境改善等事業に伴い保育対策総合支援事業費補助金

１０３万３,０００円の増額をしております。 

 衛生費国庫補助金として、健（検）診結果等の標準化整備に伴い健（検）診結果の利

活用に向けた情報標準化整備事業費補助金２６６万２,０００円の増額をしております。 

 教育費国庫補助金では、登城路・仮設路等の城山整備に伴い津和野城跡石垣修理工事

費補助金５００万円を増額、後田地区の建造物修理に伴い伝統的建造物群保存地区修理

事業費補助金５２０万円の計上をしております。 

 １枚めくっていただきまして、県支出金では、県補助金の農林水産業費県補助金とし

て、県事業の変更に伴い新規就農者整備支援事業費補助金４８４万８,０００円を減額

し、担い手経営発展支援事業費補助金３４５万９,０００円及びハウス等整備事業１３

８万９,０００円組替え計上しております。 

 今年１月の雪害によるハウス倒壊の復旧に伴い農業復旧対策事業費補助金３４６万

９,０００円を増額、津和野町部栄地区の県単林地崩壊防止事業に伴い県単林地崩壊防

止事業費補助金４５０万円を増額しております。 



 教育費県補助金として、登城路・仮設路等の城山整備に伴い津和野城跡石垣修理工事

費補助金１６６万６,０００円の増額をしております。 

 教育費委託金として、津和野田万川線発掘調査事業に伴い埋蔵文化財調査委託金１,

９００万円を計上しております。 

 繰入金では、日本遺産推進協議会補助金に伴いふるさと津和野基金繰入金８４０万６,

０００円を増額、観光振興計画改正業務委託料に伴い津和野町まちづくり基金繰入金１

９０万円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、繰越金では、令和２年度剰余金７,７１１万３,０００

円を計上しております。 

 諸収入では、雑入として、建設課の島根県公共補償に伴い用地事務委託１７５万９,

０００円を計上しております。 

 町債では、総務債の一般単独事業債として、津和野高校生町営寮建設予定地関連敷地

用地購入費等に伴い合併特例３１０万円を増額、臨時財政対策債の確定に伴い臨時財政

対策４０８万４,０００円の増額をしております。 

 土木債の公営住宅建設事業債として、中座団地敷地造成工事等に伴い公営住宅建設事

業４８０万円を増額、一般単独事業債として、町道直地線道路整備事業に伴い合併特例

１,３３０万円を増額、過疎対策事業債として、町道木毛線の水道管移設補償費等に伴

い道路橋梁整備事業２２０万円を増額、緊急自然災害防止事業債として、津和野町部栄

地区の県単林地崩壊防止事業に伴い緊急自然災害防止事業６２０万円の増額をしてお

ります。 

 教育費の過疎対策事業債として、登城路・仮設路等の城山整備に伴い地域文化振興事

業３３０万円を増額、給食センター建設に係る中電柱支障移転に伴い教育の振興事業１

１０万円の増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、災害復旧債の農林水産業施設災害復旧債として、８月

の前線停滞による豪雨災害に係る頭首工等測量設計業務及び林道柳二俣線等の測量設

計業務に伴い農林水産業施設災害復旧事業２,４６０万円を新たに計上、公共土木施設

災害復旧債として、町道野中線等測量設計業務に伴い公共土木施設災害復旧事業１,４

００万円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  それでは、議案第９３号令和３年度津和野町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）について御説明いたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。 

 保健事業費の特定健康診査等事業費７,０００円増は、特定健康時のタクシー借り上

げ料によるものであります。 



 １枚めくっていただいて、１２ページ、諸支出金の償還金１１２万１,０００円増は、

令和２年度普通交付金の確定によるものであります。 

 続いて、歳入を説明しますので、８ページを御覧ください。 

 諸収入の雑入１１２万１,０００円増は、令和２年度分の療養給付費等の確定による

もの、その下、繰越金２,４７０万円増は、令和２年度分の繰り越しによるものであり

ます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  議案第９４号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 基金積立金の介護納付費準備基金積立金でございます。積立金として２２６万２,０

００円を増額しております。 

 １２ページを御覧ください。 

 地域支援事業費の任意事業費でございます。役務費につきまして、成年後見人申立て

費用として、通信運搬費４,０００円及び手数料５万円を増額しております。 

 負担金補助及び交付金につきまして、成年後見制度利用支援事業助成金として３２万

８,０００円を増額しております。 

 １４ページを御覧ください。 

 諸支出金の償還金及び還付金でございます。第１号被保険者保険料還付金につきまし

て、償還金利子及び割引料として過年度還付金１５万２,０００円を増額しております。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 繰越金として、令和２年度の剰余金２,６８１万９,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  続きまして、議案第９５号令和３年度津和野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。 

 後期高齢者医療広域連合納付金の保険料負担金８３万６,０００円増は、前年度分の

確定によるものであります。 

 １枚戻っていただきまして８ページ、歳入でありますが、繰越金８３万６,０００円

増は、前年度分の繰り越しであります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  それでは、議案第９６号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）でございます。 



 ４ページをお開きください。 

 第２表の地方債補正の変更でございます。４４０万円の増額補正をしております。 

 なお、詳細につきましては、後ほど事項別明細書の中で御説明いたします。 

 １２ページの歳出を御覧ください。 

 営業費の業務費でございます。報酬、職員手当、旅費につきまして、会計年度任用職

員報酬、期末手当、通勤手当の合計８１万９,０００円を増額しております。 

 役務費につきましては、公用車買い取りに伴う名義変更手数料１万５,０００円を増

額しております。 

 公課費につきましては、令和２年度消費税及び地方消費税の申告確定に伴い納税額９

９万５,０００円を増額しております。 

 管渠費でございます。需用費の修繕につきまして、後田その１、マンホールポンプ故

障修繕、金見町マンホールポンプジェットバルブ修繕として２５１万６,０００円を増

額しております。 

 １４ページを御覧ください。 

 施設整備費の補償補填及び賠償金でございます。山根町下水道工事に伴う排水管支障

移転工事の補償費として４３５万４,０００円を増額しております。 

 戻りまして、１０ページの歳入を御覧ください。 

 一般会計繰入金でございますが、歳出で御説明いたしました下水道事業費の財源とし

て２５４万２,０００円を増額しております。 

 土木債の下水道事業債でございますが、支出で御説明いたしました下水道事業費の施

設整備費として４４０万円を増額しております。 

 繰越金でございますが、令和２年度の剰余金として１７５万７,０００円を計上して

おります。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第９７号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 営業費の業務費につきましては８万９,０００円の財源振り替えを行うものでござい

ます。 

 なお、財源につきまして繰越金でございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 繰越金につきましては、令和２年度の剰余金として８万９,０００円を計上しており

ます。これによりまして一般会計繰入金を８万９,０００円減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  それでは、議案第９８号を御説明いたします。 



 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 予備費として６２９万４,０００円を計上しております。 

 なお、財源につきましては繰越金でございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 繰越金として、令和２年度の剰余金６２９万４,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第９９号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 予備費として１,９０１万８,０００円を計上しています。 

 なお、財源につきましては繰越金でございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 繰越金として、令和２年度の剰余金１,９０１万８,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  議案第１００号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 １４ページの収益的収入及び支出を御覧ください。 

 下段、収益的支出でございます。営業費用の原水及び浄水費でございます。手数料に

つきまして、ケーブルテレビ加入手数料として１万４,０００円を増額しております。 

 修繕費につきまして、水道施設監視装置用通信設備修繕、野広浄水場流入及び配水配

管修繕、上横道浄水場受水槽流入側パルス発信機取付工事等として、合計１９１万４,

０００円を増額しております。 

 続きまして、配水及び給水費でございます。 

 手当につきまして、時間外手当５６万円を増額しております。 

 修繕費につきまして、旧青原橋橋梁添架配水管閉栓、高岡通り配水管修繕等として、

合計１００万１,０００円を増額しております。 

 工事請負費につきまして、町道木毛線道路改良工事に伴う配水管支障移転工事、山根

町公共下水道工事に伴う排水管支障移転工事として合計８０７万２,０００円を増額し

ております。 

 続きまして、総係費でございます。 

 報酬につきまして、水道審議会委員報酬２１万９,０００円を減額しております。 

 旅費につきまして、水道審議会旅費２万６,０００円を減額しております。 

 委託料につきまして、津和野町水道事業支援業務委託料１８１万５,０００円を減額

しております。 



 上段、収益的収入でございます。営業収益のその他営業収益です。分担金及び負担金

につきまして、山根町公共下水道工事に伴い消火栓修繕負担金１９１万２,０００円を

増額しております。 

 営業外収益の他会計補助金です。一般会計補助金につきまして、先ほど支出で御説明

いたしました営業費用の増額に伴い２５２万円を増額しております。 

 雑収益のその他雑収益につきまして、先ほど支出で御説明いたしました支障移転工事

に伴い６０４万８,０００円を増額しております。 

 １６ページの資本的収入及び支出を御覧ください。 

 下段、資本的支出でございます。建設改良費の水道施設整備費でございます。消耗品

費につきまして、事務用品費１５万３,０００円を減額しております。 

 委託料につきまして、緊急管路改善事業、上水道日原配水管布設設計業務委託を１,

９００万円計上しております。 

 工事費につきましては、緊急管路改善事業、上水道日原配水管布設替え工事を１,９

００万減額、県道津和野田万川線配水管布設替え工事精算に伴い３４０万円を減額して

おります。 

 使用料につきまして、公用車リース料を１５万３,０００円を増額しております。 

 上段、資本的収入でございます。企業債につきまして、先ほど支出で御説明いたしま

した建設改良費の減額に伴い３４０万円を減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 以上で提案理由の説明を終わります。 

 ここで１０時１０分まで休憩といたします。 

午前 10時 00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 10分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き本会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第１０１号 

日程第２３．議案第１０２号 

日程第２４．議案第１０３号 

日程第２５．議案第１０４号 

日程第２６．議案第１０５号 

日程第２７．議案第１０６号 

日程第２８．議案第１０７号 

日程第２９．議案第１０８号 

日程第３０．議案第１０９号 



○議長（沖田  守君）  日程第２２、議案第１０１号令和２年度津和野町一般会計歳

入歳出決算の認定についてより、日程第３０、議案第１０９号令和２年度津和野町介護

老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまで、以上９案件につきまして

は、会議規則第３７条の規定により、一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１０１号でございますが、令和２年度津和

野町一般会計歳入歳出決算の認定について、別紙のとおり監査委員さんの意見書をつけ

て、議会の認定に付するものでございます。 

 一般会計につきましては、歳入総額１０６億８,７２２万９,７９０円、歳出総額１０

４億８,２７６万３,２６３円で、差引きいたしまして、２億４４６万６,５２７円の黒

字決算となったわけでございますが、この中に繰越明許費繰越額９,１６３万３,０００

円、事故繰越し繰越額３,５７１万９,１９２円がございますので、実質収支額といたし

ましては７,７１１万４,３３５円となったものでございます。 

 議案第１０２号でございますが、令和２年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてでございますが、本会計は、歳入総額１１億１１８万９,５６２円、

歳出総額１０億７,６４８万８,８７９円で、差引きいたしまして、２,４７０万６８３

円の黒字決算となったものでございます。 

 議案第１０３号令和２年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

でございますが、本会計は、歳入総額が１３億６,７６８万４,８７６円、歳出総額が１

３億４,０８６万５,８１６円で、差引きいたしまして、２,６８１万９,０６０円の黒字

決算となったものでございます。 

 議案第１０４号令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてでございますが、本会計は、歳入総額が３億１,６０２万４,４６３円、歳出総額

が３億１,５１８万９,４１９円で差引きいたしまして、８３万５,０４４円の黒字決算

となったものでございます。 

 議案第１０５号令和２年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでございますが、本会計は、歳入総額が３億２,３２２万７,７７７円、歳出総額が３

億１,５１１万１,２２８円で、差引きいたしまして、８１１万６,５４９円の黒字決算

となったものでございますが、この中に繰越明許費繰越額が６３５万９,０００円ござ

いますので、実質収支額といたしましては、１７５万７,５４９円となったものでござ

います。 

 議案第１０６号令和２年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてでございますが、本会計は、歳入総額が４６６万３,３５３円、歳出総額が４

５７万３,７２０円で、差引きいたしまして、８万９,６３３円の黒字決算となったもの

でございます。 



 議案第１０７号令和２年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定について

でございますが、本会計は、歳入総額が１,３５９万７,１５０円、歳出総額が１,３５

９万７,１５０円で、歳入歳出差引きゼロの決算となったものでございます。 

 議案第１０８号令和２年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてで

ございますが、本会計は、歳入総額が５,７３２万６,０８９円、歳出総額が５,１０３

万１,６００円で差引きいたしまして、６２９万４,４８９円の黒字決算となったもので

ございます。 

 議案第１０９号令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてでございますが、本会計は、歳入総額が２億９,３９８万６,４９０円、歳

出総額が２億７,４９６万７,９２９円で、差引きいたしまして、１,９０１万８,５６１

円の黒字決算となったものでございます。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、各会計につきましては黒字決算とすることがで

きましたことを大変ありがたく思っております。 

 なお、詳細につきましては総務財政課長のほうから御説明を申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わり、これから監査委員の審査

意見の──失礼、総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第１０１号令和２年度一般会計歳入

歳出決算につきまして御説明をいたします。 

 歳入歳出決算書１ページを御覧ください。 

 歳入１款の町税は、市町村民税ほか町税全体の収入済額は６億３,０６５万１,７１３

円で、歳入全体の６％、前年度に比べ３,４７３万９,９１６円の減、不納欠損額として、

１６５万５,３１９円が計上され、収入未済額は５,９３５万９,２０２円で、収納率は

９１.３％、前年度に比べ４.５ポイントの減となっております。 

 ３款、４款、５款、６款、７款、８款、９款及び１１款を合わせた８つの交付金の合

計は、収入済額１億６,９１３万５,０００円で、前年度に比べ１,８０８万７,８２７円、

１２％の増、１０款の地方交付税は、収入済額４２億６,３３１万８,０００円で、歳入

全体の３９.９％を占めており、前年度に比べ１,４１９万５,０００円、０.３％の増と

なっております。１２款の分担金及び負担金は、収入済額４,２６０万６,４１６円、収

入未済額のうち４８万６,０００円は繰越明許費財源充当分となっております。 

 ３ページを御覧ください。１４款の国庫支出金は、収入済額１９億１,６４１万２,９

２２円で、歳入全体の１７.９％で、前年度に比べ１１億２９６万２,６２７円の増で、

収入未済額４億２,４６２万６,２０８円は、事故繰越及び繰越明許費財源充当分となっ

ております。 



 １５款の県支出金は、収入済額６億３９６万５,１０７円で、歳入全体の５.７％、前

年度に比べ、４,８０５万６８０円、８.６％の増で、収入未済額１億２８０万７,００

０円は、繰越明許費財源充当分となっております。 

 １６款の財産収入は、収入済額１,７７２万８,６２５円で、主なものはミュージアム

グッズ売払い収入となっております。 

 １７款の寄付金は、２億９,５２６万９,１２０円で、収入未済額１億３,２０５万６,

０００円は繰越明許費財源充当分となっております。 

 １８款の繰入金は、収入済額３億４,１７５万８,４６１円で、歳入全体の３.２％、

前年度に比べ１億５,４９１万７２２円の増、１９款の繰越金は、収入済額８,９２３万

９,５５１円で、３,０８５万５０３円の増。 

 ２０款の諸収入は、収入済額９,５５６万１,５５９円で、５,０８７万２,２９１円の

減。 

 ２１款の町債は、収入済額１９億９,５０１万１,０００円で、歳入全体の１８.７％、

前年度に比べ８億３,４６２万６,０００円の増で、収入未済額９億９,３００万円は、

繰越明許費財源充当分となっております。 

 収入合計は、収入済額１０６億８,７２２万９,７９０円で、前年度に比べ２０億９,

５０９万８,１７５円、２４.４％の増となっております。 

 続いて、５ページを御覧ください。 

 歳出１款の議会費は、支出済額６,８２２万８,３９３円、前年度に比べ１４８万７９

９円の減となっております。 

 ２款の総務費は、支出済額３４億１,０５４万９,６４４円、歳出全体の３２.５％、

前年度に比べ１６億１,０６９万５５４円の増、財産管理費、地域情報化推進事業費、

津和野城山整備事業費に前年度繰越明許費１億２,４０６万７,６００円が含まれてお

ります。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は、津和野庁舎耐震補強改修

事業及び津和野城山整備事業となっております。 

 ３款の民生費は、支出済額１７億３,４９４万２,０５６円、歳出全体の１６.６％、

前年度に比べ１億１０６万９,７９４円の増、社会福祉総務費に前年度繰越明許費６１

万４,６００円が含まれております。 

 また、日原保育園建設工事実施設計業務で翌年度繰越額が計上をされております。 

 ４款の衛生費は、支出済額７億４,３１９万１９８円、歳出全体の７.１％、前年度に

比べ７,５８１万３,２１３円の減。 

 ５款の労働費は、支出済額６２万５,０００円、前年度に比べ２,０００円の減となっ

ております。 



 ６款の農林水産業費は、支出済額４億５,５５２万８３９円、前年度に比べ１億１９

８万９,５００円の減、農地費、水産業振興費に前年度繰越明許費１,３３６万４,７０

０円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は、原木チップヤード建設事

業となっております。 

 ７款の商工費は、支出済額４億５,９１６万６,４４３円、前年度に比べ１,５８３万

５,０３３円の減、歴史的風致維持向上事業費に前年度繰越明許費１億５,２９０万４,

９１２円が含まれております。 

 また、歴史的風致維持向上事業で翌年度繰越額が計上されております。 

 ８款の土木費は、支出済額９億１,５８３万１,３３７円、前年度に比べて１億４２９

万４,０３２円の増、地籍調査事業費、道路維持費、道路新設改良費、道路長寿命化対

策事業費に前年度繰越明許費２億６,５６８万８,７７４円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は道路新設改良事業となって

おります。 

 ９款の消防費は、支出済額２億４,３８２万５８５円、前年度に比べ３,６９２万８,

２２２円の減となっております。 

 ７ページを御覧ください。 

 １０款の教育費は、支出済額１１億４,４４３万７,８０８円、歳出全体の１０.９％、

前年度に比べ３億３,９６２万７,４５７円の増、教育諸費、社会教育総務費、津和野城

跡整備事業費に前年度繰越明許費４,８３５万３,７００円が含まれております。また、

翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は、津和野小川体育館照明器具ＬＥＤ

化事業となっております。 

 １１款の災害復旧費は、支出済額１,５０７万３,６９０円、前年度に比べ１,８５７

万７,６９８円の減に、現年林道災害復旧費に前年度繰越明許費４２８万８,２００円が

含まれております。また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は現年農地

農業用施設災害復旧費となっております。 

 １２款の公債費は、支出済額１２億７,１１７万２,７１６円、歳出全体の１２.１％、

前年度に比べ６,５５０万１,１７８円の増。 

 １３款の諸支出金は、支出済額２,０２０万４,５５４円で、９３１万４,６４９円の

増となっております。 

 歳出合計は、支出済額１０４億８,２７６万３,２６３円で、前年度に比べ１９億７,

９８７万１,１９９円、２３.３％の増、翌年度繰越額は１７億８,０３５万７,４００円

となっております。 

 続いて、３５９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 



 歳入歳出差引き額が２億４４６万６,５２７円から翌年度へ繰り越すべき財源としま

して、繰越明許費繰越額９,１６３万３,０００円、事故繰越し繰越額３,５７１万９,１

９２円を差し引きますと、実質収支額は７,７１１万４,３３５円となっております。 

 続きまして、議案第１０２号国民健康保険特別会計歳入歳出決算につきまして御説明

いたします。 

 歳入歳出決算書１ページを御覧ください。 

 歳入１款の国民健康保険税は、収入済額１億４,２９４万５３７円、歳入全体の１３％、

前年度に比べ１,０２３万７,１５８円の減、歳入合計は、収入済額１１億１１８万９,

５６２円、前年度に比べ３４２万３,４０５円、０.３％の増となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 ２款の保険給付費は、支出済額８億１,０１１万４,０２６円、歳出全体の７５.３％

を占めており、前年度に比べ２,６８４万９,０１６円の増、歳出合計は、支出済額１０

億７,６４８万８,８７９円、前年度に比べ９３万４,９８４円、０.１％の増となってお

ります。 

 ２７ページ、実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の２,４７０万６８３円となっております。 

 続きまして、議案第１０３号の介護保険特別会計の歳入歳出決算につきまして御説明

をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入１款の介護保険料は、収入済額１億９,８１６万５,８２４円、歳入全体の１４.

５％、前年度に比べ８４４万４,２１６円の減、不納欠損額として７５万３,７００円が

計上をされております。 

 ３款の国庫支出金及び５款の県支出金を合わせた支出金は、収入済額５億６,４８２

万２,３５９円、歳入全体の４１.３％、前年度に比べ８０８万６８８円の減。 

 ４款の支払基金交付金は、収入済額３億３,３５５万４,７９０円、歳入全体の２４.

４％、前年度に比べ１,１３１万５,８２７円の減となっております。 

 歳入合計は、収入済額１３億６,７６８万４,８７６円、前年度に比べ２,３５１万９,

００３円、１.７％の減となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出２款の保険給付費は、支出済額１１億９,９８２万８,５０８円、歳入全体の８９.

５％を占めており、前年度に比べ１,９６６万９３４円の減となっております。 

 歳出合計は、支出済額１３億４,０８６万５,８１６円、前年度に比べ３,２１４万８,

６０５円、２.３％の減となっております。 

 ３９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の２,６８１万９,０６０円となっております。 



 続きまして、議案第１０４号の後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算につきまして

御説明をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入１款の後期高齢者医療保険料は、収入済額９,９７４万８,０１５円、歳入全体の

３１.６％、前年度に比べ１,３３５万９,２００円の増。 

 ３款の繰入金は、収入済額２億７５６万９,３２２円、歳入全体の６５.７％、前年度

に比べ５８９万５,８３０円の増となっております。 

 歳入合計は、収入済額３億１,６０２万４,４６３円、前年度に比べ、２,１００万１,

０３５円、７.１％の増となっております。 

 続いて、３ページを御覧ください。 

 歳出２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、支出済額３億９６９万４,９２０円、

歳出全体の９８.３％を占めており、前年度に比べ１,８９０万２,４８６円の増となっ

ております。 

 歳出合計は、支出済額３億１,５１８万９,４１９円、前年度に比べ２,１１８万２,９

０１円、７.２％の増となっております。 

 続いて、１３ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の８３万５,０４４円となっております。 

 続きまして、議案第１０５号の下水道事業特別会計の歳入歳出決算につきまして御説

明をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入２款の使用料及び手数料は、収入済額５,８０９万９,１６９円、歳入全体の１

８％、前年度に比べ１０２万８,７８７円の減。 

 ３款の国庫支出金は、収入済額３,５８２万４,２５０円、歳入全体の１１.１％、前

年度に比べ２３９万４,７５０円の減、収入未済額は、翌年度繰越明許費財源充当分と

なっております。 

 ７款の町債は、収入済額６,８３０万円、歳入全体の２１.１％、前年度に比べ１,７

８０万円の減、収入未済額は翌年度繰越明許費財源充当分となっております。 

 歳入合計は、収入済額３億２,３２２万７,７７７円、前年度に比べ８６２万４３９円、

２.６％の減となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出１款の下水道事業費は、支出済額１億２,９０３万９５１円、歳出全体の４０.

９％を占めており、前年度に比べ２,１９９万６,３０４円の減、施設整備費に前年度繰

越明許費２,７６６万９,１００円が含まれております。また、翌年度繰越額が計上をさ

れております。 

 歳出合計は、支出済額３億１,５１１万１,２２８円、前年度に比べ１,３６０万２,２

３５円、４.１％の減となっております。 



 続いて、１７ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 歳入歳出差引き額８１１万６,５４９円から翌年度へ繰り越すべき財源としまして、

繰越明許費繰越額６３５万９,０００円を差し引きますと、実質収支額は１７５万７,５

４９円となっております。 

 続きまして、議案第１０６号の農業集落排水事業特別会計の歳入歳出決算につきまし

て御説明をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入１款の使用料及び手数料は、収入済額９７万１,３３３円、歳入全体の２０.８％、

前年度に比べ４万１,９３９円の増。 

 ２款の繰入金は、収入済額３５５万６,０００円、歳入全体の７６.３％、前年度に比

べ２８万２,０００円の増となっております。 

 歳入合計は、収入済額４６６万３,３５３円、前年度に比べ４０万４,８８７円、９.

５％の増となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出１款の農業集落排水事業費は、支出済額２４６万１６０円、歳出全体の５３.８％、

前年度に比べ４５万２,０１７円の増となっております。 

 歳出合計は、支出済額４５７万３,７２０円、前年度に比べ４５万１,２７４円、１０.

９％の増となっております。 

 ９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の８万９,６３３円となっております。 

 続きまして、議案第１０７号の奨学基金特別会計の歳入歳出決算につきまして、御説

明をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入４款の諸収入は、収入済額６８７万２,８００円、歳入全体の５０.５％、前年度

に比べ３８万３,９００円の増となっております。 

 歳入合計は、収入済額１,３５９万７,１５０円、前年度に比べ２７８万４,１５８円、

２５.７％の増となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出、奨学金費は、支出済額１,３５９万７,１５０円、前年度に比べ２７８万４,１

５８円、２５.７％の増となっております。 

 ９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 歳入歳出差引き額は０円となっております。 

 続きまして、議案第１０８号の診療所特別会計の歳入歳出決算につきまして御説明を

いたします。 

 １ページを御覧ください。 



 歳入１款の診療収入は、収入済額５,３３１万９,３７４円、歳入全体の９３％を占め

ており、前年度に比べ６８万５,０２０円の減となっております。 

 歳入合計は、収入済額５,７３２万６,０８９円で、前年度に比べ８５万１,１４９円、

１.５％の増となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出合計は、支出済額５,１０３万１,６００円、前年度に比べ３１７万９,０６５円、

５.９％の減となっております。 

 ９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の６２９万４,４８９円となっております。 

 続きまして、議案第１０９号の介護老人保健施設事業特別会計の歳入歳出決算につき

まして御説明をいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 歳入１款の介護老人保健施設事業収入は、収入済額２億５,９２０万４６４円、歳入

全体の８８.２％を占めており、前年度に比べ１,２９５万７,９６３円の増となってお

ります。 

 歳入合計は、収入済額２億９,３９８万６,４９０円、前年度に比べ１,７４９万４,２

８７円、５.６％の減となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出１款の介護老人保健施設事業費は、支出済額２億５,７４７万５,４４６円、歳出

全体の９３.６％を占めており、前年度に比べ１,６２６万２,５３３円の減となってお

ります。 

 歳出合計は、支出済額２億７,４９６万７,９２９円、前年度に比べ２,２２０万９３

２円、７.５％の減となっております。 

 １１ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 実質収支額は、歳入歳出差引き額と同額の１,９０１万８,５６１円となっております。 

 以上で、令和２年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の説明を終わります。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これから、監査委員の審査意見の報告を求めたいと思います。どうぞひとつよろしく

お願いをいたします。監査委員、水津君。 

○代表監査委員（水津  正君）  改めましておはようございます。 

 それでは、先日、町長宛てに提出いたしました令和２年度歳入歳出決算審査意見書に

つきまして、御説明を申し上げます。 

 この意見書は、地方自治法の規定に基づいて作成したものであります。 

 審査の対象は、令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算書及び国民健康保険特別会

計以下、８の特別会計、合わせて９会計でございます。 

 審査の期間は御覧のとおりであります。 



 審査の総括意見といたしまして、町長より審査に付された各会計の決算書について、

関係諸帳簿、伝票並びに証書類等との照合、関係資料の分析、比較検討等、通常実施す

べき審査を実施した。 

 この結果、各会計とも決算書数値は正確で、かつ合法的であり、関係帳簿、証書類等

と整合しており、財産運用、管理もおおむね適当であると認めた。 

 以下、内容について記述するということであります。 

 先ほど、執行部から御説明があったこととの重複は避けるように努めていきたいと思

います。また、表によっては１,０００円単位でくくっているところがありますが、１,

０００円未満の四捨五入の関係で、中には整合しない箇所があるかもしれませんが、御

了承願いたいと思います。 

 ２ページを御覧ください。 

 １、決算規模でありますが、一般会計及び特別会計の総合計につきまして、歳入総額

は１４１億８,６０９万８,６４５円でありまして、それに対しまして歳出総額は１３９

億２,００３万６,５２４円でございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 決算収支状況でありますが、令和２年度におきましては、単年度収支が１,２４０万

５,０００円、実質単年度収支におきましては２,８２３万８,０００円でありました。 

 次に、歳入の状況でありますが、歳入の中で一番大きいのが地方交付税であります。

全体の構成比としましては３９.９％、次に、町債でありまして１９億９,５０１万１,

０００円、構成比で１８.７％、そして３番手に町税でありまして６億３,６５１万２,

０００円、構成比で６％となっております。 

 表の下にそれぞれ分析とかコメントをつけておりますが、これは後ほど御覧いただき

たいと思います。 

 ４ページの歳出の状況でありますが、目的別であります。歳出で一番大きい款では、

総務費、決算額は３４億１,０５５万円であります。続いて民生費が１７億３,４９４万

２,０００円であります。３番手に公債費で１２億７,１１７万３,０００円となってお

ります。 

 それから、少し飛びますが、７ページを御覧ください。 

 性質別の歳出についてでありますが、一番大きいのが補助費等の２４億５,９９４万

６,０００円で、構成比で２３.５％であります。 

 続いて、普通建設事業費が２３億６,２７６万１,０００円、２２.５％、３番手に人

件費で１４億３,１３１万３,０００円、１３.７％となっております。 

 ８ページを御覧ください。 

 財政構造の分析でありますが、経常収支比率は８９.０％、構成比率が２２.５％、人

件費比率２４.０％、物件費率１１.７％、実質収支比率が１.８％、実質公債費率が９.

７％であります。財政力指数は０.１６９となっております。 



 少し飛ばさせていただきますが、１０ページを御覧ください。 

 使用料及び手数料の状況でありますが、使用料におきましては、収入未済が住宅使用

料でありまして、５１１万３,０００円上がっております。手数料につきましては収入

未済はありません。 

 それから、１１ページの下を御覧ください。 

 地方債の現在高の状況でありますが、令和２年度末の現在高が１３６億３,１１１万

６,０００円、町民１人当たりに直しますと１９４万４,０００円となっております。 

 １２ページを御覧ください。 

 滞納額の状況、（１５）ですが、滞納額の状況で、この中で固定資産税が５,６８３

万６,０００円、前年度に比べますと３,０４８万７,０００円滞納額が増加しておりま

すが、令和２年度におきましては、コロナの状況下におきまして、納付の猶予特例がご

ざいまして、これが３,０００万ちょっとございまして、それが大きく影響しておりま

す。 

 それでは、次に特別会計のほうに移らせていただきますが、１５ページを御覧くださ

い。 

 滞納額の状況でありますが、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療、下水道

事業等ございますが、合計しますと９４４万６,０００円となっておりまして、前年度

に比べますと３７２万７,０００円減少しております。 

 最後に１７ページを御覧ください。 

 審査意見といたしまして、１、経常収支比率は前年度比で２.８ポイント減少してい

るものの、近年、増高傾向にある。県内町村平均と比較して、特に人件費率が高いのが

気にかかるところである。 

 ２、経常一般財源は、前年度比で２,７０４万円減となっている。町税の伸びは期待

できず、また令和２年、国勢調査人口速報値でありますが、これにおきましては、前回

の国勢調査人口と比べると７７４人減少しており、今後の普通交付税にどの程度影響し

てくるか気がかりである。普通交付税が減少すれば、おのずと経常収支比率を押し上げ

ることにもなり、財政運営の硬直化につながりかねず、経常経費の削減に努められたい。 

 ３、公債費率は、今日まで継続して実施してきた繰上償還の効果があって、毎年度下

がってきているが、一方で地方債残高は近年増加傾向にあり、将来負担比率も上昇し、

今後の発行額に留意されたい。 

 ４、町税は、コロナ禍による固定資産税の猶予特例があって、収納率が前年度比で４.

５ポイント減となっている。収納率は前年度に引き続き県内でトップであり、収納努力

を評価するところであるが、引き続き収納率の向上に努められたい。 

 ５、使用料等の未収では住宅使用料が改善されているものの５１１万４,０００円に

上り、さらなる収納強化を図られたい。 



 ６、特別会計においては、一般会計からの繰出金に依存せざるを得ない会計もあり、

効率的な運営に努められたい。また、国民健康保険特別会計では７４８万６,０００円、

後期高齢者医療保険特別会計では２３万４,０００円、介護保険特別会計では１４８万

８,０００円、下水道事業特別会計では２３万８,０００円、それぞれ未収があり、引き

続き収納努力を重ねられたい。 

 終わりに、町民福祉の安定向上を図る上から、行財政改革を推し進め、効率的な財政

運営に努められたい。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 それでは、審査意見報告に関する監査委員さんへの質疑に入りたいと思います。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、質疑を終結します。 

 ここで１１時まで休憩といたします。 

午前 10時 55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を続けたいと思います。 

 大変失礼いたしましたが、特別会計の一括質疑をこれから受けたいと思います。大変

失礼いたしました。ありませんか。特別会計についての一括質疑を受けたいと思います。

ありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので特別会計に対する質疑を終結いたし

ます。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第１１０号 

日程第３２．議案第１１１号 

○議長（沖田  守君）  続きまして、日程第３１、議案第１１０号令和２年度津和野

町病院事業会計歳入歳出決算の認定について及び日程第３２、議案第１１１号令和２年

度津和野町水道事業会計歳入歳出決算の認定について、以上２案件につきましては、会

議規則第３７条の規定により、一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１１０号でございますが、令和２年度津和

野町病院事業会計歳入歳出決算の認定について、監査委員さんの意見書を添えまして、

議会の認定に付するものでございます。 



 収益的事業では、当年度純利益９７５万３,０１３円に対し、前年度繰越利益剰余金

がありませんでしたので、当年度未処分利益剰余金が９７５万３,０１３円となったも

のでございます。 

 資本的事業でございますが、収入支出差引き１,８０３万６,７１７円の不足額が生じ

ましたので、過年度分損益勘定留保資金から補填をいたしまして決算をさせていただい

たものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

 議案第１１１号でございますが、令和２年度津和野町水道事業会計歳入歳出決算の認

定について、議会の認定に付するものでございます。 

 収益的事業では、当年度純利益２,０９６万３,６０６円に対し、前年度繰越利益剰余

金２,４９９万２,２７３円で、当年度未処分利益剰余金が４,５９５万５,８７９円とな

ったものでございます。 

 資本的事業でございますが、収入支出差引き１億１,４６５万１,５１６円の不足額が

生じましたので、同年度消費税資本的収支調整額１,０３５万１,６７５円、減価償却費

等の現年度分損益勘定留保資金９,１６３万７,０３５円及び繰越利益剰余金１,２６６

万２,８０６円で補填させていただきまして決算をさせていただいたものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  議案第１１０号令和２年度津和野町病院事業会計歳

入歳出決算の認定について御説明いたします。 

 公営企業である病院事業の決算につきましては、税抜き処理にて調整することとなっ

ておりますが、予算制度を採用していることから、１ページから４ページの決算報告書

につきましては税込み金額の数値となっております。 

 それでは、１、２ページを御覧ください。 

 収益的収入及び支出でございます。上段の収入である病院事業収益の決算額は８億９,

５８７万７６円となり、うち仮受消費税及び地方消費税は４６９万４,５５５円となり

ます。 

 下段の支出であります病院事業費用の決算額は８億８,５４９万９,０６３円となり

ます。 

 ３、４ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出でございます。上段の資本的収入の決算額は２,４８３万８,７１

７円、下段の資本的支出の決算額は４,２８７万５,４３４円となり、うち仮払消費税及

び地方消費税は６１万８,０００円となります。 



 なお、資本的収入が資本的支出に対して不足する額１,８０３万６,７１７円は、減価

償却費等の過年度分損益勘定留保資金で補填しています。 

 続きまして、５ページの損益計算書について御説明いたします。 

 損益計算書については、１事業年度における企業の経営状況を明らかにするため、当

該年度中に得た全ての収益から要した費用を差し引き、損益の発生原因とその期間の純

利益を表したものでございます。税抜きの金額の数値となっております。 

 金額欄の中ほど、または右側の列を御覧いただきたいと思います。 

 まず、１の医業収益は６億２,８５２万１８８円、２の医業費用は８億７,４１０万１,

１８８円、３の医業外収益は２億５,２９５万２,８１７円、４の医業外費用は７３２万

１,３２０円となり、経常利益は５万４９７円の利益となります。 

 特別利益の過年度損益修正益は９７０万２,５１６円となります。 

 以上から、当年度純利益は９７５万３,０１３円となります。 

 ７ページ以降の剰余金計算書、貸借対照表、決算附属書類につきましては、決算審査

特別委員会にて御説明をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  それでは、議案第１１１号令和２年度津和野町水道

事業会計歳入歳出決算について御説明いたします。 

 令和２年度津和野町水道事業会計決算書を御覧ください。公営企業である水道事業の

決算につきましては、基本的には税抜き処理にて調整することとなっておりますが、予

算制度を採用していることから、１ページから４ページの決算報告書につきましては税

込み金額の数字となっております。 

 それでは、１、２ページをご覧ください。収益的収入及び支出でございます。 

 上段の収入である水道事業収益決算額は３億６,０２７万９４５円で、うち仮受消費

税、地方消費税は１,４９４万９,６６０円となります。 

 下段の支出であります水道事業費用決算額は３億２,３７４万９,９７５円で、うち仮

払消費税及び地方消費税は９０４万３,５６４円となります。 

 ページをめくっていただきまして、３、４ページを御覧ください。資本的収入及び支

出でございます。 

 上段の資本的収入の決算額は、１億９,４７２万５,０００円、下段の資本的支出の決

算額は３億９３７万６,５１６円となり、うち仮払消費税及び地方消費税は１,５５５万

７,３６４円となります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億１,４６５万１,５１６円

は、損益勘定留保資金等で補填しております。 

 続きまして、５ページの損益計算書について御説明いたします。 



 損益計算書については、１事業年度における企業の経営状況を明らかにするため、当

該年度中に得た全ての収益から要した費用を差し引き、損益の発生原因とその期間の純

利益を表したものでございます。税抜き金額での数値となっております。 

 金額欄の中ほど、または右側の列を御覧いただきたいと思います。 

 まず、１の営業収益は１億５,００２万６,７８６円、２の営業費用は２億８,８４８

万８,７６０円、３の営業外収益は１億９,５２８万７,８６１円、４の営業外費用は３,

４３１万９,９６９円となり、経営利益は２,２５０万５,９１８円の利益となります。 

 特別利益６,６３８円、特別損失１５４万２,３１２円となります。 

 以上から、当該年度純利益は２,０９６万３,６０６円となります。 

 前年度繰越利益剰余金が２,４９９万２,２７３円であったことから、当該年度末処分

利益剰余金は４,５９５万５,８７９円となりました。 

 ７ページ以降の剰余金計算書、貸借対照表、決算附属書類等につきましては、決算審

査特別委員会にて御説明をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わりました。 

 ここで監査委員の審査意見の報告を求めたいと思います。水津監査委員。 

○代表監査委員（水津  正君）  令和２年度津和野町公営企業会計決算審査意見書に

つきまして御説明申し上げます。 

 この意見書は、地方公営企業法の規定によって審査したものでございまして、令和２

年度津和野町公営企業会計決算書並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は

次のとおりである。 

 審査の期日、審査の場所につきましては、御覧のとおりであります。 

 審査の方法につきましては、津和野町病院事業及び津和野町水道事業経営を地方公営

企業法その他関係法令の定めるところにより、目的を達成するため合理的に行われたか

について書類の照合と検証を実施した。 

 ２、審査の結果。 

 決算書数値は正確で、かつ合法的であり、関係帳簿、証書類と整合しており、適当で

あると認めた。 

 以下、内容について会計ごとに記述する。 

 ２ページでございますが、まず津和野町病院事業会計でございますが、表の数値につ

きましては、執行部からの説明と重複しますので省略させていただきます。 

 ５ページを御覧ください。 

 総括意見でありますが、町民生活の安心を支える上から欠かすことができない医療施

設であるので、引き続き経営の効率化、安定化に努めながら地域医療に貢献されたい。 

 次に、６ページの津和野町水道事業会計でございますが、これにつきましても表の中

は省略させていただきます。 



 最後のページ、９ページを御覧ください。 

 総括意見といたしまして、コストの削減を図りながら安価で安全安心な飲料水の安定

的供給に努めるとともに、一日も早く未給水地区を解消して町民がひとしく受益できる

よう努められたい。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 それでは、審査意見報告に対する監査委員さんへの質疑に入りますが、ありませんか。

よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 監査委員さん、大変御苦労さまでございました。御退席を頂戴しても結構でございま

す。 

〔水津 正君 退席〕 

○議長（沖田  守君）  暫時休憩といたします。引き続き即会議を行いますので議場

を退出しないようにしてください。大変御苦労でございました。ありがとうございまし

た。 

午前 11時 15分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 17分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 監査委員に対する質疑は終了いたしましたが、ここで議案第１０１号令和２年度津和

野町一般会計歳入歳出決算の認定についてより議案第１１１号令和２年度津和野町水

道事業会計歳入歳出決算の認定についてまで、執行部に対して総括的に、特に質疑があ

れば、これを許します。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、執行部に対する質疑を終結します。 

 冒頭、議会運営委員長より報告がありましたように、決算議案につきましては、特別

委員会を設置することになっております。 

 お諮りをいたします。決算の認定に関する１１案件につきましては、５人の委員をも

って構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、会期中の審査としたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、決算の認定に関する１

１案件につきましては、５人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託の上、会期中の審査とすることに決しました。 

 各常任委員会より委員の選出をお願いしたいと思います。 



 これより暫時休憩といたします。 

午前 11時 19分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 20分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、津和野町議会

委員会条例第７条第４項の規定により、総務経済常任委員会より草田吉丸君、道信俊昭

君、文教民生常任委員会より板垣敬司君、寺戸昌子君、岡田克也君の以上５名を指名し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました

５人の方を決算審査特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 なお、決算審査特別委員会に地方自治法第９８条第１項の検査の権限を付与したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員会に地

方自治法第９８条第１項の検査の権限を付与することに決しました。 

 先ほどの休憩中に決算審査特別委員会の正副委員長の選任をいただきました。委員長

に岡田克也君、副委員長に草田吉丸君が、それぞれ選任されましたので報告をいたしま

す。 

 それではここで、選任されました委員長より挨拶を受けたいと思います。自席でよろ

しくお願いをいたします。岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいま決算審査特別委員長に選任されました岡田

克也でございます。執行部の皆様方の御協力を頂きながら、委員一同慎重審議の上、審

議を進めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．報告第７号 

○議長（沖田  守君）  日程第３３、報告第７号令和２年度津和野町財政健全化判断

比率等について、執行部より説明を、報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第７号令和２年度津和野町財政健全化判断比

率等についてでございますが、地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づきまして、

健全化判断比率等を監査委員さんの意見書をつけて報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、報告第７号を御説明いたします。 

 １枚めくっていただきまして、別紙を御覧ください。 

 まず、健全化判断比率報告書でございます。 

 一般会計等を対象としました実質赤字比率及び公営企業会計を含む全会計を対象と

しました連結実質赤字比率につきましては、いずれも黒字決算のため算定されておりま

せん。 

 実質公債比率につきましては、一般会計等が負担する公債費、この中には公営企業や

一部事務組合債務負担行為に基づく公債費分を含みますが、この公債費が標準財政規模

に占める割合を３か年間の平均で示したものでありまして、自治体の実質的な借金の返

済負担の重さを表す指標でございます。令和２年度は９.７％となり、対前年度０.１ポ

イント減少しております。 

 将来負担比率につきましては、一般会計等の地方債残高や債務負担行為、公営企業、

一部事務組合などの地方債残高のうち、一般会計等が負担するものから基金などの資産

額を差し引いた額が標準財政規模の何倍あるかを示したものです。令和２年度は１１０.

８％で前年度より２.０ポイント増加をしております。 

 次に、資金出資比率報告でありますが、この令和２年度決算におきましては、資金不

足の生じた特別会計はありませんでしたので算定をしておりません。 

 以上、報告いたします。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があれば、これを許しますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３４．報告第８号 

○議長（沖田  守君）  日程第３４、報告第８号株式会社津和野開発の経営状況につ

いて、執行部より報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第８号でございますが、株式会社津和野開発

の経営状況について報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告をいたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  それでは、報告第８号株式会社津和野開発

の経営状況について御説明いたします。 

 ３ページの損益計算書を御覧ください。 

 売上高は３億５,５３３万２,７６４円でございます。売上原価は１億４,６８５万３,

５６０円で、差引き２億８４７万９,２０４円が売上総利益となります。 



 次に、当期の販売費及び一般管理費は２億１,０３６万４,１３６円で、これを売上総

利益から差し引きますと、１８８万４,９３２円が営業損失となります。 

 各部ごとの状況については、資料の添付している令和２年度事業部門別要約損益状況

を御覧ください。この中の下から４行目、経営利益（損失）の欄を御覧ください。 

 シルクウェイ日原事業部につきましては、１,３４４万３,０００円の黒字、なごみの

里事業部におきましては、マイナス５８９万７,０００円、リゾート事業部については

３０万５,０００円の黒字となっております。 

 昨年のコロナ禍の状況の中では、特にシルクウェイ日原の事業部で営業努力はうかが

えますが、令和２年度は新型コロナ関連としてのリスク分担金が、両道の駅合わせて１,

３２９万円超から出資され、歳入として計上されております。その旨、併せて御報告い

たします。 

 また、４ページを御覧ください。 

 令和２年度の販売費及び一般管理費の一覧でございます。この中に、減価償却費が計

上されておりません。これは税法上の特例措置によるもので、平成２７年度より向こう

１０年間有効なものであります。会計事務所と協議の上、対処したものであります上、

株式会社津和野開発の監査役にも協議済みであることも申し添えます。 

 ３ページの損益計算書にお戻りください。 

 営業外収益として１,０４７万１,０６８円がありますが、これは雇用調整助成金等の

補助金収入として９４２万５,０４４円が主なものでございます。 

 ここから営業外費用７３万５,８９８円と特別損失の固定資産除却損の１９万６,４

４８円、法人税、住民税及び事業税の３２万８,５００円を差し引きますと、当期純利

益は７３２万５,２９０円となります。 

 次に、２ページの貸借対照表を御覧ください。 

 前期の繰越利益剰余金に当期の純利益を加えますと、マイナス７,３３３万１,６４０

円となり、純資産合計が４,６５２万７,７６５円となりました。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があれば、これを許しますが、ありませんか。質問

ありませんか。丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  今、事業別要約損益事業を見ますけど、コロナ禍にあ

りまして、本部、シルクウェイですかね、前年はマイナスの３,８３０万、今期は１,３

２４万７,０００円の黒になっていますよね。これ、主にどういう原因なんですかね、

これは。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  コロナ禍で、先ほどちょっと説明にも申し

ましたが、リスク分担金を支出しております。なので、そのリスク分担金のお陰といい

ますか、その関係で黒字に転換したのではなかろうかということがございます。 



 ただ、そのことを差し引いても、入り込み客数が、去年からあまり、その前年度、平

成３１年度と比較すると微減にとどまっていることを思えば、シルクウェイ日原の営業

努力もあったんじゃなかろうかというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３５．報告第９号 

○議長（沖田  守君）  日程第３５、報告第９号株式会社フロンティア日原の経営状

況について、執行部より報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第９号でございますが、株式会社フロンティ

ア日原の経営状況について御報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  それでは、報告第９号の株式会社フロンティア日原の第

２５期の決算状況につきまして御説明させていただきます。 

 まずは、７ページの部門別損益計算書を御覧ください。フロンティア日原の事業につ

きましては、営農事業、農作業受託事業、育苗事業を加えた事業部と、ワサビ漬けを中

心にしました製品製造と販売を行う加工部の２部門に大きく分かれておるところでご

ざいます。 

 事業の営農事業につきましては、前年度と同様につや姫の作付けを中心としまして、

９.７ヘクタールで事業展開を行ったところでございます。その結果、事業部の事業損

益は、マイナスの６８万７,６６２円の赤字になっております。 

 大きな要因として考えられるものにつきましては、水稲生産者の高齢化や担い手不足

の影響から、面積の縮小が一層進んだこと、それから苗の供給数量も受託面積も昨年と

比較し減少したことなどが考えられます。 

 また、それに合わせまして、令和２年度はウンカの飛来によります被害も多くありま

して、収量及び販売額が計画を下回ったというところが原因として考えられるところで

ございます。 

 一方、加工部についてでございますが、事業損益でマイナス３０１万３,６２７円と、

昨年に続き損失が発生しております。 

 この主な要因としましては、加工部の主力商品でありますワサビ漬けなど、ワサビ加

工製品が、コロナ禍の中、１年を通じまして、昨年以上に販売が伸び悩んだといったと

ころが一番大きな要因でございます。 



 しかしながら販路拡大を目的とした商談会やイベントなどがことごとく中止になる

中、関連業者との情報交換などを常に行い、販売につながるための努力は実施したとこ

ろであります。 

 次に、３ページの損益計算書を御覧ください。 

 当期の売上総利益は３,１４２万７,８３４円で、これから販売費及び一般管理費の３,

５６５万２,６５０円を差し引きますとマイナスとなり、営業損失は４２２万４,８１６

円であります。これに営業外収益と営業外費用、特別損失を精算しました当期の純損失

につきましては、１０７万８,５３４円の赤字決算となっております。 

 続きまして、２ページの貸借対照表を御覧ください。 

 資産合計２,５９２万９,６３０円に対しまして、負債合計が６６０万８,２３７円、

資本金が１,３５５万円と資本剰余金９万円と別途積立金３００万円及び繰越利益剰余

金が２６８万１,３９８円を合わせた純資産合計は１,９３２万１,３９３円となってお

ります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があれば許しますが、ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  いいですね。ないようであります。質疑を終結いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３６．報告第１０号 

○議長（沖田  守君）  それでは、日程第３６、報告第１０号令和２年度教育委員会

の事業点検の評価報告、教育長から報告いただきたいと思います。教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、報告第１０号令和２年度教育委員会事業点検評

価報告書について報告をさせていただきます。 

 これは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定によりまして、令

和２年度に行いました教育委員会関係の事業の点検評価について報告書を作成し、議会

へ報告をさせていただいておるところであります。 

 これにつきましては、平成２０年度から毎年１年行いました教育委員会関係の事業に

ついて点検をし、評価をして議会のほうへ報告をさせていただいているというところで

ありまして、毎年この９月定例会に報告書を作成をして報告をさせていただいています。 

 なお、内容につきましては、多岐にわたって項目も多くなりますので御覧をいただく

ということで説明のほうは省略をさせていただきたいと思います。よろしくお願いをい

たします。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があれば、これを許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 本日までに受理した請願及び陳情書等は、既に配付をいたしました。 



────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で本日の日程、全て終了いたしました。 

 本日は、これで散会といたします。大変御苦労でありました。 

午前 11時 38分散会 

────────────────────────────── 

 

 

  

  

  

  会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

  

  

            年  月  日 

  

  

                                 議  長 

  

  

                                 署名議員 

  

  

                                 署名議員 

  

  

  

  

────────────────────────────────────── 

令和３年 第８回（定例）津 和 野 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                        令和３年９月６日（月曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                    令和３年９月６日  午前９時 00分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 一般質問 

────────────────────────────── 



本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 一般質問 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 草田 吉丸君       ２番 米澤 宕文君 

３番 川田  剛君       ４番 道信 俊昭君 

５番 板垣 敬司君       ６番 丁  泰仁君 

７番 御手洗 剛君       ８番 三浦 英治君 

９番 寺戸 昌子君       10番 後山 幸次君 

11番 岡田 克也君       12番 沖田  守君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 中田 紀子君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 下森 博之君  副町長 ………………… 島田 賢司君 

教育長 ………………… 世良 清美君  総務財政課長 ………… 岩本 要二君 

税務住民課長 ……………………………………………………………… 山本 慎吾君 

つわの暮らし推進課長 …………………………………………………… 宮内 秀和君 

健康福祉課長 ………… 土井 泰一君  医療対策課長 ………… 清水 浩志君 

農林課長 ……………… 益井 仁志君  商工観光課長…………… 堀  重樹君 

環境生活課長 ………… 野田 裕一君  建設課長 ……………… 安村 義夫君 

教育次長 ……………… 齋藤 道夫君                     

────────────────────────────── 

午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続いてのお出かけ、ありがとうご

ざいます。 

 これから２日目の会議を開きたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 



────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１番、草田吉丸君、２番、米

澤宕文君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、一般質問。 

 質問の通告が出ておりますので、順次発言を許したいと思います。 

 発言順序１、６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  皆さん、おはようございます。議席ナンバー６番、丁

泰仁でございます。本日も通告に従いまして２項目の質問をしております。よろしくお

願いを申し上げます。 

 早速、質問に入らさせていただきます。 

 まず、第１問目は、新型コロナウイルス感染拡大と当町観光経済の現状に関してでご

ざいます。 

 新型コロナウイルスデルタ株感染拡大が止まりません。政府は、緊急事態宣言を北関

東から九州までの２１都道府県に拡大し、東京などに発令していた宣言は９月１２日ま

で延長しました。これに対応して各地方自治体は、各市町村民に県境をまたいでの不要

不急の移動を自粛するように、また、お盆帰省の中止もしくは自粛を促しました。 

 コロナ感染拡大の実態は、全国で２万５,０００人を超え、大都市圏では爆発的感染

拡大で災害レベルとなっています。当島根県もステージ３を超え、大都市同様、医療崩

壊の現実が迫っています。 

 政府は、不足する重症者用の入院ベッドを確保するため、このほど、酸素吸入器が必

要な中等症以下の症状患者は原則自宅療養の方針を打ち出しました。 

 さて、このような状況下にあって、国内の経済状況は、１６日、内閣府が発表した４

月から６月期のＧＤＰは年率１.３％増と、昨年１０月から１２月期以来のプラス成長

です。輸出が好調、企業の設備投資が好調でしたが、柱になる個人消費はコロナ禍によ

り伸び悩みです。 

 当町の観光経済の現状は、国・県の人流抑制策による移動自粛により、観光客は激減

し、特にお盆にかけての大雨警報、停電などにより、壊滅的打撃を受けています。今後

は、県・町の経済支援補助対策に頼らざるを得ない切迫した状況に陥っています。 

 これらを踏まえて質問をいたします。 

 １、当町のコロナワクチン接種の状況は。特に６５歳以下の若年層に対する２回目接

種の状況はいかがか。 

 ２、中等症以下の患者の基本的自宅療養方針に対する県・当町の対応は。 



 ３、コロナ対応経済対策の９月以降の新規施策は。また、秋観光シーズンに合わせて

の各種イベントの実施は。さらに、当町の消費喚起施策についての実施時期はいつであ

るか。お答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  皆様、おはようございます。本日より一般質問でございます。

何とぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、６番、丁議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染拡大と当町観光経済の現状に関してでございます。 

 まず、令和３年８月２７日現在の本町における新型コロナウイルスワクチン接種状況

については、１回目接種率８９.２％、２回目接種率８７.７％となっています。 

 ６５歳以上の対象者では、１回目接種率９５.８％、２回目接種率９４.９％、６４歳

以下の対象者では、１回目接種率８１.４％、２回目接種率７９.３％となっております。 

 ６４歳以下について年代別に２回目接種率を申し上げますと、１２歳から１５歳が５

９.２％、１６歳から１８歳が７８.７％、１９歳から２９歳が６１.６％、３０歳から

３９歳が７４.５％、４０歳から４９歳が８１.１％、５０歳から５９歳が８６.８％、

６０歳から６４歳が９２.７％となっております。 

 二つ目の御質問でありますが、県内では８月になり感染が急拡大し、新規感染者数が

２０から３０人を超える日が続いております。そのため、県内の医療提供体制を踏まえ、

県の病床確保計画における段階がこれまでで最も厳しい第５段階に引き上げられまし

た。症状のない方や軽症の方も含め、感染患者全員を原則入院させるというこれまでの

方針から、８月１７日以降、入院は中等症以上の方や重症化リスクのある軽症者を優先

して入院とすることとし、症状が軽快に向かっている患者を自宅での療養に切り替える

運用を始めると表明されました。まずは、病院でメディカルチェックを行い、医師の判

断により、入院、宿泊療養、自宅療養のいずれかの療養を行う体制に移行する方針が示

されております。 

 自宅療養は、無症状または軽症の患者で、松江市と江津市にある宿泊療養施設から遠

い地域に住む人などが対象となり、自宅で安全に療養できる環境があるかどうかを当該

保健所及び島根県広域入院調整本部で評価をして自宅療養の判断が決定されます。 

 病院や宿泊療養施設と大きく違うのが健康観察となります。基本はサポート医療機関

による電話などの対面しない診療で、最低朝夕２回以上、健康面に変化がないか確認を

行います。軽症でも容態が急変し死亡するケースも相次いでいることから、異変を感じ

たら速やかに連絡するよう呼びかけも行います。また、血中酸素濃度が分かるパルスオ

キシメーターの貸出し、希望者には自宅療養セットとしてレトルト食品や生活用品が無

料で提供されます。 



 町としましても、保健所と情報共有する中で自宅療養者に対する支援を求められた場

合には、生活支援として自宅療養者の方の生活相談等への対応が行えるよう準備を進め

ております。 

 三つ目の御質問でありますが、商工会や観光協会等を通じての状況を把握した結果、

昨今新たに猛威を振るっておりますデルタ株による感染者の急増などを受けて、本町の

経済は深刻な状況が継続しており、国の新たな経済対策の交付金も予定されている中で、

本町でも９月以降に新規の支援策の必要性を認識しているところです。 

 町内事業者へのヒアリング等では、これまで実施してまいりました業績悪化緩和のた

めの運転資金助成給付金に対する御要望が高いことから、今後、商工会、観光協会とで

実施する３団体長、事務局会議等で協議を行い、業績悪化緩和のための運転資金助成給

付金など、効果の高い経済施策を展開してまいりたい考えであります。 

 議員御質問の各種イベントについてですが、昨今のコロナウイルス感染症デルタ株の

蔓延・拡大を受けて知事メッセージが発出されるなど、本町を取り巻くコロナウイルス

感染症の状況は依然厳しい状況にあります。 

 イベントの実施につきましては、こうした状況を総合的に勘案した上で、国・県等と

も連携を密にしながら、経済と医療の状況等を見据えて、必要な時期に適切に判断して

まいりたい考えであります。 

 また、消費喚起への施策につきましては、新年度予算では町内消費拡大キャンペーン

事業として観光協会への補助金５００万円を計上いたしており、暑気払い時や忘新年会

時など、コロナウイルス感染症の状況を見ながら開始する計画であります。暑気払いの

時期は実施が困難であったことから、今後、３団体長、事務局会議等で協議を行い、忘

新年会時の実施に向けて検討してまいりたいと存じます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それでは、再質問とさせていただきます。 

 まず、第１項目め、当町のコロナワクチン接種の状況でございますが、昨今、テレビ

でいろいろ情報が流れているのを見ますと、デルタ株というのはどうも若年層に今まで

かつてない若年層、特に２０代、３０代の方の罹患率がもう６割近くになっているんで

す。さすがにワクチンの接種が成果が出ているのかと思いますけど、６５歳以上の高齢

者に関しましてはほんの５％、６％と、非常に確かに効果が出ているみたいなんです。

そういうことから考えまして、当町の今の接種の状況、町長のような回答から見ますと、

当町におきましても大体６５歳以上におきましてはもう９５％とほぼ完了に近いよう

な状況で、これはよしとしまして、先ほど述べましたように、二十歳、２０代から３０

代という一番働き盛りで、また一番出歩くというか、出歩かざるを得ない状況の若年層

の接種率が、これを今見ますと、大体１９歳から２９歳が６１.６％、それから３０歳

から３９歳が７４.５％、それで４０歳から４９歳が８１.１％、５０歳から５９歳が８

６.８％、６０歳から６４歳が９２％になっていますので、そして、８割超えるところ



はまあまあとしまして、気になるのはやはり１９歳から２９歳、それから３０歳から３

９歳と一番働き盛りの動く層、これが６１.６とか７４.５、まだ８割に達しておりませ

ん。 

 それで、もう一つちょっと気になるのは、１２歳から１５歳というのもまだ今から今

接種をやっている最中だと思うんですが、１６歳から１８歳が７８.７％はちょっとこ

れは進んでいるようなんですけど、ここのギャップですね、そこら辺がどういうふうに、

恐らく接種の過程というんですか、進行にいろいろやり方があるんでしょうけど、ここ

ら辺はどういうふうに今、今後も考えまして、今８割に達していないところ、そこら辺

の若年層のワクチン接種の進捗というか、そこら辺はどういうふうになっていくんでし

ょうか。お答えください。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  本町のコロナウイルスワクチン接種の状況は、先ほ

ど町長申し上げたとおりであります。 

 今、議員おっしゃられたところ、まず一つずつちょっと分割してお話をさせていただ

きたいと思いますが、１９から２９歳のところよりも１６から１８のほうが接種率が高

いわけでありますが、この辺の理由としましては、本町の場合、津和野高校の生徒のみ

ではあったんですけれども、津和野高校の生徒を対象にして、これは御自分の意思であ

りますが、集団接種的なものを実施をしております。それによりまして町内の高校生、

町内の津和野高校に通う子供についてはほとんどが終了しておるというところで、２０

代、３０代よりも接種率が高くなっているかなというところであります。 

 いわゆる若い世代の接種率が低いというのは、これは本町だけではありませんで全国

的な傾向であります。いろんなデマが飛び交っておったり、副反応の影響がこういうも

のがあるとかというような医学的な根拠のないような話もどんどんいろいろ出ておる。

それを聞きながらやっぱり若い世代は自分らは大丈夫という意識が少しあるのかなと

いうところも感じております。 

 そういう方に対しまして、今後、本町としましては、これは強制はできませんので、

御自分の意思ということは、あくまでもそこは大事なところでありますが、本町内では

今接種はもう終了したというところで、８月の終わりの嘱託員のチラシで各戸配布をさ

せていただきましたが、今後は益田市が集団接種をこれから９月から行いますので、そ

こに本町の住民の方、申込みをされて接種ができるというような状況を今つくっており

ます。 

 益田市の接種につきましては、基本９月の８日から２６日まで９回、１回目を行うと

いうことになっておりまして、そこへ毎回、本町の場合、津和野町民であると町のほう

へ申込みをされてうちが益田市へ申込みをするということで、行ってもらって接種をす

るという形を今つくっております。現在もう既に申込みのほうが８１人と、先週末であ



りますが、８１人というぐらい、これまで町内で接種ができなかった方、申し込んでお

られます。 

 その中でまたちょっとよかったなと思うのは、今、議員言われますように、２０代、

３０代、４０代の方が結構多く申し込まれておりまして、この辺で少しずつ２０代、３

０代の接種率も上がってくるかなというところを考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。それでは、今後ともそういうところの

ケア、怠りなくお願いいたしたいと思います。 

 次に、中等症以下の患者の基本的自宅療養方針に対する県・当町の対応を質問させて

いただきましたが、これが現在非常に全国的に問題を起こしているわけです。それで、

特に入院、宿泊療養はまだ身近に医師・看護師などの方がいらっしゃいまして絶えず観

察できるんですが、自宅療養になった方が全国で今１３万人とか言っておりました、昨

日のテレビで。だから、自宅療養の方をどうするかということなんです。特にまた自宅

療養で急に死亡したというような事案がどんどん放送されています。それで、急激に今

のデルタ株ウイルスは悪性するということで非常に不安がっているんです、自宅療養者

が。 

 それで、当町はどういうふうに今からやっていくのかなと思うんですが、一番の問題

は、自宅療養者に対する健康観察というのが要るらしいです、健康観察。これの基本は

サポートする医療機関による電話などの対面しない方向で最低朝夕２回以上、健康面に

変化がないかを絶えず調査するというんですが、まずは当町におきましてはサポート医

療機関、特にまた自宅療養者に対してどこの医療機関というか、このサポート医療機関、

それはどこなのか。それから絶えず看護師など、そういう方たちが恐らくチェックする

んだと思いますけど、そこら辺はどういうふうになっていくんでしょうか。ちょっとそ

こを聞かせてください。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  ただいまの議員の御質問でございますけれども、サ

ポート医療機関につきましては、津和野共存病院が当たることとなっております。また、

津和野共存病院に今回、法人でございます訪問看護ステーションせきせいがございます

けれども、そのせきせいのほうも２４時間で対応することになっておりますので、電話

等の対応につきましてはそこに任せるという形になっております。（「ちょっと聞こえ

にくい。マイクを使って」と呼ぶ者あり）すいません。もう一度申しますけれども、サ

ポート医療機関につきましては、津和野共存病院が当たることとなっております。また、

法人にございます訪問看護ステーションせきせいがございますけれども、そちらのほう

の看護師が２４時間のほうの対応をすることとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 



○議員（６番 丁  泰仁君）  それからもう一つ、ここ、私、問題というかちょっと

どうなのかなと思うのは、いろいろ電話で受け答えができる家庭環境はいいんですが、

当町は非常に高齢化していまして、一人暮らしの老人、それから老老夫婦というか、老

老家庭が結構多いんです。そういう方に対して、寝込んでいるときに、特に一人暮らし、

どういう対応ができるのかなと。電話で対応するというけど、一々寝込んで熱出してお

ったらどうするんですか、これ。そこら辺の対応はどういうふうに考えておられますか、

老人の家庭に対しては。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  自宅療養になるか、入院になるかにつきましては、

県の広域の入院調整本部、あと医療機関のほうでメディカルチェックを受けながらその

判断がされるわけなんですけれども、高齢者の方につきましては、おおよそ中等症以上

と同じように入院の方向で話が進むと思いますので、まずは老老介護される方とか一人

暮らしで高齢の方につきましては、おおよそ入院の方向で調整されると思っております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。老齢者の方へは原則的に入院で、入院

をするということですね。それでは安心しました。 

 それでは、もう一つ、よく今問題になっているのが、やはり家庭内で子供さんが非常

に今罹患率が高くなっていると。それで、子供が罹患するとやっぱり親が付き添うと。

そうすると、家庭内でこれはもう感染が広がりとんでもないことになっているんですが、

そういう場合、隔離というか、家庭内での隔離というんですか、あるいは子供だけを入

院させる施設があればいいんだけど、当町にそれが共存病院でそういうことを考えてい

るようなことがありますか、子供が罹患した場合。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  お子さんが罹患した場合のことなんですけれども、

まず、津和野共存病院においては、感染者を入院させるだけの現在体制が整っておりま

せんので、入院させることはないと思います。あと、お子さんだけが感染した場合に県

のほうの入院調整会議のほうでどのように判定されるかというのはこちらのほうでは

分かりませんので、お答えすることはできません。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  対策は練っていないということですね、そこは。それ

で、これ、今一通り私が言ったことは、これは今、一時期だけの問題じゃなくて、今後

は政府も言っていますようにもうウイズコロナ。ずっともう一緒に共存していくと、ウ

イルスと。そういう時代に入っているということなんです。ということは、一過性に準

備するんじゃなくて、永久にと言っていいほどそういうことを考えてこなきゃいかん。

だから、当町も今のところは罹患している人が恐らく７月に何人か出ましたけど、それ

以降はあんまり聞きませんのでないと思うんですが、今後は絶えずどこでかかるか分か



らない。だから、そういうことを考えた場合に常設というか、もう絶えずこういう場合

はこういうふうになる、こういうふうにするというマニュアルをもう永久的に組んでお

かないといけない時代に入っているんじゃないかなと思います。だから、そういう点で

ひとつ、ワクチン接種が非常に当町は県下でも率先して進んでいると同じように、その

ほかの今言いましたようなことも対応ができるように常設的に考えておってほしいな

と、そういうふうに思うわけです。そういうことで、この質問は終わりたいと思います。 

 次は、コロナウイルス感染拡大と当町観光経済の現状に、特にコロナ対応経済対策の

９月以降の新規施策を、観光経済は私が前段で申し上げましたように、もう人流抑制で

とにかく県をまたいで、県境をまたいで移動してはいけない。政府も絶対にぼんぼん帰

省は中止させる。これは人が動かないと、当町は観光地ですから、観光というのは人が

動いてのものなんです。だから、それは人口があるところはその人口で自治体が、人口

だけで消費経済が成り立つんです。当町はそんな状態じゃないでしょう。ないんです、

実際。かつて一番ちょっと人数があったときには消費経済が成り立っていたんです、町

内だけで。そんなに観光を打ち出さなくても。だけど、今はもう本当観光で人流、つま

り抑制どころかどんどん増やさなきゃとてもじゃないけど回らないです。 

 そういう中で、今年のもう状況は昨年以来、我慢に我慢するけんいつ終わるかなと思

っていたんですが、もうとんでもないように拡大していますから、コロナは。それで、

今は特に盆を目がけて、５月の連休も駄目だった。それで盆はどうかなと思っていたら、

今度は大雨でしょう。それで大雨に、それにましてやおまけに今年は停電までついちゃ

ったんです、１４日の一番大切なときに。そういうのでもう踏んだり蹴ったりで壊滅し

ています。それで今後どうするんかなとみんな話し合っているんですけど、それはもう

町の施策、県の施策、国の施策はもう今までやっているわけですから、県・町の施策が

もう非常に頼りにしているわけです。それでこの質問を投げたんですが、特に秋、観光

シーズンに入りまして当町、まず先に聞きますが、イベント、特に三大芋煮と、それか

ら当町は文化祭があります、そういうので。特に三大芋煮に関しましては補助金までた

しか予算計上されていたんですが、そうしますとこれ実施するのかなと思って私は思っ

ていたんですけど、ここはどういうふうになるんでしょうか。それと文化祭の実施も何

か聞きますと、文化祭のほうではちょっと執行部の方々はやるんだということで動いて

いるらしいんですけど、こういう人の動きというのはどういうふうに捉えているんです

か。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  まず、今年の観光客の入り込み数でございますが、

７月の時点で昨年の約５５万人に対して５２万人と若干少なくなっている状況でござ

います。これは１月、２月、昨年の１月、２月につきましてはコロナ前のことになりま

す。ですので、今年の１月、２月は減となっておりますが、そこから徐々にではござい



ますが、入り込み数自体は回復してきて昨年と同等の数字になってきたというところで

ございます。 

 それから、宿泊者数につきましてですが、こちらについては、６月までの集計ではご

ざいますが、去年が約３,９００人に対しまして今年が６,０００人ということで、約１.

５倍になっております。これは県の補助事業でありました「＃ＷｅＬｏｖｅ山陰」のキ

ャンペーンがあったことが起因して大きいものだというふうに考えております。 

 しかしながら、回復傾向にある中で、議員がおっしゃられるように、今年の８月の長

雨、それから停電、その後、緊急事態宣言が発令されまして、それがまた延長されたと

いうこと、それとあと全国の感染者数の数字が徐々に上がっているというふうな状況で

ございました。ですので、８月、９月にかけては今後厳しいことも予想されると思って

おります。 

 ただ、最近のニュースでございますけど、感染者数のピークは過ぎたというふうな表

現もされました。本日のニュースでも、例えば政府の分科会で移動制限の緩和が１０月

もしくは１１月ぐらいにはもしかしてできるのではないかというふうな話題も入って

きたところでございます。こういった話題は、好条件の題材を見極めながらイベントの

ほう開催のほうを模索していきたいと思っております。 

 議員言われる芋煮のイベントでございます。昨年については、本来であれば１０月の

３週に毎年行われるところでございますけど、昨年については若干遅れさせてもらって

１１月に開催したということでございますので、今年についても開催の時期も含めて商

工会等と話し合いながら見極めて開催にこぎつけたいと思っておる次第でございます。 

 それと、昨年の４月から業績悪化運転資金緩和事業ということで、一定程度、業績、

売上げが減少した事業者の方には補助を出すということで続けております。今年につい

ても４月から９月ということで実施しております。これについては、先ほど町長の答弁

でありましたように、１０月から実施に向けて動きたいと検討しておりますが、３団体

の会議と３団体長の協議を経て決定していきたいと思っております。 

 それから、８月末でテイクアウトキャンペーンということで一旦は終了したところで

ございます。これについては、観光協会への補助事業ということでございます。これに

ついても３団体のほうで今検討しておりまして、なるべく早いうちに新たな町内消費の

テイクアウトキャンペーンを実施したいとも考えておる次第でございます。 

 あわせまして、１１月か１２月から忘新年会、この辺りの町内消費拡大キャンペーン

も時期を見て実施したいように考えておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  実際に今話が出ましたので。緊急事態宣言が９月１２

日の解除みたいです。それ以降はどういうふうになるのか。それから、分科会のほうで

それ以降の様子を見まして、今課長がおっしゃいましたように、要するに人流抑制を解

いてどういうふうに動かしていくのかというのは話が出ていますが、それは要するにコ



ロナが感染が収まっての話だと思いますが、むしろまた広がるかも分かりません。そう

するとそういう話も没になる。ましてや、今政府がこのたび菅総理が辞意を表明しまし

て、てんやわんやの大騒ぎです、今。だから、政府方針が実際にどういうふうになって

いくやら。本当ここに来てもうむちゃくちゃと言っていいか、どういう対応を国民とし

て取っていいもんやら。 

 それはさておきまして、県のＧｏＴｏＥａｔキャンペーンである程度助かっていた面

があるんですが、これももう９月までは使用できるが、８月いっぱいで大体発券は中止

されているんです、もう全部終わったということで。それで今はもうほとんどない。そ

れで、それに代わる町の施策が出てくるかと思っていたわけです、要するに個人消費の

喚起の。だから、町は要するに今まで継続してきました恐らく業績悪化緩和資金でこれ

を継続してもらえると思うんですが、それだけではちょっとやはり直に消費を刺激する

材料にはならない。やはり何かそういう手元に何かプレミア的なそういう要素のあるこ

とが発行されないともったいない。 

 それから、今言うように年末を見据えて、それで消費喚起策をやろうという話なんで

すが、今から９、１０、１１と二、三か月あるんですが、その間、本当、コロナワクチ

ンの感染拡大次第ではもう本当人流というのは当てにできませんから、そこら辺をよく

３団体で今協議すると言うんですが、そういう分析もちゃんとしながら、その間に中継

ぎで何をどうするかということも考えるべきではないかなと、そういうふうに思うわけ

です。それで、それしか今のところは私も言えませんけど、そこら辺はよく今の現状、

もう厳しい、本当に。それをよく考えてやってほしい。 

 それで、時間も来ますから、これはここで置きまして、今日はもう一つ、関連質問で、

これは通告の前に要するに出ていたらよかったんですが、例の津和野町日本遺産活用推

進協議会、これも観光に関係ありますので、ちょっとこれは町民がやはりこれいろいろ

知りたがっている。これと三津同盟。この二点につきまして聞きたい部分だけ聞きます。

ちょっとお答えください。 

 まず、津和野町日本遺産活用推進協議会、これは津和野商工会、観光協会、町並み保

存会、文化財保護審議会、町商工観光課、町教育委員会などで構成して、それでこれら

の下に各集会を編成して、民間活動を推進して商業観光振興に役立てるという具体的な

企画案を講じるということだと思うんですが、この企画案の実施できる時期はいつ頃か。

つまり、具体案が出て、それが今言うように末端にこういうことをやりますよという、

そういうものを発表できるのはいつ頃なんですか。その一点と、それから三津同盟、こ

れも８月２４日の山陰中央新報で記事が突然に記載されまして、何のことか。三津同盟

なんてちょっとどきっとします。我々は同盟といったら…… 

○議長（沖田  守君）  丁君、発言中でありますが、今回の質問通告と全くあまり関

係がございませんが。（「分かりました。じゃあ、置きます」と呼ぶ者あり）今回は差



し控えていただきたいと思います。（「分かりました。じゃあ、またの機会にこれは」

と呼ぶ者あり）はい。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  いいです、これは。 

 それでは、次の質問に行きます。当町の防災施策についてです、２項目めの。 

 ７月以降の大雨で県内各所で水害が相次ぎ、当町も２５年水害を彷彿させる状況に大

雨警報が頻繁にテレビで流されました。記録的な大雨と避難指示に住民の危機感が高ま

るに従い、にわかに町民の大雨情報に対する関心が集まっています。 

 そこで質問いたします。 

 １、防災無線の各住居向け端末の設置状況はいかがになっているか。特に津和野地区、

橋南、橋北の実態。あるいは、これは設置は希望者のみ設置なのか。そこら辺お答えく

ださい。 

 それと、２番目に、各地区道路側溝の状態についてですが、大雨のために側溝を越水

する地区があります。そこに砂・瓦れきがたまっている可能性が大であります。 

 ３番目、つわの福祉会特養老人ホームの緊急避難場所の新建設提案の進捗状況はその

後いかがになっていますか。これは３月定例会本会議において請願可決された案件であ

ります。 

 以上、お答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、当町の防災施策についてお答えをさせていただき

ます。 

 まず、最初の御質問でありますが、防災行政無線戸別受信機は、令和３年４月１日時

点において津和野町全体で３,１５０台を設置しており、貸与を希望される世帯、また

は事業者からの申請に基づき対応しております。 

 戸別受信機の設置状況につきましては、世帯・事業所ごと、または行政区ごとに区別

した管理は行っておりませんが、津和野地区の状況につきましては、世帯・事業所を合

わせて概算で後田４０３台、森村２２９台、町田６９台、中座１０６台、鷲原１０５台

となっております。 

 二つ目の御質問でございます。道路側溝の状態についての御質問でありますが、議員

御指摘のとおり、豪雨により道路側溝の越水や土砂流入も見受けられました。 

 町道今市永明寺線では、ＪＲ軌道方面から高岡通りにおいて合流する側溝が越水し、

付近が冠水状態となりました。これについては、応急対策として水中ポンプ２台を設置

し、水位が下がるまでの間、道路反対側水路への放流を行い、冠水による影響を緩和い

たしました。 

 また、徳次地区の町道野地ヶ原線では、暗渠呑口側が土石や流木により口径の約８割

が閉塞し、道路へ越水や土水路の洗堀の可能性があったため、緊急的に土砂撤去を実施



いたしました。このほか、町内各所において崩土による側溝の閉塞がありましたが、土

砂の撤去作業を実施したところであります。 

 町といたしましては、業者との町道等の維持管理業務において、通年の道路パトロー

ル及び町道の維持管理を実施しているところでございますが、今回のような想定を上回

る豪雨時には、現場の状況や側溝等道路構造物の諸条件により、越水や土砂の堆積が顕

著となる箇所が存在することも事実であります。このような箇所につきましては、より

一層注意して側溝清掃等を実施してまいりたいと考えております。 

 今後も、町道をはじめとした公共土木施設の適切な維持管理に努めてまいりますので、

御理解、御協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 三つ目の御質問でありますが、令和２年１２月定例会本会議におきまして、請願者の

社会福祉法人つわの福祉会より、浸水害等の避難収容施設設置に関する請願が提出され

ました。当法人が運営する特別養護老人ホームシルバーリーフつわのは、防災ハザード

マップでは洪水浸水想定区域内に位置づけられ、１メートルから３メートルの浸水区域

に想定されています。 

 当施設は、近接する津和野川の堤防より低地にあり、平屋建ての建物であります。近

年の想定外の大雨による災害が発生した場合は、平屋建てのため２階への垂直避難がで

きない実態があります。 

 令和３年３月定例会本会議において、浸水害等の避難収容施設設置に関する請願につ

きましては、３案の提出をもって請願採択されております。１案といたしましては、当

施設に隣接する津和野デイサービスセンターの改修、もしくは現地建て替えによる２階

建ての避難収容施設としての垂直避難機能を取り入れた施設建設をお願いする。２案と

いたしましては、津和野デイサービスセンターに隣接する職員駐車場について、１階は

現状のとおり駐車場とし、２階に避難収容施設をお願いする。１案、２案とも附属設備

として、エレベーター及び非常用電源設備が最低限必要であることが示されております。

３案といたしまして、当施設に隣接する津和野共存病院医師住宅等の用地に２階建ての

避難収容施設としての機能を含んだ施設の建設も視野に入れていただきたい旨の内容

でありました。 

 先般、当施設の所長が本庁舎へ来庁されておりましたので、この件について実態をお

伺いする時間を設けていただきました。寝たきりの方等の入所者の移動を考えると、施

設内で避難動線が確保でき、垂直避難ができる施設をお願いしたい。また、附属設備と

してエレベーター及び非常用電源設備の設置が必要とのことでありました。 

 私といたしましては、現時点において２案が最も実現しやすい方策ではないかと考え

ておりますが、多額の建設費用も想定されることから、補助事業等について県へ相談を

かけているところであり、今後も当法人や地元自治会との協議を重ね、早急に検討を進

めてまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 



○議員（６番 丁  泰仁君）  防災行政無線の設置状況を今お答えいただきましたが、

これは津和野地区の状況について、各世帯・事業所を合わせて概算でいろいろ出ていま

すが、後田４０３台、森村２２９台、町田６９台、中座１０６台、鷲原１０５台、これ

は全体で、津和野地区の全体で何％ぐらいに当たるんですか。と申しますのは、随分、

このたびの大雨とかも随分頻繁に大雨が来るんで、そういう情報を聞きたいというので

私に問合せがあったんです、そういうあれがないのかという。いや、そんなことはない、

設置されているはずだということでお答えをしたんですが、どうもこれは今のお答えの

中でも、これはどうも希望者ですか、申請ですか、に基づいて設置されているというこ

とで、全戸に設置されたわけではないわけなんです。だから、やはり出てくる。設置し

ていないからどうしたらいいのかと、今後どこに相談したらいいのかとか、こういう話

が出てきていますので今日質問したわけです。だから、まず何％ぐらいこれが設置され

ているのか。それと今後はどういう対応をしたらいいのかちょっと説明をしてください。

町民の方が聞いておると思われます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  防災行政無線につきましては、平成２８年度にそう

いった設置について工事等をやらさせていただいたというふうに思っております。 

 そういった中で、平成２８年度の６月、８月、１２月、そういった時期に戸別受信機

の貸与についての文書配布等を各戸にさせていただいております。また、空き家や集合

住宅等につきましては、ポストにそういった御案内をさせていただいておるという状況

でございます。 

 そういった中で、今、全体的に率にしてどれぐらいかということでございますけれど

も、分母になります実数というものが事業所数等がございまして、つかみ切れていない

ということでございますけれども、世帯数からいたしますと全体で約９１.８％、９２％

ぐらいの設置状況になっておろうかと思います。 

 それから、貸与ということでございますので、申請ということに基づいてそういった

手続をさせていただいております。まず、そういった貸与申請につきましては、総務財

政課のほうにお問合せを頂けたら、担当のほうからそういった手続について説明をさせ

ていただきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。それじゃあ、そういうふうに私も問わ

れた方にそういう回答をしておきますので、よろしくお願いいたします。 

 それで、２番目の問題ですが、このたびの大雨で私もちょっと気になって、避難注意

報が出ますよね。そうすると、大川へ行ってのぞいて、それから私は森地区に居住して

いますので一応見回るんです、特に側溝を。前回、２５年当時、もう越水しまして、そ

れで大体住宅が道路に接しているんです。だから、越水しますとそのまま床下浸水にな



っちゃうんです。それで、案の定、私が見て回ると、家の方々、そういう人たちが出て

心配そうに見ているんです。このたびももうほとんど越水間近ぐらいに水が上がってき

ていたんです。これは弱ったなと思って見ていたんですけど。それで、町内を見ますと、

高岡通りも心配そうにいろいろ、あそこも大きな側溝です。それで出ていました、住人

の方が。だから、これは２５年当時に全部上がったところなんです。だから、それ以降、

見ますと瓦れきが非常に溜まっている。だから、そこを取ったら非常にそれでも持つん

じゃないかなということを思うんですが、ここら辺も今後は公共土木管理、いろいろな

社会インフラ、本当老朽化していろいろ見直さなけりゃいけない時期に来ていると思う

んですが、側溝のこういう問題も一緒くたにそこに入れて維持管理をするということで、

大事に今あるものを使って、さらにどうこうする、お金をかけるわけにもいきませんが、

ただ砂利を削って、それで取って、それでもう少し深くすればそれなりにまた耐えられ

るんじゃないかと思いますので、ここはよく今後検討課題としてぜひやってほしいなと。 

 それから、大雨がレアじゃなくて、ただこのときの増水って想定を上回る豪雨って言

うけど、これ今後、さっきのウイズコロナと同じで、これウイズ大雨です。今降ってい

る雨の質がかつてとは全然違うんです。それで、今降っているのが普通になってくるん

です。亜熱帯気候になっているとよく言われますけど、温帯気候とか。だから、そこら

辺もよく考えながら今後はこういうことに計画を練っていってほしいなと、そういうふ

うに思います。それから、これはこれで終わりますので、よろしくお願いします。 

 三点目です。これは文教民生常任委員会で３月に質問しましたように提起した問題で

すが、それ以降どうなっているか。特にこのたびの大雨で恐らく施設というか、施設の

方々がはらはらしたと思うんです、また。もう一晩寝られんです。普通の我々の家でも

大雨はどうかな、大川を何度も何度も見に行くわけですから。生命を預かっている。６

０も７０もおる。この人たちの本当心痛というのは考えただけでも大変だったなと思う

んですけれども、絶えずこういうことが今は大雨が起こる。早く人命に関わる問題です

から、何よりも建設費もかかるかも分かりませんが、人命ということでどんな建設より

も優先してこれに取りかかってほしいなと思うんです。だから、ここは一つ大きな課題

として、町長、よろしくお願いしたいんですが、ひとつどうでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  当法人からはそういう請願を受けて、また、議会も採択をさ

れているというその重みというのも我々も感じております。その請願の採択の重みとい

うことだけではなくて、実際にこの夏も今議員御指摘のように非常に大雨、そしてまた

長雨になったということでございます。我々役場としても災害対策本部を当然設置をし

て、ほぼ今回は５日間とか今までに経験がないぐらい長い間のもう本当に昼夜問わずの

警戒態勢を取ってきたというところであります。そういう中で、シルバーリーフの関係

者の皆様も御心配も非常に大きかったというふうにも思っておりますし、そういう面か



ら早急に解決に向けた努力をしていかなきゃならないというふうに改めて思っている

ところであります。 

 ただ、本当に財源の話をして申し訳なくは思いますが、やはり多額の費用がかかると

いうことで、町の一般財源で全てやるというのがなかなか厳しい状況の中で、少しでも

有利な財源、あるいは有利な起債、そういうものを取り入れながら実現していきたいと

いう思いでもございますので、もうしばらくお待ちいただく中で早急に実現に向けて取

り組んでいきたいと、そのように考えているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  町長、今、早急に結論を出すということですので、ひ

とつ楽しみに、ぜひ早急にこのことに関しましてはよろしくお願いしたいと思います。 

 これをもちまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、６番、丁泰仁君の質問を終わり、ここで１０時５分

まで休憩といたします。 

午前９時 55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 05分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序２、８番、三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  それでは、議席番号８番、三浦英治です。通告に従っ

て一般質問を始めたいと思います。 

 まず初めに、遺贈寄付の受入れについて質問いたします。 

 最近、自分の死後に財産を生前住んでいた自治体、または過去に住んでいた自治体に、

さらには地域の団体に寄付をしてまちづくりなどに役立ててほしいという考えをお持

ちの方がいるようです。自身の死後でも社会に貢献したいというお気持ちをお持ちの方

のための相談窓口を設けたり、さらには遺贈希望者の意向が円滑に実現するよう、金融

機関や民間会社と提携することにより、手続等に関する相談や遺言作成の手助けも行え

る体制を整えている例もあります。 

 その場合、行政サービスではないので利用料は発生するようですが、最初に手続を行

うことで相続人の方が行う手続はないようです。この動きは、制度は異なりますが、自

治体を応援するという点では、ふるさと納税の制度と応援の気持ちという点では同じと

言えます。 

 意思をお持ちの方がいるのであれば、その手助けや受皿は必要です。ただ、人生の終

わりをきっかけとする寄付でありますので、ふるさと納税のような積極的なアピールで

はなく、配慮が必要になってきます。 



 相続、遺言という慎重を要する一面はありますが、住民に比べて圧倒的に専門知識を

有する立場である行政という立場を生かして、遺贈寄付の受入れ体制の整備、一歩進め

た民間企業との提携についてどのように考えるかお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、８番、三浦議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 遺贈寄付の受入れについてでございます。 

 遺贈寄付の受入れにつきましては、昨今、「自分が亡くなった後に残った財産をお世

話になった自治体へ、将来のまちづくりに役立ててほしい」といった内容の遺言書によ

る寄付を承り、町政運営へ活用させていただく手続であります。 

 遺言書による寄付は、御本人の意思を聞いた公証人が作成し、公証役場で保存する公

証証書遺言や、法律の要件に沿った様式により御自身で書かれた自筆証書遺言に寄付先

や寄付の活用方法を記しておき、お亡くなりになった後、遺言書の内容にのっとり寄付

がなされます。 

 遺言書の作成に負担を伴いますので、より一層簡便に信託行為として寄付者が信託銀

行等に財産を契約書により信託しておくと、寄付者が亡くなった後、信託銀行等が寄付

者のあらかじめ指定した受取人に信託財産を支払う仕組みがあります。 

 信託による寄付の場合は、財産が信託銀行等受託者に移転して管理されますので、確

実に遺贈寄付が実行されますが、その分有料となる場合がございます。 

 町といたしましては、遺言者の死亡によって効力が生じる遺贈寄付におきましても、

一般的な寄付の採納事務に基づき受け入れる方針であります。 

 最も尊重されるべきは遺言者の御意思であるため、指定相続分の寄付を進めていくわ

けでございますが、法定相続分に優先して適用されることや遺留分の相続もない場合な

ど、法定相続人の心情に配慮が必要な様々な事情が起こり得ます。 

 これから遺贈寄付が増えていく状況を踏まえまして、金銭だけによらず不動産の場合

もありますので、寄付される物件について将来多額の維持管理費を必要とするものでは

ないか、寄付される物件が町において管理することが不適当なものではないかなど、要

件の整理や相続・遺言という心情に配慮した親切丁寧な進め方を確立させた後、ホーム

ページの掲載や民間企業との提携を検討するなど、受入れ体制の整備に努めてまいりた

いと考えているところであります。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  遺贈に限らず、これまでにもふるさとを離れ管理でき

ないことによる建物や土地を町へ寄付したいと思う方がいたと思うんですけれども、そ

の流れ、つまり、遺贈寄付におきましても一般的な寄付の採納事務で受け入れる、受け

入れていくわけですけれども、これは担当課はどうなるんですか。総務財政課に行って、

あと税務住民課に行くのか。そこの流れをちょっと教えていただければと思います。 



○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  事務の流れといいますか、窓口といたしましては、

寄付行為ということで総務財政課のほうがまず窓口として対応をさせていただいてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  その場合は、例えば、土地とか固定資産税がどのぐら

いかかっていたかとか、寄付されたら当然、固定資産税はそれまで払っていたのが当然

なくなるわけで、逆に例えば滞納があった場合とか逆もあります。そうした場合の対応

というのは今まで例がありますか、どういうふうにしたかという。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今まで数件、そういった不動産といいますか、建物

等の動きもありましたけれども、今議員が言われますような事例はなかったというふう

に思っております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  遺贈寄付に限らず、土地を離れている人でもう管理で

きない、どうしたらええやろうかという問合せがあったこともあります。今後増えてく

ると思います。特に遺贈寄付に関しましては、関心の高い自治体ではもうチラシを作成

し、住民のほうに配布したりとか、そういった自治体も増えているようです。受入れ体

制の整備をぜひ進めていっていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に行きたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症について三点ほど質問させていただきます。 

 まず第１に、町内での新型コロナウイルス感染症ワクチン接種は終了し、今後は益田

市が開設する集団接種会場での接種となります。これまでの年代別接種率はどうなって

いるでしょうか。 

 ２、先般の６月議会で、生理の貧困への支援を求める意見書が賛成多数で可決され、

国と県へ津和野町議会として意見書が提出されました。国や県が対応している中での意

見書に疑問を持ち、唯一私が反対したわけですが、津和野町としていかに考えているか

お聞かせください。 

 ３、病院や介護施設では、感染拡大防止に伴い、家族ですら面会できない状況が続い

ている中、オンライン面会を開始しています。病院や福祉施設の通信状況は。また、津

和野町斎場「しらさぎ会館」の状況はどうなっているでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、新型コロナウイルス感染症についてお答えをさせ

ていただきます。 



 まず最初の御質問でありますが、令和３年８月２７日現在の本町における新型コロナ

ウイルスワクチン接種状況については、１回目接種率８９.２％、２回目接種率８７.

７％となっています。 

 ６５歳以上の対象者では、１回目接種率９５.８％、２回目接種率９４.９％、６４歳

以下の対象者では、１回目接種率８１.４％、２回目接種率７９.３％となっております。 

 詳細な年代別に２回目接種率を申し上げますと、１２歳から１５歳が５９.２％、１

６歳から１８歳が７８.７％、１９歳から２９歳が６１.６％、３０歳から３９歳が７４.

５％、４０歳から４９歳が８１.１％、５０歳から５９歳が８６.８％、６０歳から６４

歳が９２.７％、６５歳から７４歳が９４.２％、７５歳以上が９５.４％となっており

ます。 

 二つ目の御質問でありますが、さきの６月定例議会終了後、早速に町内の小中学校に

対して現在の状況について聞き取り調査を行いました。 

 その結果、町内の小中学校では、若干の対応差はあるものの、基本的に生理用品につ

いては各御家庭で準備していただいているようですが、忘れて登校する場合もあり、そ

の際には学校にある試供品や保健室に用意してある物を提供しております。 

 提供した場合については、後日返納してもらう学校もありましたが、仮に貧困家庭で

あれば、次から言い出しにくくなることも考えられますので、必要とする児童生徒が気

兼ねなく使用できるような支援が行えるように、町内全小中学校において、希望のあっ

た児童生徒に対して提供する生理用ナプキンを配備するため、本議会に補正予算を提案

させていただいたところでございます。 

 提供する際には、併せて養護教諭による指導を行い、生理に対する正しい知識を得る

機会にしたいと考えております。 

 また、来年度以降も継続して予算措置を行う考えであります。 

 三つ目の御質問でありますが、町内には入院・宿泊入所可能な施設が６施設あり、そ

のうちの１施設が病院、５施設が福祉施設であります。 

 新型コロナウイルス感染症の発生以降、全ての施設において対面での面会は原則中止

とされておりますが、期間が長期間となったことから、入院患者や施設利用者との面会

を希望される御家族の方がおられますので、４施設においてはタブレット端末等を用い

たオンラインによる面会を実施されており、２施設では電話での対応をされております。 

 オンライン面会を実施している施設につきましては、自施設内のＷｉ─Ｆｉ環境を活

用し、負担とならない１０分程度の短時間で実施を行っておられます。 

 津和野町斎場「しらさぎ会館」の通信状況について、現在のところ、インターネット

環境は整備しておりません。しかしながら、サンネットにちはらとのケーブル放送契約

を行っておりますので、インターネット回線に接続することは可能です。 

 議員御指摘のように、利用者より斎場でのＷｉ─Ｆｉ環境の有無の問合せはあります

ので、今後検討したいと考えております。 



○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  まず、一点目の再質問です。 

 ワクチン接種による高齢者の重篤化が抑え込まれている反面、若年層の感染症が増え

ております。 

 前段の同僚議員の質問とちょっと重複するかもしれませんけれども、１２歳以下のワ

クチン接種というのは考えられているのか。また、全体的な流れがどうなっているのか

をお聞かせ願いたいということと、津和野高校生以外の高校生に対する接種はどういう

ふうな形になっていくのかというのをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず、１２歳未満のお子様に関して、現在のワクチ

ン、本町の場合はファイザー製を使っているところでありますが、ファイザー製のワク

チンについては１２歳以上でないと打ってはいけないということが決まっております

ので、当然ながら１２歳未満のお子さんについては打っていないと。 

 今後どのようになるかというのは、これは国が定めることでありますので、また国ま

たは製薬会社等が定めることになりますので、町の独断でどうこうということにはなり

ませんので、今後の国の動向を見ていくしかないかなと思っております。 

 それから、津和野高校、先ほどの議員さんのときにお答えをさせてもらいましたが、

につきましては、１回ほど希望者、集団接種的なものを行ったところでありますが、他

の高校生につきましては、通常のほかの町民の方と同様の対応とさせていただいており

まして、町が行いました集団接種に来ていただいた方も多数おられますし、町内の医療

機関で個別接種を行いましたが、そこで接種された方もたくさんおられるというところ

で、今後も未接種の方については益田市のほうへお願いをしておる集団接種へ行ってい

ただくということで対応していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  全国では保育園とか放課後児童クラブ等に感染がして、

これの対応がどんどん求められてくると思います。かからないに越したことはないんで

すけれども、今の有効手段としてはやっぱりワクチン接種しかないのではないかなとい

う気がしております。 

 津和野町内の企業ではこういうことはないと思いますが、零細企業や下請業者の中に

は、ワクチン接種をしたら副作用で仕事がはかどらないので控えるよう従業員に求めて

いるという声も数件聞いております。その対象は子育て真っ最中の世代です。それらを

どうにかできるのは、行政による指導や助言であろうと思います。今後、コロナウイル

ス感染症、まだまだ不透明な状況の中で、とにかく接種の方向をとにかく要請していく

しかないと思っております。 



 以前、８月の段階で私がワクチン接種、７月に申し込んだ段階で、町内６４歳以下２,

７００人中まだ２,０００人いっていないという話を聞いて、当然副作用を恐れてのこ

とだと思います。ただ、それを恐れることによって家庭内感染が出てきたりとか、いろ

んな問題が生じております。特に津和野町では、早いうちにワクチン接種を近隣市町村

に比べて早い段階で接種しておりますし、また、東部とか町外から仕事で来ている人た

ちの話では、津和野町に住めたから早く打てたという安心感を言う人もおりました。今

後ともその対応をしっかり国の動きを見て進めていってほしいと思います。 

 それでは、二点目の質問を再質問させていただきます。 

 まず、学校での様子はよく分かりました。ただ、私が思うには、希望のあった児童生

徒というよりも、例えば、医療控除、児童の医療控除１８歳までとか津和野町はしてお

ります。そういったのと同じように生理用品の無料配布とか、１８歳まで検討できない

のかなという気がしております。特に新型コロナウイルス感染症の影響によって、困難

や不安を抱える女性に寄り添った支援を行うための女性のつながりサポート事業補助

金制度があります。これは意見書のときにも言ったんですけれども、実施内容としては、

電話やメール、オンラインでの相談対応、また、生理用品の配布と併せて、各種相談支

援機関の周知を実施ということで、国が４分の３、県の４分の１の負担割合のこういう

補助金があるんですけれども、これを活用してそこまで配布するということはできない

でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  議員おっしゃられております島根県女性のつながり

サポート相談事業のことだと思われます。これにつきましては、市町村のほうへ問合せ

等はこれまで来ておるところでありますが、私どもの把握している段階では、これまで

県のほうが、まず、県内の松江・出雲のほうではありますが、ＮＰＯ等の女性相談を主

に行っておる団体等に委託をして、そこを中心に相談サポート事業をしておるというふ

うなことも聞いております。 

 また、生理用品の配布につきまして、これも昨年度から新型コロナの影響によりまし

て生活困窮がより著しくなっているシングル女性またはシングルマザー等をはじめと

したという、特にそういう方々を対象にして生理用品が買えない状況になっているとい

うところがクローズアップされてきておるところでありますが、これにつきましては、

県のほうが現在のところ県社協のほうに委託をしておりまして、各県社協から各市町村

社協へ、その事業のまた採択が行われております。町内でありますと、津和野町社会福

祉協議会のほうで申請を頂ければ、生理用品等の定期的な配布を行っているということ

を聞いております。 

 また、その他県内では、女性相談センターや、この辺でいいますと益田の保健所であ

ったり児童相談所、そういうところでも相談体制を取っておるということは把握をして

おります。 



 戻りまして、市町村で、町としてその対応ができないかということでありますが、県

のほうから８月の終わりにも再度その事業案内が来たところではありますが、聞いてみ

ますと、県内では今のところ全ての市町村でこのサポート相談事業を受けておる市町村

はないということでありました。要望があれば本町におきましても事業を開始していき

たいとは思っておりますが、先ほど言いましたように、生理用品等の配布はもう県社協

のほうが各市町村社協を通じて行っておったりします。あとは市町村でできることとい

えば、恐らく保健師等が生活困窮者の特に体のことについての相談なんかを簡単にでき

る体制を取っていくと、そういうことに対しての事業になるかなというふうに思ってお

ります。今後検討して、必要であれば受託していきたいと思っておるところであります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  今回、この質問をするためにホームページを開きまし

て、町のホームページを開いて「お子様の医療費は無料です」というところがあるんで

すが、これにはいまだに「医療費助成制度をゼロ歳から中学校卒業までの子供を対象に

実施しています」と出ているんです。これも大分以前に１８歳になったはずなのにいま

だに更新されていないと。これは以前にも商工観光課のほうに、定住に関して更新がな

っていないというのを質問したことがあるんですけれども、例えばこれ、例えば住もう

かと思う人が見たときの印象です。これ、他市町村と当然見比べたりするわけなので、

こういったことは定期的にというか、毎日とは言いませんけれども、定期的にやっぱり

チェックはするべきだと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今議員御指摘のように、ホームページの中

のいろいろ各種制度がどうも更新がされていないという御指摘です。基本的にここの更

新事務は各課のほうでもできるようになっておりますが、私どもつわの暮らし推進課が

所管課でございますので、今後ちゃんとチェック機能を働かせて更新がなされているか

どうか、そういうこともしっかり見ていきたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  特にコロナ禍の中でインターネット環境とかそういっ

たものがすごく重要になってくると思います。次に係る質問もそうなんですけれども、

もうちょっとそういう環境、町の中の環境というものをいま一度考えていくべきだと思

います。 

 それでは、最後の質問ですけれども、まず、昨年から続いているパンデミック、新型

コロナウイルス感染症によって、医療、福祉、教育、また観光等、様々な影響が出まし

た。また、どこまで続くか分かりません。先行き不透明な中で昨年以上に人と人とのつ

ながりに対するありようが難しくなっていると思います。 



 以前、町外からの観光に対して、入り込み客に対してのＷｉ─Ｆｉ環境の充実を求め

る質問も出ていましたけれども、津和野町に在籍している人の終末に関しても考えるべ

きではないかと思い、この質問を出しております。 

 特にコロナ禍にあって、病院以上に介護施設では面会ができないという状況が続いて

おりました。当然、介護施設に入っている人は高齢です。そこで、電話ではなかなか声

がというか、気持ちが伝えられないとか、表情を見ないとできない。だけど、パソコン

上では小さい。スマートフォンができる高齢者はやれるのかもしれませんけれども、な

かなか意思疎通が取れない状況が続いている中で、やっと介護施設のほうもオンライン

面会をスマートフォン、タブレット等を使ってできるようになりました。 

 それで、斎場、この前にちょっと斎場、私自身が活用する機会があって、そこで一番

感じたことなんですけれども、斎場の国道側、斎場のところ、あそこは全く電波が悪い。

電話がぷつっと切れるとか。だから、あっちの前のほうに出れば通るんですけれども、

電波の状況が大変悪い。 

 それで、今、コロナの関係で帰ってこれない親族もいるわけです、いろんな状況で。

そうすると、今はスマートフォンがありますので、その動画を撮って様子を送ろうとし

たらぷつんと切れるんです。これってすっごい悲しいことだなと思って。本人は帰りた

くても帰れない。でも、孫なんかはわざわざじいさんに会いたいというので、私の姪っ

子ですけれども、これも介護施設に勤めておるもので、厳しい中で葬儀だけ行ってとん

ぼ返りで広島へ帰りましたけれども、コロナのことで。それで帰ってこれない孫もいる

わけです。また、それの親族というか、親の兄弟とか、それも他県にいるので、そこで

スマートフォンを使って様子だけでも伝えようかなと思ったら途中で切れてしまうと

いう状況があるんです。 

 どうしても入ってくる、交流人口とか、町に入ってくる人を少しでも増やせ、人口を

増やせってあるかもしれませんけれども、これは大切なことですけれども、今住んでい

る人たち、特に終末に関わる部分とか、それはやっぱりここで、津和野で最期を迎えら

れてよかったというような環境づくりはまちづくりに関しては絶対必要だと思うんで

す。 

 とにかく、Ｗｉ─Ｆｉ環境も含めてですけれども、通信状況改善はぜひ進めていって

いただきたいと思います。高齢になってこの土地を離れる人もおりますけれども、それ

ぞれの事情で。でも、できるだけ中から、入ってくる人も必要ですけど、出ていく人も

抑えなきゃ、人口を抑えることはできないというふうに感じております。ぜひ、コロナ

禍にあっていろんな価値観が変わってきている中で、町というか、住まい方というか、

暮らし方もすごく変化していきますので、それは最後にはやっぱり人生の最期を迎える

ことに、ここで迎えることに感謝できるまちづくりを目指していきたいなと思いますし、

行政のほうもそのように努力していただきたいと思います。何か感想があれば聞いて質

問を終わりますが、町長、何かありますか。 



○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  議員御指摘のように、入院患者の方、あるいは福祉施設の利

用者の方、長期間御家族との面会が今できない状況が続いておられまして、本当にいろ

んな面で御心配をおかけもしているというところだと思っております。我々も改善がで

きるところはできるだけ努力をしていきたいというふうに思っております。 

 こうした中で、今の福祉施設等のＷｉ─Ｆｉ環境ということになります。これはあく

までも大原則はそれぞれの施設の方針ということに沿ったものだというふうに思いま

すし、そういう中で我々が応援できることがあればやっていくというふうにも思ってお

ります。 

 このたびのＷｉ─Ｆｉ環境というものも、その施設がどうされるのかという部分でご

ざいます。もしＷｉ─Ｆｉ環境が整備されていない施設が導入をされようということで

あれば、詳しくは調べてみないと分かりませんが、今回、病院や福祉施設にも感染症対

応のための町から補助金というものを各施設に出させていただいておりますので、そう

いうようなことを活用していただきながら、Ｗｉ─Ｆｉ環境整備ということもできるの

ではないかというふうに思ってもいるところでございます。もう既に期限が来てしまっ

ているかもしれないので、今からの対応がどうかというのもまた調べてみたいと思いま

すが、そういう制度を活用することで施設での御対応というのは可能ではないかという

ふうにも今時点では考えているというところであります。 

 あと、町の施設、斎場等につきましては、最初の答弁でも申し上げておりますとおり、

Ｗｉ─Ｆｉ環境の整備についてまた検討させていただきたいと、そのように思っており

ます。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  本当、斎場で一晩おったわけですけれども、大変冷蔵

庫ある。電子レンジはある。本当最後の一日をじっくりおやじと語らうことができたと

いうのですごい感謝、環境には感謝しております。ただ、コロナ禍の中、帰ってこれな

い状況がいつまでも続くと思います。その間にも亡くなる人はいるわけで、早急に斎場

の電波の状態の改善というのをお願いして、私からの質問を終わりたいと思います。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、８番、三浦英治君の質問を終わり、ここで１０時４

５分まで休憩といたします。 

午前 10時 40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 45分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序３、１１番、岡田克也君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  １１番、岡田克也でございます。それでは、通告に

従いまして４点ほど質問をさせていただきます。 

 １点目であります。コロナウイルスワクチン接種についてであります。 

 現在の津和野町のコロナウイルスワクチン接種状況、並びに日程などの事情で、現在

接種できていない人や県外の大学や専門学校等に行っておられる学生などの接種につ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１１番、岡田議員の御質問にお答えをさせていた

だきます。 

 コロナウイルスワクチン接種についてでございます。令和３年８月２７日現在の本町

における新型コロナウイルスワクチン接種状況については、１回目接種率８９.２％、

２回目接種率８７.７％となっております。６５歳以上の対象者では、１回目接種率９

５.８％、２回目接種率９４.９％、６４歳以下の対象者では、１回目接種率８１.４％、

２回目接種率７９.３％となっております。 

 町内での接種については、８月５日に集団接種を、９月１日に医療機関での個別接種

を終了し、未接種の町民の方への今後の対応については、益田市の集団接種会場で接種

ができるよう、協議、調整を行ったところです。 

 この新型コロナワクチン接種については、原則、住民票がある市町村で接種をするこ

ととなっておりますので、町内の実家に住所を置いたまま県外の大学や専門学校等へ行

っておられる学生の方についても、本町での接種の対象者となります。御要望がありま

したら、健康福祉課へお問い合わせをいただきたいと思います。 

 また、学校が遠方であることや日程等の事情により帰省ができない方につきましては、

制度上、実際に居住している市町村での接種が可能となっておりますので、居住地の市

町村へ相談をするよう御案内をしているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  津和野町におけるワクチン接種につきましては、県

下でも非常に速いワクチン接種であったということで、飲食業や旅館業、そして観光関

連事業者などの方々からも非常に喜ばれましたし、また葬儀等でどうしても子供さん方

も都市部から帰らなければいけない場合でも、検査は当然、ＰＣＲ検査などを受けて帰

ったとしても、万が一のことがあったとしても、ワクチン接種を２回しておると、重篤

化を防げるという、そういう面でも非常に感謝をされておる方がたくさんおられます。

これも三輪先生が１日２万３００人の接種を行っていただいたこと、また町長以下、健

康福祉課、そして職員、そして接種に関わる様々な役割を担っていただいた方々の、そ

のおかげだと思っております。 



 その中で、県下で１,０００人以下の町村である知夫村が一番早かったかとも思いま

すが、この県下でも津和野町はトップクラスの接種率で進められたと思いますが、県下

での状況等についてお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  最終的には２回目接種率、今県内では一番高い状況

となっておるというところであります。本町としましても、当初３月ぐらいで、４月か

ら即国のほうからは接種を開始するようにということで、２月、３月でもう準備を進め

てきておりました。しかしながら、なかなかワクチンが入ってくる状況の確認が取れな

い中で、各市町村なかなか接種開始に踏み込めなかったというところでありました。本

町の場合は、一番最初に、４月２６日に実施を行ったところであります、介護施設のほ

うで行ったところであるんですが、何よりも４月に入りまして橘井堂、先ほど議員おっ

しゃられました、三輪院長先生はじめ、橘井堂のほうに非常に多大なる御協力をいただ

きながら、接種につきましても、ほぼ全て三輪院長先生、診療を終えて出ていただいた

と、こういうところが、他の市町村と比較しまして進んだ要因の大きな一つであるかな

と思っております。 

 それから、もう一つ思いますのは、県内他の市町村の職員であったり臨時職員等いろ

いろやとっておるという話を伺っておりました。本町の場合も、毎日２０人から３０人

のスタッフが必要になるわけでありますが、そこで私どもは民生委員の方が町内に５６

人おられるわけでありますが、この方々に御依頼をしてお手伝いいただけませんかとい

うところで、その半数以上の方が複数回、全ての回数に出ていただいた方も何人かおら

れますが、本当に御協力をいただいたと、この方々の御協力なくして今回の私どもの接

種会場の運営は成り立たなかったかなと思っておるぐらいであります。 

 そういういろんなところの御協力をいただきながら、町民の皆様に安心が早く届けら

れたかなと思っておる次第であります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今お聞きしますと、民生委員の方々、半数以上の方々

が協力をいただいて、私も実際、自分が接種会場に行きますと、受付のほうから、そし

てあと待機の時間まで懇切丁寧に民生委員の方々を中心として、スタッフの方々が対応

していただきました。このことも非常にスムーズに１日の接種が進められた要因だと思

っておりますし、そのような体制を今回つくられ、そして協力されました民生委員の

方々の御協力があってのものだと非常に感謝の思いを強くするものであります。 

 その中で、もう一点、県外に出ておられる、学生さんの場合は、どうも聞いておりま

すと、大学での集団接種もあるようでありますし、また、実際、リモートワークがかな

りありますので、こちらのほうにおられる学生さんもおられましょうけど、またリモー



トワーク以外でその大学のところに行かなければならない、そういう場合もあるかと思

います。 

 やはり、これは１回目と２回目は必ず同じ場所で決められた日でないといけないのか

なと思いますが、万が一、例えば１回目を打って２回目が予定した日にどうしても受け

られない場合はどうしていくのかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  本町でこのたび行われましたワクチン接種につきま

しては、ファイザー社というメーカーのワクチンを利用したわけなんでありますが、フ

ァイザー社のワクチンにつきましては、原則、３週間後の同じ曜日に接種をするという

ことが定められております。ただし、１８日以降であれば、例えば、今議員おっしゃら

れますように、３週間後の同じ曜日がどうしても無理だというときには、前の日でもよ

ろしいですし、次の日でもだめだということではないということで聞いております。 

 ただし、１７日以前はもう絶対だめであるということで聞いておりまして、どうして

もという方につきましては、１８日以降で、その後はじゃあいつまでかと言いますが、

これはできるだけ早急に接種をしたほうがいいということで伺っておるところであり

ます。 

 実際にそういう方が今回、私どもの接種、集団接種を行うに当たっては、当然３週間

後のその日に体調が悪くなって接種ができないという方がおられましたんで、そういう

方はどうしたかといいますと、その体調がよくなった後に、再度連絡をいただいて、接

種をしておるという方もたくさんおられるということも現実であります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  学生さんにつきましては、どうしてもその日にとい

うことができない場合は、それ以降でも対応ができるということでありますので、また

このことも広く周知をしていただきたいと思うことであります。 

 それともう一つお聞きしてみたいことでありますが、３回目接種ということは、今考

えておられるのか。多少政府筋からはそのような話も出てまいりましたが、そのような

ことは現段階で考えておられるのか。それはまだそこまで話になっていないのか、お聞

きをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  ３回目以降のブースター接種につきましては、担当

大臣は先だって発言をされておられましたが、市町村においては、県のほう、国のほう

からはそういう指示、通知、何も来ていない状況であります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ワクチン接種については、御説明いただきましたよ

うに、非常に進んでおるということで、町民の安心ということを第一に考えた場合には、

本当に尽力いただいたことに非常に敬意を表すことであります。 



 それでは、２番目の質問に移らさせていただきます。 

 ２番目の質問は、屋内運動施設における感染予防、熱中症予防対策についてでありま

す。 

 津和野・日原両中学校の体育館などの屋内運動施設において、コロナウイルス感染症

予防並びに熱中症予防対策のため、換気装置や冷却装置などを設置すべきではないのか

と考えておりますが、所見をお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、屋内運動施設における感染予防、熱中症予防対

策について御解答をさせていただきます。 

 御質問のように、現在、津和野中学校体育館と日原中学校が昼間使用しております日

原体育館につきましては、空調設備はございません。そのため、体育や部活動において

は窓を開放し、換気を行いながら活動しているところです。体育館の空調設備の整備に

つきましては、大きな空間に対して暖房を行うため、多大な改修工事費とともにランニ

ングコストがかかり、大きな財政負担が生じるため、現段階では早急な整備が難しいと

考えております。 

 しかし、夏場の活動では、熱中症にも注意をしながら、加えて新型コロナウイルス感

染症予防も行う必要があるため、各学校において対策を検討し、津和野中学校体育館に

おいては昨年度、新型コロナウイルス感染症対策関連の補助金により大型の送風機３台

を導入しております。 

 日原体育館につきましては、昼間は日原中学校が使用しておりますが、教育委員会と

しましては、津和野体育館と同様に社会体育施設に位置づけておりますので、学校施設

を対象とした新型コロナウイルス感染症対策関連の補助金では、大型の送風機等は導入

しておりません。 

 夜間は一般の方の利用もありますので、そこも含めた対策を講じる必要があると考え

ております。今後、利用状況も鑑みながら、大型の送風機や大型ストーブの導入につい

て検討してまいります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいま答弁がありました津和野中学校体育館にお

いて、３台の大型送風機を導入されたことは、やはり感染症予防対策、また熱中症予防

対策の面でも非常にいいことだったと思っております。ただ、その後に答弁されました

日原体育館は、日原中学校と、そして一般と供用であるということから、社外体育施設

に位置づけておられるということで、こちらのほうの対策も今後考えていかれるのであ

ろうと答弁からは推察をしておりますが、特に日原体育館のところは、裏を山に、そし

て横を中学校の建物があるということもあり、非常に風通しが悪く、これは様々な方々

から指摘があり、やはり送風機等も設置をすべきではないかと思っております。 



 それとあと、スポットクーラーであります。津和野中学校の体育館も日原中学校の体

育館もスポットクーラーがあれば、例えば体が一時的に非常に温度を上げ、特に熱中症

の症状が出たときには首筋を冷やしたり頭を冷やしたりそういうことができれば熱中

症のその早期の対応、軽い熱中症には対応できる、水分の補給とともにとも考えますが、

日原体育館の送風機、そして両体育館にスポットクーラーの設置についてはいかがかと

所見をお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  スポットクーラーにつきましては、体育館で全体を冷やす

ことには到底ならない規模になろうかと思いますが、確かに言われるように、過度の熱

中症に近くなったときに、体を冷やす対策としては良好な設備ではあろうというふうに

思います。 

 まだ導入に当たって値段等もどういうものがあるかということも検討しておりませ

んので、送風機、あるいは大型の暖房機に合わせて、どのようなことが使えるのかとい

うことも含めて、併せて検討してまいりたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  特に屋内体育場は風通しが悪ければ非常に温度等が

上がる可能性もありますので、特に熱中症において体調を崩してというようなことがな

いように、予防的効果も含めて今後、検討を進めていっていただきたいと思います。 

 それでは、３点目の質問であります。 

 橘井堂の状況などについてお尋ねをいたします。 

 津和野共存病院・日原診療所・介護老人保健施設せせらぎなどの稼動並びに経営状況

についてお尋ねをいたします。 

 また、益田赤十字病院との連携、看護師等の医療従事者確保のための処遇改善の進捗

状況、日原診療所の移転時期の予定についてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、橘井堂の状況等についてお答えをさせていただき

ます。 

 津和野共存病院の現状につきましては、今年度より自治医科大学卒業医師１名が常勤

医師となり、また産休代替医師として県立中央病院より１名の医師の派遣があり、６名

の常勤医師と非常勤医師により診療に当たっておられ、津和野町医療介護統括管理者で

ある益田赤十字病院木谷院長の御指導をいただきながら、三輪院長のもと医局全体で協

力体制を取って診療に当たっております。 

 経営状況につきましては、平成３１年度と令和２年度を比較し、入院患者数では年間

１３７人の減で、前年度比９９.０％、外来患者数では年間２,３３４人の減で、前年度

比８７.４％となっておりますが、診療費調定では入院収益が１,８５１万５,０００円

の増、外来収益が８８９万９,０００円の減となっております。外来収益の減少は、新



型コロナウイルス感染症の拡大による受診控えが大きく影響しているものと思われま

す。 

 また、令和３年度の状況は、７月末までのところで、計画値と比較して、１日平均、

入院患者数が１.４人の減、１日平均外来患者数が３.１人の減で推移しております。 

 日原診療所の現状につきましては、令和元年１０月より須山先生が所長となり、週３

日勤務され、飯島副院長、非常勤医師により診療に当たっておられます。経営状況につ

きましては、平成３１年度と令和２年度を比較し、外来患者数では年間２１８人の増で

あり、１日平均受診者数が２９.４人と前年度比１.４人の増となっております。しかし

ながら、診療単価の減により、外来収入は昨年度に比べ減少しております。また、令和

３年度の状況は、７月末までのところで、計画値と比較して１日平均外来患者数が３.

４人の増となっており、収益の増が見込まれます。 

 介護老人保健施設せせらぎの現状につきましては、益田赤十字病院との連携を強化し

たことから、平均ベッド稼働率が９０％以上、確保しております。しかしながら、老健

を利用される要介護者の介護度は軽度の方が多く、単価としては特養等に比べ低めとな

る傾向にあります。また、施設の運営を担う職員の確保については、新しい若い世代の

介護職の確保が難しい状況にあることから、看護師の再雇用にて補っていかなければな

らない状況で、大変厳しいものとなっております。 

 経営状況につきましては、平成３１年度と令和２年度を比較し、入所者療養収入では、

年間１,０５７人の増、１日平均入所者数も２.１人の増から収益は増加傾向にあります。

短期入所者療養収入では、年間８０８人の減により、１日平均短期入所者数も２.０人

の減となり、収益は減少傾向にあります。通所療養収入では、年間４３２人の増により、

収益は増加傾向にあります。 

 令和３年度の状況は、７月末までのところで、計画値と比較して、１日平均入所者数

が４.３人の増、１日平均短期入所者数が１.０人の減、１日平均通所者数が１.８人の

減となっており、計画値を下回っているサービスについては、収支の改善をお願いして

いるところでございます。 

 益田赤十字病院との連携につきましては、非常勤医師として、内科及び小児科医師の

派遣と共に、当直についても応援をいただいております。 

 また、急性期から回復期、そして慢性期につながる医療連携の中で、回復期から慢性

期に至る津和野町内の患者の転院を受入れ、まめネットを活用した回診や医療相談等も

含めて連携をしております。 

 令和元年５月には、益田赤十字病院木谷病院長に、津和野町医療介護統括管理者をお

引受けいただき、津和野共存病院をはじめとした医療法人橘井堂が管理する事業所につ

いて、様々な御指導をいただいております。 



 処遇改善の進捗状況につきましては、津和野町医療介護統括管理者から御指導をいた

だきながら、医療介護統括副管理者が主導して、法人内で進めておられると聞いており

ます。 

 また、町が関係する処遇改善については、給料、手当に関わるものと考えております

が、法人としての方針が決定次第、財源等の問題について法人側と協議を行い、令和４

年度予算に反映するよう考えております。 

 いずれにしても、まずは法人内での意思統一が最優先と考えており、職員への説明会

を秋ごろをめどに行う予定であると聞いております。 

 日原診療所の移転時期につきましては、当初の計画では令和３年１１月末での移転を

計画しておりますが、移転増築工事現場において、レンガ等の瓦礫類、土間コンクリー

ト等の地下埋設物が確認されたことから、撤去を行う必要が生じ、再度の地盤調査、地

盤改良の追加及び調査のため、掘削した部分の表層改良等の追加工程が発生いたしまし

た。 

 それにより、予定工程に２か月程度の遅れが生じており、移転時期については、令和

４年２月中旬になる見込みであります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、再質問いたしたいと思いますが、最近の

ことで、非常に私どもはよかったなと思うことの第１番目は、自治医科大学の卒業の医

師が津和野共存病院に、橘井堂に赴任をしていただいたということ、そして今回、産休

代替医師として県立中央病院より１名の医師の派遣があったということ、そのようなこ

ともやはり中島町長時代に、医療危機に陥ったときに、どんなことがあっても医療の灯

は消してはいけないという、その思いの中で、中島町長が非常に津和野町の医療を守る

ために尽力、中島町長をはじめ、そして職員一丸となって尽力をされていただいて、そ

してまた、下森町長時代になっても、この医療を、津和野町の医療の灯を決して消して

はいけない、また、より大切にし、また発展をさせていただかなければならないという、

その両町長の思いがこのような結実になっておると思うわけであります。 

 やはり、国や県、県立中央病院、そして自治医科大学、このような、そして島根大学

医学部との連携、このようなものが、やはり非常に大切になってまいると思いますし、

また関係の様々な医療機関との連携というものを、そのようなものが非常に大事だと思

っておりますが、これは町長にお尋ねしたいと思いますが、島根県、国や県、そして県

立中央病院、自治医科大学との連携等について所見をお尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  津和野町の医療につきましては、公立病院ということでござ

いまして、島根県、それから島根大学医学部、そうしたところに、本当に普段から様々

な御支援をいただいているというようなところでございます。特に３年前に常勤のベテ

ラン医師がお二人が御病気になられて長期療養というときに、本当に町の、津和野町の



医療が守れるかというぐらいに厳しい状況で受け止めておったわけでありますが、その

ときにも島根県の斡旋もあって、県内の公立病院から週替わりで医師を派遣をしていた

だいて、何とかその年度の３月末いっぱいまでは乗り切ろうということで乗り切ること

ができました。そして、新年度からこの自治医科大学の医師派遣ということにも、また

つながったということにもなるわけでございます。 

 自治医科大学の医師派遣というのは、今議員が御指摘いただいたように、長年の津和

野町からもお願いをしてきたところでありまして、今回、本当に長年の一つのお願いが

かなったということで、大変喜んでいるところでございます。 

 逆に言うと、なぜこんなに時間がかかったのかということを申しますと、津和野町に

自治医科大学の医師を派遣するということは、県内のほかの公立病院がそこにしわ寄せ

が来るということになります。だから、やはり、なかなかそれが難しかったという状況

がある中で、今回、非常に津和野の医療が本当に厳しいということから、島根県や、ま

たそういう意味でも県内の公立病院のほうにも、様々な御理解をいただく中で、今回、

この津和野に自治医科大学の医師を派遣していただいたというようなことでございま

す。 

 今後もこうした一つのパイプということは、しっかり続けていきながら、自治医科大

学の医師というのは、津和野町に、人が代わったとしても、枠としてこの津和野の医療

に赴任をいただくということは、しっかり努めていきたいというふうにも思っておりま

すし、また、さらにこの医師派遣ということをお願いをしていきたいということでござ

いまして、現在、橘井堂の三輪理事長等ともいろんな今、情報交換を密にしているとこ

ろでございまして、自治医科大学の、この義務年限内の派遣ということと、もう一つ義

務年限外の派遣ということも視野に入れながら、またより一層、この医師が、自治医科

大学関係からもう一人というようなことで、努力をしていきたいと、そのように考えて

いるところでございます。 

 そうしている間に、津和野町出身の地域枠推薦の医師が育ってきておるという状況が

ございまして、また今後はそうした医師が、これはもう一生という縛りをしてしまうと

現実として無理があるわけでありますが、ひとつの期間の中でまた島根大学医学部のひ

とつの中で、津和野町にも医師としてまた地元に帰ってきていただくと、そういうよう

な今、システムをつくっているところでありますから、こうしたことをやりながら、医

療というものに結びつけていきたいと、そのように考えているところであります。 

 それともう一つは、今回、コロナウイルスのワクチン接種におきまして、三輪先生以

下橘井堂の皆様にも大変にお世話になって、早く接種を終えることができました。これ

は、まさに三輪先生以下橘井堂がこの津和野のひとつの公立病院の中で、町としての医

療を守っているという、そういうひとつの使命感も持っていただき、本当に頑張ってい

ただいたおかげであるというふうに思っております。 



 私は、そういうことを受けて、特に総務省等に今回のこのコロナワクチン接種におけ

る公立病院の意義というものを強く御説明をしてきたというような状況でございます。

総務省は、そういうことを通しながら、もちろん津和野町の私だけが声を上げたからと

いうことではないと思っておりますが、全国の公立病院がそういう異議を果たされたと

いうことが総務省に伝わったというふうに思っておりますけれども、そういう中で、こ

の公立病院、公的病院への持つ自治体へ、特別交付税を増額をしていくという方針が決

まってもいるという状況であります。それがまた、町の財政にも、また病院経営という

面においても、非常に有効に働いてくるというふうに思っておりますので、今後も様々

な医療機関やあるいは国の機関、そうしたものとの連携というものを深めながら、津和

野町のこの医療が安定をし、また強化されていくように取り組んでいきたいと考えてい

るところでございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  やはり、津和野町が医療を本当に大事にしているん

だということを、国や県やそういう関係の病院、島根大学、そして自治医科大学、県立

中央病院などなど関連する病院の方々にアピールしていくというか、本当に訴えていく

ということ、そのことが非常に大事だということを改めて思わせていただいたことであ

ります。 

 その中で、益田赤十字病院との連携が進んでおるということで、入院収益が１,８５

１万５,０００円の増額であります。外来収益が８８９万９,０００円の減となっておる

ことは、これはコロナ禍の中でどうしても処方の期間の延期ということもありますし、

どうしても減少は致し方がない、そういう面がありますが、やはり入院収益が１,８５

１万５,０００円増えているということは、これはやはり、益田赤十字病院との連携だ

と思う訳でありますが、特にこういうところで、ベッドの稼働率を上げたというのが主

かとも思いますが、その点を、内実をお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  先ほど質問がございましたとおり、入院収益につき

ましては、約１,８５１万５,０００円ほど上がっております。これにつきましては、主

には入院患者数が増えたというところもございますけれども、それに合わせまして、診

療単価のほうが増額したというところが主な原因であると考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  診療単価が上がったその内容、例えば診療単価は、

例えばこういうもので上がったという、例えばある程度長い期間おっていただける、今

ちょっと科目名を忘れましたが、そういうものが増えたのか、その内容についてお尋ね

をしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 



○医療対策課長（清水 浩志君）  大変申し訳ございません。そこまでの吟味はしてお

りませんので、少し分かりません、申し訳ございません。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  日原診療所が１日平均７月末までのところで、計画

値として、１日平均外来患者数が１日３.４人の増となって収益の増が見込まれるとい

うことでありますが、実際、日原診療所に私自身もかかったときにも、非常に患者さん

が増えているなという実感はしております。やはり、今後のレントゲンや検査機器の充

実ということもありますでしょうし、やはり橘井堂としてこの日原診療所というものを

ある程度、吉賀町も含めて医療拠点としてしていこうという思い、そしてまた、須山先

生、飯島先生が診療されるということも大きな要因となっておるのかと思いますが、医

療対策課長、どのように分析しておられるのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  先ほど町長からも答弁がございましたとおり、須山

先生が所長となり診療の人数が増えているという状況が顕著に表れております。須山先

生におかれましては日原共存病院から含めまして、約５年と５か月、日原関係の診療所

に勤められております。その関係もございまして、かかりつけ医という意識が強いとい

うところがございまして、そのように先生方の信頼度から患者数が増えているのではな

いかと考えています。 

 また、今後につきましては、レントゲン設備等を設置した診療所、また日原、津和野

共存病院との間でカルテ等を共有する中で、津和野共存病院との連携も進めていくこと

ができますし、現在では２階にありますけれども、これが１階に、発熱外来の横に移る

ということになりまして、患者さんの不便のところも解消されてくるというところがご

ざいますので、今後につきましては、さらなる外来患者の増が見込めるのではないかと

考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それと、せせらぎで１日平均の通所者が１.８人の

日に減となっているということでありますが、今聞いておるところによると、星の里の

デイサービスが介護職員の減が要因で定数を少し下げておられるということもお聞き

しておりますが、そちらのほうからの移動、当然デイサービスとデイケアは内容が違う

わけでありますが、それについて星の里に今まで通っておられた方で、受入制限の中で

せせらぎのほうへという方もおられる状況なのか、分かればお尋ねをいたしたいと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  議員先ほど申されましたとおり、星の里におきまし

ては、定数が１８名でございますけれども、実際には介護職員の減というところで１０

人というところで現在、受け入れております。その差分というか、そのあおりを受けた



方々について、せせらぎの通所のほうに受け持っているかどうかというところにつきま

しては、ちょっと現在のところ把握はしておりませんので、申し訳ございません。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それと、急性期から回復期、そして慢性期につなが

る医療連携の中で、回復期から万世紀に至る津和野町内の患者の転院を受け入れている

という、これがベッドの稼働率が上がる最も要因であると思いますし、やはり地元に帰

ってこれるということが、非常に町民の方々も喜んでおられることであります。 

 これは、多分津和野共存病院、そして益田赤十字病院のソーシャルワーカー、社会福

祉士などが連携をして、小まめに入院患者の情報の交換等も、日ごろからしておられる

のであろうと推察をするわけでありますが、ただいま現時点で、益田赤十字病院とそし

て橘井堂とのソーシャルワーカーの連携、そして医師、看護師等の医療スタッフ等の連

携もかなり進んでいるのではないかと思いますが、現状が分かれば御説明をいただきた

いと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  津和野共存病院におかれましても益田赤十字病院に

おかれましても、地域連携室というのを設けております。この地域連携室同士の連携と

いう中で、今回、このように医療の連携ということで、入院患者の方が益田赤十字病院

から津和野共存病院のほうに移られているというところが多々あると思われます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  そして、処遇改善についてでありますが、秋ごろに

職員の説明会をしていかれるということであります。聞くところによりますと、木谷医

療介護統括管理者の木谷先生は、働かざる者食うべからずと常々申されているというこ

とを聞いておられます。ただ単に無条件に処遇改善を行うというだけではなく、全職員

が一層の収入の増加を目指し、また経費の節約をして、そして収益を上げることを今、

目標として仕事をしておられると思っております。 

 例えば、益田赤十字病院と橘井堂で医療資材等の共同購入を行うことで経費削減とい

うことも考えられると思いますし、どのような経費削減策、また収入を上げていくのは、

やはり稼働率の増加等ではあろうと思いますが、その点について分かりますところをお

答えいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  経費の削減につきましては、先ほど、議員のお答え

の中にありましたとおり、医療物資につきまして、益田日赤のほうと共同購入をすると

いうような方向で現在、益田日赤の事務部のほうとお話し合いをされているということ

を、法人のほうからお聞きしております。 

 その結果、現在、津和野共存病院のほうで単独で購入しておりました価格よりは大幅

に下げられるのではないかということも併せてお聞きをさせていただいております。 



 以上です。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今、全般お聞きしておりましたが、やはり木谷医療

統括管理者の御就任をいただいて、連携も深まり、そしてそれがベッド稼働率の上昇、

そして収益の向上、そして質の経費削減ということにもつながっておる、非常にいい効

果が出ておると思います。やはり、木谷先生がこの橘井堂のことも思い、この益田、そ

して益田圏域、津和野町の医療のことを本当に心から考えておられるということが、は

しばしから鑑みることができると思います。 

 町といたしましても、これからも木谷医療統括管理者との、その連携をますます深め、

木谷先生にもお力添えを十分にいただきながら、これからも津和野町の医療が末永く守

られていくことを願いながら、質問を終わらせていただき、次の質問とさせていただき

たいと思います。 

 次の四つ目の質問でありますが、介護職員育成についてであります。 

 六日市医療技術専門学校の閉校等もあり、町内介護事業所において介護人材不足が顕

著になっております。津和野町の社会福祉法人などで介護職員初任者研修会の開催や受

講支援などを実施すべきと思いますが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、介護職員育成についてお答えをさせていただきま

す。 

 議員御指摘のように、町内介護事業所においては、人員確保に大変苦慮され、一部事

業者ではサービスに制限を行っておられる状況にあります。 

 各事業所では、介護職員確保のため企業説明会への参加、ハローワークやインターネ

ットの人材マッチングサイトへの登録等、様々な取組をされていると伺っております。

そのような取組から、新卒の採用につながった事業者もあったとお聞きしておりますが、

多くの事業所では明らかな効果があらわれていないのが現実であります。加えて、一定

の介護人材を輩出してきた六日市医療技術専門学校の令和３年度での閉校により、介護

職の確保はこれまで以上に厳しくなる状況であります。 

 介護職員育成のための介護職員初任者研修については、平成２８年度まで社会福祉協

議会において実施されておりましたが、応募人員の減少等によりその年度以降は実施さ

れておりません。そのため、町としては、毎年補助金として予算化しておりましたが、

執行までには至っておりません。 

 町としましても、介護事業所における介護職員の確保は喫緊の課題と認識しており、

人材確保に向けての共通理解と方策を早急に検討していきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいまの答弁では、かつては、平成２８年度まで

は社会福祉協議会において実施されていた介護職員初任者研修会が応募人数の減少等



によりその年度以降は実施されておらないということでありますが、２９年度以降実施

されておりませんので、もう５年余り実施されていないということになっておると思い

ます。やはり、町の介護職員の確保がなければ、先ほどの前段の答弁でもありましたよ

うに、やはり受入制限をしていかなければならないということもありますし、各事業所

が、やはり、かなり介護職員不足で厳しい状況に立たされているということもあります

ので、もし社協のみで開催できなければ社協、橘井堂、そしてシルバーリーフつわの、

そして星の里、共同での開催等も考えていくべきではないかと思いますが、所見をお尋

ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  初任者研修につきましては、先ほど町長からも答弁

がありましたとおり、平成２８年度以降、実施されていないのが実情でございます。今

年の７月になりまして、津和野町介護保険事業者連絡協議会というのがございますので、

その場の中で、各事業所の状況等にお伺いしております。その中でも、確かに初任者研

修というのが大切であるという御意見をいただいているのが事実でございます。ただ、

社協にお願いするにしましても、社協としましても、令和３年度の事業につきましては、

もう既に確定をしているというところでございまして、早くても来年度以降になるとい

うところが現実であると考えております。 

 そうした中、今議員のほうからお話がありましたとおり、ほかの事業所等の連携の中

で、こういった初任者研修が実施できるかどうかというところを改めて検討させていた

だいて、来年以降、もしできるようであれば、その旨、方向性に向かって進めていきた

いと思って考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今、橘井堂も含めた共同開催ができないかと提案し

ましたものも、多分その研修プログラムの中に医師や看護師等の事業といいますか、講

習も必要だと認識しております。そのようなことから、１事業所で開催すればかなり負

担があるでしょうけれども、４事業所で共同して開催すれば負担の軽減、そしてまた、

介護職員の不足に悩む、その事業所にとっても、そこで受講した人がヘルパーの資格を

取得して、従事していただくと、それが解消できていくと思いますので、ぜひともその

連携との話し合いをぜひそのような機会のときに、早急に取っていただきたいと考えま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  大変貴重な御意見ありがとうございます。津和野町

介護保険事業連絡協議会につきましては、年間で数回開催をする予定になっております

ので、その場をもちまして、また個別にも協議をすることが可能だと考えておりますの



で、個別にでも協議をさせていただいて、早急に、できれば来年度以降のところで開催

できるように進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  介護職員不足の現状は現場のその各施設から切実な

声を聞いております。ぜひとも町も指導しながら、介護職員初任者研修会の実施に向け

て尽力をしていただきたいと願いながら、私の質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１１番、岡田克也君の質問を終わり、ここで午後１

時まで休憩といたします。 

午前 11時 31分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序４、１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  １０番、後山でございます。通告しておりますので、

逐次質問をさせていただきます。 

 １件目でありますが、駅前周辺整備事業についてお尋ねをいたします。 

 津和野町の駅前周辺広場整備（第１期）工事が平成３０年１０月に発注をされており

ますが、途中で電柱移転浄化槽除去等交渉は大変難航し、大幅に遅れが生じたわけであ

りますが、第１期工事であります浄化槽の問題もようやく接続できるようになった状況

にあります。駅舎の工事の発注されておりますが、これに伴うと回廊等の工事と競合す

るようになろうと思うわけでありますが、駅舎の改修工事完成後にこの回廊の工事が着

手されるんでありましょうか。そうしますと、この回廊の工事の完成はいつになるのか、

これについてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１０番、後山議員の御質問にお答えさせていただ

きます。駅前周辺整備についてでございます。 

 駅舎及び駅周辺関連整備につきましては、国の歴史的風致維持向上計画の認定を受け、

駅前の空き店舗、老朽アパートの除去を行うなど、津和野の玄関口としての美観を整え

るとともに、ＳＬ到着時等の人、一般車両、観光、路線バスが錯綜することで生じる交

通事故等の危険を回避し、駅舎の耐震化、冷暖房整備などホスピタリティの向上を目指

すものでございます。 

 駅前周辺広場整備につきましては、現在、津和野駅舎改修工事と調整を行いながら、

順次工事を施工している状況でございます。回廊につきましては、第１期工事での実施

ではなく、今後の施工を予定しております。 



 引き続き、駅前周辺整備工事の進捗課程で駅舎整備工程との施工順序の調整等が必要

となってくると考えます。工事期間中につきましては、皆様に御不便をおかけいたしま

すが、早期の完成を目指して進めてまいりたいと考えますので、御協力いただきますよ

うお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  駅前の今申しました回廊の工事が、今の工事が済ま

ないと発注できないと思うんですね。それがいつの年度に完成するか、これをお聞きし

ておるんですが、いつごろ完成するか、来年か再来年になるんか、そのことをお聞きし

ておるんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  駅舎の工事でございますが、現在、工事を進めてお

る状況です。まず、今現在、工事をしているところは、改札の左側の部分を工事をして

おります。今後、改札のところ、改札の右側いうことで、順次工事を行っていくところ

ですが、その行う途中で、改札は使用をすることになります。人の流れを調節しながら

進めていくようになります。 

 議員御質問の回廊でございますが、その部分のそれぞれの工事に合わせて、順次回廊

の工事の発注に取りかかりたいと思います。工事完成の予定としては、あくまでも今年

度ということを目指してやっていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  後山さん。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  今、既に駅舎の改修に入っておられますんで、これ

もまた回廊だけ別に発注になると工事が競合することになるかもしれません。そこの配

慮もして工事発注をしていただきたい、このように思っております。 

 それで、続いてちょっと関連があるのでお尋ねをいたしますが、駅前の交番跡地に平

屋の瓦ぶきの建物を建てておられますね。これは、柱も桁もはりもともに鉄骨で骨組み

が造られて、これはあずまやづくりじゃないわけでありますが、ただ、普通の平屋建て

でありますが、景観的にも余り風情がないように、多くの人から言われておるんですが、

なぜ木造で建てられんのか、なぜ鉄骨にされたのか、その点をお尋ねしたいのと。 

 それから、このもとの警察の跡地でありますね、ここへ斜めに歩道をつくられており

ますね。下に降りるように。これは何のための歩道であるのか。これは、安野光雅へ降

りるようにというふうなことで、そのような利用目的でつくられたんではないかという

ふうに聞いておりますが、休憩所からこの美術館に行かれれば、無理にあそこを横断し

て通らんでも真っすぐ歩道があるんですから、それから安美に入れば真っすぐ入られる

んですね。それをわざわざ警察の跡地を斜めに歩道をつくられておりますが、地域住民

が、出来てから初めてこんなものをつくられてというふうな声があったんです。こうい

う場合には地区住民に説明会でもされてやられたのでありましょうか。課長さんに、こ



れは前課長がやられたのにあなたに聞くのは大変心苦しいんですが、どういうふうでこ

ういうふうなことをされたのか、設計士さんがよその設計士さんですね、これは。エイ

エム建設設計かどこかされとるわけですが、そういうことで、津和野の町の状況を分か

らんこ設計されたんじゃないかというような、私は気がするんですが、その点、分かれ

ばですよ、分かればお聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  議員がおっしゃられるのは平成３１年度駅前小公園

整備工事の中のことであろうかと思います。 

 その工事の中で、あずまやがあります。これがなぜ木造じゃなくて鉄骨なのかという

ところでございますが、詳細につきましては存じておらないところなんですけど、もし

かして耐久性とかそういったようなもののことでそういうふうな結論にいたったのか

どうか、そういうことは考えられると思います。 

 それと、公園の中にある安野光雅美術館に通じるスロープでございますが、これは、

当初の設計からそうなっていたというふうに聞いております。意図としては、歩道と歩

行者と離合を避けるというのが一つと、それと安野光雅美術館にそのまま車椅子で移動

ができる、動線が短いということ、それと駅前通りにもそのまま通過して出れるという

ことで聞いております。そのような設計意図のもとにつくられたというふうなことだろ

うと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  私は、斜めにあるような道路を通るより真っすぐ行

ってさっと入ったほうが安野光雅美術館、よっぽど早く入れると思うんですが、何でわ

ざわざそういうふうにされたんか、課長さん、大変失礼ではございますが、済んだ後の

ことでございますが、こういうことも今度やられるときには、一生懸命検討していただ

きたいと思います。 

 それと、これ関連があるといえばそうなんですが、歴史的風致維持向上協議会に諮っ

ておられるはずですが、稲成町のところの小公園がありましたね。ここのあずまやはど

ういう理由で撤去されたのか、それについて、分かればお聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  議員がおっしゃられるのは、平成３１年度稲成町河

川広場工事のことであろうかと思います。広場工事の中で、以前はあずまやがあったと

いうふうに記憶してございます。このあずまやでございますが、周辺のまた観光客の方

から、ＳＬの鉄橋が向こうにあるわけなんですけど、ＳＬが見えにくいとか公園自体が

暗いとかいう声がありました。その上で、向かいの、スクランブルの向かいになるんで

すけど、鷺舞モニュメントの公園と統一感を出すためにあずまやのほうを撤去したとい

うふうに聞いております。 



 以上です。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  鷺舞公園も何も日陰がないんですよ、あそこにね。

雨が降っても暑いときでも、あずまやがないから陰に入ることができない。そういった

意味では、小公園にあそこにあずまやがあったので、皆あそこで食事もされたり、ＳＬ

を見送ったり迎えたりされたあずまやなんですよ。それをのけて、何であそこに歩道を

つけんにゃいけんのかという意見もあるんですよ、町民の方からね。 

 そういったことも、やはり歴史的風致維持向上の方だけでなく、やはり付近、また地

域住民に説明をして、私は納得がされた上でこういう施設整備はされるべきと思ってお

りますので、課長さん、今度ありましたら、ひとつ付近住民に十分話し合いをされてや

っていただきたい。あのあずまやがなくなったんで、当分あそこのほうで暑うても陰が

ありません。そういうことも考えて、本当計画を、まちづくりを計画していただきたい

と思います。今後ありましたら、課長よろしくお願いをいたします。 

 次に、参事職についてお尋ねをいたします。 

 町長は、平成２９年度より行財政改革をさらに進めたいという観点から、参事職は配

置せず、年間３０万円から５０万円必要で、要望等の相談も全くなかったと、このよう

におっしゃっておられます。庁議メンバーの多くが厳しい財政状況の中、今後一層の行

財政改革を進めなければならない、このような観点から参事の配置について否定的な考

えが示されており、手当により財政負担の軽減についても職務職階を原則とする上で、

整理をする必要性の意見も出ているようでありますが、参事の職務をより一層、明確化

するなどの課題で参事職の配置については、今後内部で検討を続けたいとのことであり

ました。 

 また、町民の方から復活の要望が多いようであれば、次年度より配置する考えである

と、このように説明をされております。 

 これは、平成３０年９月の一般質問の答弁であります。あれから、４年も経過してお

ります。現在の庁議のメンバーの課長の大勢は新規に抜粋された課長であります。上司

である参事が不在であり、困惑されるような案件は１件もなかったのか、伺いたいと思

いますが、新しい庁議メンバーの皆さんにそのようなことを今ここで１人ずつ聞くちゅ

うわけにもいきませんでしょうが、どのように町長お考えか、お尋ねをいたします。 

 また、合併協議会の協議項目、協定項目は巡視されるべきではないでしょうか。これ

についてお伺いをいたします。 

 当時を思い浮かべますと、質問をしておりますが、平成１７年９月２５日、新津和野

町が誕生するまで、日原町議会は合併関連議案が可否同数で県内初の議長採決で６議案

とも可決されたわけであります。合併関連議案の審議では、議事運営は難航し、生みの

苦しみを持って、両町が合併し、今日があるわけであります。町長も当時の議員であっ

たわけでありますが、このような経緯を踏まえて合併協定項目が成立しております。そ



のときに参事職の配置についてもいろいろ検討されていっておるわけでございますが、

これについてどのような御所見を取られるか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、参事職についてお答えをさせていただきます。 

 御質問の参事職については、行財政改革をより一層推進する観点から配置を見送って

おりますが、町民の方々より正式な御要望等あれば、住民サービスを優先する観点から

配置する方針であることを庁議においても申し合わせております。 

 これまでの間、参事職の配置に関する御要望はなく、そのままの体制にて本日を迎え

ておりますが、今後住民団体や議会等から正式なお申し出をいただくならば、新年度か

らの配置に向け、庁議にて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  町長さんは御存じないようでありますが、平成２８

年の９月にある津和野町の町民の方から騒音問題が起こっております。津和野庁舎に頻

繁に電話をされ、大変職員も困ったようなことが起きたわけでありますが、そのときに

参事がおられましたので、参事と２人で某氏との話し合いを重ね、１か月以上かかって

ようやく問題を解決した経緯もあるわけでございます。町長、それを知っておられんこ

とはないと思うんですが。 

 また、平成３０年４月１４日、身体障害者の方より、ある書類の内容が違った郵便物

が届いたと、私に電話がありました。すぐ課長さんに相談をして、１５日に書類を見せ

ていただいたわけであります。そして、その月の１７日より私たちの選挙が始まったわ

けでありますが、その途中で、本人より２０日の１時３０分にうちに来てくれというふ

うな連絡がありましたので、そのときに健康保険課長さんと２人で行きましたね。それ

で、誤配文書の件についていろいろ課長から説明をしていただきました。選挙期間中で

ありましたが、同じ人が２回もそのような問題が起きておるのに、お許しをかいに２人

で参ったわけでございますが、本人もようやく理解をしていただいて、何とか今回はこ

らえてやろうということで、課長さんと２人で帰りましたね。こういうことも事実あっ

たんですよ、町長。 

 そのようなことがあって、いろいろ日にちがたって、新聞沙汰になるような事件が起

きました。これは、課長の忍耐も限界であったろうというふうに思っております。課長

さんも誰にも相談もできず参事が在職しておられたら相談もでき、あのような事件は起

こらなかったというふうに私は思っております。 

 大変新聞紙上にも出まして、大変なことであったと本当、課長の心情をくむところで

ありますが、参事の存在を強く感じられたのではないでしょうか。 

 このような件があっても、まだ参事は置かれないという御所見であるか、その点をお

伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 



○町長（下森 博之君）  今一度申し上げておきたいと思いますが、その参事職を置か

ないというのは、私の独断で決めているわけではございません。庁議の場でどうしよう

かということを諮った上で、庁議の総意として決定をしてきたというところでございま

す。私は、もうその庁議の場でも、そのお話をしたときには、３年前とかそういうお話

のときでありますけれども、庁議の意向を尊重したいから率直に意見を言ってほしいと、

そういうことを投げかけた上でのものでの庁議としての判断でもあったということで

ございます。 

 ただ私として参事職は当面置くまいという、庁議で決定した後でも住民のほうから、

例えば自治会であったりとか、あるいは議会のほうの大多数の意見として、そういう参

事職を復活する御意見が出てきたならば、それはやはり住民の思いとして参事職を置く

ということも検討していかなければならないので、それは了解してほしいというのが、

当時の話し合いでございます。それを今日の回答をもって、庁議においても申し合わせ

ておりますということを申し上げているわけでございます。 

 ですので、先ほど、個別のそういう町民の方の御心配、トラブルというようなことも

事例で上げております。それが担当課長が対応したということになろうかと思いますけ

れども、そこに参事職というのが本当に必要であったのかどうか、そういうこともまた

問われているんだろうと思いますけれども、そういうことも踏まえて、当時庁議のメン

バーであった担当課長も特にこの参事職ということは必要ないという意見、意見を出し

たかどうか、個別には分かりませんけれども、私の記憶では当時の庁議の中では参事職

を置くということについての賛成の意見はなかったというふうにも思っておりますの

で、先ほどお示しになられたそのときの課長もそのときに参事職が必要という意見は出

していないんだろうというふうに思っております。そういうことを踏まえての現在だと

いうことは、何とぞ御理解をいただければというふうに思っております。 

 繰り返しになりますが、その上で住民のほうから正式に参事を置くという要望があれ

ば、それはそれで庁議のメンバーも変わっておりますので、その中で検討していきたい

というのが私の回答でございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  そのようなお気持ちがあるんなら、今新しくメンバ

ーになられた課長さんがおられるんですから、喫緊のうちにもそのような会議を開いて、

本当に参事が要るのか要らないのか、その検討もしていただきたい。また、議会という

今、機会もあるんですから、議会にもそういったことの相談も一つはしていただきたい、

このように思っておりますが、町長、参事のこと、余り必要にないようなこと申されま

すが、このことは、毎回いろいろ困ったわけでありますが、町長、このたび中座地区の

Ａ氏で陳情を受けておられますね。南谷川から入る水路の除草、土砂の除去等、要望を

受けておられると思います。そして、町長は建設課にすぐ指示され、これを実施されて

おります。この陳情を受けてやられた水路は町長、実はここに私が要望書を持っておる



んですが、これが中座自治会から昭和５９年２月５日に私が受けた要望書です。この中

にこの水路の件外５件ほど、要望の中にあるんですよ。 

 そういった問題がある中で、今日まで町長には申し上げておりませんが、中座の自治

会から要望を受けて、当時は赤線、青線の管理は県であるわけであります。そして、平

成１４年であったと思いますが、維持管理の権限が各市町村に移譲されております。こ

の水路の途中に民地が横断をしております。この水路の続きは三面張りの石張り水路で

側溝の石が真っすぐに傾いて、水路がつぶれるような状況にもなっております。これ石

垣が数か所倒れておりますから。この町長が陳情を受けられたこの水路の流末でありま

すが、建設課ともこの水路がどうにかならんのかということで、現地立会もしてもらっ

ております。現地立会をして課長さんの答えが、今財政的にこれを修復するのには大変

困難であるというふうなお言葉でありました。ゆくゆく計画をして必ず修復をするとい

うふうな約束をいただいておるわけでございますが、これがいつできるか全く分かりま

せん。 

 その場所が、町長の受けられた水路の延長にあるんです。町長に陳情や要望をするが、

即決で解決する、これは当然であります。行政の最高の執行者は町長であります。今後

も津和野庁舎、参事職を配置せず町長がこのように町民のお宅に応えていかれるお考え

であれば、現に、こういった対応をつくられたことになるわけでありますんで、先ほど

申しました昭和５９年の２月５日にいただいた中座自治会の要望事項も道半ばであり

ますので、今後は自治会、また個人で町長へ直接要望していただくようになるわけでご

ざいますが、そのようなことが起きても、まだ参事は置かれないというお考えでありま

すか。町民、皆平等の原則であります。いろいろ申しましたが、このような状態でも町

長はまだ参事職は町で諮ったんでないと、設置しないというお考えであるか、お伺いを

いたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  私も町長をやってもう１２年ということであります。ですか

ら、参事が置かれていた時代から町長もやってまいりましたし、参事職を置かなくなっ

てからも町長としてしばらくたっているという中で、１２年の間に参事職がいたときも

いなかったときも町民の皆さんから、個人から、あるいは自治会から様々な要望を受け

てきたというような状況でございます。 

 ですから、その参事職が置いているからどうこうというのは、私自身が要望を受ける

ことについては、関係のない話だというふうに理解をしているところでございます。 

 住民の皆さんが、やはり参事職のほうが、町長直接よりもお願いがしやすいかなとい

うような願いがあって、そういう中で、先ほどから申し上げているように、要望書みた

いなものが出てくれば、それは住民サービスの観点から参事職は置きますというふうに

申し上げているわけでございますから、決して置かないというような前提でお話をして

いるわけじゃないということを御理解をいただきたいというふうにも思っております。 



 併せて、先ほどの個別の御要望も当然理解をしております。あれは個人からいただい

たものであります。それは今回に限らず、この１２年間の間に個人の方からの直接の要

望というのも受けてまいりました。そういう中で、やはり何とか実現してあげたいと思

ったときにも、私としては不公正は出てはいけませんので、必ずその個人が住んでおら

れる自治会に諮って、その上で了解を得た上で事業を進めてほしいということを担当課

に指示を出しております。ですから、そういうことはずっと心がけてやってきて、個人

から受けたものについては、できるだけそういう公平性というものを保てるように心が

けてきたと、そういうことでもございますので、何とぞ御理解をいただきたいと思って

おります。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  町長、そうは言われましても、今回の災害で、今私

のところに届いておる要望が９件あります。とても私もこれだけのものを対応できる能

力は持っておりませんが、これは建設課なり各関係ある課にお願いをしたいと思います

が、これだけのことがたった１か月の間にこれだけの要望があるんですよ。それを町長、

私は町長に皆さん要望してくださいというふうに言ったら、町長対応できますかね。絶

対に対応できないと思います。そのためにも参事職を置いて、町長の代わりにそういう

業務をさせられるのが参事であろうというふうに思っておりますが、それでもなお町長、

参事職について検討していただくことはできないのでしょうか。町民から要望があった

ら考える、そのように申されますが、町民を代表して私も申し上げておるんでございま

す。そこのところを理解していただきたい。もっと前向きに検討していただきたいと思

いますが、もう一回、御答弁いただきたい。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  なかなか正直にお答えに困ってまいりますけども、いろんな

要望も全てが全て、今まで町長が受けてきたわけではございませんので、各担当課、問

題の生じている各担当課に自治会から直接お話をされたりとか要望をされたりとか、そ

れから個人からも各担当課に要望されている場合も当然あると思います。 

 そういう中で、この問題は町長へ、この問題は担当課へというルール決めがあるわけ

ではございませんけれども、今まではそういうやり方でやってきたと思っておりますか

ら、いろんな、まずは建設課等へ直接要望される場合は、それはそれでぜひお願いをし

たいというのが思いでありますし、私にどうしても要望を直接したいということであれ

ば、今までもそうでありましたが、決して私はそこをお断りするつもりはございません

ので、全ての要望についても時間を取ってお受けしたいというふうに思っております。 

 ですから、ちょっとその参事職とそういうことについての、私は余り関係性というも

のが、議員のお考えからは今一つ理解ができていないというところであります。ただ、

やはり参事職というのがあることで、そこはやはり要望したい、しやすくなる、そうい

う住民からの声が多いようでございましたら、これは私は参事職については復活すると



いうように、前向きに検討したいというふうに、私としては前向きにお答えを差し上げ

ているというようなつもりであります。 

 ただ、今、私がここで必ず今置きますということは、差し控えるのはお許しをいただ

きたいというのも、やはり庁議という場で今までも決定をしてきたわけでございます。

そこはやはり庁議の場として、皆の総意でこの参事職についても決定をさせていただき

たいという思いでございます。 

 というのも、これも行財政改革の一環というふうにお話をしておりますが、行財政改

革というのは、やはり職員みんなでやらなければならないものであります。そのために

は、やはり皆で決める、皆で決めるといっても、職員の代表である、いわゆる重要な決

定機関でもある庁議の場で決めていく、それでみんなでもって行財政改革というのを今

までも進めてきたわけでありますから、今回の参事職も仮に復活をさせるとしても、そ

の決定については、やはり庁議という決定機関の中で、みんなの総意のもとで決めてい

きたいというのが、私の思いでございますので、今私の独断で、ここでお答えをさせて

いただくのは、何とぞお許しをいただきたい。そういうことを先ほどから申し上げてい

るところでございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  町長の本音をよいよ聞きたいんですが、このたび個

人で陳情を受けられて何でその人だけ聞き入れてそういうふうにされたんか、そのこと

についてどういう関係があるのか分かりませんが、町長なぜ個人でそういうふうな要望

があったものを今回建設課によってその仕事をさせられたんか。これは町民平等の対応

じゃないというふうに私は思うんですが、そのことについてもう一度伺っておきます。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  私はそのお話を聞いて、非常に必要だと思ったからというこ

とでございます。ただ、必要だと思っただけで実現をしたということではなくて、繰り

返しになりますが、私からは建設課のほうへは何とか実現できるように努力してほしい

と、その上では、まず自治会のほうにも話をして、自治会のほうにも了解を得た上でこ

れを進めてほしいということを申して支持をしたというのが経過でございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  そうしますと、先ほど言いましたこの５９年度に要

望をいただいた、中座からのその要望の中の、同じ水路でありまして、入り口だけ町長、

町民の要望に応えられましたが、これからずっとこの水路は何十メートルも続いている

わけですね。そういった流末のほうのことはどのように考えておられるか、それは要望

がなかったけ知らんちゅうて言われればそうですが、入り口だけ要望があったからやっ

た、その水路にやっぱり関係があるんですから、そのぐらいのことは建設課も調べてみ

られたらすぐ分かったはずなんですが、それをどういうふうに理解しておられるのか、

お尋ねをいたします。 



○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  ですので、自治会とまたしっかり事前に話し合いをして、今

回のことについても実現をしてほしいという指示を出したということです。私は、すみ

ません、その５０数年の要望書ということについては、まだ町長前でもありましたし、

また合併前の話でもあろうと思いますから理解はしておりません。だけれども、私が理

解をしていないことというのは、やはりそれはたくさんあるわけで、特に合併前の旧町

時代のこと、それから当然日原町時代のことであっても、昔のことについてまで把握し

ているのは、現実的に無理でございます。 

 だからこそ、できるだけそういうことが障害にならないように、できるだけの配慮を

しながら進めていきたいということで、また自治会のほうにも相談をしてほしいという

思いを持っていたということでありますから、その相談をしたときに自治会でも何かそ

このことがお気づきの点があったら、また御指摘もいただければよかったというように

も思っていますし、そういうやり方というのはできるだけ慎重にやってきたつもりでも

ありますし、これからもそれは心がけていきたいという思いでございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  最後にお尋ねをいたしますが、こういう問題は、仮

に津和野町には今参事はおらない、誰も、課長しかおりませんから、これが逆であった

らどういうふうに思っておられますか。津和野町に町長、副町長がおられて、日原に誰

もおられない、課長さんだけであったというふうなことになりますと、日原町民はどの

ように思うか、全く日原町民も異議なく承諾をされると思っておられますか。私は、日

原町民は絶対そのようなことは認めないというふうに申されると思いますが、町長はこ

れについてどのように考えておられるか、お聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  日原だから、その津和野だからということで、私自身それに

お答えをするという、どうお答えしたらいいのか分かりませんが、決して、よく分かり

ません。私もじゃあ津和野出身の町長で、それで本庁舎が津和野にあって、合併時に参

事を日原側に置くって、仮にそういう前提であったとしても、私は、町長であれば行財

政改革の観点から参事ということも同じような考え方を持っておったというふうに思

っております。その上で、繰り返しになりますが、日原の方々から参事というのがどう

しても必要だというお声があれば、これは行財政改革というよりも住民の声にお聞きを

して、しっかり答えていく、住民サービスを少しでもまた充実していくという観点のほ

うを優先して、参事についてはまた置きたい、そういう考えを持つ。だから、津和野と

日原と全くそこら辺は変わりはないと、そういうふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 



○議員（１０番 後山 幸次君）  なかなか申し上げても水と油みたいな関係になって

おりますので、いろいろ言っても仕方ありませんが、このぐらいで私は一般質問を終わ

りたいと思います。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１０番、後山幸次君の質問を終わり、ここで１時４

５分まで休憩とします。 

午後１時 41分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 45分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問は続けます。 

 発言順序５、４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  それでは、道信です。今回の質問は、主に日本遺産セ

ンター、日本遺産のことですけども、私、この新聞報道等々も含めて日本遺産センター

が取り消しになるかも分からないっていう、非常にショッキングな話を聞いたときに、

逆に言えば、これは津和野町に対する一つの大きな爆弾だなというふうに思いました。

それと、逆にこれが一つの大きな起爆剤となって、次の新しい形を作っていくものでは

ないかなというふうに感じました。ですから、これは決して日本遺産センターだけの問

題じゃなくて、それは具体的には日本遺産センターのことですけれども、これはほかの

こと全てにおいて言えることだなということなので、これは一担当課長に、ましてや今

度新しくなった課長にこれまでの経緯を訪ねても、それは分からないことでもあります

し、そして次に繋がるための判断というのものをいただきたいので、今回の場合に関し

ましては町長並びに教育長に答えていただきたいと。ちょっと専門的なことが出たら課

長にお尋ねするかも分かりませんけども、そういう点でよろしくお願いします。 

 観光というのは、私、具体的にはプロの観光をやってきましたので、観光地というの

は様々の形があるわけですけれども、例えば風景がすばらしいとかアミューズメントパ

ークがあるとか等々ありますけど、この津和野町に関しては文化財が即観光資源ですの

で、ここがうまくいっていないと津和野の観光はこれからますます疲弊してくるという

ことを、ぜひ心においていただだきたいというふうに思います。私の通告した一般質問

をいきなり１２までだあっと言って、答えが１２だあっと返ってくるというのは、聞い

ておられる町民の方も途中で分からなくなりますので、議長よろしいですか、一つずつ

に分けていきますんで、１で答え、２質問して答えというふうにしていきたいと思いま

す。 

○議長（沖田  守君）  とりあえず、あなたが通告したことについては最初に質問を

かけて、そして答弁は一つずつ答弁してもらうと、こういうことでお願いします。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ということは。 



○議長（沖田  守君）  あなたが１２の項目について質問したいのなら、１２の項目

について最初に質問をかけてください。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  全部。 

○議長（沖田  守君）  はい。 

 答えはしたがって、丁寧に一つこの問題についてはこういうふうに答えますと、答弁

をさせますので。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  再質問をする場合も、また全部終わってから再質問す

るんですか。 

○議長（沖田  守君）  再質問は当然そういうことになります。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  それなら全部一緒にだあっとやってしまうということ

ですね。全部やってしまうということ、言うということですね。まあいいですよ、時間

もったいないから。 

○議長（沖田  守君）  指示に従ってください。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  分かりました。そうしたら、私のこの箇条書きに書い

た質問と答えが若干ずれているなというところもありますけども、これは全体を通して

分かってもらえればいいかなというふうに思います。 

 まず１点目が、「津和野今昔～百景図を歩く」というのが、津和野町民、私の周辺に

いろいろ聞くんですけども、ほとんど知らない、何のことやらよう分からん。日本遺産

のセンターのことについてという話をしたら、なくなるんじゃろ、こんな答えが即返っ

てくるということは、町民の方が関心がないなということを表しているような気がしま

す。したがって、まずこの「今昔～百景図を歩く」ということの、まず説明を、これを

見ておられる町民の方が分かるように説明してください。 

 それとたびたび出てきます協議会、推進協議会ですけれども、これのメンバーはとい

うのは前のメンバー、これでは多分次のメンバーだろうと思うんですけれども、協議会

のメンバーどういう人たちがどういうふうにおるのかというメンバーを、２番目に教え

ていただきたい。 

 それから３番目が、これを管理しているのは観光課なのですか、教育委員会なのです

かということです。 

 ４番目が、委託業者、日本遺産センターの委託業者、これはだいぶ前にこの委託業者

に関して質問したことがありますけれども、改めて委託業者とそれから町との役割分担、

このあたりはどうなっているのかと。 

 それから５番目、文化庁が指摘した、文化庁がですよ、新聞報道ではなくて文化庁が

指摘した再審査の文言を聞きたいと。 

 それから次、６番目、新聞報道にある「商標登録が裏目に出たのでは」というような

のがありましたが、これをどう思うかということ。 



 それから、私もよく分かってないのですけど７番目は。新聞報道に「電動自転車によ

るガイドツアー」というのがなんか載ってて、これがうまくいっていないのではとかい

う、このあたりちょっと私もよく分からないんです。このあたりの説明。 

 それから８番目が、６年間の活動を民間がどの程度理解していたと思うか。 

 ９番目が、日本遺産の意義を町としてどのように考えるか。若干、ちょっと分かった

ような分からんような言い方ですけども。 

 １０番目が、協議会の見直しを考えないか。 

 それから１１番目が、委託業者、コアですね、見直しを、変えるのは別ですけど、見

直しをする気はないでしょうか。 

 それから１２番目に、民間に波及させる具体策はということで、まずは通告した質問

を行います。 

○議長（沖田  守君）  町長、答弁は町長が答弁する項目と教育長が答弁する項目と

あるかと思いますが、一括で町長が答弁、その予定。はい、町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、４番、道信議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。日本遺産センターについてでございます。 

 日本遺産「津和野今昔～百景図を歩く」のストーリーの中核となっているのは、津和

野藩最後の藩主である亀井茲監のそばに仕えた栗本里治が、津和野藩内の様子を描いた

１００枚の絵である「津和野百景図」です。この「津和野百景図」に描かれた約１５０

年前の風景や祭礼などの中には、津和野城跡や弥栄神社の鷺舞神事など、現在も伝えら

れているものが多く含まれており、これらは日本遺産を構成する文化財となっておりま

す。日本遺産「津和野今昔～百景図を歩く」は、現在も津和野で守り伝えられている伝

統や風景など様々な文化財を通じて、「津和野百景図」に描かれた江戸時代の様子を体

感することのできるストーリーとして、平成２７年度に文化庁から認定を受けました。 

 先日８月２６日に新たな協議会の設立総会が開催されたところですが、委員につきま

しては日本遺産の今後の活用等の目的に鑑み、津和野町商工会、津和野町観光協会、文

化財保護・活用等の見地から津和野町文化財保護審議会、津和野まちなみ保存会からそ

れぞれ推薦をいただいた委員に、津和野町商工観光課、津和野町教育委員会を加えて組

織されております。 

 現在は、より効果的な日本遺産事業の推進のために四つの部会、商工推進部会、観光・

誘客推進部会、百景図魅力化推進部会、情報発信部会を設けることとしていることから、

部会の委員の推薦を各団体等に依頼をしている状況であり、今後は各部会長も協議会委

員として協議会に参加いただくこととしております。 

 日本遺産センターの管理は商工観光課が行っております。 

 現在、日本遺産センターの企画等を株式会社コアに委託しており、町の役割としては

施設の管理及び職員の雇用を行っております。 



 指摘事項を抜粋しますと、総合評価として「日本遺産センターを核とした活動が広く

民間事業者等に浸透し、民間主導の持続的取り組みの促進が必要である」、活性化の推

進が可能となる体制の整備では、「日本遺産センター等の自立自走の展開の検討が必要

である」、将来像に対するポイントでは、「ビジョンの記載説明が抽象的」などの指摘

を受けております。 

 それぞれ、日本遺産ブランドが商業活動として民間経済への波及効果が少なかったこ

と、日本遺産を活用するための十分な財源が表現されていないこと、住みたくなるよう

な町といった上位計画のビジョンともいえるような記述を行ったことに対しての指摘

と考えております。 

 現在、町ではこうした指摘事項を検証しつつ改正計画の策定を進めており、改正計画

においては民間の意見が幅広く盛り込まれるよう、最大限の取組みを進めているところ

でございます。 

 町では、平成２７年６月に「津和野今昔」「百景図を歩く」「津和野百景図」の三つ

を商標登録の出願をし、平成２８年１月に登録されました。平成２７年にデザインされ

た津和野町日本遺産のロゴについては、商標登録はされておりませんが、その使用につ

いて基準及び一部使用料を設定しております。この許可の判断について基準が厳しかっ

たという話を伺っておりますので、今後津和野町の日本遺産ブランドの認知拡大のため、

この制限の緩和を検討しております。 

 電気自転車によるガイドツアーとは、アフターコロナを見据えた小グループ等に対応

した電動自転車を活用した体験型観光の企画によって、滞在時間を延長し宿泊につなげ

る取組みの一つです。 

 議員御指摘の報道においては、その中でも特に日本遺産構成要素を活用したツアーが

該当するものと思われます。特徴的なツアーとしましては、津和野百景図をポイントに

現在の津和野町とかつての日常が描かれた絵を対比させ、当時の自然や文化をガイドと

ともに退官するツアーや、日本遺産の構成要素である青野山などの自然の中を自転車で

駆け抜けるガイドツアーがあります。 

 町では今後、こうした体験型コンテンツを一層充実させるとともに新たなコンテンツ

造成にも力を注ぎ、町内事業者と連携した新しい津和野観光の形態を作り上げてまいり

たいと考えております。 

 津和野町の歴史を学ぶ題材として、町内の小学生等に対して日本遺産センターの職員

が普及啓発を熱心に行ってまいりました。また、日本遺産を活用したまち歩きイベント

等の企画では町内外へのアピールも行い、教育分野への取組みは高い評価をいただいて

おりました。しかしながら、先ほど述べましたロゴの使用許可の問題や民間事業者との

連携による日本遺産の活用が十分にできていなかったこともあり、結果として波及が不

十分であったのではないかと考えております。 



 津和野町は日本遺産認定第一号を受け、日本遺産センターの設置やサイン整備、ルー

トマップの作成などを行ってきており、認定によりかなりの観光集客効果があったと考

えております。さらに、日本遺産の構成要素は、津和野観光のコンテンツと多くが重な

っており、これからも津和野の観光にとってなくてはならない重要なブランドと考えて

おります。 

 日本遺産のさらなく活用を検討するため、津和野町日本遺産活用推進協議会を立ち上

げたところであり、当面はこの体制で日本遺産の活用推進を行っていく予定です。 

 現在、株式会社コアにイベントの企画、情報発信等を委託しておりますが、委託につ

いては、今後も日本遺産の魅力を最大限生かしていただけるような企画を提案できる業

者にお願いしたいと考えております。 

 現場の間隔を反映するために、若返りを図った日本遺産活用推進協議会を新たに設立

し、協議会には日本遺産の効果的な活用のため民間の事業者を中心とした部会を設け、

部会長を協議会の委員としました。 

 部会には、民間事業に波及させるための商工推進部会、観光誘客を進める観光誘客推

進部会、百景図そのものの魅力を図る百景図魅力化推進部会、情報を発信するターゲッ

トや方法、時期などを検討する情報発信部会がりあります。 

 今後は、それぞれの部会でそれぞれの属性に関係する、日本遺産を波及させる具体策

を考えていく予定としています。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  町長、もし取り消しになったらどういう状況になるん

ですか。状態、例えば文字とかなんとか等々、これならんとも限らんわけですけども、

それはどうですか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  認定の取り消しに即なるとは聞いておりませんで、いわゆる

候補地として、そういう形になると、そういうことで聞いております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ちょっと答えが違うんですけど、もしなったら、今の

日本遺産センターはどのようになるんですかということを聞いているんです。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  だから即認定取り消しにはならないというのが、文化庁から

いただいている回答でございます。 

 ただ、日本遺産の候補地ということで少し格下げになるような、そういう段階に入る

というふうに聞いているところでございます。ただ、それじゃあ今日本遺産センター等

が、日本遺産センター候補地センターみたいな、そういう名称になるわけにはなりませ

んので、現実として。それは非常に大きな影響があるということから、取り消しという

ことにならないように現在再審査に向けて努力をしているというところであります。 



○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ちょっと答えが違うんです。もしなったら、今の日本

遺産センターはどのようになるんですかということを聞いているんです。だから、日本

遺産という言葉は使えないわけでしょう、あそこの日本遺産センターは。それとか、タ

ペストリーとかなんとかみんな日本遺産と入っていますから、これから、だから私は何

を聞きたいかといったら、そういうものがもし取り消しになったらこういうふうになる

から、だから頑張りましょうと。どういうふうになるということを想定されます、これ

ちょっと分からんですか。私が答えるとしたら、日本遺産の全ての文字が消えるという

ことです、消さざるを得ない、こういう状態になるということだから、非常に危機です

よと、というふうに私だったら答えるんですけども。そこがちょっとあれですね。もう

一度。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  私としては、正確にその文化庁から言われていることを、議

会の場ですのでお答えする必要があるというふうに思っておりますから、次の段階とし

て日本遺産の候補地という格ということになるというふうに聞いているところでござ

います。候補地のまま、また取組みによっては日本遺産ということに再認定を受けると

いう、これは悪いほうのシナリオでございますが。ですので、基本的には日本遺産をま

だ再審査の段階でありますので、そのまま認定をいただくように今、努力をしていると

いうのが正確なお答えということになります。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  やっぱりちょっと違いますね。私は、もし日本遺産と

いう認定が取り消されたら大変なことになるなと。それは津和野町自体の観光のイメー

ジも、それは観光イメージですけれども、そうしたらあそこの今のセンターの、さっき

も言いましたように文字が全て消しなさいというふうに言われるわけですから。そうい

うことです。そういう危機的な状況に今、津和野は日本遺産センターはあるということ

ですので、そのことを踏まえて、じゃあ次のそれにならないためにはどういうふうにも

っていこうかという、そういう反省が必要なんだというふうに私は思います。 

 それで、２番目、３番目のもアットランダムに質問でいきますけども。ここに日本遺

産センターが認定されたときの取組みというのが、当時の取組みがここにあるんです。

当時の担当者が書いたわけですけども、それは個人で書いたということではなくて、こ

れはその当時の教育委員会、それから商工観光課が書いた内容なんですけれども、非常

に前向きである。ですけども、これがこの３年間、全く推進協議会は開かれてない。全

く開かれてないんですよね。それと、予算が大体毎年３万円ぐらいですか。ここを文化

庁が見て、これは本気で最初に一生懸命やろうとしていたことをするつもりはないなと

いうふうに思ったから、文化庁は今のような厳しい意見を判定を出そうとしているわけ

なんで。 



 それでお尋ねしますけども、これ新聞報道ですけども、町としては寝耳に水、想定外

というような文が新聞報道の中に踊っているんですけども、これ想定外、寝耳に水とい

うふうに町長、思われましたか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  私どもとしては、日本遺産の認定を受けてから日本遺産セン

ターというものをすぐ開所して、そしてこの日本遺産のＰＲ、「津和野今昔～百景図を

歩く」を活用した取組みというのをずっと行ってまいりました。そういうセンターまで

開所してのこの日本遺産を活用した取組みというのは、当時１８地域第１号認定を受け

ておりますが、ほかにはほとんどなかったという状況の中で、この取組みというのは非

常にすばらしいということを文化庁から評価をいただいてまいりました。 

 そして、毎年のように様々な地域から、この日本遺産センターを核とする日本遺産の

津和野町の取組みというのを数多く視察をいただいてまいりました。そしてその文化庁

からまた紹介を受けたという視察も数多く受けているという状況の中で、津和野町は非

常によく取り組んでいるという高い評価を受けてきているというのが実は我々の認識

であったわけでございます。あるいは、津和野百景図の構成要素になっている文化財も

着実に整備もしてきたというようなことでもあります。その辺も評価をいただいておっ

た中で、このような再審査ということになったので、寝耳に水とそういうような表現が

関係者から出ていると思います。私もそのように実はびっくりしたというのが、そもそ

ものというか率直な当初の感想であったというところでございます。ひとまず、今のお

答えはそういうふうにさせてください。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  現実問題、この３年間一度も推進協議会が開かれてな

かったということと、予算が毎年３万円しか付いていないということが、結局は文化庁

にとってやる気がないなというふうに思ったから、こういうようなことになっていると

いうことなんですけど、それはどうなんですか。その前半はもうさっき言われたけど、

後半の３年間のことを聞いているんです。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  そうしてそういう評価を得ておったという認識が合った中で、

今回の審査の中で、文化庁というよりも審議会があるわけであります。そこのメンバー

の方から民間のこの波及というものが津和野町の場合はできていないということでご

ざいます。そしてその一因としてこの推進協議が開催されていないということも、一つ

のそこの理由になったというのは事実でございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  一つのじゃなくて、全てでしょうが。推進協議会が何

の活動もしていない、要するに手も打って、次につなげる民間とのことも何もしていな



い、だから取り消すかも分かりませんよと言っていることなんで。ほかのこと何がある

んですか。それが全てでしょう、今回のあれは。 

 それで、この前の補正で８００万ぐらい付きましたよね。ということは、この３年間

の間に８００万ずつ毎年付けて、いろんな活動をしてれば今回このようなことにはなら

なかったということです。だから、今の私の言うように後半の３年間何をしてきたんで

すか。町はそれじゃあ８００万とかいうような、３万ぐらいしか付けてないわけですけ

んね。だからそこを言っているんです。それで、慌てて８００万付けたんでしょう。そ

れで、これからも付けていくかどうかというのはよく分からないんですけども。そこが

結局、文化庁にとったら本気でやる気がないなというふうに判断したということになる

んでしょう。いかがです。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  この最初の３年間は国からの補助金があります。そうした中

で日本遺産推進協議会がそれを財源にして様々な取組みをしてきたというところであ

ります。その３年間の補助金が切れて、４年目から国からの補助金がなくなったという

ところでございます。そこを我々としては行政のお金としては、日本遺産推進センター

というのはずっと運営してまいりましたので、４年目以降もかなりの予算を付けてこの

日本遺産の活用というものについては、文化財の整備も含めて取り組んできたというこ

とであります。ただ、推進協議会というその団体がまさに民間を波及させていくための

一つの核となる団体であるということでありますが、そこにはいわゆる町からの予算は

拠出をしてこなかったというのが事実でございます。 

 そういう中で、日本遺産推進協議会もじゃあ過去３年目、国の補助が終わって、それ

からの３年間は何もしてこなかったということではなくて、もっと民間組織が活発化し

て動けるように、この推進協議会事態も組織の活性化を図っていこう、そういう話し合

いは担当部署、商工会や商工観光課や観光協会等々でずっと話をしてきたというところ

でございます。 

 今回、日本遺産活用推進協議会とありますが、これは慌てて作ったということではな

くて、もともと準備はしておったというところであります。最初に作った日本遺産推進

協議会というのは、ほとんど構成団体としては今回新しく変えた活用協議会とはあまり

変わっておりません。商工会であるとか、観光協会であるとか、それからまちなみ保存

会、それから文化財の保存会、そうしたものの団体で構成はされております。ただ、そ

の協議会を構成する、いわゆるメンバーをもっと活動できる実働部隊、現場のほうへ近

いところで組織をしていこうということで、今までは各団体の会長さんで構成されてお

りましたのを、今回は各団体のもっと現場に近い役職のものから出ていただく、そうい

う構成をしたということであります。そしてまた、さらに民間へ波及させていたくため

には、民間の事業者の方にも積極的に加わっていこうということで、今回各部会という

のを作って、そこに観光に関わる事業者の方々にも（「次のことじゃないですか、私そ



んなこと聞いてないじゃないですか」と呼ぶ者あり）構成メンバーに変わっていこうと

いうような取組み（「そんなこと聞いてないよ、質問で」と呼ぶ者あり）恐縮ですが、

私の発言を止めるは議長であると思います。だから議長が言われるんであれば私はここ

で終わりたいと思いますが。 

○議長（沖田  守君）  町長は続けてください。道信君は町長が答弁するときには、

自分が聞いてください。それで質問するときに質問してください。 

○町長（下森 博之君）  そういう推進協議会という、また組織の活性化を図ろうとい

う準備をしてきたということであります。そして今回、コロナウイルスを理由にしては

いけませんけれども、この２年、その動きが少し停滞をしてきたという中で今回再認定

ということを受けまして、早急に今やってきた、準備してきたことを組織として実現し

ようということから、今回活用推進協議会を作って、そこに町としての予算を８００万

付けさせていただくということになったのが経過でございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  文化庁からこの答弁書の中に、日本遺産ブランドが商

業活動として民間経済への波及効果が少なかったことということを言っているじゃな

いですか、こういうふうに、これを。だから、過去の反省を次に生かしていくという、

私は別に次のことを言っているわけじゃなくて、だから廃止するかも分かりませんよと

言っている。そういうことだけを質問しているんです。 

 時間があまりないというのは、３０分か。じゃあ次にいきます。 

 次は、ちょっと冒頭で言い忘れたんですけど、私はここに津和野の文化財というのが

即観光につながっているということは、非常にすばらしいことだなと思っていますが、

これがうまく生かされていないということが、私の感覚ではあるんです。最初の質問の

中に、観光課ですか教育ですかって質問しましたけど、私ははっきり言うて、これは教

育委員会が受けるべきだというふうに私は思います、これは。だから、そこのあたりが

一番冒頭にここに担当課が、この担当課あれですもんね、最初は教育委員会におって、

そうして観光課との兼務もしたと。だから教育委員会に軸足があった、プラス観光課と

いうパターンだろうというふうに思っているんです。だから教育委員会が、私は観光課

が主管じゃないというふうに私は思っているんです。教育委員会だろうというふうに思

っているんです。そのあたりをもう一度聞きたいです。今度は教育長どうです。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  今、議員さん言われましたとおり、認定に当たっては教育

委員会のほうで主導して認定を申請を出して、第一の認定を受けるということになりま

した。以前にもお話を若干したかというふうに思いますが、この日本遺産という制度自

体がどちらかというと誘客、文化財を観光振興に繋げていくというそういった文化財の

活用を目的として、インバウンド対策であるとか、特に東京オリンピックというものが

目前に控えておるような時期でもありましたので、国としてはそれをインバウンド対策



の一つのものにしていこうという、そういったような考えの中でこの制度は発足をして

おります。 

 認定まではなほど文化財を中心とした申請でございますので教育委員会のほうで担

当させていただいて、町の方針として今後の活用に当たっては、やはり文化財を観光に

生かしていこうという、そういったスタンスの中で観光課のほうへ主たる役割を持って

いって、教育委員会がサポートしていくというスタートで、認定後は動いてきたという

ところであります。それについて、先ほど兼務の担当者の話をされておりましたが、確

か私の覚えでありますけれども、観光課のほうへ移動をして兼務が教育委員会という形

で動いていたというふうに認識をしております。それはどっちがどっちでもいいんです

けれども、要は両課で協力しあってこの日本遺産を核とした観光を振興を図っていこう

じゃないかという、そこについてはどちらが主導であろうと町を一つとしてやっていか

ないといけないことでございますので、教育委員会としてはどっちが主であろうと協力

もするし、主体でやれということであれば当然うちのほうでやっていこうというふうに

思っております。 

 ただ、今はそういう体制でやっておりますので、そのことに私のほうから否やを申す

筋でもありませんし、教育委員会の果たす役割は今までもやってきましたし、今からも

やっていこうというふうに思っております。 

 先ほど町長の答弁の中にもありましたように、教育委員会としては、文化財構成のあ

ります、１００ありますけれども、実際には町内にありますのは益田市の内容が１３だ

ったと思いますが、吉賀が１と。全部１００が町内のものでもありません。既になくな

ったものもあるわけでありますので、約５０から６０の間である、今残っているものを

どれだけ磨き上げていくかというのが教育委員会の役割かなというふうに思っており

まして、それに向けて例えば青野山の国の指定であるとか、城山の整備であるとか。そ

れから、今進めておりますが、鷺舞にはいわゆる世界文化遺産のほうにも登録を持って

いこうという流れにも今なっております。そういった構成要素がどんどん磨き上げてい

っているというのは、この日本遺産の認定をいただいた一つの成果ではあろうかなとい

うふうにも思っていますので、今後も引き続いて教育委員会の役割はしっかりと果たし

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  一つ不思議に思うのは、県教委がなんでここに出てこ

んのかなと思ったんです。いつも、文化庁というふうにして、国となんだかこういう感

じなんですけど。県教委がなんでここの中に出てこないのかな、そこと相談とかあるい

はなんとかかんとかというようなことはなかったんですか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  この今回の、いわゆる認定保留の形の分についていきなり

の通達でございますので、県教委云々ということはありませんが、当然県教委もいろい



ろな形で御協力をいただいたり、申請をするに当たっては一緒に文化庁に足を運んでい

ただいて、一緒にサポートをしていただくと。今回もこのひょっとしたら認定取り消し

になるかもしれないという話があって、県の文化財課からも全力でサポートをするから

という強いお言葉もいただいております。県の教育長からも直接そういった話をいただ

いております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  新しい仕組みの中に、教育委員会と商工観光課があっ

て県教委がないですいね。今みたいに協力してもらえるんだったら、県教委もいろんな

中に入ってもらったらどうなんですか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  直接、今文化庁のほうから指摘をされている中に、特に行

政が云々というよりは民間への活用というのが一番のポイントになっておろうかとい

うふうに思います。そこへ県教委を入れた云々というよりは、県教委はどちらかという

と外からしっかりサポートをしていただいたり、内容について御意見をいただいたり、

いわゆる顧問的な役割ですね、そういった形で高所大所からいろんな指摘をいただくほ

うが、中に入ってごちゃごちゃやって一緒に協議をするというよりも、県教委の役割と

すればそちらのほうが有効に働くんではないかというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  まさにおっしゃるとおりなんです。行政があまり入り

込まない、要するに民間を主導でやっていきたいというんだったら、どっちかというと

教育委員会もなにもみな薄い黒にしとったほうがいいんですけど、さっき言われた民間

がって言われたときに、私いつも言っているんだけど、民間に伝わってない、この存在

も伝わっていない、そのときに仕組みとして、ほかのところでも何回も言いましたが、

観光客に伝えるのは商売人ですから、商売人が全然知らないし、例えばいろんな講演会

とかなんとかあったらレクチャーされるようなこともあるんだけども、そういう機会も

ないということがあるんです。 

 だからＰＲが下手だなっていう、だからＰＲの仕方をもうちょっと土曜日、日曜日の

午後２時からとかいうんじゃなくて、もうちょっと普通のウィークデイの６時、７時か

らとか、こういうふうにして商売人にも伝えていけるような仕組みをぜひ作っていただ

きたいということと、もう一つは外から来た方に伝えるのに、今ユーチューブがありま

すけえね。それで、私なんかほぼユーチューブしか見ないんです。ユーチューブで積極

的に外に向けてのＰＲをせんと、外の人たちがよく分からない、内々だけでやるんじゃ

なくてということで、ちょっと専門的になるんで、課長ユーチューブなんかのお考えみ

たいなのどんなんですか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 



○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  議員御質問のやつ、恐らく町のホームペー

ジとかでＰＲしろということだろうと思うんですが、今、町のホームページ等でも、例

えば観光協会のＳＬの動画とかユーチューブとリンクスとか貼っていますので、これ技

術的に可能と思います。なのでそういう日本遺産をテーマにしたバナーを貼りながら、

そうした対外的なＰＲも可能と思いますので、いろいろこの推進協議会等で協力要請が

あれば協力をしてくれるというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  なんでユーチューブを出したかといいますと、これほ

かの商売人もこういうやり方だったら、いろいろな方法あるんだなということを認識し

てもらうのにいい取組みだなというふうに私は思っているんです。だから、外へ向けて

ＰＲするということを、これほかの商売なんかでも一緒なんですけど、そういうものを

積極的に、どんどん新しい形を作ってもらいたいというふうに思っております。 

 次が不思議に思っている分が、日本遺産センターの運営の仕方なんですけど、あれは

商工観光課の職員、職員といっても正職員じゃないけども、管轄していますいね。それ

で委託業者としてコアがありますよね。コアの委託契約書並びにこの仕様書、これを見

ますとほとんど全部コアでできるんです、全部。詳しくはここで言いませんけども、し

ゃべりませんけども。そんならあそこにおる商工観光課直属かなんか、この人何なんだ

ろう。だから普通、組織、ああいうものは指定管理者か町の直営でなければならないの

に、そこがなんかごちゃごちゃになっているんです。だから、これは全体を通しても一

緒なんです。教育委員会なのか商工観光課なのか、委託業者なのか分からんというのが、

結局は混乱をもち、それから推進協議会、それで今度は部会ができるでしょう。ますま

す分からなくなる。ということは責任の所在も分からんなるしということが出るんです

けど、町長そのあたりをもうちょっと整理して、今の委託業者じゃなくて指定管理者に

もっていったらどうですか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  簡潔にお答えしたいと思いますけれども、文化庁の今回の指

摘の中にも日本遺産センターとの自立自走の展開の検討が必要であると指摘を受けて

おります。こうしたことにも応えていく必要があるということで、今後はそうした委託

の業者のことも含めて、いろんな面で検討していく必要があると思っています。今の段

階では、例えばの話でありますが、新しくできた活性化推進協議会のほうに日本遺産セ

ンターも運営をまずお任せをする、そういう中で全体を民間への波及を含めてやってい

ただくというようなことも今、検討しているといったところでございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ぜひ、それは一応やってみてください。それは今言わ

れたことが、それからこの計画が、私はこれでうまくいくかなという感じのクエスチョ

ンマークあるんですけども、それはやってみんにゃ分からんことですけえ、ぜひやって



みて、どっちにいくか、だったらすぐ反省したら切り換えるという作業を、これをぜひ

やってほしいなというふうに思って、これ提案ですけえ思っております。 

 それから、小さなことになるんですけど、商標登録、これを何を商標登録したのかち

ゅうのがよう分かってないんですけど、私最初はロゴマークかと思ったんです。あのロ

ゴマークを商標登録をしたのか、そのあたりがよく分かってないんですけども、商標登

録が裏目に出たかなというような新聞報道もありましたが、そこのあたり町長どうです

か。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  当時はやはり補助金、当時からと言ったらいいかと思います

が、国から補助金が出ていた当時も、やはりいずれ補助金はなくなるので、補助金がな

くなった後のやはり考えをしていかなきゃならんと。そのためには、やはり推進協議会

がどういう活動費を捻出していくのか、行政ばかりに頼るばかりでもいけないんじゃな

いかと。そういう中で、この日本遺産そのものが一定の収益も出せるような取組みをし

ようということで、商標登録とそしてその使用料みたいなものをとるというようなこと

を決定した経過があったそうであります。 

 ただ、実際にはその使用料等をとるということが、なかなかやはり民間の皆さんが、

コスト面から十分に波及していくということには至らなかった。むしろ阻害要因になっ

てしまった。そういう結果というか現実があるということでありまして、そうしたとこ

ろが、どういう表現になっていましたかね、ちょっとうまくいかない原因になったとい

うような分析をしているということであります。今後はそういうものを解消することで

民間に広く使っていただくようにしていきたいというのが、今の考えということであり

ます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  要するにこれは失敗だったということですよね。それ

はそれでいいんです。別に失敗したからどうだということはないんですけど、それで私

次に言いたいはロゴマーク、非常にいいロゴマーク、私も思います。これなんでもそう

なんですけど、但し書きを付けちゃ絶対だめなんです。ただし、これはダメです。こう

いう使い方はだめです、こういう使い方はだめですという但し書きを付けたら大体使お

うとしている人は嫌気がさすんです。だからくまモンなんかはぶわあっと広がったです

いね。それでつわみん広がりましたか。ある商売の人が申請に行ったんですって。そし

たら箸のマーク、箸のところの横に付けようと思って。そしたらなんだかんだ言われて

もう嫌になったと。だからそれが但し書きを付けちゃいけんということなんです。商売

でもそうなんです。なんとかなんとかただしってやったら、こっち側のせっかくいいこ

とが全部ふっとぶんです。だから、こういう場合にはロゴマークをどうぞお使いなさい

ませというような、これはこのことだけじゃなくて、行政というのはどうしても付けた

がるんですけど、それやっちゃだめです、絶対だめです。だからＰＲとして広げていき



たいというんだったら、但し書きをぜひもう最小限に抑えるような形にしてもらいたい

というふうに思っております。 

 それで、最後のほうになるんですけども、これは町長と教育長一緒になんですけども、

最終的にはこの一番最初の立ち上がりのときに兼務しましたいね。これをこれは個人、

１人の職員だったんですけども、観光文化課、要するに観光と文化課、要するに教育委

員会ですね、これを組織として一つ作っていくということを提案です。というようなこ

とをやっていくと、そうしたら教育委員会からも入ってこれるし、商工観光課からも入

ってこれて、いいものができると私は思っているんです。 

 冒頭に言うたように、津和野は文化財を観光に生かして成り立っている町ですから、

この観光文化課というのは、ぜひ、北九州なんかはこういうことを積極的にやっていま

すし、ほかの町村でもそういうのもありますから、ぜひここを検討してやっていただき

たいと、これは提案としてあれしておきます。 

 それで、もう最後になりますが、一番最初に爆弾が投げ込まれたなというふうに言い

ましたが、まさに今まではなんとなく、私から見たらうまくいっていないなと。でもも

っと職員の交流を図っていかんといかんのです、もっと。前にも委員会の中で、教育委

員会の人数を増やさんと無理だろうというふうな、もう何回も言っているんですけど、

どうも増えている傾向もない。質問したらどうせ、そのあれはない、予算がないみたい

な的なことになるんで言いませんけども、そこの人数を増やさんと無理ですよ、実際。

そうして観光文化課を作って、ぜひ文化財を観光に生かしていくっていうことを成功さ

せていきたい。ここが一つの警鐘というか、鐘が鳴りましたから、ここをやっていただ

きたいなというふうに思っております。 

 次が、あんまり時間ないんで。町の跡地利用。津和野町の旧日原庁舎です。それと並

びに周辺の前、自動車工場がありました。それと道路を挟んで板金屋さんがあります。

このあたりは日原にとったらいわゆる中心部分ですんで、この中心部分が寂れていった

ら、町全体が崩れていきますよ。だからこれを議会としても認めたわけですけども、そ

ろそろ次のあれを使う、あるいは売却する等々の手立てをしていただきたいなと、もう

示していただきたいなというふうに思うんですけども、そのあたりをよろしくお願いい

たします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、旧本庁舎跡地利用についてお答えをさせていただ

きます。 

 議員御質問の役場旧本庁舎の跡地利用については、現在のところ未定であります。今

後におきましては、庁議等で協議を行い、周辺自治会と相談をさせていただきながら、

跡地利用について検討を進めてまいりたいと考えております。併せて、既存建物の解体

や今後の跡地利用を考慮した場合、相当な事業費が考えられますので、県関係機関に相

談の上、有利な財源確保に努める必要があると考えております。 



 また、周辺の土地利用でありますが、以前購入しました元日原工業の敷地につきまし

ては、教育委員会日原窓口の駐車場として、建物につきましてはその事務所として利用

しております。また道路向かいの元大庭板金の建物につきましても、教育委員日原窓口

の公民館行事等に利用しております。周辺の土地等の売却につきましては、現在その計

画はございません。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  私も今日改めて、あそこの大庭板金のところの看板か

かっているなといって見てきたんですけども、確かに看板かかって利用しているなと思

ったんですけど、さっき中心部分があの状態では町は寂れる、そう思っている。ですか

ら、それはあれいいんですけど、それをのけてどうだああだちゅうんじゃないんですけ

ど、もうちょっときれいにしたほうがいい、もうちょっと。それでそこそこに修繕すれ

ばきれいになりますから。だから今のところ、そういう計画がないのならば、せめてあ

そこをもうちょっと修繕してきれいにして、生かしてるなという状態をあそこ通る人に

分かるようにしないと、ちょっとあれではまずいなというのが私の感想でございまして、

それは次の皆さんにお任せしますんで、次に見たときに、おおきれいになっとる、修繕

されとるなというふうになっていれば幸いだと思いまして、私の質問を終わります。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、４番、道信俊昭君の質問を終わり、本日の日程全て

終了いたしました。これで今日は散会といたします。 

午後２時 42分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続きのお出かけありがとうござい

ます。これから、３日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、本

日、会議を直ちに開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、３番、川田剛君、４番、道信俊

昭君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  昨日に引き続いて、日程第２、一般質問に入りたいと思いま

す。 

 順次発言を許します。発言順序６、３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  おはようございます。議席番号３番、川田でございま

す。一般質問の通告をしておりますので、質問をさせていただきます。 

 まず、台風９号と豪雨についてであります。 

 このたび発生しました台風９号とその豪雨により津和野町が受けた被害の状況がど

のようになっているのか、まずお尋ねをいたします。 

 そして、また、コロナ禍であります現在の中で、西日本を直撃したこの豪雨による観

光への影響はどのようなものだったのかをお聞きいたします。 

 ３つ目であります。この被害に対する支援は十分であるのかお伺いいたします。 

 ４つ目に、情報の取得方法についてお尋ねします。 



 定点カメラや防災メールやサンネット、ウェザーニュースなど様々な情報があります

けれども、津和野町の状況についてよく知るためにも、町ホームページに防災情報を集

約し掲載できないかお尋ねをいたします。 

 最後に、豪雨時などにおける中国道や９号線の通行止めなど規制時、多くの車両が迂

回路として通過いたします。西石見広域農道以外の迂回路は幅員が狭小で大変危険であ

ります。幅員の拡張など迂回路の確保について、津和野町の取組についてお尋ねをいた

します。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  皆さん、おはようございます。本日もどうぞよろしくお願い

をいたします。 

 ３番、川田議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 台風９号と豪雨についてでございます。 

 まず最初の御質問でありますが、先般８月の豪雨は近年まれにみる大雨となり、気象

庁のデータによりますと森村地内観測所において、８月１１日１３時の降り始めから１

５日１６時までの降水量は４２２ミリと、８月降水量の平均値の２倍以上となりました。 

 また、日当たりの降水量の値といたしましては、８月１４日２３６.５ミリ、同９日

が１６１.５ミリとなり、それぞれが８月観測史上１位及び２位の記録となりました。 

 この観測史上類をみない豪雨により、町内の道路、河川、農地・農業用施設の一部が

被災しました。 

 倒木や崩土により通行不能となった路線については、随時町内業者へ依頼し倒木処理

や崩土除去工事を行なったところでありますが、林道柳二俣線等一部路線におきまして

は、被災延長が約８０メートルに及び規模が大きく応急工事が実施できない状況である

ことから、今後災害復旧事業として復旧工事を計画しているところです。 

 被害状況全般につきましては、既に応急工事を実施した箇所を除き、災害復旧事業等

による復旧を計画している箇所について御報告をさせていただきます。 

 また、島根県が管理している道路及び河川等については、町民の皆様方からの御連絡

や現地確認の上、発見した場合、随時県担当部局へ報告しておりますので、これから申

し上げます件数には含まれておりません。 

 初めに、公共土木施設につきましては、のり面や路肩崩壊など町道８か所、護岸崩壊

など河川６か所の計１４件となります。 

 続いて、林道が１５件、農地・農業用施設が２３件となります。農地・農業用施設の

内訳につきましては、農道２か所、土砂流入等田が７か所、わさび田が１か所、用排水

路が７か所、躯体または護岸の崩壊など頭首工が４か所、堤体亀裂などため池が２か所

となっております。 



 これらの被害金額につきましては概算でありますが、公共土木施設約４,７００万円、

林道約１億９,０００万円、農地・農業用施設が約９,５００万円の合計約３億３,２０

０万円と推計しております。 

 なお、御報告させていただきました被災件数及び被害額は、あくまでも現時点での推

計であり、現在も調査中であることから、これらの数字が変わる可能性があることにつ

いて御理解を頂きたいと存じます。 

 また、前述の被害のほか、林地が崩壊し住宅への影響が懸念される箇所が４件で被害

額は約２,３００万円であります。これについては応急仮設工事の実施あるいは林地等

崩壊対策事業による崩土撤去を検討しているところでございます。 

 そのほか、農地への土砂流入等であって被害が小規模で災害復旧事業として復旧が計

画できない農地・農業用施設につきましては、津和野町農地農業用施設小災害復旧事業

補助金交付要綱による補助金の支給を検討しているところでございます。これにつきま

しては、合計で約２０件になるものと推定しているところでございます。 

 次の御質問でありますが、商工会や観光協会等を通じての状況を把握した結果、昨今

新たに猛威を振るっておりますデルタ株による感染者の急増などを受けて、本町の経済

は深刻な状況が継続しています。 

 こうした中で発生をいたしました広島県、島根県など各地に大きな被害をもたらしま

した大雨による災害につきましては、本町でも町内各地で道路や河川、林道、農地等が

被災したところであります。 

 本町の観光入り込み客は、山口県、広島県からの来町者が多いことから、これらの県

で発生した災害の影響は極めて大きいものと認識しております。しかしながら、商工会、

観光協会においても個別の分析までは行われておらず、詳細についてはお答えいたしか

ねますが、被災地からの観光客の減など豪雨による影響は一定程度あったと推察してお

ります。 

 三つ目の御質問でありますが、町内観光等の事業者の皆様へ対する支援でございます

が、一昨年同月期と比較して悪化した経営状況に応じて給付金を給付する業績悪化緩和

のための運転資金助成給付金を当面９月期まで実施しており、台風９号及び豪雨により

受けた被害による業績悪化に対しましても、この施策によって各事業者の皆様を支援し

てまいりたい考えであります。 

 さらに、本町の経済は深刻な状況が継続しており、国の新たな経済対策の交付金も予

定をされている中で、本町でも９月以降に支援策の必要性を認識しているところです。 

 次に、農地や用水路等の農業用施設が被災した場合、国の災害復旧事業を利用し町が

復旧工事を発注し、施設の機能回復を図る制度があります。 

 そのほか、農地への土砂流入等であって被害が小規模で災害復旧事業として復旧が計

画できない農地・農業用施設につきましては、津和野町農地農業用施設小災害復旧事業



補助金交付要綱による補助金の交付制度がございます。この補助金につきましては、交

付対象上限額を４０万円としているところです。 

 また、林地が崩壊し住宅への影響が懸念される場合は、津和野町林地等崩壊対策事業

補助金交付要綱による補助金の交付制度がございます。これは崩壊土砂の除去等に要す

る経費の一部を補助金として支給する制度であります。 

 御説明いたしましたいずれの御支援におきましても、制度の御利用に当たって一定の

条件が必要となってまいりますので、詳しくは各担当課へ御相談を頂きたいと思います。 

 四つ目の御質問でありますが、議員御指摘のとおり、防災情報につきましては、町が

発信する防災メールやサンネットにちはらによる放送など様々な情報媒体から発信さ

れており、それらを一つに集約して発信することは、受け手がまとめて情報を得られる

ための有効な方法であると思われます。そうした考えもあり、現在、津和野町ホームペ

ージのリニューアルを進めておりまして、防災情報を含めより分かりやすく見やすいホ

ームページの作成を進めていきたいと考えているところでございます。 

 一方で、高齢者の方々等、普段インターネットを使われない方にとっては、それ以外

の方法で情報を取得する必要があります。ホームページでの情報発信と併せて、サンネ

ットの告知端末による放送やテロップ放送、防災メール等、全ての方が情報を得ること

ができるよう、様々な方法による情報発信についても継続をしていきたいと考えており

ます。 

 ケーブルテレビ事業については、平成２３年度から鹿足郡事務組合で運営が行われて

おり、現在、１１チャンネルにて定点カメラの映像やウェザーニュース社が提供する気

象情報をデータ放送にて公開しております。ウェザーニュース社が提供する情報を利用

するためには、それぞれ個別に契約が必要と伺っております。 

 今後もこうした防災に役立つ情報提供について、鹿足郡事務組合の構成員である吉賀

町とも協議を重ねてまいりたいと考えております。 

 五つ目の御質問でありますが、今回の台風９号及び豪雨により、国土交通省の雨量観

測所の連続雨量が２００ミリに達したため、国道９号の益田市神田町三星から津和野町

枕瀬間において、８月９日午前８時４５分から１８時１５分までの間と、８月１４日１

８時２０分から翌１５日午前５時までの間の２度にわたる通行規制が行われました。 

 国道９号の通行規制に伴う迂回路について、道路管理者である国土交通省へ確認をい

たしましたところ、基本の迂回路線は国道３１５号及び国道１９１号経由を案内してい

るとのことでありました。さらに、国道３１５号が通行止めとなった場合は、国道２６

２号を迂回ルートとしているとのことです。 

 このように迂回路線については、当該路線と同等もしくはそれ以上の規格の路線で、

走行する様々な規格の車両が安全かつスムーズに通行できる路線を選定しているもの

と想定します。 



 議員御指摘の迂回路につきましては、町が管理している町道等を示されているもので

はないかと推察いたしますが、先に御説明しましたとおり、国土交通省は国道の迂回路

として町道等を選定しておりません。しかしながら、規制時のドライバーの心情を察し

ますと、通行可能な付近の道路へ一時退避した上、最短で目的地に到達するルートを探

索するのではないかと推測いたします。 

 そうしたことから、国道の通行止め規制時に、町道への車両の流入が必然的に多くな

ってきているのも理解できます。そうしたお気持ちは、近くにお住いの町民の方々にと

っては、より一層高くなるものと感じております。 

 迂回路の幅員が狭小で大変危険であるとの御指摘でありますが、以前より町道を利用

される方々の通行の安全を図るため、幅員拡張等の道路改良工事を鋭意実施していると

ころでございます。しかしながら、町道の整備は、地形的な条件もあり一部路線におけ

る部分的な改良にとどまっているのも現状であります。 

 また、幅員等道路の構造基準につきましては、道路構造令において規定されている道

路の存する地域、日当たり計画交通量等によりその種別が明確に区分されており、山地

部で交通量が少ない本町におきましては、地形的な条件と併せて制限されております。 

 このようなことから、国道９号などの幹線道路と町道では車線数、幅員等の規格の差

が顕著であり、大型車両が対面通行可能となる道路として整備することは困難と考えて

おります。 

 しかしながら、今回の大雨による国道９号の通行規制のほか、交通事故等による突発

的な通行止めも行われることも想定されますので、特に緊急車両通行の支障とならぬよ

う通年の道路パトロールの充実と維持管理について、より一層取り組んでまいりたいと

思います。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ありがとうございます。 

 まず、るる、こちらの台風９号と豪雨に関する再質問をしていきたいと思うんですが、

まず被害額を上げていただきました３億３,２００万円という金額であります。このた

びの予算、補正予算のほうでも上がっておりますが、そちらのほうで審議はしていくも

のでありますが、質問としてここでさせていただければと思います。 

 これらの財源というのは、内訳というのはどのような財源で賄われるものかお尋ねい

たします。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  ただいま御質問がありました、この災害復旧に関わる経

費の内訳でございますが、まだこれから災害復旧事業につきましては、今から現地を調

査の上、国の災害査定を受検する必要がございます。そういったことから、内容につい

ては現段階ではちょっと不明な部分がございますが、基本的には国の補助ということで、

それが大半になってくるものと想定されます。 



 それと補助残につきましては、災害復旧事業債等が利用できるのではないかと考えて

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  このたびのこうした災害で、いろんな箇所が崩壊して

おりますが、これが国の査定を通すとなりますと、どれぐらいの日数、年数になるのか

分かりませんけれども、復旧にはどれぐらいの期間を要するものと想定されております

でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  ただいま御質問ありました復旧の期間でございますが、

通常ですと災害復旧事業につきましては、３年以内に実施することとなっております。

しかしながら、もちろん災害ということでございますので、迅速に対応しなければいか

ない案件でございますので、今回も補正予算ということで前段で委託料のほうを計上さ

せていただきました。それに伴い工事料の算出をいたしまして、今後次の議会におきま

して、工事費等の予算計上を提案させていただきまして、対応していきたいと考えてお

るところでございます。 

 いずれにいたしましても早急な対応を実施したいと考えております。特に農地・農業

用施設につきましては、この春からまた作付を開始されたいという農家の皆さんの思い

もあると思いますので、早急に対処していきたいと思っておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  地域の方々にとって、安心・安全な対策を施していた

だければと思いますが、農地・農業用災害というところで４０万円の少ない額だなとい

うふうに感じました。と言いましても、復旧していく上で、僕も現場見ましたけれども、

ものすごい土砂といいますか石が入っていたり、これ本当に大変だなというふうに思っ

たんですけれど、４０万円で復旧するとなると、どこで線引きをするのかだとか、そう

いった細々としたところが問題になってくるんだろうなと。 

 例えば、じゃ１反でいくのか１町でいくのか地域でいくのか、４０万円をどこの単位

で１か所と認定するのかによって、その規模も違ってきたりもするのかなと思うんです

けども。この額で定めるのがいいのかどうか適当か分かりませんけれども、この要綱の

改定について検討すべきではないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  御指摘がございました４０万円の件でございますが、基

本的にこのまず災害復旧事業として、国庫補助事業として実施するものにつきましては、

被害額が各箇所で４０万円以上という規定がございます。ですから、先ほど議員お話が

ございましたとおり、農地等への土砂の流入と、それについても規模が大きいものにつ



きましては、国庫補助事業で可能でないかということで現在検討しているところでござ

います。 

 また、いろんな条件等ございまして、国庫補助事業で申請できないものにつきまして

は、津和野町の小災害のこの要綱にのっとりまして対応していきたいと考えておるとこ

ろでございます。 

 その事業箇所の全体額につきましては、それぞれの受益者が限定されますので、それ

ぞれの箇所ごとの金額となっておりますので申し添えます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  では観光対策のほうなんですけども、先般他の議員か

らも御指摘がありました、いわゆる観光面についてはコロナ後の施策ということが多く

なってきていると思うんですけども、やはりウイズコロナといいますか、コロナの状況

をこの感染対策を施した上での観光というのが定番になってくるんだろうなと。当然観

光バスなんかも大分少なくなってきましたし、自家用車での旅行といいますか規制とい

いますか、移動の手段というのが本当に個人に完全に切り替わっている状況であります。 

 そうした中で個人客をも迎えることができなかった豪雨災害、また予防の規制、そう

いったところがありましたので、大変なダメージを受けたんだろうというふうに推察し

ております。 

 そういった中で、個人に対する観光客や個人消費に対する施策というものをどのよう

に想定されているのかお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  ただいま議員のほうから指摘がありましたように、

現在緊急事態宣言も発令されている中、観光客が、外から入ってくる観光客が非常に少

なくなっている現状があります。昨日も申したように、観光客の入り込み数としまして

は、昨年度の７月期の集計ではございますが、５５万人に対しまして今年度が５２万人

ということで、春頃から回復傾向になった部分が夏の長雨豪雨、それと台風によりまし

て少なくなった。併せましてコロナの影響による減ということで、まさに外から入って

こなくなったというふうに考えております。 

 集計した時点では、７月ということで、まだ８月の豪雨に対する影響というのは実際

に数字として把握はできておりませんが、把握するまでに今しばらく時間がかかると思

っております。 

 そういった中で、町内の個人に対する町内景気対策ということでございますが、８月

末でテイクアウトキャンペーンが終了したところでございます。これにつきましては、

観光協会のほうに事業を委託しているところではございますが、３団体の連絡会等を開

きまして、引き続き新しい形でのそういった施策、テイクアウトのことを始めていきた

いというふうに考えております。 



 また、その後、ウイズコロナ、アフターコロナを見据えまして、年末年始の忘年会シ

ーズン、そういったような時期を見まして町内消費拡大のキャンペーンを打っていきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  国のほうでは、お酒の提供も解禁していこうというよ

うな報道もなされておりますけれども、ただ、やはり僕はこれだけワクチンが進んでい

る中で、それでもこれだけ感染が膨らんでいると、そういった中にあって忘新年会がで

きるのかなというふうに思います。やはり感染してもワクチン打っているから大丈夫と

いうわけではありませんので、そうした中で忘新年会、当然皆さん楽しみにしていると

思います。ずっとできなくて、飲み会もできなくて、そろそろ集まりたいなという方も

いらっしゃると思いますけども、ただ難しいと思いますよ。 

 ですので、そういった、当然コロナ禍もしかしたら明けるかもしれませんけれども、

当然そうかもしれませんけども、しかしそうならないかもしれない。であれば、やはり

個人消費のテイクアウトキャンペーンを拡大するですとか、例えば個人宅、自分の自宅

での豪華なものが食べられるような、そういったキャンペーンを打っていただく、それ

を町が補助していただくというような格好でしていかないと、やはり前のような、コロ

ナ前のような状況には戻っていかないんだろうなというふうに思っておりますので、そ

の辺もしっかり当然個人消費、町内の個人消費と。 

 それと、もう一つやはり観光ですね。外部からのお客さんというのが大変少なくなっ

てきております。どうしても休日や夏休みなんかも遠出したくてもできなくて県内にと

どまった方多くいらっしゃると思うんです。やはり県内といっても島根県は東西に広く

ありますので、県外に出れないんだったら県内と思われている方も多くいらっしゃいま

すよね。 

 実際に松江、安来のほうから多くの方、津和野にいらしていると思います。こういっ

た方々にコロナ禍でも来ていただけるように、車を使ってでも来ていただけるように、

そういった施策のほうがまずは大事なんじゃないかと思うんですけども、その辺りはい

かがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  県内におきましては、ＷｅＬｏｖｅ山陰という島根

県がやっている事業がございまして、これが非常に好調でございました。しかしながら、

今回のコロナの影響によって中止もしくは延期という結果になってございます。 

 現在のところ、大変こういった厳しい状況が続いている中、実際に今、どういうふう

な政策をすればいいのかということがすぐに、大変申し分ないんですが言えないところ

でございます。 



 ただ、ウイズコロナの中で状況が変わるというふうに思っております。今後、行動制

限の緩和とかそういったようなお話も出てきて、どういうふうにしたらコロナとともに

経済を発展させることができるのかということも論議されてくるようになると思いま

す。 

 町内の中で、各団体の御意見を聞きながら、その都度、それに即した施策を考えてい

きたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ぜひ町内の消費喚起、観光対策、大変だと思いますけ

れども、取り組んでいただければと思います。 

 次に、情報の取り方ということでお尋ねいたします。 

 先ほどサンネットですとかインターネットの話をしましたけれども、人によって取り

たい情報というのは様々だと思います。私は消防団におりますので、どうしてもやはり

消防に関する情報、防災に関する情報ですとか、自宅にいらっしゃる方は自分の家から

の避難所ですとか、自分の近くの川、山はどうなっているのかというような情報ですと

か、いろんな情報の必要性があると思うんですけども。 

 このたびたまたま豪雨の、台風ではなく豪雨のときですね、用事があって僕は早朝か

ら浜田に出ておりました。浜田に出たときにも既に川は増水し始めてまして、僕がもう

浜田着いたときには、浜田市内のほうが避難指示が出ておりました。そういった状況で

津和野町ももう危ないぞという話が来まして、津和野町の今の状況てどうなんだと思っ

て、まず最初に津和野町天気というの見ましたら、津和野町のホームページの防災情報

までたどり着いたんですけども、そこから出てくるのは今回の豪雨災害、台風情報は一

切載っていないんですよね。見ようと思えば、やはりもうニュースの天気予報から雨量

ですとかを見るしかなくて。 

 津和野町にも定点カメラてたくさんありますけれども、雪の情報と雨の情報と設置し

ている主体がばらばらですので、県から入って見えるカメラ、町の情報から入って見え

るカメラと様々あります。そうした中で、僕は浜田から津和野に帰る情報が欲しかった

ので、９号線沿いのカメラ情報を得ましたが。 

 今後は消防のときになりますと、我々の詰所は枕瀬にありますので、枕瀬より上手の

情報と言いますと、町田の定点カメラが雨量の基準となってきます。ただ、町田の雨量

は確かに基準にはなるんですけれども、じゃ、それ以後の川で言いますと和田のカメラ

が見れるんですかね、それ以降はほとんどない状態です。そうすると消防車で回って状

況を確認するしかないわけなんですが。 

 しかし定点カメラがあるということは、ある情報を生かせばいいなということで、み

んなが携帯を持ち寄って、どこの情報を取っているのかという話から始まります。結局、

いろんな情報があるんですが、いいカメラもあれば、これは必要ないなと思うカメラも



あるんです。ただ、情報がばらばらなので、そのページはどっから拾ってきたんだろう

となると、また一からやり直しになってくると。そういったいい情報あるんですけれど

も、その情報の取り方が町──県の責任もあると思うんですけども、国の責任もあると

思います。ただ、私が感じたのは一つになっていないなという思いでした。 

 そういったところから、このたびホームページで情報を一緒にしてもらえるんですか

ね。そういったときに、今言ったのは私の感想ですが、答弁にありましたように、今御

自宅にいらっしゃる方もそうですし、商売されている方、事業されている方、取りたい

情報は様々だと思います。そういったのはやはりいろいろな意見を集約していただいて、

どういった情報をどのように載せたらいいのかというのを、まず検討していただいて。

集めるだけではなくて、配置の問題ですとかいろいろあると思いますので、そのレイア

ウトですとか、そういったところも検討していただければと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  ホームページのあり方とか、あとその情報

の一元化といいますか、見やすく配置するというお話ですが、先ほど町長の答弁にもあ

りましたとおり、今年ホームページのリニューアルの作業中でございます。今は防災情

報はホームページのトップページの右方のほうにございまして、議員おっしゃるように

ハザードマップですとか、それから県の防災ポータルと、あと益田の地域消防本部、そ

れから松江地方気象台等の情報を並べております。 

 おっしゃるように、いろいろ定点カメラ等も町のホームページで見たいというお声も

今回幾らかでございますが頂きましたので、今回のリニューアルに併せて考えておりま

す。 

 ただ、いろいろ先ほど議員おっしゃるように、国のカメラもあります、県のカメラあ

ります、町のもありますし、いろいろあるので、それが全部すぐ一元化できるかという

のはちょっと今後調査が必要かなというふうに考えております。そういうのがもし実現

可能であれば、今回のホームページのリニューアルの際に、実現に向けて検討していき

たいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  それと、このたびの災害といいますか豪雨の中で、こ

の本庁舎の３階につきまして、枕瀬東地区のほうから要望が以前からありました。そこ

に２階の通路が１８７号線につながっております、あれは通常用ではなくて災害用のと

きに開くんだということで。 

 この３階についても、この辺の新地も含めて非常に土地が低いところにありますので、

何かあったときの高さがあるところというのはここになってきます。そこでこの３階を

避難所として使いたいという声がありました。そういったところで町としても使うこと

に対して、それは拒否をするもんではないというような旨の回答を頂いたように記憶を



しているんですけれども。先般、委員会の席で、この３階の使用について聞いたところ、

まだ用途開始ができていないので入れないというお話でした。 

 いろんな諸事情があるんだと思うんですけども、この３階の使用について早急に使え

るようにしていただきたいというふうに思いますが、どのような問題があるのか。今後

どのようにされていくのかをお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  本庁舎３階の機能といいますか、使い方というとこ

ろでありますけども、以前から避難所としての使用を検討しているということでお話を

させていただいているところであります。 

 ３階には現在、出入りができない状況になっております。というのも、庁舎とは違う

いわゆる別機能をもたすというところもございますので、不使用部分ということで今は

そういった用途がまだ定まっていないような状況になっております。 

 今後につきましては、庁舎と、１階、２階は庁舎という機能でございますので、そう

いった部分とのすみ分けといいますかセキュリティー的なものも検討していかなくて

はならないというふうに思っておりますけども、何にしてもまだ建築基準法なり消防法

なりの法点検の中で、いろんな用途によって整理していかなくてはならないものが出て

きますので、そういった部分を一つ一つちょっと整理をさせていただきながら、なるべ

く早めにそういった避難所機能が持てるようなところを検討してまいりたいというふ

うに思っております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この地域だけに限らず、全地域危ないところは危ない、

逃げるところがない、避難所から遠いとかいろんな問題があると思うんです。ただ、そ

れを当然そうとしながらも、この地域も非常に川からものすごく道路の位置が近くて、

避難するにも、あの橋を渡って小学校に行くか、もしくは日原駅プラス枕瀬のほうに行

かないといけないといった、本当に役場に近いにもかかわらず、危険な方向、危険な方

向へ行かないといけないというような状況がありました。 

 そういった中で、この３階が使わせてもらえるという話、住民の皆さんは聞いてはい

たのに、ここが使用できないということで驚かれておりましたので、早急に用途が開始

できるように検討していただければと思います。 

 それと、避難所といいますか道の駅なごみの里にこのたびの災害で９号線が封鎖とい

いますか規制されて、通れないのでなごみの里に多くの県外者が避難されたというお話

を聞いたんですけども、やはり通れなくなって迂回するにも泊まるにも、もう夜間だと

泊まるところがないからということなのかなというふうに思うんですが、今後この雨も

今年が特別ではなくて毎年起こり得るような状況だと思います。２００ミリ以上の雨で

したか、規制になるのは。２００ミリなんかも当たり前のようにこの町を雨が通過して

おりますので、そういったときに町外といいますか、通行される方の避難所というのも



必要になってくるのかなと。そうすると当然避難所の準備もそうなんですが、コロナ対

策ですとか当然県外者の方が多くなりますので、そういった方々の受入れ体制、これも

整備をしていく必要が出てくるのかなと思うんですが、その辺りは検討されておられま

すでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回、道の駅のほうが避難所として開設した事実がございま

す。これは今回の大雨というのが今までと違って非常に長期にわたった、長雨になった

ということでありまして、いわゆる警戒レベルというのが河川の氾濫も当然警戒しまし

たけれども、同時にいわゆる崖崩れ、土砂災害の非常に危険が高まっておったというこ

とであります。そんな中で実際に土砂災害のほうもレベル４まで行って避難情報出した

わけでございます。 

 そうした中で、この土砂災害の避難所というのが、町内でいわゆる町の地形上、多く

の指定避難所等がいわゆるイエローゾーン、それから時には崖崩れのレッドゾーン、そ

ういう部分にも該当している避難所が数多くありまして、そこを避難所としてこのたび

のケースで開設するというのが非常に危険性があったということでございます。そうす

ると避難所の数が非常に限られたという、そういう今回の悩みがあったということであ

ります。 

 そして、シルクウェイにちはらのほうは、そこは土砂災害警戒区域から外れていると

いうこともありまして、今回避難所として開設をしたということで、あくまでも町民向

けのそれを対象とした避難所であったということであります。ただ、御指摘のように国

交省が国道９号線を通行止めいたしましたので、結果としてそういう町外の方もそこで

避難行動されたという状況でございます。 

 当然人命を守るという観点は町にとっては、町民の皆さんも町民外の方の皆さんであ

っても、それは当然私は責任があると思っておりますので、しっかり今後検討していか

なきゃならない問題だというふうに思っております。 

 ただ、やっぱりいろいろな我々防災対策する上で悩みがありまして、現行の避難所を

運営していく上でも、職員の数がぎりぎりという今課題がございます。避難所開設する

ためには、事前に職員がついて、そしてまた長期にわたれば、今回であれば５日間、６

日間、ずっとその避難所につかなきゃならないんで、交代交代での要因も必要になると、

そういうような苦労もあります。 

 今後は、その辺のスタッフの確保ということを、どうしていくかということも含めた

中で、今日御指摘のような避難所運営でありますとか、新たな課題に対する対応という

ものを検討していく必要があるというふうに思っておりますので、また今日の御指摘も

踏まえながら様々な角度から検討してまいりたいと、そのように思っております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 



○議員（３番 川田  剛君）  やはり、その方々だけのためというわけにはいきませ

んし、当然逆に避難所を開設していた中で、町外の方、県外の方が来られたときに、そ

れを拒否することもできないと思いますので、あらゆる想定をしていただいて、そうい

ったときにも人命を大事にできる、そういった町であってほしいと思っておりますので、

そういった対策に取り組んでいただければと思います。 

 それと、迂回路の件なんですけども、答弁頂きましたように僕が言っていたのは町道

のことであります。この迂回路が本当に知っている方は知っているというような道路で

ありますので、どうしてもナビに従うといいますか、僕はちょうど横田まで頑張って戻

ってきて、そのときに左に行かせようとするんですね、要は横田から匹見のほうですね。

匹見方面に行って、僕は須川のほうを通させるのかなと思ったんです。後々効いたら須

川は封鎖されていたので、もっと先のほう回されたんじゃないかというふうに言われま

した。 

 結局、僕はそこを通らずに横田から西石見、西中国農道のほうを抜けて、たまたま三

浦議員がいらっしゃいますので電話して、通れるかということで青原を抜けて津和野の

町の中に入ってこれたわけなんですけども、当然町内の方ばかりですとか、トラックで

すとかが農道のほうを通っています。知らないトラックのほうがどんどん９号線から匹

見方面に抜けていくんですね。あれどこに向かっていくんだろうというようなところで

す。実際通れないんで迂回路通るしかないとは思うんですが。 

 実際細い道です。幅員も狭い中で視界も悪いですし、逆に言うと町内から出てくる方

はいらっしゃいませんので、そういったときは。津和野の中に帰っていきたい方ばかり

ですので、そんなに離合する車というのはそのときはなかったんですが、もしもそれが

朝だった場合、逆に津和野から出る方、津和野に出勤される方ということで大変な状況

になっていたんだろうなと思います。そうしたときに、急に道路の幅員を広げろという

のは難しいと思うんですが、カーブミラー、せめてカーブミラーですとか反射板といい

ますか、暗いですよね、昼間でもやはりライトつけないと怖い状況です。 

 ですので、そういったところを事前に点検していただいて、ほかにも青原以外にも迂

回路となるような道あると思います。商人のほうですとか、そういった裏道と言ったら

失礼ですけども、９号線ではない迂回路となるような道のところもしっかり点検してい

ただいて、カーブミラー、反射板など、いま一度安全が確保できるか、まずはそこから

行っていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  ただいまお話がございましたとおり、通常の点検という

のはとても大事なことと思っております。カーブミラー等につきましても、本町は山間

部でございますので急なカーブがかなりございます。そういったところもありますので、

今後また点検いたしまして、必要箇所につきましては、カーブミラー等の設置をしてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 



○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  当然幅員を拡張していただくというのが本当ベストで

すけれども、なかなかそこまではいかないと思いますので、ぜひ取組をお願いしたいと

思います。 

 それでは、２点目の質問に入らせていただきます。 

 学校をはじめとした公共施設の環境整備作業についてであります。 

 学校奉仕作業が今年度はコロナウイルスの影響により中止になった学校がございま

す。時期によっては実施された学校もございますが、奉仕作業の一つである校内環境整

備については、教職員の方々ができる範囲で実施するということでありました。これは

実施中止になった学校ですね。中止になった学校では教職員の方々ができる範囲で実施

するとのことでありました。 

 学校内外で行われている奉仕活動については、地域における青少年の社会性や心豊か

な人間性を育む活動として十分理解できるものであります。ただ、本来、公共施設の環

境整備については、国や自治体が責任を負うものと認識しております。 

 公民館や河川、道路などの環境整備などは、住民団体に委託しているものもあり、額

の大小はありますが、受託している自治会などに対して費用を助成しております。学校

環境整備については、奉仕作業を前提として学校環境整備に係る費用を計上していない

のではないかと思い質問させていただいております。 

 まず、学校環境整備についての所見をお伺いいたします。 

 次に、庁舎の清掃業務は職員の皆さんによって行われていると聞いております。公共

施設の維持の観点から、公共施設の清掃業務は基本的に施設は業務委託を検討すべきと

考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  最初は、教育長ね。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、学校をはじめとした公共施設の環境整備作業に

ついてお答えをさせていただきます。 

 「我が学び舎の環境は我が手で美しく整えること」と、私が遠い昔、学校の先生から

指導を受けて、既に半世紀が経とうとしております。私も議員御指摘のとおり、奉仕活

動は青少年の社会性や人間性を育む重要な取組であると理解しております。 

 学校が整った環境であることは必須であり、落書きやごみがたくさん落ちているよう

なところでは、風紀が乱れる傾向にあることは御承知のとおりであります。学びの環境

が整っていることは、子ども達の発達にも大きく関係することだと思っております。 

 今でも学校の環境整備については、教室の掃除は子ども達の役割ですし、校庭を含む

校舎周辺の環境整備は、子ども達も含み学校校務員や校長を中心とした教職員の日常の

管理作業で環境が保たれておりますが、それに加え例年は年一、二回のＰＴＡ等による

奉仕作業が行われております。 



 しかし、昨年来の新型コロナウイルス感染症の全国的な蔓延により、このＰＴＡの奉

仕作業が実施できない状況が続いており、学校校務員や校長を中心とした教職員の作業

だけになっている学校もあります。 

 一方、こうした作業とは別に校庭や校舎周辺の高木の剪定や病害虫の消毒など専門性

の高いものについては、専門業者に依頼して実施しております。 

 ＰＴＡも、年とともに保護者の数が減少し、また仕事等のためにＰＴＡ行事に参加で

きず、学校への関わり方が薄くなりがちです。しかもコロナ禍で２年間も続いて奉仕作

業がなくなると、奉仕作業に対する抵抗感が今後ますます強まるのではないかと心配し

ております。 

 学校の環境整備は、当面はこれまでどおりＰＴＡや地域の方に御協力頂ける範囲につ

いては、奉仕作業等で環境整備を行っていただき、専門的な作業については予算計上し、

簡単な植栽管理や除草作業等の日常の管理については、地域のボランティアの方にも御

協力を頂きながら、学校内で行うことになろうかと考えております。子ども達の学び舎

として、自らの手で環境を整えることは、学校という施設には少なからず必要なことと

考えております。 

 役場庁舎の清掃についてでございますが、本庁舎、津和野庁舎ともに主に職員で行っ

ている状況でございます。しかし、本庁舎におきましては、新庁舎への移転により、庁

舎が広くなった上にトイレの数も多くなり、清掃が行き届かないと衛生的にもよくない

ことから、トイレ掃除については６月より週１回シルバー人材センターに委託している

ところでございます。 

 また、新庁舎はカーペットや化学床などを使用しているため、床面の材質に適した洗

剤を使う必要があり、年１回は専門業者によるクリーニングやワックスがけ等が必要と

考え、６月補正にて予算化したところであります。津和野庁舎におきましては、今後の

増改築工事に併せて検討してまいりたいと考えております。 

 公共施設の清掃業務につきましては、現在、町民センター、森鴎外記念館、安野光雅

美術館、日本遺産センター、日原図書館及び町内の体育館と公民館の一部で業務委託を

行っております。 

 清掃回数につきましては、ほぼ毎日のところもあれば、週１回、月１回、年１回のと

ころもあり、清掃内容につきましても施設によって異なるなど委託内容は様々でありま

す。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  大前提として、奉仕作業を予算化してＰＴＡの奉仕作

業を辞めさせろということではまずありません。たまたまこの奉仕作業がコロナで中止

になったとき、やはり考えさせられました。奉仕作業というのが本当に我々も当然毎年

出ておりましたし、暑い中、多くの方々が参加しておられますし、保護者の方も「あの

人は仕事だな」なんて言いながら多くの方々でやっています。 



 ただ、やはり言えるのは、子ども達が少なくなっている、家庭の数が少なくなってい

る。ただ、小学校の規模は小さくなりませんので、対象となる掃除の面積というのは１

人当たりで換算すると増えてきているというのも事実です。 

 こうしたコロナ禍の中で、もう奉仕作業が中止になると、あそこの草刈りをしないと

いけないよね、あそこを草抜きしないといけないよねといったところが、結局そういっ

たところが先生方にしわ寄せが行っているんだろうなというふうに思うんですが。 

 基本的には、自分たちの身の周りの掃除は自分たちでするべきですし、子ども達が行

っている通常の掃除もそれは当然するべきです。公共施設に関しても、身の周りの整理

整頓、ごみを捨てる、これは当然職員の皆さんでやるべきなんですが、やはり業者に依

頼するような剪定ですとか、特にトイレだとか水回りだとか、プロがしないといけない

ようなところというのは、やはりプロにやらせるべきだと思います。 

 学校施設に関して言えば、こういったコロナの状況だとか、おっしゃるように今後も

しかするとＰＴＡの数、絶対数が少なくなってくる場合もありますし、都会では今ＰＴ

Ａは強制加入じゃないから入らないというような方々も出てきているようであります。

そういった場合になったときに、ＰＴＡが掃除をするという大前提というのが崩れてい

くんではないかなと。近いうちにはないかもしれませんが、ただ、このコロナの状況で

また来年も同じような時期にこういうことがあったり、もしくは災害が発生したり何か

すると、そういった清掃というのがなかなかできないんじゃないかなと。そうしたとき

に予算化しておくのがいいのではないかと思うんです。 

 清掃委託料とかではなくて何らかの形、予算の枠組みは何でもいいんですけれども、

例えば奉仕作業という名前ですから、本来はやはりかかった作業、浮いたお金について

は、じゃ、このお金を部活動で使ってくださいねですとか、こういったお金を子ども達

のために使ってくださいねというのが本来の奉仕の姿ではないかなと思うんです。お金

が欲しいと言っているわけではないんですが、でもほかの川や道路、公民館の清掃など

は基本的には委託料としてついていますよね。その清掃するお金で地域の運営が行われ

ていたり、やはり清掃があるからこそ自治会がああいった備品を買えたりとか、いろん

な副次作用があるわけなんですよ。 

 なので、奉仕作業も当然今後続けていくでしょう。しかし、やはり奉仕作業した後に、

その奉仕の後に学校にこういったものが残るというような姿が本来の奉仕作業になる

のではないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  なかなか捉えところが難しいなと思いながら聞いておりま

したが、考え方はいろいろあろうかと思います。確かに有償ボランティアというのが今

頃は主軸になってきつつあるということで、議員さん言われるように奉仕はしますけれ

ども、幾ばくかの見返り的なものがついてくるという、そういった形に年々なってきつ

つあるなという感じはしております。 



 先ほどお答えしましたように、まず学校という学び舎というのは、まず子ども達が自

分たちで大事にせにゃいけないという前提、それから当然保護者の方々も自分の子ども

達が学ぶ環境を保護者の立場で整えてやろうという気持ちは必要だと私は思っており

ます。 

 それに対して、幾ばくかのＰＴＡ活動に補助金的なものを出すとか、そういうことは

検討の余地があろうかなというふうに思いますが、奉仕活動を無理強いするわけでもな

いし、逆に押しつけるわけでも当然ないと思っているので、そこの辺りはある程度忖度

の中でお互いでやっていきたいなという思いは私は持っております。 

 一方で、今年、去年とコロナ禍で奉仕活動ができないという、そういった現実もある

わけでして、必然的に公舎の周りの今まで奉仕活動で管理をしていた樹木であるとか、

そういったものが延び放題になったりするという傾向にはありますので、そこに学校で

先生方が合間、合間にやっていただいたり。 

 先般はある学校なんですけれども、自分たちがやろうと思っとったら、いつの間にか

剪定が終わっておったと。それで心当たりのいつも奉仕活動をしてくれる地域の方に聞

いてみたが、私じゃないよということで、そのやってくれた方がどなたがまだ分からな

いという、そういったある意味うれしい現象もあったりして。そういったことで、地域

として学校を守ってやろうという、そういった意識が町内にあるんだなということを、

また改めて実感もさせていただいたりしております。 

 今後子ども達の数の減少に伴って、保護者も当然減ってくる可能性は十分考えられる

わけでありまして、先ほど議員さん言われましたように、保護者が減っても施設が減る

わけではないという、逆にそういった管理の面は厳しくなるということはあると思いま

すので、そこら辺をバランスを考えて、どういう形でそこの分は穴埋めをしていくかと

いうのは、今後の課題として承っておきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  当然恐らく皆さんのほうが奉仕活動いろいろ経験され

てきていると思います、先輩でございます。ただ、僕が言いたいのはそこの、例えばで

きなかった場合に予算化されるお金というのが当然あります。しなければいけないお金、

それを通年予算化しておいて、奉仕をした際にはそれを学校に還元すると。決してそれ

が終わってから、みんなでビールを飲もうという話ではありません。ちゃんと学校に還

元できるように、そうすることでやっぱり自治会の清掃でもそうですよ。これ参加して

もらわないと、自治会運営大変だよと。この清掃があるから、この自治会運営できるん

だよと、結構な額がもらえるわけですね。そうすると、自治会員としても行かないとい

けないなとなります。 

 今、不思議なことに手紙でも、僕も一時出した側ですからわかるんですけれど、奉仕

作業をお願いするというのは、奉仕ていうのは頂くものであって、奉仕をお願いすると

いうのはどうなんだろうと思いまして、やはり自発的にやっていただく、今教育長が言



っていただいたように、地域の方々ありがたい、こういったものが実際の奉仕だと思い

ます。ですし、その活動自体を否定するものではありませんけれども、そういった活動、

もしできなかった場合には、そういった予算化されるんではないですか。そのお金を通

年出していただいて、それを奉仕作業をした際には、それを学校に使わなかったお金と

して還元できる、そういった形になれば、参加する方々のモチベーションにもつながる

んではないかと、そういった提案ですので、いま一度検討していただければと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  現実的に予算の配分を、原資を教育長自体が持っているわ

けではありませんので、ここでそれでつけましょうということにはなりませんが、言わ

れている趣旨は理解いたしましたので、また今後の検討材料とさせていただきたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ということですので、町長、予算のほうもしっかりお

願いしていただきたいと思いますが、最後に町長いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  予算、町と教育委員会との関係、教育委員会の政治的な中立

性というものを一つ尊重しながら、しっかり議論して、町長のほうにはいわゆる予算を

つけていく権限というのを教育分野においても持っているということにもなります。 

 そういう中で、まずは今日の御指摘、御提案というものも、教育委員会の中で、教育

論からも含めながら、しっかり御議論頂いて、その上でまた教育委員会が必要というこ

とで、予算の計画等も提案がなされてくれば、またそれはそのときにしっかり教育委員

会と話合いをしながら検討してまいりたいと、そのように思っているところでございま

す。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  では、私の質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、３番、川田剛君の質問を終わり、ここで１０時５分

まで休憩といたします。 

午前９時 55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 05分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて質問を続けます。 

 発言順序７、９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  議席番号９番、寺戸昌子です。通告に従い３件質問を

させていただきます。 



 まず最初に、特別障害者手当についてです。 

 特別障害者手当は、所得制限はありますが、精神や身体に著しく重い障害があり、常

時特別な介護が必要な２０歳以上の在宅の人に月２万７,３５０円を３か月ずつ支給す

る国の制度です。障害者手帳がない人でも対象です。障害者手帳を持っていない要介護

４・５の人も受け取れる可能性があります。 

 障害が重度になればなるほど介護費用はかさみます。特別障害者手当が支給されれば、

家計にとって大きな負担軽減となると考えます。対象となる方への周知がとても大切で

す。 

 しかし、障害者手帳は一般的に知られていますが、特別障害者手当はあまり知られて

いません。津和野町の現状について質問します。 

 １、特別障害者手当の支給人数は何人でしょうか。 

 ２、要介護４・５の方で対象となっているケースはあるのでしょうか。 

 ３、周知方法はどのように行っているのでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、９番、寺戸議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 特別障害者手当についてでございます。 

 現在、本町において特別障害者手当を受給されている方は２名となっております。 

 次の御質問ですが、特別障害者手当の受給資格に介護保険の介護度の要件はございま

せん。このため、要介護度が４や５であることから、特別障害者手当を受給されている

という方はおられません。 

 ３つ目の御質問でありますが、町民の方が身体障害者手帳や精神保健福祉手帳等を取

得されたときには、町の作成している障害者福祉ハンドブックにより、福祉サービスや

補助制度の説明等を行っております。 

 また、特別障害者手当の受給要件に合うような重度の障がいの状態になられると、か

かりつけの医療機関等において申請の勧奨があるものと推察をしております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  今のお答えの中で、お二人が対象になっているという

ことなんですが、その現在対象となっている方が障害者手帳を持たれている方なのでし

ょうか。 

 というのが、障害者手帳を持たなくても対象になるということで、全国的に要介護４

とか５の方にも対象になる方が出てきているということで、国会のほうでも我が日本共

産党が質問をしております。 

 日本共産党の宮本議員は、２０２０年１２月２日、衆議院の厚生労働委員会で要介護

４・５の高齢者も該当するケースもあるとして、周知不足で自治体によっては受給でき



ない例もあると批判。「自治体の障害者福祉や介護保険の窓口、ケアマネジャーを通じ

て周知徹底するべきだ」と求めました。 

 そうすると、田村厚生労働大臣が、「周知は重要ということで、障害者手帳がないと

もらえないと勘違いしている人も多い。実際は、国が示す障害程度認定基準に従い、医

師の診断書で判断するとしてこれからも周知する」と答えたそうです。 

 なので、その辺が心配で津和野町民の中で障害者手帳を持っていないからとあきらめ

られている人がいるかもしれない。それから、この特別障害者手当というものを知らな

い方も対象になるかもしれないんだけど、知らない方もおられるかもしれないという心

配があったので、質問させていただきました。 

 このお二人の方は、障害者手帳を持たない方で対象となっているのかなというところ

を教えてください。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  今現在、お二人の方ということでありますが、この

方につきましては障害者手帳を持っておられる方と。ただし、その持っておられるから

認定をされているという判断になっているかどうかは、私どものほうでは分かりません。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  次に、その周知方法なんですけど、今障害者手帳を持

たれていない方で、ひょっとしたら対象となる方に、その特別障害者手当というものが

あるということが周知されていないんじゃないかという不安があるんですが、先ほどの

お答えで障害者福祉ハンドブックを渡されたり、障害者としてその窓口に行かれた方は、

そういうハンドブックを渡されたりして、この制度を気づかれることがあるかもしれな

いんですが、なかなか気づかれないので、要介護５とか４の方で対象になる方に対して

は、ケアマネジャーの方が説明していただいたら、とても落ちこぼれる、対象になられ

る方にちゃんと知らせることができると思うので、その辺をしていただきたいんですが、

それはいかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  特別障害者手当は、先ほど議員が最初におっしゃら

れたとおり、二十歳以上の方で重度の障害がある方、例えば視力、聴力、それから四肢、

それから体感、精神、そういうところに障害があって、ましてはその障害が重なるよう

な、二つ以上あるような重いと判断された方がもらえるわけです。 

 ですから、そこの判定受給資格というのはそこになっておりまして、確かに今議員言

われますように、介護度が４とか５というのはかなり重度の方になろうかと思いますが、

それだけをもって受給ができるかどうかというのは、ドクターの判断になるというとこ

ろであります。 



 私どものほうは、先ほど町長申し上げましたように、手帳を持っておられるとか手帳

を取得した、更新された方について、ハンドブック等でこういう受給資格があるかもし

れないんでとかいうことがあります。 

 それ以外の方につきましては、こちらからそこをアピールする、宣伝する方法はあり

ませんので、具体的にはしておりませんけれども、ただしそういう重度になられますと、

通常はかかりつけ医のドクターのほうから、「特別障害者手当の受給資格がもしかした

らあるかもしれんので、申請をしたほうがいいですよ」とかということで申請をされて

くるという方はいますので、そちらのほうがかなりあるんではないかなというふうに思

っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  近隣の先生に聞けばよかったんですけど、ちょっとそ

れをよう聞かなかったんですが、新聞赤旗の日曜版で紹介されているんですが、かかり

つけのドクターにこの日曜版を見て、特別障害者手当にひょっとして当てはまるかもし

れないので、申請をしたいんじゃけどっていう相談をドクターにされたときに、そのド

クターがこの制度を知らなかったということを言っておられるドクターもおられると

いうことで、ドクター任せでなくて町のほうでやっていただきたいなという思いがあり

ます。 

 介護度が上がって障害者手帳を申請するという方向に行かれる方は少ないので、介護

度が上がってきたから、介護保険を使って何とかやりくりをしていこうという方がほと

んどだと思うので、その障害者としての窓口に行くんじゃなくて、介護として窓口に行

く方の中から、特別障害者手当というものに当てはまる方は、漏れなくその案内をして

いただきたい。 

 もちろん、要介護５・４になれば、この特別障害者手当になるというんじゃなくて、

対象の可能性があるかもしれないから、ちょっとやってみたらいかがかなというのをケ

アマネジャーさんからとか、言っていただけたらいいなと思うんですが、いかがでしょ

う。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず、一つ目、議員さんの今おっしゃられたドクタ

ーがこの制度を知らなかったというのは、それはドクターの個人の話になりますので、

基本的には島根県のほうから医師会を通じて各医療機関、それから診療所には、こうい

う制度があるというのはきちんと通達が出ているはずですんで、そこはそのドクターに

きちんと理解をしてもらうしかないかなと思っております。 

 それから、あとケアマネさんにそういう４とか５の人に、これがもらえるかもしれな

いということを言ってほしいというお話でありますが、ケアマネの業務の中にそうです

ね、受給資格の中に、先ほども申しましたが介護度が４であったり５であったりすると、

受給資格があって判定が出るかもしれないと、いわゆる受給できるかもしれませんよと



いうことが書いてあるんであれば、ケアマネさんも例えばそこを進めることができるか

なと思いますが、ケアマネだけの判断でこの重度の障害があるかどうかとかいうのは、

判断ができませんので、恐らくなかなか難しいかなというふうには思うところでありま

す。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  そうすると、障害者手帳ということが頭にない方で、

対象となられる方というのは、病院の先生にお任せするという考えですか。町はもう一

切手を出さないということになるんですが、何か方法はないでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  確かに、これまで私どものほうも周知がちょっと足

りなかったなというのは、今回御質問頂きまして確認をしたところであります。 

 今ホームページをリニューアルしよったりするというところもありますので、きちん

とこの辺の制度についての説明をしっかり出していったり、また年に何回かは広報等で

こういう方につきましては、こういう制度がありますので、もし何かありましたら健康

福祉課のほうへ御相談くださいというようなことも言っていきたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひよろしくお願いします。「障がいが重くなると、

本当いろいろなところでお金がかかって、この手当が頂けるというだけで経済的にも助

かるんですが、心の面でもすごい国に応援されている、しっかり障がいを持ちながらも

頑張って生きてくださいねということで、応援されているっていう気持ちになる」とい

うことを、この新聞の中では当事者の方が話されていました。お世話されている方が。

よろしくお願いします。 

 では、次の質問に移ります。 

 次は、災害と防災についてです。 

 近年、地球温暖化が原因とみられる気候の変動が見られ、異常気象が増えています。

津和野町でも、８月１１日からの大雨により被害が起きました。 

 １、災害が激甚化していると言われていますが、津和野町において河川の水位や降水

量は変わっているのでしょうか。 

 ２、今回の大雨による町内における被害状況と復旧状況をお尋ねします。 

 ３、分かりやすいハザードマップが平成３１年に作成されて全戸に配布されました。

しかし、その中に記載されている洪水浸水想定区域図は一部の地域に限られており、洪

水浸水想定区域図の整備を急ぐ必要があります。作成の計画はあるのでしょうか。 

 ４、災害時の避難所について御質問します。 

 一時避難所と町開設の指定避難所では、どのような違いがあるのでしょうか。 



 防災ハザードマップ、町のホームページ、サンネットに避難所の一覧表が掲載されて

いますが、統一性がなく混乱します。避難所一覧表の統一をする必要がありますが、検

討はされているのでしょうか。 

 自主避難には、ためらいが伴います。第一歩の行動を取ることが難しいのが現状です。

避難しやすくする工夫が必要になります。 

 今回、「警戒レベル４・避難指示」という危険な場所からは全員避難しなければなら

ないという発表がありましたが、避難所への避難行動を取った人は何人だったでしょう

か。 

 迅速な避難を促すためにも、早急に本庁舎３階を指定避難所として整備すべきですが、

改修計画は進んでいるのでしょうか。 

 ５、今まで町民は自主防災組織をつくり、災害を想定し避難訓練などシミュレーショ

ンをしてまいりました。しかし、以前と異なり、気象の急激な変化や激甚化した災害が

起きています。自主防災組織や町内各地域での防災訓練の再確認や見直しが必要ではな

いでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、災害と防災についてお答えをさせていただきます。 

 最初の御質問でありますが、津和野町独自の河川の水位や降水量の変化に関する統計

的なデータは持ち合わせておりませんが、気象庁の取りまとめでは、日本国内の日降水

量１００ミリ以上及び２００ミリ以上の大雨や、１時間降水量５０ミリ以上及び８０ミ

リ以上の短時間強雨、つまり災害につながるような雨の発生頻度は、統計的に増加して

いることが示されており、河川の水位や降水量に影響があるものと考えられます。 

 このような日本における近年の大雨や短時間強雨の増加は、津和野町においても、今

後の雨の降り方には注意が必要と考えております。 

 二つ目の御質問でありますが、被害及び復旧状況につきましては、さきに川田議員の

御質問に答弁しておりますとおりでございますが、倒木や崩土により通行不能となった

路線については、随時町内業者へ依頼し、倒木処理や崩土除去工事を行なったところで

あります。 

 また、今後災害復旧事業等により復旧を計画しているものにつきましては、公共土木

施設が町道８か所、河川６か所の計１４件、続いて林道が１５件、農地・農業用施設が

２３件となります。 

 農地・農業用施設の内訳につきましては、農道２か所、土砂流入等田が７か所、わさ

び田が１か所、用排水路が７か所、躯体または護岸の崩壊など頭首工が４か所、堤体亀

裂などため池が２か所となっております。 

 これらの被害金額につきましては、概算で公共土木施設が約４,７００万円、林道約

１億９,０００万円、農地・農業用施設が約９,５００万円の合計約３億３,２００万円

と推計しております。 



 なお、繰り返しになりますが、御報告させていただきました被災件数及び被害額はあ

くまでも現時点での推計であり、現在も調査中であることから、これらの数字が変わる

可能性があることについて御理解を頂きたいと存じます。 

 また、前述の被害のほか、林地が崩壊し住宅への影響が懸念される箇所が４件で、被

害額は約２,３００万円であります。これについては、応急仮設工事の実施あるいは林

地等崩壊対策事業による崩土撤去を検討しているところでございます。 

 そのほか、農地への土砂流入等であって被害が小規模で災害復旧事業として復旧が計

画できない農地・農業用施設につきましては、津和野町農地農業用施設小災害復旧事業

補助金交付要網による補助金の支給を検討しているところでございます。これにつきま

しては、合計で約２０件になるものと推定しているところでございます。 

 三つ目の御質問であります。洪水浸水想定区域図は、水防法に基づき、洪水予報河川

および水位周知河川に指定された河川において示されているものでございます。現在の

津和野川の洪水浸水想定区域図は、島根県が調査を行い、平成３０年５月２５日に指定

したもので、これをもとにハザードマップを作成しております。 

 ハザードマップにおける洪水浸水想定区域図については、見直しを含めた島根県の指

定を踏まえて、更新等の対応を行いたいと考えておりますので、現状では、町独自で既

指定河川以外の洪水浸水想定区域図を作成する計画はありません。 

 洪水浸水想定区域図は、災害時の危険箇所を示す重要な情報ですので、国や県に対し

て、既指定河川以外の指定や洪水浸水想定区域図の作成について働きかけるとともに、

島根県が指定の追加等を行った際は、速やかに対応してまいりたいと考えております。 

 四つ目の御質問でございます。 

 指定避難所は、町が職員を配置して直接開設するものであり、一定の収容人数が確保

できる公共施設を指定しております。一時避難所は、指定避難所とは異なり、町が職員

を配置して、直接開設するものではなく、一時的な身近な避難場所として、または各自

が一時的に集まってから避難するための集合場所として、集会所など地域にある一定の

人数が収容できる施設を登録しているものです。 

 避難所一覧表の統一についてでございますが、防災ハザードマップに記載の情報に合

わせ町ホームページ及びサンネットにちはらデータ放送の情報を更新したいと考えて

おります。 

 「警戒レベル４・避難指示」の発令に伴う避難所への避難者数および本庁舎３階の指

定避難所整備計画についてでございますが、８月１４日に発令した「警戒レベル４・避

難指示」に伴う避難所への避難者数は、既に発令済みでありました。「警戒レベル３・

高齢者等避難」で避難所へ避難された方を含め、１０２人でございます。 

避難所としての本庁舎３階の取扱いにつきましては、現状では庁舎移転、改修工事の際

に不使用箇所として未整備となっております。 



 避難所として利用するには、セキュリティを考慮する上で、庁舎機能を有する１階及

び２階部分との住み分けが必要と考えており、建築基準法に基づき、庁舎としての用途

を確保しつつも、３階部分をある程度独立して避難所機能が確保された環境とすること

を考慮し、トイレなどの水回りの整備のほか、電気や消防設備、外部からの導線の確保

など、最低限のハード整備が必要と考えております。 

 また、平時の清掃管理等の維持も必要となり、一定の予算確保が必要と考えておりま

すので、このような状況を踏まえ、引き続き対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 五つ目の御質問でありますが、局地的な豪雨や一定の地域での長雨などにより、気象

条件によって起こり得る災害の可能性や避難のタイミングなど、避難行動の判断が難し

い状況にあることに加え、新型コロナウイルス感染症への対応など、避難そのものを躊

躇してしまう可能性も考えられます。 

 訓練を通じて課題や改善点を発見し、検証、改善していくことが重要と考えておりま

すので、まち歩きによる危険箇所点検を兼ねた避難経路の確保や避難訓練に合わせた非

常用持出品等の確認、自主防災組織等における避難情報や被害状況等の情報伝達訓練な

ど、地域で取り組みやすい訓練などを検討し、実施するよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  日頃の日常生活であまり奥のほうに入ることが少ない

ので、これほど被害が大きかったとは知りませんでした。かなり大きな被害があったの

で、復旧後の対策が大変だと思いますが、急いでやっていただきたいなと思います。 

 特に、住宅への影響が懸念される箇所が４か所もあるということで、やはり安心して

夜寝ることができるように、早急に行っていただきたいと思います。 

 そこでですが、今回かなり広範囲の災害になったので、対策室を立ち上げるとか、そ

の係の者を増やすとかいう計画はあるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長、答弁できるか。町長。 

○町長（下森 博之君）  今回の豪雨の経験ということにもなるわけでございますが、

今まではその大雨警報とか出たといたしまして、災害対策本部を設置をして、警戒に当

たるという中でございます。特に、実際に雨が降り始めまして、河川の水位を見ながら、

また雨の今後の雨雲の動きを見ながら、予測をしながら河川のこの氾濫ということに対

して警戒をして、避難情報を出したり、あるいは避難所を開設をしたりというようなこ

とをやってきたわけであります。 

 ただ、今回については非常に長雨ということになりまして、警戒体制も５日間から６

日間というぐらいに非常に長期にわたったというところであります。 

 そうすると、避難所のほうも開設に当たっては、開設をしてそこにやっぱり職員を配

置する期間というのが非常に長くなりまして、職員もずっと４日、５日連続で避難所に



２４時間体制になりますので、そこに配置をしていくということになると、当然その疲

労面ということも考えなきゃなりませんから、また交代要員というものも考えていくと

いうことになります。 

 一方で、例えば建設課でありましたら、もう既に大雨と同時に各地を回って、被害状

況を見たりとか、対策を実際被ったりしなきゃなりません。それは環境生活課も同じよ

うな状況にもなっているというとこであります。 

 あるいは健康福祉課になると、今度は避難所に来られた方々のそういうケアというよ

うなことにも、また目を向けていかなきゃならないということになりますから、とにか

く現行では、もう職員が本当にいっぱいいっぱいという中で、今回のように長雨になる

と、長期にわたるということでありますから、今後この我々行政としての防災体制、そ

このほうは人員の確保も含めて、いま一度検討しなきゃならないということで、現在そ

の課題を認識しているといったところでございます。 

 今日、今どうこうということ、確実なところは申し上げられませんが、議員御指摘の

ところはひとつ課題として認識をしているところでありまして、また検討もしていきた

いというふうに思っているところであります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  やっぱり一人の人間ができる労働は限られているので、

その辺をよく検討していただけたらと思います。 

 次に、洪水浸水想定区域図なんですが、やはりこれ避難を促すためには、とても大事

なツールと捉えられておられるので、ぜひ強く働きかけて、国や県のほうにやってくれ

るように働きかけていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 続いて、一時避難所と町の開設の指定避難所のことなんですが、議員の私は分かるん

ですが、その一般の方々は「あそこも避難所よね、ここも避難所よね、避難所なんだけ

どどう違うの」っていう感覚を持っておられる方も結構、お年寄りになると余計にそう

で、このマップのほうにしっかり紹介をされているんですけど、やっぱりお年寄りの方

に理解を求めるには、何度も何度も言っていかないとということがあるので、また繰り

返し理解していただくように説明をいろんなところでしていただけたらなと思います。 

 今回、レベル４というのになって、避難者が町全体で１０２人おられたということな

んですが、危険な場所からは必ず避難しなさいというのがレベル４というふうに国は言

っていますが、１０２人ではちょっと少な過ぎるような、やっぱり避難をされていない

人が多かったんだろうなと推察します。 

 というのが、うちの夫も障がいを持っているので、レベル３のときに避難しようって

大分言ったんですが、なかなか避難所での生活が分からない、避難したら一体どんな場

所になっているんだろうかとか、トイレの段差はどうなっているんだろうかとか、ベッ

ドはあるのかとか、いろいろ不安が先に立つみたいで、結局荷物は自治会の避難所に持

って行ったんですけど、本人を連れて行くことができませんでした。 



 洪水が、大雨が終わっていろんな方にお話を聞くと、やっぱり自宅で、なるべく自宅

にいたい。第一歩がなかなか踏み出せないということをお聞きしました。決断して、そ

の避難所に行くための背中を押すのは、やはりその避難所がどれだけ安心して快適に過

ごせるかということが大事だと思います。 

 今回、避難をためらわれた人からは、自宅を離れたくないとか、自宅から近い場所に

いたい、避難所には簡易ベッドはあるのか、寝具は持って行かなきゃいけないのか、食

料はあるのかなど、いろいろ不安があったそうです。 

 町が開設する指定避難所というものは、一体どういうところなのかを具体的に、食べ

物はもうあるから持ってこんでいいよとか、そういうのを教えていただけたらと思いま

す。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  レベル４の避難指示というところで、今回指示とい

う発言をさせていただいております。この避難指示につきましては、令和３年５月２０

日からそういった適用を法改正の中で適用されております。 

 こういった部分の改正部分につきましては、町といたしましては嘱託文書、あるいは

テロップ等で周知のほうを図らせていただいておるとこであります。 

 そういった中で、レベル４という避難指示が出た中で避難者数のほうが少ないんでは

ないかというふうな御指摘でございますけども、今後におきましても、こういった避難

勧告から避難指示にいわゆる改正になっていったというふうな部分については、また周

知を図っていきたいというふうに思っております。 

 それから、指定避難所というところでございますけども、いわゆる滞在といいますか、

そういう一時的に何日かそこで滞在できるような避難所ということでイメージを持っ

ていただけたらと思いますけども、当然そういった避難所になりますので、備蓄物資と

して食料、毛布、簡易ベッド、そういったものはある程度用意をさせていただいて、そ

れぞれの避難所に備蓄として準備しておるところでございます。 

 そういった環境を整えておる中でございますので、またそういった部分も何らかの機

会を見つけて、皆さんに分かりやすいような形で連絡、お知らせのほうはしてまいりた

いなというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  お知らせで頂くというのも大事なんですけど、今回青

原公民館で１２日の日曜日に、防災スキルアップ講座というのをされるそうです。 

 ついこの間お聞きしたんですが、避難に対する不安を解消するために、避難を快適に

する準備について考える、避難に際して具体的に何を準備するか、地域で学習する機会

が必要だと思っていますよということで、主事さんから聞いたんですが、これ町全体が

対象なので、どこの方が来られてもいいそうなんですが、やはりお知らせをもらって一

人でああ、そうか、そうかと納得するよりも、集まって地域の方で「ああ、そうだよね、



そうだよね」っていうことでやっぱり共有していただくことが強く、心強いなと思いま

す。 

 避難するときも、自分はどうしようかと思っているときに、隣の方から一緒に避難し

ようよって言われると、やっぱりすっと避難ができるものなんで、人と人とのつながり

をしっかり利用しながら、地域の結束を固めながらやっぱり避難というのはできるよう

に、いろいろ導いていただけたらと思います。こういう講座をいろんなところでぜひや

っていただきたいと思います。そういうことをよろしくお願いします。どうでしょう。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今議員がおっしゃいましたのは、９月１２日、青原

公民館の公民館活動として実施されるものだと思います。うちのほうにもこういった学

習するんだというところで、チラシのほうを頂いておりまして、課内の中で稟議をさせ

ていただいておるところでございます。 

 今議員おっしゃいますように、その地域単位でというところでのまとまった単位でと

いうところだと思います。議員のほうからも御質問頂いておりますけども、今町といた

しましても、そういった地域ごとの自主防災組織の組織化というところで、出前講座等

の依頼がありますので、そういった地域には出向いて行って、そういった防災学習等を

担当のほうから説明をさせていただいておるところであります。 

 いろんなこういった津和野地域におきましても、昨年来からまちづくり委員会のほう

で気象台とのいわゆるテレビ会議などをやる中で、そういった自主防災への意識を高め

ていく取組もされておるという状況でございますので、そういった状況を踏まえながら、

今議員がおっしゃいますような、地域でのそういった活動につながるようなその自主防

災組織化なりを通して、こういった取組ができるようなことをまた地域単位で考えてい

ただけたらというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ地域単位で結束が固められるようにしていただけ

たらと思います。 

 次に、本庁舎３階のことなんですが、同僚議員も質問をされていましたが、やはり「こ

の３階に避難がしたい、したかったんだよ」という声を私も聞いております。「ゴーゴ

ーと川が流れている中、向こうの対岸に避難するのは、日原小学校のほうに避難するの

はちょっとためらわれた」とか、それから、「高いところに避難したいけど、土砂崩れ

とかいろいろ心配だな」とかいう声も聞きました。「目の前にこの鉄筋の３階建ての、

それも庁舎、町の要となる庁舎がある、それなのに鍵が閉まっていて入れない、とても

何か悔しいというか、そういう思いをした」という生の声を頂きました。 

 ぜひ早急に対処していただいて、避難ができるように、いろいろ越えるハードルはた

くさんあるとお聞きしましたが、ぜひ早く避難場所にしていただけたらと思います。 



 それから、避難場所が土砂災害と洪水と、何かいろいろあって、その避難場所が代わ

ったりするのが、町民にはとても不思議に思われるという意見も聞きました。先ほどの

同僚議員の質問の中でも話がありましたが、「シルクウェイまでどうやって逃げよう、

通行止めだよ」って、「なんでシルクウェイになったの」っていうことも聞きました。 

 その辺、町民の皆さんに理解を求めるのは難しいかもしれないんですけど、その表を

見ただけではなかなか分からないので、先ほどの出前講座などでいろいろ説明をしてい

ただけたらなと思います。 

 改善をされるとお答えを頂いたんですが、サンネットとホームページと、それからこ

の防災ハザードマップ等が、その避難所の表がかなり食い違うところがあるので、それ

も先ほどのお答えで、いろんな媒体で皆さん情報を取られるということを行政のほうで

も思っておられるので、ぜひ統一して、しっかり早く統一していただけたらなと思いま

す。 

 では、次の質問に移ります。 

 次は、湿性植物園について質問させていただきます。 

 ６年前の２０１５年６月議会で、湿生植物園の設置目的や管理、現在の利用状況につ

いての質問をさせていただきました。 

 そのとき、「日原カントリーパークの設置目的は、益田地区定住圏構想を推進するた

め、地域の恵まれた自然と歴史文化遺産の保持に努め、町民のスポーツ、レクリエーシ

ョン活動の拠点となる農村公園を整備すること、昭和５６年から平成１２年にかけて、

総事業費は１２億１,９００万円をかけて整備した。多目的広場、駐車場、遊具、湿性

植物園、テスニコートなどを整備した」と回答されています。 

 その後、園内にかかる橋の修理や管理業務委託の協議などで雑草の草を刈っていただ

いたり、低い高さの木の剪定はしていただきました。それから、土砂が流出する防止の

ための溜めますも造っていただきました。最近では路面の洗浄もしていただいたみたい

です。改善は少しずつは進んでいるんですが、やはりまだまだかなと思っています。 

 湿生植物園は、今の季節、木漏れ日が差し込んで小鳥のさえずりも聞こえます。そよ

風も吹きます。以前には小学生が遠足で訪れたという話も聞きました。しかし、近年は

園内を散策するなど町民は少なく、人に会うことは滅多にないのが現状です。 

 手前の駐車場部分は、休憩されたりする方が結構おられるんですけど、そこから中に

入って散策されたりする人は、なかなか見られません。 

 公園としては、大きくなり過ぎた植栽がうっそうと繁るのを、植栽、高い木をいっぱ

い植えていただいているんですが、それがかえってうっそうと今繁っているというよう

な状態になっています。水が流れなくなっている川や小川や池は、背の高い雑草が今繁

っております。利用者が少ない原因は、そこにあるんじゃないかなと私自身は思ってい

ます。 

 そこで質問です。 



 １、利用者が少ない原因の分析と対策をお尋ねします。 

 ２、前回「以前から造ってきたものを活用してやっていく、その心がけが重要だろう

と思っている」と回答を頂いています。今後、湿生植物園をどのように改修し活用して

いく計画なのでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、湿性植物園についてお答えをさせていただきます。 

 湿性植物園を含めた日原カントリーパーク全般の維持管理につきましては、平成２８

年度より、農事組合法人つつみだファームヘ委託しているところです。その業務内容は、

園内迂回等による通常管理のほか、雑草の除去、花木や樹木の剪定、遊具点検、トイレ

を含めた園内の清掃及び整備でございます。 

 利用者が少ない原因の分析と対策についてですが、湿性植物園のみならず公園全般の

利用について述べさせていただきますと、少子高齢化により子供の数が減少したこと、

そしてパソコンやゲーム等の普及により屋内遊戯が充実したことなど、遊ぶ環境の変化

と放課後や休日の過ごし方の変化が上げられるのではないかと思われます。 

 また、多目的広場の利用につきましても、以前は夏場の夕方から複数チームによる野

球の試合が開催されておりましたが、これも各地区の若者の人数の減少により、必要な

人数を集められないなどに起因しているのではないかと感じております。 

 湿性植物園の利用者数の減少については、特段調査しておりませんので不明な部分も

ございますが、議員の御指摘のとおり、大きくなり過ぎた植栽など、管理が十分に行き

届いていないところがあり、整備当初と比較して植物園としての魅力が薄れてきたこと

も否定できません。 

 先に御説明いたしましたとおり、除草や剪定などの通常の維持管理については、地域

の団体組織に委ねているところでありますが、植物園としての魅力を再度発信するため

には、改めて公園の植栽に精通している専門業者が現況調査の上、対策を検討していく

こともひとつの方法ではないかと思います。 

 また、近年、公園の機能として、人々のレクリエーションの空間、良好な景観の形成、

環境の改善、防災性の向上、生物多様性の確保、豊かな地城づくりに資する交流の空間

の提供といったことが再認識されており、日原カントリーパークにおきましても、公園

機能のより一層の充実が必要であると考えております。 

 過去、議員からの御質問において、以前から造ってきたものの活用とその心がけが重

要であることについて答弁させていただきましたが、この湿性植物園を含めた日原カン

トリーパークの改修等活用計画につきましては、改めて都市計画コンサルタントの意見

や、利用者のニーズ等を調査の上、内部で検討し、その対策について取り組んでまいり

たいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 



○議員（９番 寺戸 昌子君）  コンサルタントさんとか、そういう町の外の方に頼む

のはとても賛成できないんですが、利用者のニーズとかを聞いていただいて、もっと入

りやすい公園にしていただければ利用者が増えると思います。 

 というのが、万葉公園ですか、あそこをウォーキングされている方とか結構おられる

んですよ。やっぱり安心して歩ける場所、カントリーパークだと、結構全部を回ればか

なりのウォーキングができるし、足腰も階段があるんで鍛えられるという場所になるの

で、町民の健康のためにもあそこをしっかり整備していただけたらなと思います。 

 大きな木を剪定したりするのは、かなりお金がかかるということなんですが、今手を

つけないと、ここから先もう公園はじゃあ潰すかなんていうことになりかねない状態、

今ぎりぎりの状態だと思いますので、ぜひ調査をして、早急に皆さんが使える、使いや

すい、使いたい公園に変えていただけたらと思います。 

 それで、湿性植物園って知っていると若い方に五、六人ちょっと聞いてみたんですが、

ちっちゃい子供をお持ちのお母さんに聞いたんですが、１人の方は、「ああ、草ぼうぼ

うの公園ね」と言われて、それからあとの方は、「どこにあるの、それ」って言われま

した。周知のほうもしっかりしていただけたらなと思います。説明するには、カントリ

ーパークの下よと言ってもまだ分からず、パンとケーキを売っておられるあの有名なお

店があるじゃない、あの下よと言ったら分かりました。何か工夫をして、その湿性植物

園みんなで利用していただけるように工夫をしていただけたらなと思います。 

 津和野町内は、その子育てファミリーが利用できる公園が少ないということをよく聞

きますので、そのひとつとして整備を早く、早急に整備をしていただきたいです。 

 で、災害のところでもお話が出たんですが、雨の量がかなり以前と変わってきている

ということで、そのカントリーパークから出てくる水がかなり、雨が降ったときにカン

トリーパークを集めた水が下のほうに出てきているということで、周辺の住民の方から

写真を見せていただきました。そうしたら、駐車場に入る道がまるで川のようになって

いて、あれ膝上まで水がありましたよっていうことでした。 

 それから、ＪＲのほうに踏切があるんですが、そこのところに土砂がどっと流れたと

いうことで、本当避難しようにももう避難できなかったということを言っておられたの

で、その公共の施設、町がつくっている施設から流れる水で、その町民に驚異を与えて

いるというところも、早急に改善をしていただきたいんですが、そこのところはいかが

でしょう。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  今議員御指摘がございましたとおり、先ほどの町道の側

溝の件とか、公園も町管理の施設でございますので、そういったところにつきましては、

改善できるところには今後改善の対応、検討をしてまいりたいと思っております。 

 それで、今湿性植物園につきましても、議員お話の中で、溜めます等の設置等をして、

水の流れを緩和する措置等を行っているところでございますが、それにつきましても抜



本的な対策になっていない部分も否めませんので、その部分につきましては、今後また

いろんな方法をちょっと模索していきたいなと考えておりますので、御理解頂きたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  町長にお聞きしたいんですが、やっぱり既存の公園を

整備していくのに、その何か使える補助金とかたしかないらしいですね。造るときは、

そのお金いろいろあるけど、それを維持していくためのお金っていうのは、なかなかな

いということで、その湿性植物園がなかなか大金をかけられないという状態だっていう

感覚を私は持っていたんですが、この先どのようにされていこうかなと思っておられる

んでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  この湿性植物園ということに限らず、この町内への公園の整

備というのは、先ほど議員からも少し御指摘がありましたけれども、私もかなり以前か

ら子ども議会というのをやってまいりまして、最近ではやっておりませんが、議会の皆

さんと子ども達が直接関わりながらの、そういうこともやっておられて、その報告も受

けてきた中で、やはり毎年のように出てくるのが、町内にやはり公園のようなものがあ

って、大人と子供が一緒に集える場というのが欲しいというのが、もう本当にいろいろ

な要望を頂いていますけども、子ども達からも、でもそこに毎年のように上がってくる

ということで、ぜひ子ども議会もやってきた経過の中で、何か一つはやはり、──何か

一つというよりも、そういう公園というような部分については、実現をしていきたいな

という強い思いは持っております。 

 そういう中で、津和野地域に一つ、日原地域に一つというぐらいの公園が整備できな

いかなという思いであるわけでありますが、なかなかやはり１から造るということにな

ると多額の費用がかかりますので、やはり既存のそういう公園をよりまた魅力的なもの

にしていくという考え方にもなってくると思います。 

 そういう面で、このカントリーパークであり、湿性植物園というところは、一つの日

原地区の候補にもなるんだろうなというふうに思いますから、また今後はそういう魅力

的な公園に生まれ変わらせていくという観点からも、また先ほど議員が御指摘頂いたよ

うに、どこにあるのかも分かられていないというような状況が増えてきているというこ

とですから、どういう公園にしたら遊び勝手がいいのかとか、そういうのをまた子供さ

んたちや親御さんたち、そういうことを交えながら、いろんなお話も聞いて、その上で

この湿性植物園というようなことも、より使っていただけるようなものにしていきたい

というふうに思っております。 

 ただ、財源については、なかなか今私にちょっと具体的な、こういう有利な財源があ

るというのが頭にはございません。またこれはいろんな面でアンテナも張りめぐらせな



がら、こういう財源がここの部分には、この公園には使えていけるんじゃないかという

ことも、これは私の課題としても、またしっかり勉強していきたいというふうに思って

いるところでございます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  町長が言われたとおり、その町民の皆さんとの意見を

聞いて、どうしていくかというのが一番大事なことだなと思います。勝手にこんなんが

いいよっていって造って、こんなところじゃ心安らかにして読書をしようと思ったけど、

こんなところじゃ無理だとかいう話がもし出るような公園になったらもったいないの

で、ぜひ早急にいろいろと意見交換をされて、取り組んでいただけたらなと思います。 

 本当もうちょっと今待ったなしで、これ以上放っておくとやっぱり公園を潰すかみた

いな話が、出てきかねないような気が私はしています。ぜひよろしくお願いします。 

 では、私の質問をこれで終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、９番、寺戸昌子君の質問を終わり、ここで１１時５

分まで休憩といたします。 

午前 10時 59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 05分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序８、１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  １番、草田吉丸でございます。それでは、通告に従い

まして一般質問をいたします。よろしくお願いをいたします。今回、３点ほど一般質問

を通告しております。 

 まず１点目でございますが、津和野町総合振興計画における後期基本計画についてで

あります。 

 本町におけるまちづくりの長期ビジョンであり、本町において最上位の計画として位

置づけられている第２次津和野町総合振興計画における前期基本計画の計画期間が終

了することから、令和８年までの５年間の後期基本計画を本年度策定することになって

おります。 

 急激な社会情勢、経済情勢の変化により計画を見直す時期に来ているというふうに考

えます。 

 特に２０１９年（平成３１年）に発生しました新型コロナウイルスは世界中に広がり、

いまだ感染拡大状況にあります。今後はコロナウイルスにどのように対応していくかが

喫緊の最重要課題であると思います。住民の命を守るための感染予防対策をはじめ、感

染症の拡大防止こそが最大の経済対策であると同時に、雇用を守る、中小企業を倒産さ

せないなどの対策が必要であります。 



 併せて、テレワーク、在宅勤務、オンライン会議、オンライン診療、オンライン授業

など、新たなライフスタイルを模索していかなければなりません。そのための各種対策

を、国、県と連携して行う必要があります。 

 また、気象状況の変化により、全国的にかつてない豪雨災害が頻発しています。新た

な防災対策の取り組みも急がれます。 

 これらのことが大きな変化として挙げられるというふうに思います。そこで、次の点

についてお聞きをいたします。 

 一つとして、後期基本計画の策定方法の経過について、二つ目として、町民参加のパ

ブリックコメント等について、三つ目として、後期基本計画における基本理念、構想、

見直しの主な点、四つ目といたしまして、進行管理の取組（ＰＤＣＥ）、そして、概算

版の作成、これらについてお聞きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１番、草田議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 津和野町総合振興計画における後期基本計画についてでございます。 

 まず、策定方法と経過についてでありますが、昨年１２月末に各課より委員を招集し

策定委員会を立ち上げ、これまでに計６回会議を開催し、前期計画の評価や施策の見直

しを行っております。また、津和野町総合振興計画等審議会条例に基づき町内の様々な

分野の方にお声がけをさせていただき、１５名の方に審議員を委嘱しております。これ

までに計２回審議会を開催しております。 

 具体的な策定方法でありますが、平成２８年度に策定しました第２次津和野町総合振

興計画前期基本計画に定められた枠をベースに、それぞれに掲げられた基本目標の中身

を検討するところから作業を開始し、審議会委員の皆様の御意見を反映させる形で役場

の各課の事務事業に落とし込むといった策定作業であります。 

 順調に作業が進みますと、第２次後期総合振興計画（案）並びに過疎地域持続的発展

計画（案）を１２月議会に上程させていただく予定でございます。 

 二つ目の町民参加のパブリック等についてでありますが、策定方法と経過の中でも述

べさせていただきましたが、津和野町総合振興計画等審議会条例に基づき町内の様々な

分野の方にお声がけをさせていただき、１５名の方に審議員を委嘱しており、審議会に

おいて審議委員の皆様より活発な議論、御意見をいただいております。 

 御質問のパブリックコメントについては、今後検討してまいりたいと思います。 

 審議会は今後も１１月末まで行われ、計６回の審議会を予定しております。引き続き

審議委員の皆様の意見を反映させながら作業に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 三つ目の御質問であります第２次総合振興計画については平成２８年度に策定され、

基本構想は平成２９年度から令和８年度の１０年間、基本計画は１０年間を前期と後期



に分け、前期基本計画令和３年度、後期基本計画令和８年度を目標年度とする５年間と

して計画が構成されております。 

 このことを基本とし、基本計画の身を見直すことで進めておりましたが、議員の御質

問と同様に審議会においても委員の皆様から、新型コロナウイルスやＳＤＧｓなどによ

る急激な社会情勢、経済情勢の変化により、基本構想を含めて見直すべきとの貴重な御

意見をいただいております。基本構想の骨格は維持することといたしますが、基本目標

ごとに記載されている文章表現について時代に即応した形で見直すことにしたいと考

えております。 

 四つ目の御質問でありますが、進行管理につきましては、総合振興計画に係る各施策

及び事務事業についての評価を毎年度実施し、進捗管理を行うとともに、事務事業の見

直しも踏まえた検討を行い、基本構想実現につながる取り組みとなるよう管理してまい

ります。 

 概要版の作成については、総合振興計画を町民の皆様により身近なものとして感じて

いただくため、全戸に配布し、周知する予定としております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  それでは、少し再質問をさせていただきます。 

 策定委員会等を開催されて、６回ほど開催されたということでございます。これは庁

舎内の会議であろうと思いますが、１５名の審査員を委嘱して２回の会議を開催されて

いるようでございますが、この審議会の１５名の委員のメンバー、これはどのような方

であるのか、まずその辺についてお聞きしたいと思いますが。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  審議会のメンバーについての御質問でござ

いますが、１５名のうち、大体農林業の方、それから、商工業、観光業、それから、保

健福祉医療関係者の方、教育関係者の方で１５名で構成しております。 

 男女比は、１５人のうち男性が８名、女性が７名ということでございます。その中に

は、子育て支援関係の方、それから、Ｕターンしていらっしゃる方、あと、Ｉターンを

していらっしゃる方、いろいろと多様的な意見を取り入れたいという観点から、そうい

った１５名の方に参加をしていただいております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  いろんな分野の方から出ていただいておると。特に子

育て中の方とか、Ｕターン、Ｉターン者の方、こういったところの方は、特にＩターン

の方等は町外に住んでおられて津和野町に来て、いろいろと外から見て、津和野町を見

ておられる。こういった人の意見というのはぜひ取り入れていかれたらいいんじゃない

かというふうに思っております。 

 策定方法でありますが、これは総合振興計画ですが、平成２９年の６月に作成されて

おります。この中に、基本計画で現状、そして、目標ということで数値的にも書かれて



おります。目標は平成３３年度ということで令和３年度まで、この中でいろいろ数値的

なもんが書かれておりますが、これについて、いろいろと達成がどういう状況であった

か、そういったことをそれぞれ検討されて、また、今後５年間の目標値とか、そういっ

たものを作っていくというような作業を今されているということでよろしいですか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  大体そういう作業が主になっております。 

 ただ、今回の総合振興計画前期計画を見てみますと、今、議員が言われたような課題

から現状、目標といったところが、一律的にひもづけられていない部分もございますの

で、そうしたところは訂正していきながら作業を進めております。 

 また、先ほど町長の答弁にもございましたとおり、今回は基本構想の部分の中の期日

についても、本来ですと、全体の１０年の後期計画でありますので、そういう基本構想

事態は見直さないという原則もあるわけでございますが、最初の議員の御質問にあった

とおり、時代のいろいろな変化に即して、審議員の皆様、それから、策定委員のメンバ

ーの皆さんも、そうしたところから見直すべきじゃなかろうかということで、そういう

見直しからも作業に入っております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  順調にいけば１２月議会に上程される予定ということ

でありました。 

 そこで、回答の中に、過疎地域持続的発展計画（案）、これも並行して１２月議会に

上程されるという回答でありましたが、この過疎地域持続的発展計画、これについて少

し説明をお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  これは、従来からの過疎計画と俗に読んで

おるものです。あれが、これは議員立法の計画でございますが、いわゆる過疎債等の記

載を起こす場合に必要な計画となってまいります。この更新時期がちょうど今年度、今

回の総合振興計画の後期分の改定年度と重なりましたものですから、今回の過疎計画と

町の総合振興計画にしっかり整合性を持たせて、その中で、過疎計画もしっかり練り上

げていくということの作業をしております。 

 なので、今年度の過疎債等の記載の借り入れの状況も関係してまいりますので、その

関係もあって、１２月議会に上程したいということでございます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  次に、私、パブリックコメントがどうかということで

質問をしましたけども、これは必ずやってほしいという意味でもなかったんですけど、

こういった大変な資料を公表して、町民の皆さんからいろんな意見を求めるということ

も大変かというふうにも思っているんです。総合振興計画自体が、いろんな今までの住



民アンケート、あるいはそういったものを見ながら作られたものであるので、当然、住

民の意見が反映されている、そういう計画だというふうに思います。 

 今、審議会の中で１５名の方が非常に積極的に議論をされているということは回答に

ありましたので、こういう方からしっかり意見をいただいたら、それで作られるという

こともいいんじゃないかと思いますが、今、担当課長のほうでパブリックコメントをす

るとすれば、どういう方法を、方法について何か考えておられることがあるかどうか。

もしありましたらですけど。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  パブリックコメントの方法については、議

員おっしゃるように、正直１２月議会の上程までのスケジュールを考えますと、実施が

非常に難しいというふうに考えているのが実体のところでございます。 

 ただ、やる方法があるとすれば、案が出来上がった段階で町のホームページ等に載せ

て、それでいろいろ住民の方々の御意見を賜るというような形が一番具体性というか現

実性があるかというふうに感じております。 

 ただ、町長の答弁のございましたが、審議会の１５人のメンバーの方々から非常に活

発な御意見、それから、御提言をいただいております。議員の御質問にありました新型

コロナ関連ですとか、それから、ＳＤＧｓとか、そうした今の時代に即したキーワード

もたくさんいただいております。そうしたことをこの意見に反映させながら、最終的に

はそういう審議会のメンバーの皆さんの審議もしっかり経た上で策定してまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  基本理念あるいは基本構想を１０年間で立てられてき

たわけですが、本来なら、基本計画部分の見直しはしないということであったと思いま

すが、いろんな社会情勢の中で、そういった部分も含めて見直しをされるということで

ありますので、ぜひそういった時代に即応した見直しを進めていただきたい、そういう

ふうに思います。 

 それから、進行管理の関係でありますが、ＰＤＣＡ、大変英語で分かりにくいかと思

いますけども、計画、事業実施、点検、見直し・改善、これを繰り返すことで目標達成

に近づけていくものであると思います。大変重要なことだというふうに思いますが、こ

れについても、しっかりと取り組んでいかれるという回答でありますので、そのように

お願いしたいと思いますけども、この総合振興計画の中に、実施経過の進行管理の考え

方とか、そういったものまで載せておられる町村もあるようなんです。だから、できれ

ばこの中に、どういう形で進行管理をしていくとかいうもんも、ひとつ文章として載せ

ておいていただければいいんじゃないかという、これはひとつ要望としてお願いをして

おきたいというふうに思います。 



 あと、概要版についても非常に分かりやすい概要版を全戸配布とか、そういったこと

でこの総合振興計画を町民の皆さんに徹底していただける、そういう取り組みもよろし

くお願いをしたいと思います。 

 １２月議会に上程の予定ということでありますので、ぜひ、時代に即応した津和野町

総合振興計画が策定されることを期待をしております。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきます。 

 ２番目でありますが、コロナウイルス感染症対策であります。 

 緊急事態宣言が２１都道府県に発令され、感染拡大が止まらない状況であります。津

和野町においては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業において、２０項

目の事業に取り組んでいます。 

 そこで、下記の事項についてお聞きをいたします。 

 まず、ワクチン接種の状況について、次に、町内の経済状況、各事業所の休業あるい

は閉店等の状況、業績悪化緩和運転資金補助事業の活用の実態。 

 病床使用率は、島根県西部７３.４％と逼迫している、こういう報道があり大変驚い

ております。また、島根県は軽症か無症状で日常生活を送れる患者に限り、宿泊施設や

自宅での療養に切り替える方針を示しました。このことについて、まず、行政としての

これらの現状をどのように受け止めているか、また、津和野共存病院のコロナ感染症に

対応する体制や役割についてお聞きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、コロナウイルス感染症対策についてお答えをさせ

ていただきます。 

 まず、令和３年８月２７日現在の本町における新型コロナウイルスワクチン接種状況

については、１回目接種率８９.２％、２回目接種率８７.７％となっております。６５

歳以上の対象者では、１回目接種率９５.８％、２回目接種率９４.９％、６４歳以下の

対象者では、１回目接種率８１.４％、２回目接種率７９.３％となっております。 

 次の御質問でございます町内の経済状況について、商工会や観光協会等を通じ状況を

把握した結果、昨今、新たに猛威を振るっておりますデルタ株による感染者の急増など

を受けて、本町の経済は深刻な状況が継続しており、国の新たな経済対策の交付金も予

定されている中で、本町でも９月以降に新規の支援策の必要性を認識しているところで

す。 

 しかしながら、こうした状況下にもかかわらず、商工会や観光協会等を通じて情報収

集を行った結果では、主な原因がコロナの影響による町内における新規の事業者の休業、

閉店等は発生しておりません。今後、国の貸付金の償還等の開始も見込まれていること

から、町といたしましては、関係機関等とも連携しながら状況を注視してまいりたい考

えであります。 



 次の御質問でありますが、業績悪化緩和運転資金補助事業の活用状況については、８

月２７日現在で、５月受付分１０件１４４万２,０００円、６月申請分３２件３８２万

３,０００円、７月申請分２２件３１３万９,０００円、８月申請分１８件２２５万２,

０００円となっております。給付金につきましては９月期までで１事業者が最大で３回

申請できることとなっていることから、今後、業績の状況を見られた上での申請も発生

してくるものと見込んでおります。 

 町では、この給付金に対する事業者の皆様の御要望が高いことから、この制度の継続

について、３団体の長、事務局会議での意見等も踏まえながら検討してまいりたいと考

えております。 

 次の御質問でありますが、県内では８月以降に感染が急拡大し、２０から３０人を超

える日が続いており、８月末現在の累計感染者数は１,３６７人となっております。８

月に入り、県内で６２９人、益田圏域内でも７３人の新規感染者が確認され、県の確保

即応病床使用率は２６５床に対し５０.９％と医療逼迫度が明らかとなっております。 

 県では、このような状況を踏まえ、症状のない方や軽症の方も含め、感染患者全員を

入院させるというこれまでの方針から、入院は中等症以上の方や軽症者でも重症化リス

クのある方を優先して入院してもらうこととし、症状が軽快に向かっている患者を自宅

での療養に切り替える運用を始めると表明されました。 

 町としましても、発生者数の増加、高い病床使用率など圏域の医療が崩壊することを

危惧しているところであります。自宅療養を開始する県の方針に従い益田保健所と情報

共有する中で、自宅療養者に対する支援を求められた場合には、生活支援として自宅療

養者の方の生活相談等への対応を行えるよう準備を進めております。 

 最後の御質問でありますが、津和野共存病院では、町内で新型コロナウイルス感染症

の方が自宅療養者となった場合のサポート医療機関として益田赤十字病院と連携する

中で、健康観察や２４時間での療養に関する相談受付などの対応を行う体制準備を進め

ております。 

 また、宿泊療養施設への職員派遣等の要請があれば、その要請に応えるよう派遣職員

の研修などの準備を進めておられます。併せて、津和野共存病院としてコロナ対応病床

を確保するためには、他の患者と動線を分け、かつ対応する看護師を確保することが必

須であり、苦慮されていると伺っております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  少し再質問をいたします。 

 接種率について回答をいただきましたが、１回目の接種率が８９.２％、２回目の接

種率が８７.７％ということになっております。これについて、今日の新聞報道の中に、

このワクチン接種の状況が出ておりました。新聞の調査時期と若干違うんで、数値が少

し違った部分もありますが、県内で言いますと、やはり津和野町、そして、飯南町、こ

ういったところが非常に高い接種率でやっておられます。県全体で見てみますと、１回



目の接種率が６０.１％、２回目の接種率が５０.２％ということでありますので、全国

になりますともっとこれが下がってくる、そういう状況であるように報道がされており

ます。そういったことを見ても、非常に津和野町は頑張って、私はこういったコロナワ

クチン接種を実施されてきたというふうに思っておりますが、非常に関係者の努力の賜

物であるというふうに思います。 

 そこで、津和野町については、ワクチン接種は一応終了したというふうに思いますが、

まだ接種されていない方がおられるわけですが、この方が今後接種したいという場合に

どういった方法になるのか、確認のためにまずお聞きをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  本町のワクチン接種につきましては、津和野共存病

院の三輪院長先生と３月の段階から毎週のように協議をしてきて、全面的な御協力をい

ただいたこと、また、併せて個別接種のほうで、和﨑医院の和﨑先生のほうが、またこ

れが絶大なる御協力をいただきながら、毎日２０人程度、注射していただきながらやっ

ていただいたこと等で、本当に全てのいろんな医療機関との御協力もあったがために、

こうやって高い接種率が保てたかと思っているところであります。 

 今、議員おっしゃられましたが、新聞報道については、毎週火曜日、今日はちょうど

火曜日ですので、月曜日の段階で各市町村が山陰中央新報のほうへデータを送りまして

数字を出しておるということで、１週間たちましたので、本町のほうも数字が変わって

いるということであります。 

 そういう中で、そうは言いましても、町全体で見ますと、まだ９０％弱というところ

になっております。あと１０％の方がまだ未接種ということで、この方々につきまして

は、先般の８月の嘱託員の配布文書の中にチラシを入れさせてもらいましたが、今後は

９月以降、益田市のほうの集団接種会場にて津和野町の住民の方は接種ができるという

ことで、今、約束をさせていただいております。全体で９月のうちに９回ほど１回目の

接種日がありますので、そちらのほうへ御案内をするという格好になっております。 

 それの申請の仕方につきましては、直接益田市ではなくて、本町の健康福祉課のほう

へ、もしくは日原側の本庁舎の総合窓口のほうへ申し込みをいただいたら、私どものほ

うから益田市のほうへ予約を取るということになっております。お問い合わせにつきま

しては、健康福祉課のほうへお願いをしたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  分かりました。 

 それで、今、ファイザー製のワクチンの接種をしているわけですが、２回接種後、効

果がどれくらい持続するのか、これはなかなか分かりにくいかと思いますが、それも含

めて、３回目の接種という話も出ておりますが、これらについて、今、担当課のほうで

はその辺についてどのような情報とかを把握されているのか、その辺はどうでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  ２回接種をされた方についての効果率というのは、

いろんな報道がされております。９０％ぐらいうつることがないとか、いろんな数字が

出ておるところでありますが、その辺は私どもは専門家ではありませんので、報道のほ

うで確認をいただいたほうがいいかと思うんですが、３回目のブースター接種、追加接

種につきましては、今、また担当大臣等がいろんな発言、時期等も明示しておったりす

るところではありますが、これは市町村が単独でできるものではありませんので、国の

ほうが、今、主導で行っておるというところであります。私ども、津和野町につきまし

ては、津和野町にはまだ国もしくは島根県から３回目の接種についての通知、情報、全

く何も来ていないところであります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  それともう一つ、このファイザー製のワクチン、１２

歳以下については接種できないというようなことになっております。やっぱり小学生以

下の子ども達が大変気になるわけですが、これについては、国の方針等については何か

出ているんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  このことについても、国もしくはファイザー社から

の通知になり、例えば１２歳以下打ってもいいとか、そういう話は全く来ておりません。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  それから、これも今日の新聞でございますけども、島

根県が補正予算を発表しております。新型コロナ対策に１５０億円を計上して、その中

で、市町村によるワクチン接種を支援するための予算額が１４億５,０００万円増額し

たということでありますが、これのないようについては把握されておられますか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まだ詳細については分かっておりませんが、国のほ

うのワクチン接種の補助金のほうの上限額が少し高くなったということで、私ども津和

野町としても、補助金の申請の交付額、変更申請をしたところであります。恐らく県に

対する補助金についても上限額が変わって、少し多くなっているんではないかと思って

おります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  それから、もう一つだけお聞きしたいんですけど、県

内で２０代以下の感染が非常に目立っているということですが、夏休みも済んで、やっ

ぱりいろんな子ども達が活動をする時期になってきております。そういった場所でまた

感染が拡大する可能性も非常に心配するわけですが、学校関係で言えば、これらのにつ

いてどのような対応を考えておられるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  高校生あたりの対応ということですか。（「学校で

す。中学校も含めて」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  小中学校につきましては、町のコロナ対策の方針に従って

粛々と行っております。通常の消毒、予防行動とか。ただ、夏の間は熱中症が怖いとい

うことで、運動等のときにはマスクなどはせずに運動はするというようなことは気をつ

けておりますけれども、通常の予防行動を行っているというところであります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  分かりました。今後どうなるか非常に分かりにくい、

とにかく収束に近づいてほしい、そういうふうに思うわけですが、できる対応について

は、しっかりとした対応をお願いをしたいと思います。 

 次に、業績悪化緩和運転資金補助事業の活用実態でありますが、回答のとおり、８月

期までの合計を計算しますと、１,０００万円強の活用状態であるというふうに思いま

すが、予算については４,０００万円が計上されているというふうに思います。９月分

がまだのようでありますが、少し余裕があるのかというふうに思いますが、これについ

て、継続について今後検討されるということなんですけど、ぜひこれは引き続いて継続

してほしいというふうに思いますけども、それと併せて、この運転資金の算出方法なん

ですけども、これは農業関係もこういった対策をされておりますけど、前年度分との比

較ということで計算をしておられると思うんです。前年度分ということになるとどうな

んですか。コロナが、今は３年ですから、２年というのはもうコロナが始まっておりま

す。そことの比較の補助ということですか。その辺、コロナが発生しない通常のときと

現在との比較、そこに対して支援をしてということでないと、非常に効果が少ないとい

うように思うんですが、その辺について、少しお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  まず、議員御質問の業績悪化緩和運転資金補助事業

でございますが、今年度におきましては、４月から９月までで合計３回の申請ができる

というふうな制度設計を行っているところでございます。現在、その４,０００万円の

予算に対して１,０００万円ということが実績として上がってございます。これについ

ては、まだ９月が終わっていないということでございまして、１０月期になったときに、

今まで３回、まだ申請をされていない事業者の方もしくは個人で事業をされている方が

様子を見ているというのが実態かというふうに思っています。６か月のうち３か月が申

請できることになっていますんで、その一番悪い３か月について様子を見ながら、それ

でも資金が早めにいるという事業者については申請はされているのかというふうに思

いますが、皆さん、様子を見ているというふうな分析をしているところでございます。 

 それと、もう一つ、積算の比較ということでございます。 



 今年度については、前年度と比較ということではございませんで、前々年度のコロナ

の影響がある前と同月を比較して、売上額の減少が３０％もしくは２０％、段階に応じ

て減少した事業者の方に、この補助金を段階的に交付しているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  分かりました。まさにコロナと言えば、私は災害と同

じような状況であるというふうに思います。豪雨災害の場合だったら、人命さえ失わな

ければ災害復旧工事で立ち上げることができます。しかし、こういったコロナの中で事

業所が廃業になったり、あるいは閉店、そういったことが発生すれば、この高齢者社会

の中で二度と立ち上がる、そういったことは困難であろうというふうに思います。そう

したことが起きますと、そこで働いておらえる方は失業する、そういったことにも追い

込まれてしまいます。何としても、私は生き残ってほしい、そのためには、行政の支援

は必要であります。町もこれまで多くの対策を取り組んでこられましたが、今後も国か

らのコロナ対策臨時交付金、ぜひ全額使用をしていただき、以前も申しましたけども、

これについて不足する部分があるなら、やはり緊急時のために積み立てております基金

の取り崩し等も視野に入れて、何としてもこの危機を乗り越えていただきたい、そうい

うふうに思います。 

 これについて、町長、何かございましたら。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  このコロナウイルスの影響、経済関係にも非常に長期化して

影響が及んでいるということでありまして、町内事業主の皆さんの御心情を察するに、

本当に厳しいものがあるというふうに思っております。 

 やはり、町もこれまで経済対策を数多くやってまいりました。国から臨時交付金をい

ただけているということで、それをうまく活用させていただいているという側面もある

わけでございます。今後につきましても、経済対策が必要だという観点でございまして、

ちょうど８月の後半でございました。今、島根県町村会長を仰せつかっているというこ

とで、島根県町村会として県知事のほうに経済対策がまだまだ必要だということで、市

町村に対する臨時交付金をさらに拡充していただけるように知事からも国のほうにし

っかり働きかけをしてほしい、そういうお願いをしてきたところであります。 

 また、同じく町村会で、９月１日と２日に国に要望する予定でございましたが、しか

し、緊急事態宣言が延長されたということで、今回は残念ながら見送ったという背景が

ございますが、できるだけ早いところで、国のほうにも直接島根県町村会として経済対

策のための臨時交付金ということを拡充していただくように強く働きかけをしていき

たいと、そういうふうに思っているところでございます。 

 ただ、議員からも御指摘いただいたように、交付金が仮に足りなくても、町としてし

っかり一般財源を投じてでも町内事業者を支援していくべきだという御意見、重々承知



しているつもりでございます。前の一般質問でもお答えをさせていただいたかと思いま

すが、この業績悪化緩和という給付金の事業というのは、今、全国どこの市町村でも、

大半の市町村がやっておりますけれども、津和野町が全国に先駆けてやったという事業

だというふうに思っております。 

 当時は、国の臨時交付金という制度そのものも、このコロナ関連でありますが、なか

った当時でありまして、津和野町として町内事業者のために始めた、町の財源を使って

でもやろうということで始まった事業でもございます。そういう中で、その後、臨時交

付金も出て、町の財政的にもありがたいということになるわけでありますから、今後は

さらに臨時交付金が足りないという状況になりましても、町内の事業者の皆さんの状況

というものをしっかり把握をさせていただいて、町のほうで財源を投じてでも経済対策

を続けていきたいというのが私の思いでございます。 

 ただ、これについても議会の皆様の御理解もいただかなければ、御承認いただかなけ

れば実行ができないわけでありますから、また、そのときにはよろしくお願いを申し上

げたいと、そのように思っているところでありますが、まずは国からの臨時交付金の確

保ということに、私としても全力を挙げていきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  分かりました。この関係でもう少し、県が症状のない

方や軽症の方も含めて感染者全員を入院させる方針から自宅療養に切り替える運用を

始めたわけですが、本当に自宅療養をできるのかということをこれを見てすぐ思ったん

ですが、高齢者の独り暮らし、あるいは高齢者の夫婦の世帯、こういう人が大変多い津

和野町であります。こういったところは自宅療養を本当にできるのか、１人の場合は大

変な不安です。そして、夫婦の方でも、１人が感染症になられた場合、もう１人の方が

面倒を見るということになろうと思いますが、風呂が２つあるわけでもない、トイレが

２つあるわけでもないです。共有して使っているもんですから、１人の高齢者の方が全

部消毒をしないとやらない。そういった状況で、とてもじゃないけど自宅療養とうのは

私は難しいと、そういうふうに思いますが、担当課長、どういうふうに思われますか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  基本的な自宅療養の判断基準でございますけども、

６５歳以上の方とか、呼吸器疾患を有する方、また、基礎疾患を有する方、妊婦の方、

あと、症状について、あくまでも重症化、また中等症化が見込まれる方につきましては、

基本的には入院という形になっておりますので、そのようなことは起こらないと思って

おります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  そういう対応なら少し安心をいたしました。 

 それでは、この質問については終わらせていただきます。 



 次に、獣被害対策でございますが、少子高齢化の進む農山村地帯における獣被害は深

刻な状況であります。里山の草刈り等ができなくなり、イノシシなどの隠れ場所が増え

るなどの環境悪化により、獣被害が増加傾向であります。 

 そこで、次の点についてお聞きをいたします。 

 １点目、今年度の獣被害の状況、２点目、町の取り組んでいる獣被害対策、３点目、

狩猟免許取得者数、４点目、狩猟免許取得者の減少や高齢化により捕獲に従事する狩猟

者の負担は増加している。平成２４年度策定された狩猟免許を有しない従事者制度につ

いて、町としての考えは。これについてお聞きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、獣被害対策についてお答えをさせていただきます。 

 まず、今年の鳥獣被害状況につきましては、昨年度の同時期と比較し報告数に関しま

しては若干減少しているものの、依然としてあとを絶たない状況であります。 

 一方、鳥獣の捕獲頭数につきましても、８月末現在でイノシシほか１８３頭であり、

昨年と比較し減少している状況でございます。 

 ツキノワグマの状況でございますが、８月末現在で目撃数３９件と、昨年と比較し大

幅に減少しており、捕獲数につきましては２件と、これも大幅に減少している状況でご

ざいます。 

 今年度は、これまでも住民の皆様から有害鳥獣の被害防止施設設備についてのお問い

合わせ件数等が昨年と比較し大幅に増加している状況や、町内各地での猿やイノシシ被

害、また、ツキノワグマによる養蜂被害も相変わらず発生していることを考えますと、

現在、被害状況は若干減少しているとは言いつつ、今後も引き続き獣被害は町内各地で

多数発生するものと警戒しております。 

 次の御質問でございますが、獣対策として、現在、町としましては防除と捕獲の両面

の支援に取り組んでおります。 

 防除に関しましては、ワイヤーメッシュ柵や電気柵等の防護柵及び猿用囲いワナの資

材費を一部補助する有害鳥獣被害防止施設整備事業を実施しております。 

 一方、捕獲に関しましては、町内の狩猟クラブに所属されておられる方々を、津和野

町鳥獣被害対策実施隊として委嘱し、鳥獣の捕獲許可をさせていただき、対策に取り組

んでいるところです。捕獲された対象鳥獣につきましては、捕獲奨励補助金をお支払い

させていただき、併せて新たな実施隊員の確保や銃猟免許の取得を促進するため、狩猟

免許取得に係る経費及び銃の所持許可の方針に係る経費の補助も行っているところで

ございます。 

 次の御質問でございますが、８月末現在の町の狩猟免許取得者（実施隊員）は現在１

１４名おられます。年齢別で申し上げますと、３０歳代が８名、４０歳代が９名、５０

歳代が９名、６０歳代が２２名、７０歳以上が６６名となっております。また、狩猟免



許の種類別で申しますと、第１種銃猟免許（装薬銃）のみお持ちの方が７名、第１種銃

猟免許及びワナ狩猟免許をお持ちの方が２８名、第２種銃猟免許（空気銃） 

及びワナ狩猟免許をお持ちの方が２名、ワナ狩猟免許のみお持ちの方が７７名となって

おります。 

 最後の御質問でありますが、現在、有害鳥獣捕獲における狩猟につきましては、免許

所有者のみ捕獲の許可をさせていただき、狩猟免許を有しない従事者制度であります従

事者容認事業については、今のところ活用を考えておりません。 

 従事者容認事業とは、一定条件を満たした場合、狩猟免許所持者で構成します捕獲従

事者の中に網・ワナ狩猟免許を所持していないものを含むことができる制度で、この場

合、狩猟免許を所持していない者は、免許所持者の補助者として餌まきやワナの見回り

が実施でき、檻の設置などの補助を実施することができる制度です。 

 こうした鳥獣捕獲に係る作業は特殊な作業が多く、狩猟の豊富な経験と知識が特に必

要とされると同時に、大変な危険が伴うことも多々あります。近年、当町でもワナの設

置数も増えてきていることから、錯誤捕獲の防止、さらには、補助員の方の安全性など

を考えますと、町としましては、補助員ではなく狩猟免許の取得を引き続き推進し、確

保に努めていきたいと考えております。 

 しかしながら、狩猟に従事される免許の取得者も今後人口減少や高齢化等が原因で減

少していくことも考えられます。併せて、獣被害の著しい現象も考えにくいことから、

従事者容認事業についても、今後は検討する必要があることも予想されるところでござ

います。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  この獣被害対策は、今、本当に農家にとっては大変深

刻な状況であります。今年についての被害も若干減っているというような回答でもあっ

たかと思いますが、クマについては、毎年、山の状況によって目撃が違ってくると思い

ますけども、減少はしているとはいえ、昨年度については人身事故等、そういったこと

も発生しておりますので、ぜひ山に入るときは十分お気をつけていただきたい、そうい

うふうに思います。 

 特に最近、私が感じるのは、イノシシももちろん大変な状況ではありますけども、猿

が何と増えて困っております。今まで来なかったところへ猿がどんどん来て、畑のもの

を持って逃げるという状況が随分あります。それも団体で来ていろんなものを持ってい

きますが、今、猿対策とすれば、地元とすれば、花火がありますのでこれを打っており

ます。３連発がありますのでそれを打って、来たら追っ払うんですが、この花火、割と

大きい音がして、最初、私らもたまげとったんですが、猿もたまげておりました。それ

で、すぐに逃げよったんですが、これが何回もやると猿が慣れてくるんです。打ったら

一時は逃げる。また出てくるんです。そういうことで、畑は荒らす、極端に言えば、最



近特に思うのは、山間の田んぼに入って稲を痛める。もう、その田はだめなんです。そ

ういう猿被害が出ております。 

 私も、これ中山間地域研究センターがあるんで、猿対策を何とかいい方法はありませ

んかって聞いたんです。そしたら、花火をとにかく打ちなさいと、打って逃がしなさい

と。そうすると隣の集落に行ってしまうし、今度はそこがやるとまた帰ってくるとか、

そういうことになっているんです。それで、研究センターの人に、一遍じゃもう花火も

きかんようになりましたと言って、もし一遍できかんにゃ、追ってって２発目を打ちな

さいって、そういう話もありましたが、とにかく猿対策が大変な状況であります。 

 そこで、時間がないんですが、狩猟免許を有しない従事者制度というのを、これは、

いろんな人から箱ワナなんかについては、餌ぐらいちゅうちゃいけませんが、餌等は狩

猟免許を持っていない人でもやれればいいというような声がいろいろありまして、いろ

いろ調べてみたら、この従事者制度というのがありました。しかし、全国的に、これを

どれくらい取り組んでいるか分かりませんけど、これはひとつ町村等が法人化というこ

とで立ち上げて、いろんな講習会等をやれば、回答にもありましたが、狩猟免許を持っ

ていない人でもできるというようなもんであります。これもすぐとはならんかと思いま

すけども、猟友会の皆さんと、そういったこともまた協議をする機会を持っていただい

て、ぜひ検討をしていただきたい。狩猟免許を取った人が高齢者になってきて、本当に

少なくなっている。そういった面でいえば、ぜひこういったことを取り組むべきじゃな

いかというふうに思います。免許を取れば一番にいいんでしょうが、なかなか免許を取

る、高齢者になると大変でありますんで、検討をしていただきたい。 

 それともうひとつ、有害の関係であります。今、津和野町は鳥獣被害対策実施隊設置

要綱ということでやっておられますが、この中で、銃による捕獲等を実施する隊員にあ

っては、過去３年間連続して狩猟者登録の実績を有しということになっています。狩猟

免許を取っても、有害については３年たたんとできないちゅうことなんですね。分かり

ます。非常に銃というのは危険なもんで、やっぱり安全のためにいろいろ修行をしなさ

い、経験を積みなさいということでこういうことになっていると思いますが、これは、

町村の判断で若干変えることもできるんじゃないかと思うんです。ぜひ、これは少し私

も問い合わせてみましたが、市町村によっては、１年だけ冬に狩猟の経験をしてもらっ

て、その次のときの有害鳥獣からは打てるように、そういうことをやっておらえる町村

があるようなんです。これについては、ぜひ考えていただきたいです。 

 今、狩猟免許を取るのは、やっぱり狩猟をしたいという方もおられましょうが、有害

鳥獣を何とかしたい、そういうことで取られる方が多いんです。そういった人がすぐ対

応できるようにしてほしいと思いますが、この辺について、担当課長、どうでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  先ほどの議員さんの御質問についてでございますが、津

和野町の鳥獣対策をしていただいております津和野町鳥獣対策実施隊と、先ほど町長の



答弁にもございましたけども、その委嘱を受けるための一つの条件としまして、銃猟、

銃のほうにつきましては、現在、使用者登録の実績を３年連続して有することを委嘱の

条件の一つとしているところでございます。 

 町の基本的な考え方としましては、特に銃の猟につきましては、非常に危険性が高い

といったところから、そういった登録を、要するに免許を取って直ちに鳥獣対策に携わ

っていただくということではなくて、やっぱり一定の経験等も必要であるというふうに

考えておるところで、今の規則になっているところでございます。 

 しかしながら、先ほど町長の答弁の中にもございましたけれども、狩猟の取得者につ

きましても、人口減少とか、高齢化とかが原因で減少することも今後は考えられると思

っておりますので、こういった条件の見直しも今後は検討する必要があるんじゃないか

というふうに考えているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ぜひこのことは検討していただきたいと思うんです。

この検討をする場合に、必ず猟友会の皆さん、これの意見をしっかり聞いて対応してい

っていただきたい。よろしくお願いします。 

 それでは、以上もちまして私の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１番、草田吉丸君の質問を終わり、ここで午後１時

まで休憩といたします。 

午後０時 04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて一般質問を続けます。発言順序９番、２

番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  議席番号２番、米澤宕文です。通告に従い質問を行い

ます。 

 本日は、４項目の質問をいたします。 

 まず一つ目に、３月議会で採択された社会福祉法人つわの福祉会請願「洪水等による

災害避難に即応できる避難収容施設の設置の提案」等の進捗状況について質問します。 

 このことにつきましては、昨日の一般質問で同僚議員が質問されておりますので、重

複するところも多々あると思います。 

 特別養護老人ホームシルバーリーフ入所者、要介護３以上５０人の棟続きのデイサー

ビスセンターの方を併せて避難棟建設の請願であり、平成２５年７月２８日の山口・島

根激甚災害発生以来、毎年全国で予想をはるかに上回る集中豪雨が発生しております。 

 近年では平成３０年７月西日本豪雨、これには岡山県の倉敷市真備町での水没が大き

い災害であります。 



 令和１年１０月台風１９号、これは全国で３万棟以上が全半壊しております。 

 そして、昨年の令和２年７月九州豪雨で熊本球磨川の氾濫、これにより球磨村の特別

養護老人ホーム千寿園が浸水し、入所者５５人のうち１４人が２階への避難が間に合わ

ず犠牲になられております。またこの球磨川氾濫により、人吉市もかなりの水没事故が

出ております。 

 今年も西日本で広範囲の記録的豪雨が発生。長崎県では７２時間、３日間ですね、８

１８.５ミリを記録し、観測史上最大となっております。広島県では災害級の大雨をも

たらす線状降水帯が発生し、非常に激しい雨を観測しております。また、島根県の江の

川の氾濫、そして松江、隠岐でも洪水が発生しております。 

 このちょうど中間辺りに位置します益田、津和野地方は、幸いにも大きな被害は発生

しておりません。このような線状降水帯に襲われれば、後田の堤防は瞬く間に越水し、

悲惨な事態が起こることは明らかであります。 

 したがって、次の２点を質問いたします。 

 避難所の建設計画はいかがなっているでしょうか。 

 ２番目に、当面の避難所の設定はいかがでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

○議長（沖田  守君）  米澤君、引き続き。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ２番目ですが、津和野町防災ハザードマップの地滑り

危険箇所とは。 

 津和野町防災ハザードマップ８番でありますが、８番、これなんですが大きい図面で

す。これが配布されております。 

 平成年間であると思いますが、２０年以降であると思いますが、時期は明らかであり

ません。 

 マップには、畑迫公民館から小川公民館まで７か所の地滑り危険箇所の中に、指定避

難所５か所、指定避難場所６か所が含まれております。 

 府県気象情報の島根県防災メール等の発表は、土砂災害・浸水害・河川の増水・竜巻・

突風・落雷等であり、地すべりの発表や特別警報・警報・注意報は見たことはありませ

ん。 

 地すべり危険箇所内の人が豪雨や長雨のとき、避難となる指定避難所５か所、指定避

難場所６か所が無用となり大変な事態となります。例としまして、鷲原八幡宮流鏑馬馬

場一帯が危険箇所に指定されております。流鏑馬馬場は今から４５０年以上前の室町時

代に構築されておりますが、被害にあった形跡や記録はありません。 

 地滑り危険箇所が記載はいたずらに危険箇所内の住民の不安をあおります。 

 今年８月１８日出雲市の多伎町ですが、国道９号線で歩道の崩落、路面の変形、地す

べりの報道等ありました。この付近は度々道路沿いの斜面が崩れるとの報道もあります。 

 このことについて、以下３点の質問をいたします。 



 １、地すべり危険箇所内の住民の避難等の対応は。 

 ２、地すべり情報、特別警報・警報・注意報の発令はありますか。 

 ３、５００年または１,０００年に一度あるかないかの地すべり危険箇所の記載は不

要ではないかと思っておりますが、いかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、２番、米澤議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 災害対応についてでございます。 

 まず、１つ目の御質問でありますが、避難所の建設はでございます。 

 令和３年３月定例本会議において、浸水害等の避難収容施設設置に関する請願につき

ましては、３案の提出をもって請願採択されておりますが、このうち「津和野デイサー

ビスセンターに隣接する職員駐車場について、１階は現状のとおり駐車場とし、２階に

避難収容施設建設をお願いする。」との案が現時点で最も現実的ではないかとの認識を

持っており、検討を行っているところであります。 

 一方で、多額の建設費用も想定されることから、補助事業等について県へ相談をかけ

ているところであり、今後も当法人や地元自治会との協議を重ね、早急に検討を進めて

まいりたいと考えております。 

 次の、当面の避難所の設定についてでございますが、当法人が運営する「特別養護老

人ホームシルバーリーフつわの」の設置場所からいたしますと、指定避難所「津和野町

民センター」を利用していただきたいと考えております。 

 次の御質問でございます。 

 地すべりが発生する要因としては、降雨や地震があります。地すべりはがけ崩れや土

石流に比べ、土砂の移動スピードが遅いことが特徴です。国土交通省の情報による過年

度の土砂災害発生の種類から見ても、地すべりの発生割合はがけ崩れや土石流に比べ、

議員御指摘のとおり、少ないのが現状です。 

 一方で、地すべりは長時間の降雨により発生することが多いことから、長期間大雨が

続き、土砂災害警戒情報や大雨警報（土砂災害）など土砂災害に関する気象警報等が発

表されている場合は、特に注意が必要と考えております。 

 地すべりが発生した場合は、広範囲の大きな被害を及ぼす可能性がありますので、避

難行動につきましては、原則、立ち退き避難が必要になるものと考えております。 

 避難所につきましては、土砂災害警戒区域外の避難所、または土砂災害警戒区域内で

あっても、鉄筋コンクリート造等の極力強固な構造を備えた避難所の開設を前提として

おりますが、安全な親戚・知人宅等への立ち退き避難なども避難行動の一つですので、

避難指示等の避難情報が発令された場合は、周辺の状況に注意の上、早めに避難してい

ただきたいと考えております。 



 次の御質問でありますが、大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報は、降雨から予

測可能な土砂災害のうち、がけ崩れや土石流を主な対象とされており、地形や地層及び

地下水の状況等により発生要因が複雑な地すべりは、直接の対象とはされておりません。 

 次の御質問でありますが、５００年または１,０００年に一度あるかないかの地すべ

り危険箇所の記載は不要ではという御質問でございますが、地すべりは、土砂災害警戒

区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第２条に土砂災害の一つとして

定義されており、同法第８条第３項に基づき防災ハザードマップを作成し、住民の皆様

に平時から土砂災害に関するリスク情報を提供することとしております。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  では、シルバーリーフのことについて質問をいたしま

す。 

 シルバーリーフ入所者、要介護３以上の５０人を、１０人乗りバスへの乗せ替え、ま

た降ろす作業は、少ない職員での実施は大変な困難な作業であります。 

 近隣の要介護者の方の避難所利用も考慮し、水害で犠牲者を出し、町の大きな汚点ま

た禍根を残さないよう、多額の財政の面のこともありますが、ぜひ多くの方の命に関わ

る避難所建設請願であります。 

 エレベーター設置、また非常電源設置の２階建て収容施設建設を前向きに早期に取り

組んでいただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長、お答えになりますか。担当課長どっち。総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  昨日も同様の一般質問をいただいておりますけども、

先ほど町長が答弁をしておりますが、令和３年３月の定例会本会議で請願採択をされて

いるものでございます。 

 そういった中で、先ほど町長の答弁の中に、１階は現状のとおり駐車場とし、２階に

そういった施設を建設していきたいということで、請願採択の３案の中のうち２案であ

ったと思いますけども、そういったところが最も現実的な進め方ではないかということ

で答弁をさせていただいているところであります。 

 今後におきましては、やはり財政的な面もございますので、補助事業について県等に

相談をかけていく中で、シルバーリーフつわの、あるいは地元自治会と協議を重ねてい

って、早急にそういった建設に向けて取組を進めていきたいというふうに考えておると

ころでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  このことが最後の確認で再度の確認であります。ぜひ

とも、待ったなしです、今の天候状況を見ますと。またこれから台風の季節に入ります。

いつ線状降水帯が襲ってくるか分かりません。 



 平成２５年の７月の豪雨のときも、もう少しで壊れるところであったと近所の皆さん

とか、シルバーリーフの方も申されております。できるだけ早く取り組んでいただきた

いと思います。 

 次の、指定の避難所は津和野町民センターのことでありますが、ここは浸水区域であ

ります。車での搬送であれば、より安全な津和野小学校、またなごみの里等も視野に入

れるべきではないでしょうか。 

 町民センターがもし浸水するとなると、２階に５０人上がってもらう、大変ものすご

い、もちろん町の方も後田地区の方もかなり集まると思います。とても収容できるよう

な施設ではないと思います。この件に関してはいかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今現状で指定避難所として指定している避難所、よ

り一番近くに避難所につきましては、町民センターでありますということで、答弁のほ

うをさせていただいております。 

 災害におきましては、いろんな災害、いろんな状況があろうかと思います。そういっ

た状況を見ながら、どちらに避難をしていくかということは、当法人のほうで、そうい

った状況を見て判断をしていただけたらというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  先ほど申しました津和野小学校並びになごみの里につ

きましては、なごみの里は意外と現場に着きますと全部フラットです。ものすごく搬送

しやすいと思います。ただ、増水したときに橋を渡るのは反対なんですが、早めの避難

ならそのほうがよろしいのではないかと思っております。 

 ３番目に、益田広域消防署、津和野日原分遣所の指導で、町職員や自治会、町内会な

どへの動けない人の搬送、移動体験を進めるべきではないでしょうか。 

 １人で搬送、２人で搬送、多人数搬送などを多くの人が体験していれば、体得してお

けば、老人施設や地域でもしもの緊急時にいろいろな形で役に立つのではないかと思っ

ております。この呼びかけについてはいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  このシルバーリーフつわの──福祉施設になります

けど──におきましても、毎年１回は最低そういった避難訓練をされているというふう

に思います。 

 そういった訓練の中で、当然、地元の自治会、今私そこにおりますけども、自治会の

会員の皆さんも参加されて、そういった避難行動訓練をされております。その場に警察

の方とか、議員おっしゃいますその分遣所の職員の方、そういった方も来ていただいた

中で指導を今いただいているというふうに思っておりますので、こういった部分につい

ては引き続き、またこれは当法人のほうが考えることでございますけども、そういった

取組のほうは引き続き行っていただけたらなというふうに思っております。 



○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  もしも堤防越水という事態になれば、地元自治会、警

察、消防、消防団、消防署、これはもう絶対当てになりません。とてもそこだけに関わ

っておられないし、自治会の方も自分の身が危ないので、いろんな行動をされて、とて

も手伝うことにはならないと思います。 

 そして、シルバーリーフの職員は全員集めても１１人であります。１１人の、例えば

者で、実質動けるのは８人ぐらいと思いますが。これをバスに積み込んでまた降ろす、

すごい作業です。ぜひこういうことを体験しておいてもらえればいいのではないかと思

うことで、この質問をいたしました。 

 次に、地すべりについてでありますが、地すべりとは、地下水が粘土のような滑りや

すい層に染み込んで、そこからゆっくり地面がすべり出すのが地すべりであるとありま

す。 

 地すべりの動きは普段は１日数ミリメートルとゆっくりだが、突然スピードを増すこ

とがある。広範囲で家や田畑が壊されるとあります。 

 こんなときは注意しましょうとありますが、一つ目に、地面にひび割れができたとき。

これは今年の８月の出雲の国道で発生した写真にあるとおりであります。 

 ２番目に、地面の一部が落ち込んだり、盛り上がったりする。これも今年８月の出雲

市の国道９号線で起きた地すべりであります。 

 ３番目に、池や沼の水嵩が急に変わった。これなんかはもう、池なんか、なんかちゅ

うちゃいけんけど、池がある家ちゅうのはもうほとんどないです、今は。あってもみな

空池になっております。 

 井戸の水が濁った。今、井戸の水を使っている人はほとんどおりません。井戸が濁っ

たかどうかは分からないと思います。 

 さらに、防ぎ方として、降った雨が染み込まないうちに集めて流す水路を造る。 

 ２番目に、染み込んだ地下水を取り除く井戸やトンネルを掘る。 

 ３番目に、くいを地中深くまで打ち込んで地面を滑らなくするくい打ち工など、これ

らを併せて工事をすることとなりますが、どれも私の考えでは現実離れしておると思い

ます。実現不可能と思われます。 

 したがって、この地すべり危険箇所の記載は不要ではないかのこの質問に至ったわけ

であります。 

 なお、今申し上げました、こんなときは注意しましょう、または防ぎ方としての問合

せは、県土整備局河川下水部砂防海岸課に問い合わせる等の書面があります。 

 さらに、土砂災害防止対策推進に関する法律第２条の土砂災害の一つとして定義され、

同法第８条第３項に基づき防災ハザードマップを作成し、住民の皆様に平時から土砂災

害に関するリスク情報を提供するとのことでありますが、地すべり危険箇所については、

情報の提供というのはなかなかできないのではないかなと思っております。 



 したがって、そろそろ津和野町単独で、先ほど言いました問合せ先の県土整備局河川

下水部砂防海岸課に見直しを検討されてはいかがと思いますが、町自体でこれができる

かどうか分かりませんが、そろそろ見直しの、井戸水が濁ったとか、沼の水嵩が急に変

わったとか、なかなか難しいと思うんですが。 

 なかなか難しいと思いますが県とまた相談して、このようなちょっと見直しが必要で

はないかと、染み込んだ地下水を取り除く井戸やトンネルを掘るなんぞ、とてもできる

ような状態ではないと思いますが、いかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  地すべり危険区域の指定なり見直しというところで

ございますけども、今議員おっしゃいますように、指定につきましては県のほうで指定

されますので、町のほうからそれを見直すとかというのはなかなか難しいというふうに

思っております。 

 ただ、そういった地すべりの指定については、空中写真あるいは地形の判読によって

ブロックの抽出等を行った中で、県としては指定をしていっているというふうな状況で

ございますし、一度指定したからといって、ずっとそれをもう指定が継続されていると

いうこともないと、何回か見直しを行っているというふうな情報も聞いておるところで

ございますので。 

 町のほうから見直しをというのはなかなか難しいというふうに思いますので、県のそ

ういった指定手続に沿って指定されるものであるというふうに御理解いただけたらと

いうふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  それでは、２番目の観光関連に入ります。 

 一つ目に、日本遺産認定再審査についてであります。 

 この質問も昨日の一般質問で同僚議員が質問されておりますので、重複する箇所があ

ると思います。 

 「津和野今昔～百景図を歩く」は平成２７年日本遺産１８件の第１弾に認定されてお

ります。 

 文化庁は今年７月１６日の地域の有形無形の文化財を物語として発信する日本遺産

について、岐阜、鳥取、島根、福岡、佐賀連合の４件を認定取消しの可能性がある再審

査評価結果を公表しております。 

 今後の地域活性化計画の修正を求めて今秋までに再審査される。有識者委員会が集客

や地域振興の目標達成などの状況、今後３年間の計画を評価されました。 

 今回の評価対象は平成２７年に認定された１８件で、民間との連携やストーリーを生

かした取組に課題があった４件で、津和野今昔～百景図を歩くが含まれております。日

本遺産認定取消しとなれば、観光立町津和野町にとって重大な事態となります。 



 そこで、一つ目に、９月中旬までに文化庁に提出される民間の連携やストーリーを生

かした取組計画修正とは。 

 ２番目に、現存する百景図の標識の設置、百景図を歩く、このタイトルですが、標識

がなければ歩けない状態であると思っております。 

 ２点目で、殿町の菖蒲であります。 

 「鯉と菖蒲の殿町」の見出しで町の代表観光地の一つである殿町の菖蒲の開花率の悪

さ、株の貧弱さが近年目立ちます。 

 今年の開花率は、私は５％程度と見ております。新型コロナの影響で観光客が少ない

ですが、新型コロナ終息後の津和野町観光に悪影響を及ぼします。少し咲いたところで

テレビ、新聞等で報道されておりますが、全く現実ではありません。 

 町民の方が植えている菖蒲は花や株も大きく立派であります。株分けをしてもよいと

言われる方が数人おられます。 

 菖蒲の開花率の悪さと株の貧弱さの原因と今後の対策はいかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、観光関連についてお答えをさせていただきます。 

 まず、最初の御質問でありますが、これまで日本遺産センターを中心に、まち歩きの

御提案やイベントの企画を行ってまいりましたが、ストーリーを生かした活用が計画に

盛り込まれていないことや、民間を巻き込んだ取組が十分に表現できていないなどの指

摘がありましたので、指摘事項を踏まえた計画を現在作成しているところであります。 

 計画の中では、新たな協議会の中に日本遺産の効果的な活用のため、民間の事業者を

中心とした部会を設け、取組内容につきましても、民間事業者と連携してのイベントや

商品の開発を行うことをこれから行っていく事業として盛り込んでおります。 

 また、標識の設置については、平成２７年度の日本遺産認定から３年間補助金を使用

しながら日本遺産の構成文化財やその分布図など、道の駅や主要エリアにサインを設置

してまいりました。 

 今後、現在のサインの見直しを行い、先ほど述べました協議会の部会の中で、インバ

ウンド対策も兼ねた表示の見直しの検討を予定しております。 

 次の御質問でありますが、今年の菖蒲は、議員御指摘のように、非常に悪い咲き具合

となりました。 

 原因としては、気象などの環境に影響受けたことや、菖蒲の株が貧弱であったことな

どが考えられます。 

 そのほかとして、菖蒲は非常に手間のかかる植物であり、株が張って成長ができなく

なるため、３年に１回の植え替えが必要ですが、ちょうど昨年植え替えを行ったところ

であり、これにより株が衰えて生育が落ちたことも原因として考えられます。 

 今回の状況に、町民の方から、御自分で育てられている立派に咲いた菖蒲の株を分け

てもいいというお話を頂いたところですが、その中でも菖蒲の栽培に詳しい方から、苗



自体が悪いとの御指摘を受け、さらにどういった対応を行えばよいのかもアドバイスし

ていただきました。 

 対処としては、現在の株はそのものが悪いため、時期の限られている中ではあるが、

早急に植え替える必要があること、よく咲いている株でも翌年には衰えて生育が落ちる

ものがあるので、しっかりしたものを植える必要があることなどの御指導を頂きました。 

 アドバイスにより、その方自ら育てられたしっかりとした株に植え替えを行いました。

さらに別の対策として、株分け時の衰えが一度に来ないよう、次の株分けのときから、

升ごとに年をずらして株分けを行い、株分けによる見劣りを避ける対応を行いたいと考

えます。 

 来年度から、殿町の菖蒲を楽しみにされている観光客をはじめ、心配をしていただい

た町民の方の御期待に沿えるよう、しっかりと管理を行い、殿町の景観にふさわしい立

派な花菖蒲を咲かせていくよう努めてまいりたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  では、百景図を歩くの再質問をいたします。 

 百景図を歩くがタイトルです。昨日の答弁で、現在の津和野町と百景図の絵を対比さ

せ、当時の自然や文化をガイドとともに体感するツアー等とありましたが、対比させて

は百景図の場所に百景図の絵と説明標識を掲げるのでしょうか。 

 この百景図を歩くのはツアーの方だけではありません。個人の方も徒歩の方もおられ

ます。自転車の方もおられます。よく見かけます。この標識を掲げず、ツアーのガイド

が説明するだけのものでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回こうした日本遺産が再審査になっているということであ

りまして、また再審査の結果によっては継続認定になるのか、また昨日もお話しました

ように、候補地という、少し格下げのような段階になる、その可能性もあるということ

と、そうした最終的に最悪のケースとしては認定取消しになるかもしれないという状況

でもございますので。候補地になったとしても、それはやはりもう日本遺産センターの

看板等を掲げても意味のないことでございますから、やはりこの認定継続ということに

向けて最大限の今努力をしていかなければならないとそのように思っているところで

あります。 

 そういう中で、やはり民間の取組、そういうものが今回求められているということで

ありますから、活用推進協議会をつくって、その中でまた今後、この日本遺産を生かし

た観光振興を考えていくというふうに位置づけているわけでございます。 

 もう３年間の初年度がもう始まっておりますから、急いで実行もしていかなきゃなら

ないというふうに思っております。そういう中で、またこの看板の設置についても、民

間のいろんな知恵、アイデア、そういうもの、それから民間が取り組んでいただくため

にどういう活用の仕方があるのかということも、看板一つ取ってもまた検討しながら、



生かせるようなそういう取組につなげていきたいとそのように思っているところでご

ざいます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  この標識ですね、図と説明の標識、私は全部とは……。

取りあえずは現存するところ、馬場先櫓とか鳴滝、あとは白糸の滝、雄滝・雌滝、日原

の、これらも入り口が全然分かりません。恐らく鳴滝も入り口が分からないし、白糸の

滝、高田の白糸の滝に入ったら、もうどこから入っていいか、ここから降りたら白糸に

行くのか、恐らく分からず山道をどんどん進んでいくと思います、皆さんが行かれても。

こういう現存するところは必ずそういうのが必要だと思っております。 

 次に、昨日の答弁書に、現在委託業者にイベントの企画、情報発信を委託しているが、

委託については、今後も日本遺産の魅力を最大限生かせるような企画を提案できる業者

にお願いしたいと考えるとありましたが、現在の委託業者と変わることもあるというこ

とでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  委託業者につきましては、現在、企画、あとイベン

トの開催等を日本遺産センターのところでお願いしているということになっておると

ころです。 

 委託先としましては、今年はそこの会社にお願いしているわけですけど、これはこれ

で今年ということ、来年度からはまた日本遺産の魅力を最大限、先ほど議員おっしゃら

れるように、しっかりと生かせる会社のほうに、またそういう会社を探しまして委託の

ほうを考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  殿町の菖蒲の件ですが、現在は紫の菖蒲が多く植えて

おられるように見えますが、以前は色とりどりの菖蒲が見事であったと私は記憶してお

ります。 

 この点も考慮して植えられてはいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  殿町の菖蒲につきましては、先ほど議員御指摘のと

おり、今年については見劣りがするようなことだったと思います。 

 花につきましても、菖蒲につきましては、白色、紫、それと紫混じりの白というよう

な花がございまして、この植え替えにつきましても、例えば周りを紫色、真ん中を白も

しくは紫が混じった白ということでコントラストをつけまして、そういったようなデザ

インで見栄えがするような形で植え替えをしたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  それでは、３番目のバイオマス発電チップ材確保に入

ります。 

 岡山県真庭市の銘建工業株式会社は、バイオマス発電チップやペレット材料に建築廃

材等を受け入れております。 

 業者や個人が廃棄すれば廃棄料が必要となるものが、銘建工業に持っていけば逆にお

金になり喜ばれております。 

 これに関連して、次の２点を質問します。 

 一つ目、津和野町はバイオマス発電所を建設中であるが、建築資材等の受付はされる

のか、チップ材としてですね。 

 ２番目として、製材所・建設会社、木工所、一般家庭の背板や廃材等の持込みの呼び

かけはされますか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、バイオマス発電チップ材確保についてお答えをさ

せていただきます。 

 議員の御質問にありました岡山県真庭市銘建工業では、自社の工場で直交集成板のＣ

ＬＴ（クロス・ラミネーティッド・ティンバー）を製造していますので、その製造過程

で発生する端材を活用して、木質バイオマス発電やペレット製造の原料として活用する

とともに、周辺から発生する建築廃材等も受け入れて運営されているようです。 

 津和野町での木質バイオマスガス化発電所は、民間会社である津和野フォレストエナ

ジー合同会社が経営を行うものであり、どのような木材の種類を使用して発電用の原料

とするのかは、会社の経営方針によるものと考えております。 

 これまでに津和野フォレストエナジー合同会社が試算した資料によりますと、再生可

能エネルギー固定買取り制度（ＦＩＴ制度）を活用して、発電した電力を中国電力へ売

電することで収益を得て経営を行うことになっております。 

 このＦＩＴ制度というのは、使用する木材の種類別に買取り価格が異なるもので、発

電規模が２,０００キロワット未満であれば、民有林の間伐材や森林経営計画認定森林

からの伐採材など、未利用材については１時間当たりに１キロワット発電すると、税別

４０円での買取りとなるとお聞きしておりますが、建設資材廃棄物や間伐等の由来証明

がされていない木材では、税別１３円と買取り価格が安くなってしまい、経営の安定化

が図れないことから、未利用材のみを原料にするものと考えております。 

 したがいまして、町が製材所・建設会社、木工所、一般家庭等の背板や廃材等の持込

みについての呼びかけを行う計画はありません。 

 町としましては、町の９割を占める豊富な森林資源を有効活用するために、森林経営

計画の樹立や林業専用道・森林作業道等の開設、山の宝でもう一杯！プロジェクトでの

間伐材搬出などを支援することで、木質バイオマスガス化発電所へ供給するチップ材の

確保を目指していきたいと考えております。 



○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  再生可能エネルギー固定買取り制度の木材の種類別に

買い取る価格が異なり、間伐材や森林経営計画認定森林の用材での発電買取り価格４０

円と間伐材等以外の木材での発電買取り価格が１３円、その２７円と大きな差が生じる

ことは驚きでありました。 

 しかしながら、民間企業の支援また地域産業の振興のため、津和野フォレストエナジ

ー社と協議をされて、引取りといいますか、出荷といいますか、その工夫の余地はない

と思われますか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  先ほど町長の答弁の中にもございました。この木質バイ

オマスガス化発電所というものにつきましては、民間会社であります津和野フォレスト

エナジーさん、合同会社が経営するものであります。そのため、津和野町におきまして

は、その付帯施設であります原木チップヤードを作りまして、そこへチップを供給する、

あるいは原木を使った間伐等で出ました原木などをそこで扱ってチップにするといっ

た、それぞれの分担でこの事業自体が成り立っておるというふうに思っております。 

 経営するのは先ほど申しましたとおり、あくまでも民間会社であります津和野フォレ

ストエナジーさんでございますので、そこが、例えば今、原木だとキロ４０円というこ

とで試算をされているようでございますが、それが例えば廃材で１３円といったところ

で、経営方針がそれでいいよということであれば、またこれは話が別なんですけれども、

そうでない限りについては、町としてこれで廃材を入れるといったようなことはできな

いんだろうというふうに思っております。 

 したがいまして、先ほどの町長の答弁の後半にもございましたとおり、あくまでも町

といたしましては、林業振興といったところの観点からこの事業に取り組んでおります

ので、そこは御理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  林業振興といえば製材所もそうですので、ぜひとも御

努力を頂きたいと思います。 

 ４番目の、ケーブルテレビの議会一般質問放映であります。 

 ６月議会の一般質問は１０人で、５人５人の２日間で放映されております。 

 視聴者から、１日５人の５時間の視聴は苦痛であるとの指摘がありました。１日の放

映３人以内は可能でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、ケーブルテレビの議会一般質問放映についてお答

えをさせていただきます。 



 ケーブルテレビ事業につきましては、平成２３年度より鹿足郡事務組合で運営が行わ

れており、確認をいたしましたところ、議員御質問の１日３人以内の放映については、

番組編成によっては可能とのことでありました。 

 これまで、鹿足郡事務組合へ直接、同様の苦情や要望等はないようでありますが、今

後加入者の方から同様の問合せ等がある場合には、津和野町議会事務局、吉賀町議会事

務局と協議の上、検討をしてまいりたいとのことでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ケーブルテレビ番組編成等の苦労はされていると思い

ます。しかし、町民の方の声や、議員が町の発展などを提案する一般質問であります。

せっかく視聴している、してもらっている町の皆様が、あしたの見ようと思うような番

組編成をするべきではないでしょうか。日にちの人数にこだわらず編集していただき、

６月議会のように１０人であれば３人、３人、２人、２人と４日に分けていただきたい

と思っております。 

 例えば５人の放映で、３人を見てもうこれが限界だということで、またその日の２回

目の放映で３人を飛ばしてあとの２人を見るということはなかなか難しいと思います。

ぜひとも、このような方式で放映していただき、視聴者が見やすい方法で放映していた

だきたいと思います。 

 このことは吉賀町も協議というか、相談も必要とは思いますが、恐らく同様ではない

かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  鹿足郡事務組合のほうでも編成上は可能ということでもござ

います。 

 そうしたことも受けて、検討してまいりたいというふうには思っておりますけれども、

いろんな御意見というのがあるわけでございます。今日は米澤議員からそういう町民の

皆さんの声をこの一般質問の中で代弁していただいているということにもなります。そ

れを受けてまた変更したときに、今度は逆の意見も出るということも十分考えられるわ

けでございます。我々はそういうことにも配慮しながら、最終的な判断をしていかなき

ゃならないという思いでございます。 

 今回は、議会中継に関わることでもございますので、まずは、この津和野町議会で一

度、議員の皆様方の、全員の総意にはならないかもしれませんが、概ねの方向性という

ものをお話合いの上、また提案頂ければありがたいというふうにも思っていますし、ま

たそれを踏まえて、今度は吉賀町議会との調整が必要かとも思いますし、鹿足郡事務組

合、また番組審議会というのもありますので、そういうところ、様々なところに調整を

しながら、最終的な放映方法については決定をしていきたいとそのように思っておると

ころでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  以上で、質問を終わります。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君の質問が終わりました。 

 以上で、９月定例会一般質問者全員が質問を終わったわけであります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、一般質問を終結し、本日の日程全て終了いたしまし

た。 

 本日はこれで散会といたします。ご苦労でありました。 

午後１時 51分散会 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────── 

午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続いてお出かけをいただきまして

ありがとうございます。これから４日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は、全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、５番、板垣敬司君、６番、丁

泰仁君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第８３号 



○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第８３号津和野町原木・チップヤード施設の

設置及び管理に関する条例の制定について、これより質疑に入ります。ありませんか。

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８３号津和野町原木・チップヤード施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第８４号 

○議長（沖田  守君）  日程第３、議案第８４号津和野町個人情報保護条例の一部改

正について、これより質疑に入ります。ありませんか。寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  この議案は、デジタル改正関連法の改正に伴うという

ことなんですが、そのデジタル改正関連法は、デジタル化を利用して行政が持つ膨大な

個人情報を企業などが利活用しやすい仕組みにするものです。最大の問題は、個人情報

の保護という観点が欠落していることです。自治体が独自に制定している保護条例にも

縛りをかけるものということで、学者の方が何人も反対の意を唱えている法です。そし



て、そこで町民の個人の情報の保護がされているのかというのが、ちょっと懸念してい

るので、質問をさせていただきます。 

 一生懸命条例のほう読ませていただいたんですが、なかなか何がどう変わるかが分か

らなくて、この改正、条例の一部改正で、どこがどのように変わるのかを具体的に教え

ていただけたらなと思います。 

 それと、津和野町には匿名化条項とかいうのはあるんでしょうか。また、オンライン

結合による個人情報の提供を原則禁止というような条例はあるのでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  個人情報保護条例の一部改正についてということで、

議員のほうからいろいろと、国の問題点等の今御発言がありましたけども、議案の説明

のときにも申しておりますけども、これ要は上位法令が新たに設置され、その関連で上

位法令の一部改正が行われたということでございますので、それに基づきまして町条例

も上位法令に基づいて改正をかけたということでございますので、その部分については、

御理解を頂きたいと思います。 

 それから、改正内容ということでございますが、これも議案の説明のときにしており

ますけども、今の上位法令が制定あるいは改正されたことに伴いまして、引用する条項

が変わってまいりましたので、そういった引用条項のずれの改正、そして、個人情報を

記録を訂正した場合の通知先が変更になったということで、総務大臣から内閣総理大臣

に変更になったというふうなことでございますので、そういった内容を改正をさせてい

ただいておるところであります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ちょっと分かったような、分からないようななんです

が、その一つ分かったのは、総務大臣に通知が情報が行くのが内閣総理大臣のほうに行

くということなんですけど、これは一体、何が変わるということになるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  何が変わるかといいますと、提出先が変わったとい

うことでございまして、先ほどから申し上げておりますけども、上位法令の改正に基づ

いて町条例を改正しているというところでありますので、法律が変わったというところ

がありますので、それに伴う改正であります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。寺戸君。 



○議員（９番 寺戸 昌子君）  この条例を改正するに当たる上位法令であるデジタル

改革関連法に、その町民の個人情報をきちんと守っていただけるというところがかなり

不安がある、あります。なので、この条例改正には反対をさせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより議案第８４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、議

案第８４号津和野町個人情報保護条例の一部改正については、原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（１名） 

寺戸 昌子君                 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第８５号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第８５号津和野町手数料条例の一部改正につ

いて、これより質疑に入ります。ありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８５号津和野町手数料条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第８６号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第８６号津和野町訪問看護ステーションの設

置及び管理に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。

いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８６号津和野町訪問看護ステーションの設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第８７号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第８７号津和野町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、これより質

疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８７号津和野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 



板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第８８号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第８８号津和野町医療従事者住宅の設置及び

管理に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  いいですか。ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８８号津和野町医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第８９号 



○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第８９号津和野町診療所の設置及び管理に関

する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第８９号津和野町診療所の設置及び管理に関する条例の一部改正については、原案の

とおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第９０号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第９０号町道和田支線の路線認定について、

これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９０号町道和田支線の路線認定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第９１号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、議案第９１号町道四本松支線の路線認定につい

て、これより質疑に入ります。ありませんか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  この図面で見ますと、ＥＰの下、そして三差路まで、

これはもともと県道ではないんでしょうかね。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  今、御質問がありました件でございますが、このＢＰと

ＥＰ間でございますが、県道日原須佐線でございます。これは、県道改良事業に伴い、

町道移管手続を進めるに必要ということで、県と協議いたしまして進めているところで

ございます。 

 それと、路線が重複するということでなっておりますが、その場合ですと道路法第１

１条第２項の規定によりまして、都道府県道と市町村道が重複する場合、都道府県道の

規定を適用するということでございますので、また正式に移管されるまでは、県のほう

で管理していただくというものになっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 



 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９１号町道四本松支線の路線認定について原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第９２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１１、議案第９２号令和３年度津和野町一般会計補正

予算（第４号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ６番。まず、土木費、ページ、６５ページ。工事請負

費で６６２万８,０００円増額されておりますが、これの内訳というか利用ですね、ど

こを増額したのか、お尋ねします。 

 それと、教育費、８７ページ、伝統的建造物群保存事業費補助金８００万、これの内

訳お願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  すみません。申し訳ございません。ちょっと今確認がで

きませんで、ページが何ページ、土木費。（「６５ページ」と呼ぶ者あり）申し訳ござ

いません。住宅建設費の工事請負費でございますが、これにつきましては、中座団地の

敷地造成工事でございまして、これが６６２万８,０００円の増ということでございま

す。 



 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  伝統的建造物群保存事業費補助金の８００万円につきま

しては、旧布施時計店の雨漏りが酷いということで、併せて外壁も直すということで、

それに対する補助金でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ２１ページの津和野高校町営寮建設予定地関連敷地購

入費、これは別途に返されるということでしょうか。 

 ２３ページ、老朽空き家除去支援事業補助金２４０万、これは全額支援でしょうか。

または、例えば半額、場所はどこでしょうか。 

 それから、５１ページ、農林水産業費の津和野城山森林整備事業委託４００万円、下

刈り等の整備とありますが、この下刈りとは、どこのほうのことをされるのでしょうか。 

 以上、ちょっと３点ほど。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  最初の企画費の用地購入、公有財産購入費

でございますが、津和野高校の支援の町営寮建設するところの敷地面積の、先般全協で

町長が申しましたが、栗本さんの土地がほとんどでございますが、一部民地がございま

して、その用地買収費でございます。 

 それからもう１点の老朽家屋の除去支援事業でございますが、これは補助率は全体の

５分の４補助でございます。５分の４補助で今回２軒ほど国の補助金がついたというこ

とで計上しておりますが、対象地域は寺田に１軒、中座地域に１軒。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  次は、どなた。はい、農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  失礼しました。５１ページの津和野城山森林整備事業委

託料のところでございます。どこら辺りを下刈りをするのかということでありますが、

先般、森林整備事業によりまして間伐等を行いました。広葉樹を植栽、イロハモミジ、

山桜等を植栽しておりますけれども、その遊歩道沿線、それから、本丸の石垣ライトア

ップで森林整備をしましたけれども、その区域などを一帯下刈りを行うというものでご

ざいます。面積につきましては、３.２ヘクタールを予定しておりまして、今のところ

予定回数としましては、３回ぐらいを予定をしたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  ４７ページをお願いします。農林水産業費の農業振興

費で、農地農業用施設小災害復旧事業補助金７５２万、これが上がっております。これ

については、先般の一般質問で回答がありました台風被害の関係でありますが、これの

対象の件数といいますか、災害対応の件数、これについてお尋ねをいたします。 



 それから、その下の農林業施設等災害復旧事業補助金、これについての内容、また作

物なり、作物の内容、件数等についてお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  農業振興費の今御質問のところの農地農業用施設小災害

復旧事業補助金でございますが、これにつきましては、件数はこの中では２１件、今予

定をしております。今調査中のところだったり、実際に稲を刈ってみなければ分からな

いよというところなんかもございますんで、件数につきましては、うちのほうで調べま

しておおむねのところで上げておりますけれども、この件数につきましては、変更する

可能性もあるというふうに思っております。 

 それから、農林業施設等災害復旧事業費補助金でございますが、これにつきましては、

今年の１月の雪害によりますハウスの倒壊の災害でございます。このたび１件、１人と

いいますか１件の方が三つのハウスを今回、国の補助事業分として、該当分として、こ

のたび金額が内示がありましたので上げさせていただいておるというところでござい

ます。事業費につきましては、全体で７６５万６,０００円の被害額、事業費でござい

ます。その中で、国の補助金、それから県の補助金、それから町の補助金、それから本

人負担分といったところで財源内訳が分かれまして、最終的にこういった補助金になる

というところでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  先ほどの小災害の関係でありますが、対象が２１件と

いうことであります。まだまだいろいろとその災害の後といいますか、かなり申出があ

るんじゃなかろうかなというふうに予測しておりますが、それに対する対応として、補

正予算等についてどのようにされるのか。いつ頃されるのか、それについてお尋ねしま

す。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  今回の災害につきましては、先般一般質問でも建設課長

のほうが申し上げましたとおり、補助災と単災、あるいは小災という格好になるんです

が、補助対象でない４０万円以下のものというのがこの小災害といったところになりま

す。これ最低の金額も決まっておりまして、１０万円以上４０万円以下というところで、

この小災害の復旧事業補助金というのが決まっております。 

 そういった中で、今まだまだ未確定のところもおおございますけれども、最終的には、

もし足りなければ、どっかの段階で補正もしていかなきゃいけないというふうには考え

ておりますけども、まずは現状をしっかり把握させていただいて、件数を確定させてい

ただくといったところで進めたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。２番、米澤君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  ５９ページ、町道直地線道路整備事業１,４００万円

ついてますが、これは舗装は済んどると思いますが、工事内容として拡幅でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設、ちょっと、ちょっと待って。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ページ、９１ページ、頭首工等測量設計業務…… 

○議長（沖田  守君）  はい、米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  はい。 

○議長（沖田  守君）  ページ数と、それからはっきり言うてくださいよ。担当課長

分からんけえ。ゆっくり。はい、どうぞ。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  先ほどのは５９ページです。 

 次が、災害復旧費、ページ、９１ページ、頭首工等測量設計業務委託料、ここの場所

はどこでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  それでは、５９ページの道路維持の工事請負費でござい

ますが、町道直地線でございます。これは、側溝の整備を行うものでございまして、延

長が約２８０メートルでございます。かねてより地元の御要望がございまして、今回、

麓耕地区の配水管布設工事が施工されるということでございまして、コスト縮減の観点

から見ましても、同じ時期に発注すべきであるということでありますので、予算の要求

をさせていただいたものでございます。以上でございます。 

 続きまして、９１ページですね。頭首工の場所等でございますが、申し訳ございませ

ん。まず、山下地区のほうが護岸の崩壊がございましたので、それがございます。あと

小災害、あとは須川地内の頭首工、中曽野地内の頭首工等がございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。はい。（「３番」と呼ぶ者あり）はい。

はい、はい、はいどうぞ。あの……。 

○議員（３番 川田  剛君）  川田です。 

○議長（沖田  守君）  川田君。（笑声） 

○議員（３番 川田  剛君）  川田です。３５ページなんですけれども、障害者福祉

事業の負担金補助の中で、充実ということなんですが、どういったものに対するものな

のかというのと、次のページの３７ページです。コロナウイルス対策ということで、保

育園等に対策が実施されるようなんですが、どういった対策が取られるのかをお尋ねい

たします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず、障害者福祉費のほうの負担金補助交付金、つ

わの清流会補助金についてであります。 

 これは以前、議会のほうへも御説明をさせていただいておりましたが、つわの清流会

について障害者事業を行っておりますが、なかなか障害者事業において黒字化するとい



うのはなかなか難しいというところでありまして、そのときに補助金交付要綱制定をい

たしまして、補助の対象となる事業として就労継続支援事業、放課後等デイサービス事

業、その他町長が認める事業ということ、その中で、その事業に要する人件費の２分の

１を上限として、予算の範囲内でいわゆる足らず部分を補填をするということが昨年度

制定をさせていただきまして、今年度が初めての補助金の交付ということになっており

ます。 

 これにつきましては、前年度の事業に対して補助をするという形になってきますので、

当初予算で上げられませんで、つわの清流会が令和２年度の決算を６月に行って、その

状況を見て今回９月の補正で上げさせてもらったということになっております。 

 それから、次のページ、児童福祉総務費の補助金についてでありますが、まず、上の

段、保育環境改善等事業補助金、これにつきましては、各保育園に対しての補助金とい

うことになります。内容につきましては、それぞれ各園に様々でありますが、空気清浄

機であったり、またはマスク、消毒薬、その他コロナ予防ということであれば基本的に

は何でも通りますので、各保育園必要な物をいろいろ上げてきているということになっ

てます。 

 それから、その下の新型コロナウイルス感染拡大防止事業補助金、こちらにつきまし

ては、病後児保育であるとか、子育て支援センター、それから、児童クラブ等に対する

ものであります。これも、それぞれ各事業所において必要な物を上げてきているという

ことになっております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ページは２１ページの企画費でございますけど、津和

野高校の下宿の補助金がまた増額ということで、事業対象者が増えたということでござ

いますが、現在その対象者が増えたあかつきに、下宿をされてる家庭が何件あるかとい

うことと、この補助金の内容ちょっともう１回確認したいということでございます。 

 それともう一つ、その下の情報処理費について、いろいろ予算が減額予算があったり、

増額したりしておりますが、去年ぐらいからの質問で、この議会のペーパーレスという

ことで、タブレット端末の整備をこの時期ぐらいまでにはできるのではないかという期

待がありましたが、この辺についての進捗状況をお伺いいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  津和野高校の下宿補助金のことでございま

すが、これ最初当初予算が下宿する学生が、生徒数が１１人で計算しておりました。現

在は、４月時点で１８人ということで増えたために今回補正をするものでございます。

ただ、今現在はちょっと減ったということも伺っておりまして、その辺を加味して今回

補正計上しております。 



 補助金の中身についてでございますが、１人当たり月額２万円を上限とした補助金と

いうことで計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  まずもって議会のペーパーレス化に伴いますタブレ

ット導入につきまして、取組のほうが遅れているということへの御指摘でございます。

現状を申し上げますと、担当のほうでそういった手続を進めておりますけども、建物の

通信環境等が悪いというふうなこともあったりして、そういった調査も今させていただ

いておるところでございますし、今回、予算書の１９ページ、一般管理費でございます

が、備品購入費で７５万３,０００円計上させていただいております。この内訳につき

ましては、そのタブレットに係るペンシルだとか、保護フィルム、それからタブレット

を置く３６０度回転スタンドといった物も今回予算として計上させていただいておる

ところであります。年内には、１１月ぐらいにはタブレットを皆さんのほうにお渡しで

きるんじゃないかと、今、そういったスケジュール間で進めている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  先ほどの下宿の関係で、学生の数が１１人から１８人

に増えたということでございますが、その下宿の家庭は何件あるかということで、さら

にお答えができればお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  当初７件でございましたが、ちょっと１件

ほど下宿の大家さんの体調不良により、今ちょっとできていないところがございますん

で、実質今６件だと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  すみません。先ほどちょっと聞き漏らしましたが、６

５ページの例の中座の造成工事費の問題ですが、私ちょっと尋ね方が悪かったんかもし

れませんが、これ事業費を当初予算に比べまして増額してるわけですね、増額に伴いと

あるんだから、６６２万８,０００円で、この内訳を聞きたかったわけですが、何を増

額したの。どういう工事をやったわけですか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  今、これにつきましては、議員今おっしゃられたとおり、

増額部分でございますが、この内容につきましては、今設計委託をしておりまして、た

だいま資料を持ち合わせておりませんので、この場ではちょっと御説明できません。大

変申し訳ございません。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それじゃあ、あと出してもらえますか。 



○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  それでは、後ほど資料のほう確認いたしまして、お出し

するようにいたします。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ７１ページの学校給食センター建設に伴い、中電柱の

移転の補償費なんですが、この内訳をちょっとお願いします。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  建設予定地は、津和野中学校のプールのところになりま

すけども、そこの町道が沿って、町道が走っておりますが、その町道のカーブのところ

に１本中電柱がございまして、これが工事をするのに支障だということでそれを移転す

るものでごさいます。１本でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９２号令和３年度津和野町一般会計補正予算（第４号）については、原案のとおり

可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 



────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第９３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、議案第９３号令和３年度津和野町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９３号令和３年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）については、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第９４号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第９４号令和３年度津和野町介護保険特別

会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９４号令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、原案

のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第９５号 

○議長（沖田  守君）  日程第１４、議案第９５号令和３年度津和野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、議

案第９５号令和３年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

棄権（１名） 

板垣 敬司君                 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第９６号 

○議長（沖田  守君）  日程第１５、議案第９６号令和３年度津和野町下水道事業特

別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９６号令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 



板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第９７号 

○議長（沖田  守君）  日程第１６、議案第９７号令和３年度津和野町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９７号令和３年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、原案

のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第９８号 



○議長（沖田  守君）  日程第１７、議案第９８号令和３年度津和野町診療所特別会

計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９８号令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第９９号 

○議長（沖田  守君）  日程第１８、議案第９９号令和３年度津和野町介護老人保健

施設事業特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は

１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第９９号令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第１００号 

○議長（沖田  守君）  日程第１９、議案第１００号令和３年度津和野町水道事業会

計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１００号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第１００号令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程全て終了いたしました。会議

を閉じます。 

 令和３年第８回津和野町議会定例会を散会といたします。御苦労でありました。 

午前９時 59分散会 

────────────────────────────── 
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令和３年 第８回（定例）津 和 野 町 議 会 会 議 録（第５日） 

                        令和３年９月 22日（水曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第５号） 

                    令和３年９月 22日  午前９時 00分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 町長提出第 101 号議案 令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第３ 町長提出第 102 号議案 令和２年度津和野町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について 

 日程第４ 町長提出第 103 号議案 令和２年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第５ 町長提出第 104 号議案 令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について 

 日程第６ 町長提出第 105 号議案 令和２年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 日程第７ 町長提出第 106 号議案 令和２年度津和野町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 町長提出第 107 号議案 令和２年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第９ 町長提出第 108 号議案 令和２年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決

算の認定について 

 日程第 10 町長提出第 109 号議案 令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別

会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第 11 町長提出第 110 号議案 令和２年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算

の認定について 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続いてのお出かけ、ありがとうご

ざいます。 

 誠に、声がなかなか元にもどりませんで恐縮でありますが、聞きづらい点もあるかと

思いますが、お許しをいただきたいと思います。 

 ただいまより令和３年第８回定例会５日目の会議を始めたいと思います。 

 ２番、米澤宕文君より欠席の届けが出ております。 

 ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、７番、御手洗剛君、８番、三

浦英治君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１０１号 

日程第３．議案第１０２号 

日程第４．議案第１０３号 

日程第５．議案第１０４号 

日程第６．議案第１０５号 

日程第７．議案第１０６号 

日程第８．議案第１０７号 

日程第９．議案第１０８号 



日程第１０．議案第１０９号 

日程第１１．議案第１１０号 

日程第１２．議案第１１１号 

○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第１０１号令和２年度津和野町一般会計歳入

歳出決算の認定についてより、日程第１２、議案第１１１号令和２年度津和野町水道事

業会計歳入歳出決算の認定についてまで、以上１１案件につきましては、決算審査特別

委員長の報告を求めます。１１番、岡田克也君。 

○決算審査特別委員会委員長（岡田 克也君）  それでは、令和３年第８回９月定例会

において本委員会に付託されました令和２年度津和野町一般会計、特別会計及び公営企

業会計の歳入歳出決算は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の

規定により報告いたします。 

 議案第１０１号令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成多数

にて認定。 

 議案第１０２号令和２年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、全員賛成にて認定。 

 議案第１０３号令和２年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

全員賛成にて認定。 

 議案第１０４号令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、賛成多数にて認定。 

 議案第１０５号令和２年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、全員賛成にて認定。 

 議案第１０６号令和２年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、全員賛成にて認定。 

 議案第１０７号令和２年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定について、

全員賛成にて認定。 

 議案第１０８号令和２年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定について、全

員賛成にて認定。 

 議案第１０９号令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、全員賛成にて認定。 

 議案第１１０号令和２年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算の認定について、全員

賛成にて認定。 

 議案第１１１号令和２年度津和野町水道事業会計歳入歳出決算の認定について、全員

賛成にて認定。 

 審査年月日。令和３年９月３日、１０日、１３日、１４日、１６日の５日間でありま

す。 

 審査の結果及び概要、意見について。 



 議案第１０１号令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

 令和２年度の歳入総額は１０６億８,７２２万９,７９０円、歳出総額は１０４億８,

２７６万３,２６３円で、差引収支は２億４４６万６,５２７円（うち、繰越明許費繰越

額９,１６３万３,０００円、事故繰越し繰越額３,５７１万９,１９２円）で、実質収支

額は７,７１１万４,３３５円の黒字決算である。 

 令和２年度基金残高は、一般会計基金２７億９,４１５万１,１０８円（前年度比１億

７,７８５万７１０円の減）である。一方、地方債残高は総額１３６億３,１１１万６,

０００円、前年度比７億８,３２７万３,０００円増）であり、町民１人当たりの負担額

に換算すると１９４万４,０００円である。 

 実質公債費比率は９.７％で、前年度より０.１ポイント改善しており、これまで実施

されてきた繰上償還の努力の現れであると評価するものである。 

 経常収支比率は前年度比２.８％減少しているが、令和２年度の人件費比率は２４％

（昨年度比１.３％増）である。嘱託職員が会計年度任用職員に移行して、物件費から

人件費に移行した影響が大であるが、県内町村と比較しても人件費率費が高く、効率的

な人員配置などに努められたい。 

 今後、ケーブルテレビ施設ＦＴＴＨ化事業や役場庁舎に係る大型の起債の償還があり、

実質公債費率の上昇が懸念される。 

 それに備え、引き続き計画的な繰上げ償還の実施、有利な財源の活用、経常的経費の

抑制等に努められたい。 

 新型コロナウイルス感染症拡大による要因もあるとはいえ、繰越事業が非常に多い。

繰越事業により年度内に事業が完結しなければ、事業の償還に対する交付税の交付が遅

れ、財源不足が生じる恐れもあり、また、余分な利子を払うことにもなるため、事業繰

越しは極力控えるべきである。 

 町民税については、滞納額２３６万６,０００円（前年度比５１万３,０００円増）で

ある。 

 増加の要因は、新型コロナウイルス感染症拡大による特例猶予によるものである。個

人町県民税の収納率は９９％で、昨年に引き続き島根県内において第１位であり、県と

の併任制度等の連携やオンライン研修会での知識研鑽など、税務住民課の業務精励の成

果と高く評価されるものである。 

 固定資産税の滞納額は、５,６８３万６,０００円（前年度比３,０８４万７,０００円

増）であるが、これも同じく特例猶予によるものであり、固定資産税における不納欠損

総額は１６０万円（前年度比１万９,０００円増）で、そのうち１３０万９,０００円（３

７件）が処分の停止、２９万１,０００円（４８件）が徴収不納によるものである。 

 差押え執行状況は３１件で、換金状況は１４９万５,０００円である。税の公平性の

観点、厳しい財政状況から今後も納税相談などを綿密に行いながら、徴収努力を継続さ

れたい。 



 使用料などでは、住宅・借上げ賃貸住宅使用料の滞納額５１１万３,０００円（前年

度比３７万５,０００円減）、負担金では、一時保育利用料の滞納額１０万４,０００円

（前年比同額）である。関係各課が情報共有し、世帯の状況を見ながら、実情に合った

滞納徴収を行われたい。 

 自主財源に乏しい当町にとっては、公平性の観点からも滞納徴収に努め、自主財源の

確保に努められたい。 

 ふるさと納税は２,８４９件の６,４５８万７,０００円（前年度比２,３３５万２,０

００円増）である。ふるさと津和野基金の令和２年度末残高は、７,６７３万７,０００

円で、令和２年度中に３,８９２万４,０００円の繰出しを行っている。今後の返礼品に

ついては農商工振興にもつながるため、選択肢の拡充やインターネットサイトの活用に

よる効果を期待する。 

 ふるさと納税を財源として実施したガバメントクラウドファンディングで、子ども宅

食事業に対して８０８万８,０００円、高校魅力化に対して６０２万３,０００円が集ま

ったことから、返礼品の充実のみならず、社会的貢献を目的とした事業の展開を考える

べきである。 

 自主財源の乏しい当町にとって、ふるさと納税収入は貴重な財源であり、社会的貢献

や町内産品の販路拡大や宣伝に寄与するものであるから、関係者と連携し、今後さらに

研究を重ねて増額に努められたい。 

 職員の時間外勤務は７,８８５時間で、平成３１年度より１,３１４時間減少している。

２００時間以上の者は、昨年度１２人であったものが６人に減少している。長時間労働

は心身に多大な影響を与えるため、引き続き適切な人員配置を図りつつ、組織内連携や

事務の効率化を図り、就労環境の更なる改善を期待したい。 

 不用額について、３月補正予算で減額補正の処理が行われていない予算もあったが、

翌年度繰越しや出納閉鎖まで支出が確定しないものが概ねであった。事業の進捗状況と

予算執行状況の掌握と管理を徹底されたい。 

 以上、意見を付し、本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０２号令和２年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。 

 令和２年度の歳入総額は１１億１１８万９,５６２円、歳出総額は１０億７,６４８万

８,８７９円で、差引収支は２,４７０万６８３円の黒字決算である。 

 国民健康保険税の滞納額は７４８万６,０００円で、昨年度より２７９万５,０００円

減であり、滞納額が大幅に減少しており、健康福祉課の徴収努力が伺える。税の公平性

の観点から引き続き滞納徴収に努めるべきである。 

 特定健康診査の受診率は４８.３％（前年度比２.６％減）であり、コロナ禍の影響で

昨年度よりは減少したが、ＡＩの活用により、平成３０年度以前よりは大幅に受診率が



向上している。疾病は初期での発見が重要であり、引き続き特定健康診査の受診率の向

上を図られたい。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０３号令和２年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について。 

 令和２年度の歳入総額は１３億６,７６８万４,８７６円、歳出総額は１３億４,０８

６万５,８１６円で、差引収支は２,６８１万９,０６０円の黒字決算である。 

 介護保険税の滞納は１４０万８,０００円で、昨年より６５万８,０００円減である。

不納欠損処理は７５万４,０００である。公平性の観点から、引き続き滞納徴収に努め

るべきである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０４号令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。 

 令和２年度の歳入総額は３億１,６０２万４,４６３円、歳出総額は３億１,５１８万

９,４１９円で、差引収支は８３万５,０４４円の黒字決算である。 

 以上、本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０５号令和２年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て。 

 令和２年度の歳入総額は３億２,３２２万７,７７７円、歳出総額は３億１,５１１万

１,２２８円で、差引収支は８１１万６,５４９円の黒字決算である。繰越明許費繰越額

が６３５万９,０００円で、実質収支額は１７５万７,５４９円となっている。 

 下水道料金の未納額が２３万８,０００円で、昨年度より２０万円の減となっている。

引き続き滞納徴収に努められたい。 

 令和２年度末現在の接続率は、津和野処理区５７.３％、日原処理区８７.８％である。 

 下水道整備は大きな財政負担が生じるため、加入率を上げる努力が必要である。下水

道未整備地域や下水道整備予定でありながら整備がなされなかった区域においては、合

併処理浄化槽の整備の検討を図られたい。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０６号令和２年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について。 

 令和２年度の歳入総額は４６６万３,３５３円、歳出総額は４５７万３,７２０円で、

差引収支は８万９,６３３円の黒字決算である。 

 以上、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０７号令和２年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定について。 

 令和２年度の歳入総額は１,３５９万７,１５０円、歳出総額は１,３５９万７,１５０

円の同額である。 

 以上、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 



 議案第１０８号令和２年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定について。 

 令和２年度の歳入総額は５,７３２万６,０８９円、歳出総額は５,１０３万１,６００

円で、差引収支は６２９万４,４８９円の黒字決算である。 

 新型コロナウイルス感染症拡大による受診控えもある中で、令和２年度の外来患者数

は７,０３１人で前年度比２１８人増であり、一日平均患者数も２９.４人（計画は２８

人）に増加している。所長の須山医師をはじめ、非常勤医師による診療体制の充実の成

果であると思われる。 

 令和３年度内にはレントゲン装置や検査機器などが配備されることから、日原地区や

周辺地域の患者受入れを積極的に行い、地域住民の付託に応え、一層の経営安定を図る

べきである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０９号令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の

認定について。 

 令和２年度の歳入総額は２億９,３９８万６,４９０円、歳出総額２億７,４９６万７,

９２９円で、差引収支は１,９０１万８,５６１円の黒字決算である。一般会計より２３

９万９,０００円を繰入金として繰り入れている。 

 益田赤十字病院との連携強化により、入所者数、入所者療養収入ともに大幅に増えて

いる。介護職員の確保が難しい状況下で、介護職員の確保、育成対策を早急に講じ、運

営並びに経営の一層の改善を期待するものである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１０号令和２年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算の認定について。 

 令和２年度の収益的事業収入総額は８億９,５８７万７６円、収益的事業支出総額は

８億８,５４９万９,０６３円で、当年度純利益は９７５万３,０１３円の黒字決算であ

る。 

 資本的収入総額は２,４８３万８,７１７円、資本的支出総額は４,２８７万５,４３４

円で、差引き１,８０３万６,７１７円の資金不足が生じたので、過年度分損益勘定留保

資金から補填している。 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、入院・外来患者数は前年を下回ったが、

益田赤十字病院との連携強化などにより入院収入の診療単価が上がっており、前年度と

比較して入院収入は増えている。今後、地域医療を守り継続するためには、看護師等の

医療従事者の確保が重要であり、処遇改善が必要であると考えられる。益田赤十字病院

や日原診療所などと綿密に連携しながら入院収入等を増やし、また、共同購入などで支

出を抑制して財源確保を図るべきである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１１号令和２年度津和野町水道事業会計歳入歳出決算の認定について。 



 令和２年度の収益的事業収入総額は３億６,０２７万９４５円、収益的事業支出総額

は３億２,３７４万９,９７５円で、当年度純利益は２,０９６万３,６０６円の黒字決算

である。 

 資本的収入総額は１億９,４７２万５,０００円、資本的支出総額は３億９３７万６,

５１６円で、差引き１億１,４６５万１,５１６円の資金不足が生じたので、繰越利益剰

余金などから補填している。 

 安全で安心な飲料水の安定的な供給のために、「津和野町新水道ビジョン」に沿って

計画的に管路の修繕を取り組まれたい。 

 一日も早い未給水地区の解消を目指し、町民が等しく水道供給を受益できるよう努め

られたい。 

 安定した飲料水供給のために、施設や管路の維持修繕は必要不可欠である。給水人口

が減少し、財源確保が難しい中、水道料金の改定について今後検討する必要があるが、

新型コロナウイルス感染症拡大状況下で、水道料金改定の際は、受益者から十分に理解

が得られるよう、「津和野町新水道ビジョン」の概要の周知に努められたい。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 令和３年９月２２日、津和野町議会議長、沖田守様、決算審査特別委員会委員長、岡

田克也。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 これより委員長に対する質疑に入りますが、まず、質疑は一般会計、特別会計、公営

企業会計に分けて行いたいと思います。 

 それでは、まず一般会計に対する質疑がありましたらお願いします。ありませんか。

いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、特別会計について、一括して質疑をお願いします。あ

りませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、公営企業会計について、一括して質疑をお願いします。

ありませんか。いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。 

 以上で、決算審査特別委員長に対する質疑を終結します。委員長、御苦労でありまし

た。 

 続きまして、討論、採決に入ります。 

 議案第１０１号令和２年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について、これより

討論に入ります。 



 まず、原案に反対者の発言を許します。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場で討論させていただきます。 

 住民協働推進事業費についてです。まちづくり組織交付金は、自治組織が独立して運

営してきた部分にまで入り込み、組織を弱体化する可能性があります。自治組織の将来

を見据えての地域活性化につなげられるとは思えません。延命的対策ではなく、抜本的

な対策を行うべきです。町内には１０戸以下で組織する自治組織もあります。組織維持

のための課題と、何が必要なのかを調査し、行政と自治組織が協働して課題解決する必

要があります。 

 地域提案型助成事業は、地域全体で抱える課題を地域全体で助け合って解決していく

ことが目的です。先進的取組を、未来づくり協働会議を通して、他の地域に波及させて

いく仕組みづくりが必要です。現状の未来づくり協働会議は、報告の場から、津和野町

の未来を創造していく場に変えていくべきです。 

 以上の立場から、令和２年度津和野町一般会計決算に反対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、議案第１０１号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（９名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（１名） 



寺戸 昌子君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０２号令和２年度津和野町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０２号を採決します。本決算に対する委員長の報告は認定であり

ます。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の方

は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０３号令和２年度津和野町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０３号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 



〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０４号令和２年度津和野町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場で討論させていただきます。 

 後期高齢者医療制度は、国民を年齢で区切り、高齢者を別枠の医療保険に強制的に囲

い込んで、負担増と差別医療を押しつける悪法です。後期高齢者医療制度そのものに反

対をしています。 

 以上の立場から、令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に反対し

ます。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、議案第１０４号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（９名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（１名） 

寺戸 昌子君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０５号令和２年度津和野町下水道事業特別

会計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０５号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 



○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０６号令和２年度津和野町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０６号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０７号令和２年度津和野町奨学基金特別会

計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０７号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０８号令和２年度津和野町診療所特別会計

歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０８号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 



○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１０９号令和２年度津和野町介護老人保健施

設事業特別会計歳入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０９号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（９名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

棄権（１名） 

御手洗 剛君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１１０号令和２年度津和野町病院事業会計歳

入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１０号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 



〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続いて、議案第１１１号令和２年度津和野町水道事業会計歳

入歳出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１１号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は１のボタンを、反対の

方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、本

案件は委員長報告のとおり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 



反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第１１２号 

日程第１４．議案第１１３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第１１２号令和３年度日原診療所移転増築

工事請負変更契約の締結について及び日程第１４、議案第１１３号日原診療所レントゲ

ン設備の取得に係る物品売買契約の変更についての２案件については、会議規則第３７

条の規定により一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  今定例会に追加で提案いたします案件は、契約案件２件、一

般会計補正予算案件１件の合計３案件でございます。重要な案件でございますので、慎

重審議を賜り可決賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第１１２号でございますが、令和３年度日原診療所移転増築工事請負変更契約の

締結について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長

から御説明を申し上げます。 

 議案第１１３号でございますが、日原診療所レントゲン設備の取得に係る物品売買契

約の変更について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当

課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  それでは、議案第１１２号について御説明いたしま

す。 

 令和３年度日原診療所移転増築工事請負変更契約の締結について。 

 地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 契約の目的でございますが、令和３年度日原診療所移転増築工事でございます。 

 契約の方法でございますが、随意契約でございます。 

 契約の工期でございますが、変更前完成工期、令和３年１１月３０日を変更後完成工

期、令和４年１月３１日に変更するものでございます。 

 契約の相手方は、住所、島根県鹿足郡津和野町瀧元５８番地の１、氏名、株式会社日

成建設、代表取締役坂崎和義でございます。 

 裏面に、資料といたしまして、変更仮契約書の写しを添付しておりますので、御確認

いただきたいと思います。 

 次に、参考資料を御覧ください。 

 変更の概要でございます。変更の理由といたしまして、移転増築工事現場において、

地下埋設物が確認され、撤去を行う必要が生じたことから、再度の地盤調査を行い、地

盤改良の追加及び調査のため掘削した部分の表層改良等の追加工程が発生したことに



より、予定工期に２か月程度の遅れが生じたため、完成期日を令和４年１月３１日に変

更するものでございます。 

 なお、本変更仮契約は、津和野町議会の議会を得たとき、何らの手続をすることなく

本契約となるものでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第１１３号について御説明いたします。 

 日原診療所レントゲン設備の取得に係る物品売買契約の変更について。 

 地方自治法第９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 契約の目的でございますが、日原診療所レントゲン設備の売買契約でございます。 

 契約の方法でございますが、随意契約でございます。 

 納入期限でございますが、変更前納入期限令和３年１１月３０日を、変更後納入期限、

令和４年２月１５日に変更するものでございます。 

 契約の相手方は、住所、島根県出雲市大津朝倉３－７、朝倉テナント１階。氏名、コ

ニカミノルタジャパン株式会社、ヘルスケアカンパニー山陰営業所長、新村和弘でござ

います。 

 裏面に資料といたしまして、変更仮契約書の写しを添付しておりますので、御確認い

ただきたいと思います。 

 次に、参考資料を御覧ください。 

 変更の概要でございます。変更の理由といたしましては、レントゲン設備を納入する

日原診療所の移転増築工事において不測の事態により完成が遅れることから、納入期限

を移転増築工事の完成期日変更に合わせ、約２か月程度延長すれるもので、完成期日を、

令和４年２月１５日に変更するものでございます。 

 なお、本物品売買の変更仮契約は、津和野町議会の議決を得たとき、何らの手続をす

ることなく本契約となるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 議案第１１２号令和３年度日原診療所移転増築工事請負変更契約の締結について、こ

れより質疑に入ります。ありませんか。川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  質問させていただきます。参考資料の変更理由のとこ

ろなんですけれども、「地下埋設物が確認さえ撤去を行う必要が生じた」ということで、

２か月程度の遅れがしながら、工期の変更は理由として分かります。 

 ただ、この予算については伴わず、２か月間の撤去費用についてはどこが見るのかを

お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 



○医療対策課長（清水 浩志君）  このたびの撤去費用につきましては、既に補正予算

のほうで５５０万円ほど提案をさせていただいております。 

 また、この撤去費用につきましては、町のほうで負担するというかたちとなっており

ます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この埋設物っていうのは、町が埋めたものなのかとい

うところと、それを町が見る必要があるのかというのが。その辺は、もう買った時点で、

津和野町が取得している時点で、そこはもう津和野町の埋設物という考え方でよろしい

んでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  この埋設物につきましては、御存じのとおり、日原

診療所の移転増築工事の現場におきましては、石西社の製紙工場がございました。 

 その製紙工場につきましては、合併前の平成１７年３月に解体したその土地になって

おります。解体工事につきましては、石西社が発注者となり、地元業者が元請業者とな

って、解体が実施されております。 

 その当時の日原町でございますけれども、その当時の担当の課長さんにお聞きしまし

たら、直接的には解体工事については日原町としては関与していないというところをお

聞きしております。 

 そうした中で、発注者と元請業者との間の契約の中で、解体工事について上屋部分だ

けの解体工事なのか、もしくはその地下埋設物を含めた解体工事なのかというところが、

現在のところ分かっておりません。 

 そうした中で、地下埋設物が今回残っていたというところで、もし、その契約の中で

上屋だけの解体工事であったというところであれば、その部分については、存置という

形で、残っていてもしようがないというものとして考えられております。 

 今回、実際のところ、津和野町がその土地を購入、まだその当時は日原町かもしれま

せんけれども、土地を購入して、今回、増築工事を行った場合に物が出てきたというと

ころでございますので、もうその部分については町として埋設物について撤去しないと

いけないということであると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  さっきの答弁でちょっと聞こえなかったんですが、

この廃棄物の量、レンガ等のコンクリートの量、この数量がどのぐらい出たもんか、こ

れをどうせ撤去されますと、そういう処分をしとるはずですが。それで、変更は認めて

おられんようでございます。工期だけの変更になっておりますが。金額変更はどういう

ふうに考えておられるのか。あるのか、ないのか、そのことを御答弁いただきたい。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 



○医療対策課長（清水 浩志君）  大変申し訳ございません。がれき等のものにつきま

しての数量的なものにつきましては、まだ業者のほうから正式な数字が出ておりません

ので、数字については把握をまだしておりません。 

 それと、今回、予算につきましては、精算の段階で金額について変更させていただこ

うと思っておりますので、恐らく予定につきましては、１２月議会のところで提案をさ

せていただく予定になっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第１１２号令和３年度日原診療所移転増築工事請負変更契約の締結については原案

のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第１１３号日原診療所レントゲン設備の取得に係る物品

売買契約の変更について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第１１３号日原診療所レントゲン設備の取得に係る物品売買契約の変更については

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第１１４号 

○議長（沖田  守君）  日程第１５、議案第１１４号令和３年度津和野町一般会計補

正予算（第５号）を議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１１４号令和３年度津和野町一般会計補正

予算（第５号）についてでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ４,３２０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を９５億２６３万３,０００円とするものでございま

す。 

 詳細につきましては担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第１１４号を御説明いたします。 

 まず、４ページをお開きください。 



 第２表地方債補正の変更でございます。総額で３,９４０万円の増額補正をしており

ます。詳細につきましては、事項別明細書の中で御説明をいたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明をいたしますので、１２ページをお開きくださ

い。 

 農林水産業費では、林業振興費の工事請負費として原木チップヤードの水対策工事等

の出来高対応分に伴い、１,８３０万７,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、災害復旧費では、現年農地農業用施設災害復旧費の工

事請負費として、７月の豪雨災害に伴い、幾久井出頭首工応急仮工事１６５万円を増額

をしております。 

 現年林道災害復旧費の工事請負費として、８月豪雨災害に伴い、林道耕田内美線ほか

２路線５か所の応急対策工事９００万円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、現年公共土木施設災害復旧費の工事請負費として、８

月豪雨災害に伴い、町道野中線ほか６路線１河川の９か所の応急対策工事１,４２０万

円を計上をしております。 

 それでは、歳入を御説明いたしますので、１０ページにお戻りください。 

 地方交付税では、普通交付税３８０万円を計上しております。 

 町債では、農林業債の過疎対策事業債として、原木チップヤードの水対策工事等の出

来高対応分に伴い、自然エネルギー利用施設１,８３０万。 

 災害復旧債の農林水産業施設災害復旧債として、７月の豪雨災害による幾久井出頭首

工応急仮工事及び８月豪雨災害に伴う林道耕田内美線ほか２路線５か所の応急対策工

事に伴い、農林水産業施設災害復旧事業６９０万円を増額をしております。 

 公共土木施設災害復旧債として、町道野中線ほか６路線１河川の９か所の応急対策工

事に伴い、公共土木施設災害復旧事業１,４２０万円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 以上で提案理由の説明を終わります。これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 



〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、議

案第１１４号令和３年度津和野町一般会計補正予算（第５号）は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  それでは、ここで１０時１０分まで休憩といたします。 

午前 10時 00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 10分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．請願第２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１６、請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を

求める請願についてを議題といたします。 

 本請願につきましては、お手元に配付の請願文書表のとおりであります。 

 お諮りをいたします。本請願につきましては、会議規則第９２条第２項の規定により、

委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。よって、本請願は委員会付託を省略す

ることに決定いたしました。 

 これより、本請願について紹介議員より説明の必要があれば、これを許可いたします。

寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  本請願の趣旨説明をさせていただきます。 

 まず、請願者である農民運動連合会の説明をさせていただきます。 



 農民運動連合会を通称農民連と呼ぶんですが、農民連は農業と農家の経営を守る目的

で農家が自主的につくった団体です。４７都道府県に連合会があります。島根県もその

一つです。 

 思想、信条、政党支持の自由の下で、みんなで力を合わせて農業を続けていくための

様々な取組を進めています。農業と農家の経営を守る目的で１９８１年１月に結成され

ました。農民連は食品分析センターを持っています。残留農薬や重金属、細菌の検査、

遺伝子組替作物の分析が会員価格でできます。会員の生産した農産物の安全性のチェッ

ク、それを消費者にアピールするとともに輸入農産物の残留農薬を告発して政府を動か

しています。テレビでも度々紹介されています。２００１年１２月に輸入冷凍野菜の残

留農薬問題の結果報告がきっかけで、厚労省の検査も始まりました。 

 では、この請願の内容について、説明させていただきます。 

 政府はかねてより米の需要に応じた生産を行うため、経営所得安定対策等の交付金を

行い、飼料用米や麦、大豆への転換などを図ってきました。しかし、新型コロナウイル

ス感染症の拡大による自粛要請、さらに緊急事態宣言の再発令により米需要減少に歯止

めがかからず、２０１９年産米の過大な流通在庫が生まれました。２０２０年産米市場

価格は大暴落し、米価下落は底なしの状態になっています。 

 政府は３６万トンの上乗せ減反を打ち出しましたが、今年の古米在庫の６０万トンに

も及ぶと試算される中、３６万トンの減産が実行されたとしても効果の消失が心配され

ます。 

 このままでは感染拡大によるさらなる消費減少と相まって、２０２１年産米の大暴落

はもとより、来年の６月末在庫が２５０万トン規模となり、３年連続の米価暴落を引き

起こします。多くの米農家が米作りから撤退することにつながりかねません。 

 大規模経営でも同様です。コロナ禍の米需要減少による過剰在庫分は、国が責任をも

って市場隔離すべきであり、その責任を生産者、流通業者に押しつけることは許されま

せん。政府の責任による特別な隔離対策が絶対に必要です。緊急的な対策を可能な限り

迅速に行わなければなりません。 

 島根県には東の魚沼コシヒカリ、西の仁多米と言われる全国ブランドの仁多米があり

ます。しかし、仁多米の生産農家の御夫婦は「余りにもひどい、もう米を作るのは私た

ちで終わりにしないといけない」と苦しい胸のうちを話されています。 

 コロナ禍の中、各地で取り組まれているフードバンクには、食料などを求めて多くの

方が参加しています。かつてない危機的な事態の中で苦しむ国民と農家への支援のため

に従来の政策的枠組みにとらわれない対策が緊急に求められます。よって、政府に次の

事項の実現を求めます。 

 １、コロナ禍で生まれた市場に滞留する在庫を政府が買い取るなどして市場から隔離

し、需給環境を改善するとともに米価下落に歯止めをかけること。 



 ２、コロナ禍などによる生活困窮者、学生などへの食料支援制度を欧米並みに創設し、

政府が支援すること。 

 以上の趣旨により、津和野町議会において国関係機関に対し、新型コロナ禍による米

危機の改善を求める意見書を提出していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  紹介議員から趣旨説明等ございました。 

 これより質疑に入りたいと思います。ありますか。三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  まず、３点ほどお伺いします。 

 趣旨説明の中盤辺りで来年の６月末、在庫が２５０万トン規模となりとありますけど

も、農林水産省の米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針というのがホームページ

に出ております。 

 それによりますと、来年６月末の在庫量は２１０トン（発言する者あり）２１０万ト

ンと報告されております。この差はこの２５０万トンの根拠というのを教えていただき

たいなと思います。 

 それと、請願事項のコロナ禍で生まれた市場に滞留する在庫、これを政府が買い取る

などしてというふうに請願事項が書かれておりますけども、コロナで生まれた市場に対

する在庫とそうでない在庫の線引きができるのかどうかというのが、ちょっと不思議で

ならないので、その１点と、あと２項目めにあります生活困窮者、学生などへの食料支

援制度を欧米並みに創設しという、欧米並みにはどのようなことがなされているのかお

伺いいたします。 

○議長（沖田  守君）  紹介議員説明できますか。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  最初の御質問の６月末の在庫が２５０万トンというの

は、これは全国農業協同組合、ＪＡの中央会が発表している在庫です。政府よりやはり

現場に近いので数値が多くなったのじゃないかなと思います。 

 それから、コロナ禍での在庫ということは、線引きはやはりできないと思います。在

庫全般を減してもらわないと、コロナ禍での在庫だけを減すのでは米価下落は防げない

と思います。 

 それから、欧米並みの創設ということなんですが、今、松江などでも大学生を対象に

お米をただで持って帰ってもらったりという、何でしたっけ、何かこう皆さん大変な人

は来てくださいちゅうことで、民生連の方がされている何たら何たら。すみません。事

業の名前が分からないんですけど、本当に困窮している学生や生活をしておられる方に

お米を渡したりするのに、政府からの援助がないということです。もう自前で本当にお

米を作っておられる農家さんがそういう良いことをやっとるんだな、うちの米を使って

くれとか言って持って来られたり、お野菜を持って来られたりとか、賞味期限が近いか

らこれはもう売れないからここに持ってきて、まだ大丈夫じゃけえ食べてもらおうとか、

そういう物が集まっているそうです。やはりそういうところを政府が責任をもってしっ

かり対策をしていくべき。今、せっかく余っているお米があるんだから、政府が買い上



げてくれて、お米をそういう方に手元に届くようにという政策を取っていただきたいな

と思います。 

 学生は米を食べないだろうとか言う人もおられるんですが、実は学生も米が食べたい

けど、高いからその場しのぎでカップラーメン食べたりとかいうことを、その市場に来

られた方は言っておられるそうです。やはり日本人は米だということを言っておられる

そうです。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  一つだけ、食糧支援制度で民生連の人たちが支援して

いるという、民生連というのをちょっと簡単に言われたんで、ちょっと説明していただ

きます。 

○議長（沖田  守君）  答えられますか。分からなければ、分からないとおっしゃっ

て結構ですよ。寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  すみません。よくは分かりません。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。質問はありますか。紹介議員に対する質

疑はありますか。草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  すみません。ちょっと数量のことでもう一度お聞きし

ますが、今、請願のほうでは今年の１０月末には古米在庫が６０トンということに及ぶ

と試算をされているということでありますが、民間の在庫量は３年６月末で２１９万ト

ンというようなことで、私はちょっと確認しておるんですけども、ちょっとこの差が大

きいんで何かこの数量は何か根拠がちょっと違うんかなと思いますが、もし分かればお

願いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  すみません。よく分かりません。 

○議長（沖田  守君）  請願者になかなか中身まで質問されて、なかなか返答もお困

りのようでありますので、ここで質疑は終結をしたいと思いますが、よろしいでしょう

か。いいですか。まだありますか。え、あります。はい、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  請願者に御質問をしたいというふうに思っております

が、紹介議員でありますが、要は米の在庫が多くなって、それによって販売価格が大幅

に下落したということであります。 

 私もいろいろ状況を見る中で、コロナという観点もあるかもしれない、それは上乗せ

で今年度なり昨年度起きたものでありまして、根本的にはやはりここ最近、持続的に在

庫量が増えてきているという現状があるわけであります。 

 それで大きな原因として、生産調整があるんではなかろうか、国の生産調整の取組が

なくなってきているという状況が起因して、生産者団体なり産地がやはり需給バランス

を取れない状況にあるとそのように考えるものであります。 



 生産調整についてでありますが、この国が関与する生産調整につきましては、昭和４

４年から始まりました。最初の頃は稲作の作付中止、休耕を中心とした取組でありまし

たが、その後、稲からほかの作物への作付転換、転作であります。水田を活用した転作

作物の作付ということが中心になってまいりました。そして、平成１６年度から生産調

整の面積配分から生産数量目標配分となったわけであります。数量を配分、指示すると

いうふうな格好であります。 

 それから、その後平成３０年度からは行政による生産目標配分が廃止され、産地自ら

需要に応じた生産に取り組めというふうな形になりました。これが令和２年産からはこ

のこともなくなりまして、今後は地域の生産者や集荷業者、団体が中心となって需要に

応じた生産が行えるように行政、生産者団体、現場が一体となって取り組むようにとい

うふうなことで決定をされたとこであります。 

 この需給改善というものは、やはりそれぞれの産地が取り組む再生協議会を中心とし

た取組になっておりまして、地域協議会が国の需給見通しや米の生産、出荷などの情報

提供を受けた後に生産計画が示されております。 

 そうした中で主体的には生産者なり地域が幾ら作り、それを販売していくかというふ

うな格好の取り決めをしているものであります。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。あなたの趣旨はよく分かりましたが。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  はい、終わります。 

○議長（沖田  守君）  請願者の請願に対する質問がありますかということですから、

あなたの意見は簡潔に。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  はい。在庫が過剰在庫を政府は買い取るだけで事が済

むか、この米作に伴うものは今後も続くわけであります。これをどのようにお考えであ

るか、御質問をいたします。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  この農民連はもう政府のその減反に対する対策とか補

償金がどんどん減っていくところとか、いろんな面で政府に対して要求をしていってい

ます。今でもいろんなことを要求していっています。 

 それから、ミニマムアクセス米、外国からお米を買う、日本で米が余っているのにも

限らず外国からお米を買うというその枠をどうしても政府が崩さない。そういうところ

に対しても声を上げていっているんですが、それを、今、このコロナ危機でそれも含め

た請願を出すと、なかなかやっていただけない。もう明日にでもしていただきたい。お

米農家の方は大変な思いをされているということで、明日にでも、明日は無理ですけど、

請願を出すことによって少しでも早く、今、困っているそのときだけでも、コロナ禍で

大変なところだけでも何とかしてほしいという思いでこの請願を出されています。 

 それで、ミニマムアクセス米というのは、本当に要らないよということをいつもこの

農民連の方は言われるんですけど、そこを含めちゃ皆さんの同意を得られないだろう、



津和野町議会の方に採択してもらうわけにはいかないだろうということで、そこは入れ

ないよということでこういう請願になっています。 

 とにかく、今、このコロナで大変、もう商業の方もいろんな方が大変なんですけど、

農業も大変で、それを訴えていかないと私たちの生活ができなくなる。そして、子ども

達が農業を継ごうとしていたけど、こんな状態じゃあもう継げないよという声が出てき

ているということで、今回、請願を出されたそうです。 

 この請願を出すタイミングはもっと早かったほうがよかったと、今、それを反省はし

ておられますが、とにかくこのコロナを何とか乗り越えたい。そういう意味の請願で出

されたそうです。私も、本当、ミニマムアクセス米もやめてほしいし、減反するならき

ちっと減反というか、米をやめるならきちっと保証をつけてそういう政策を国がして農

家を守っていく、農家を成長させていく、農業で御飯が食べられていく日本にしてほし

いという思いを持っておりますが、とにかく、今、このコロナ、これで御飯を食べる人

が減っている。米を食べたいけどお金がないということで、外食産業のほうも自粛をさ

せられてお米を消費することができない。そういうことで、とにかく今のコロナに対す

る対策のお願いであって、それ以外のこともまたコロナが落ち着けばやっていってもら

わなくてはということで、この請願になっています。 

○議長（沖田  守君）  ほかに質問がありますか。川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  紹介議員に御質問いたします。 

 今のお気持ちというのは重々分かりますし、大変な思いをされている農家さんもいら

っしゃるだろうとは思うんですが、一方で、米だけを作っていらっしゃる方は大変なん

だろうなとも思うんですが、農家さんというのは果たして米だけを作っているのかとい

うところもありますし、あと大規模なところでお米が大打撃を受けているのは分かるん

ですけども、一方で大規模にされている方というのは、やはり農事組合法人ですとかい

ろいろな連携を取りながら、様々な策を打っているのではないかと思います。 

 そこで、今、コロナにおける米を買い取るという、１点に絞っての請願だということ

なんですが、そうしますとあらゆる業者に対しても仕入れの問題だとかいろんなところ

で課題があると思います。このたびは米に絞ってのことだと思うんですけれども、こう

した場合コロナに限ってこの農家だけの支援ということになりますと、他業種に対して

も同様に施策を展開していかなければならず、そうしたときに先ほど同僚議員の質問か

らもありましたように、じゃあコロナの影響はどこで線引きをするのかというとこは大

変難しくなってくるのではないかと思います。 

 津和野町においても、商業と同様に農林業に対してもコロナ禍による業績悪化の緩和

のための補助金が出されております。各自治体において、そうした取組がなされている

中で、この米の抜本的な対策は置いておくとするならば、これは作ったもの勝ちになっ

てしまって、そこでまたコロナ禍における農家の中での格差の拡大につながっていくの

ではないかと思うんですが、このコロナ禍で生まれた市場に滞留する在庫を政府が買い



取るということで生まれるその格差の拡大、これが生まれるのではないかという懸念に

ついて、紹介議員はどのように感じておられるのかを御質問いたします。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ちょっと川田議員の質問が余りにも難しいので、簡単

に言うと、その米農家だけが元気になっていいのかということだと思うんですが、まず

主食である米農家さんが元気になることによって、それに続きいろいろな農家さんが元

気になっていくというふうに私は考えております。 

 主食をきちんと、やはり国が管理していかないと、食べ物がきちんと入らないという

ことは、人間の体をつくっていけないということなので、とにかくまずは米をという考

えです。 

○議長（沖田  守君）  まだ質問ありますか。ないようでありますが、質疑を終結し

てもいいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  反対の立場で討論をします。 

 請願の趣旨や請願事項について、特に否定する理由は見当たりません。しかし、私も

農業経営の一人として今日まで零細ながらも取り組んできました。そして、農家であり

地方議会に席を置かせていただいております。 

 今回の請願について、内容等についてこれまで国が取り組んできた米政策について一

言も触れることなく、新型コロナ禍だけを取り上げた緊急避難的しかも具体性も乏しく、

今の時期に出せばいいというようなものではないと思っております。本件のような零細

な規模、しかも山間地に位置する条件下での水田農業は、生産性を伴わない国土の保全、

集落の維持といった視点が強く求められます。 

 昭和４０年代から長く続いた国の減反政策が平成３０年から大幅に見直され、生産者、

集荷業者、団体、ＪＡ等が中心となって、需要に応じた生産体制に移行しました。この

ことは作ることも売ることも自己責任ですよということです。従って、関東や東北のよ

うな平地を多く抱える穀倉地帯には、土地の集積、機械の大型化によって生産コストの

大幅な引き下げが可能となります。これによって米の需給バランスは崩れ、米の価格に

影響が及ぶこととなります。 

 津和野町議会としては、単にコロナ禍を前面に出した意見書より、中山間地における

国の政策の矛盾や転作等における交付金の増額等、言及した意見書の提出が適切である

と判断して、このたびの出された請願には反対といたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  このたびの請願に賛成の立場で討論をいたします。 



 昨日、米農家の人とお話をしておりましたら、今年、米価がかなり下がっておるとい

うことで、共済制度の中で９割補填をしていただけるということでありますが、また今

年下がったら下がった分からまた９割、来年の価格が下がったら下がった分のまた９割

ということで、だんだんとやはり厳しい状況が続いてくるということであります。 

 その中で特に生活困窮者や学生などの食料支援制度ということで、津和野町もガバメ

ントクラウドファンディングで文京区の貧困家庭に津和野町産のお米を送るという事

業に対して、大変たくさんの方々がこの事業に対して賛同して多くの寄付をされている。

そういうようなことからしても、やはりコロナ禍で困窮している方々に米を送り、また

米の価格の安定ということを求めるその意見書を今回見ましたけれども、私はその中で

否定する要因というものは見つかりませんでしたので、今回、賛成の立場として討論を

いたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  反対の立場で討論させていただきます。 

 紹介者の思いは重々分かります。ただ、分かりますけども、この意見書は、今回、内

閣総理大臣、農林水産大臣宛に出されるものと思われますけども、私が把握しているホ

ームページから出す２１０万トンという部分とこの数字の落差、これが全国中央会で示

された数字だというふうに質問のときに答えられましたけども、これもまだ確認してい

ないので私も何とも言えませんけども、ただこの文面でじゃあその思いがどうこうじゃ

なくて、この文面が国のほうに上がっていくわけですよね。じゃあ、これを見たときに

どう感じるかと、逆にもっと揉むべきじゃないかなみたいな気もします。 

 よって、ちょっと数字的なこと、また言葉自体が曖昧なような感じがします。意見書

の在りようについては、今回、この提案が出されたことであれこれ凄く悩みましたけど

も、今回は反対の立場で進めていきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。賛成者ですよ。草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  私は今回の請願に一応賛成の立場で討論いたしたいと

思いますが、コロナ禍でやっぱりいろんな影響が出ているのは確かだというふうに思い

ます。米政策全体に対しての意見も当然組み込んでいく必要もあろうかと思いますけど

も、やはり、今、本当に緊急的に困っている人、困っている状態というものをやっぱり

政府に上げていくという部分では、私は今回この請願については、賛成をしたいという

ふうに思います。 

 また、後で意見書も出しておりますけども、やっぱその意見書も含めてこういった声

を政府に伝えていくということが大事ではないかという思いで、私はこの請願に賛成を

いたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。御手洗剛君。 



○議員（７番 御手洗 剛君）  やはり先ほども申し上げましたように、需給バランス

を取るというところを全国的に均一に等しくやるべきでありまして、なかなか全国見通

したときに島根県はまさに指示に従った対応を１００％している県であります。そうい

ったところが、やはり全国的にはアンバランスを示しておる産地もあるわけであります。 

 特に、米の地産地においてその傾向が見られます。そういったことの改善が図られな

い限り、この需要と供給のバランスが今後も取れていかないということが根本にあると

いうことについて、この請願についてはコロナ禍で云々だけでは政府のほうへ意見書を

上げるということは反対したいと思っています。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  反対の立場で討論いたします。 

 先ほど質疑でも申し上げましたように、私もこのコロナ禍だけでという考え方でいき

ますとどうなのかなと。抜本的な米に対する対策をしていかなければ、米価の暴落とい

うのは止まらないのではないかと思っておりますし、また他の業種、他の農業をはじめ

とした米以外の作物にしても、ほかのコロナで困っている方々、そういった方々に対し

ても幅広く対応していかなければいけないと思います。 

 当然、この請願者の気持ちも分かりますし、紹介議員のおっしゃられた意味も十分伝

わってまいります。ただ、このコロナ禍での米に対することだけではなく、抜本的な対

策とそれ以外のものに関しても我々は議論していくべきだと思いますので、津和野町議

会としてこの請願を意見書として提出することには反対の立場とさせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより請願第２号を採決いたします。本請願を採択することに、賛成の方は１のボ

タンを反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、請

願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願については採択と決定をいた

しました。 

────────────・────・──────────── 



賛成（６名） 

草田 吉丸君          道信 俊昭君 

丁  泰仁君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（４名） 

川田  剛君          板垣 敬司君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．請願第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１７、請願第３号災害時における避難場所として役場

本庁舎３階の使用を求める請願についてを議題といたします。 

 本請願につきましては、お手元に配付の請願文書表のとおりであります。 

 お諮りをいたします。この請願は会議規則第３９条の規定により、総務経済常任委員

会に付託して閉会中の継続審査といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、請願第３号は総務産業常

任委員会に付託して閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．発委第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１８、発委第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見書（案）の提出についてを議題といたします。 

 これより、本案件について総務経済常任委員会委員長より趣旨説明を求めます。１番、

草田吉丸君。 

○総務経済常任委員会委員長（草田 吉丸君）  それでは、コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）について説明をさせていただきま

す。 

 上記議案について、津和野町議会会議規則第１４条第２項の規定により、別紙のとお

り提出をするものであります。 

 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）でご

ざいます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各地方に甚大な

経済的、社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いているこの中で、地方財

政は来年度においても巨額の財源不足から避けられない厳しい状況に直面をしている。 

 地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより地方創生雇用対策、

防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増数が見込まれ

る社会保障等への対応に迫られており、このためには地方税財源の充実が不可欠である。 



 よって、国においては令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を

確実に実現されるよう強く要望する。 

 記として。 

 １つとして、令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営

と改革の基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよ

う実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が

増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分

な総額を確保すること。 

 ２、固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直し

は断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済

対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来、国庫補助金等により対応

すべきものであり、今回限りの措置として期限の到来をもって確実に終了すること。 

 ３、令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和

２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

 ４、令和３年度税制改正により講じられた自動車税、軽自動車税の環境性能割の臨時

的軽減の延長について、さらなる延長は断じて行わないこと。 

 ５、炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税、または地方贈

与税として地方に税源配分すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 令和３年９月２２日、津和野町議会議長沖田守様、提出者、総務経済常任委員会委員

長草田吉丸。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 それでは、これから委員長に対して質疑に入りますが、ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 委員長御苦労でありました。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより発委第３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方は１

のボタンを反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、発

委第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の

提出については原案のとおり可決されました。 

 よって、各関係機関に津和野町議会の意見書として提出をさせていただきます。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．発議第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１９、発議第３号米の需給改善及び価格の安定に向け

た対策を求める意見書（案）の提出についてを議題とします。 

 これより、本案件について提出議員より趣旨説明を求めます。７番、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  それでは、意見書（案）について説明をさせていただ

きます。 

 米の需給改善及び価格の安定に向けた対策を求める意見書（案）。全国的な人口の減

少や高齢化などに伴い、毎年８万トンの需要減少トレンドから近年１０万トンの減少に

拡大する中、コロナ禍により業務用需要を中心に主食用米の消費量が減少をしておりま

す。 

 こうした中で、令和３年産米の需給均衡に必要とされる過去最大規模の６.７万ヘク

タールの作付転換が達成される見込みとなっているが、コロナ禍の影響により需要量が

減少したことから、令和３年６月末の民間在庫量は２１９万トン、令和４年６月末民間

在庫量が２１０万トン見込まれ、適正水準の１８０から２００万トンを３年連続上回る

状況となっている。 

 こうした販売環境を踏まえ、設定している全国生産地の令和３年産米の概算金は６０

キロ当たり２,０００円から３,０００円程度下落しており、ＪＡしまねの買取価格もコ

シヒカリで２,０００円引き下げられ、７月からの豪雨や台風９号など度重なる気象災

害も相まって、次年度に向けた営農継続意欲が減退してきている。 

 島根県の主食用米の生産量は８.６万トン、全国シェアは１.２％に過ぎず、県産米の

価格は全国の需給動向の影響を大きく受けることから、下記のとおり国が責任をもって

米の需給と価格の安定に向けた対策を講じるよう強く要請する。 



 １つ、米生産の主産地（東北、北関東等）に対して、米政策の基本である需要に応じ

た生産が徹底されるよう、改めて国の働きかけを強化すること。 

 ２つ、コロナ禍の影響に伴う需要量の減少は、生産者、関係団体等による需給環境の

改善に向けた取組だけでは限界があることから、在庫の解消に向けて備蓄米の買入れ数

量を増やすなど抜本的な対策を講じること。 

 ３つ、令和４年産に向けては、水田活用の直接支払交付金をはじめとした作付転換を

実現するための予算を十分確保するとともに、需要に応じた生産に真面目に取り組む生

産者が再生産可能な所得が確保できるような対策を講じること。 

 ４、米の需要回復拡大に向けて、輸出の拡大や子ども食堂等への提供などの需要拡大

対策を強化すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出したいと思います。 

 以上で、趣旨説明を終わりたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  提出先を申し上げてください。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  はい。 

 提出先は、国。 

○議長（沖田  守君）  いやいや、この請願の。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  失礼しました。 

 意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長。 

○議長（沖田  守君）  いや、ちょっと隣、教えてあげてよ。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  失礼しました。 

 令和３年９月２２日、津和野町議会議長沖田守様、提出者、御手洗剛。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 以上で、説明が終わりました。 

 これから質疑に入ります。ありませんか。ないですか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  このたびの意見書の中で、４番の特に米の需要回復

拡大に向けて輸出の拡大や子ども食堂等への提供など、需要拡大対策を強化するという

ことであります。 

 現在、日本の米というのは非常に高く評価されており、すしやまた日本酒などそうい

う物にも使われてくることであります。海外においても米の需要は拡大しており、輸出

の拡大政策を取ることは米の生産に対して価格の安定をもたらすことだと思いますし、



また貧困対策として子ども食堂へ提供されることなど、需要拡大対策を強化することに

よって米価の安定にも寄与し、そして生産農家の所得向上にもつながると思いますので、

その点で今回の意見書に賛成の立場で討論をいたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、発議第３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに、賛成の方

は１のボタンを反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成全員であります。したがって、発

議第３号米の需給改善及び価格の安定に向けた対策を求める意見書（案）の提出につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 したがって、各関係機関に津和野町議会の意見書として提出をさせていただきます。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          川田  剛君 

道信 俊昭君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．総務経済常任委員会の所管事務調査報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第２０、総務経済常任委員会の所管事務調査報告につい

てを議題とします。 

 総務経済常任委員会委員長の報告を求めます。委員長。 

○総務経済常任委員会委員長（草田 吉丸君）  それでは、総務経済常任委員会所管事

務調査報告をいたします。 

 令和３年第３回３月定例会において許可をいただきました所管事務調査について、会

議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。 

 調査事件であります。 

 入札及び請負契約に関する事項について。 



 調査目的。 

 現状を調査し、議会活動に資するため。 

 調査方法。 

 机上調査及び現地調査。 

 調査の経過でありますが、第１回を３年５月１９日に行っています。午前９時から本

庁舎委員会室において、総務経済常任委員会６名、農林課課長補佐山下泰三、主任主事

桑原正勝。 

 これの内容については、原木・チップヤード建設工事について説明を受けたところで

あります。 

 その日に午後９時３０分より原木・チップヤード建設工事現場を調査しております。

参加者は、先ほどの机上調査と現地の日成建設建築工務主任の山沢芳久氏であります。

原木・チップヤード建設工事の現場の状況を調査いたしました。そしてまた発注者、設

計監理者、請負業者、三者連絡協議の経過についてそこでお聞きをしております。 

 それから、当日１０時３０分より本庁舎の委員会室におきまして、総務経済常任委員

会６名、総務財政課長岩本要二、課長補佐岸田道治。入札及び請負契約に関する事項に

ついて、机上調査をしております。 

 第２回目、令和３年８月６日、場所が本庁舎第５会議室でありますが、総務経済常任

委員会６名、副町長島田賢司、総務財政課長岩本要二、課長補佐岸田道治、農林課長益

井仁志、課長補佐山下泰三、主任主事桑原正勝。 

 調査内容は、机上調査であります。 

 第３回でありますが、令和３年９月８日、本庁舎委員会室、出席者は総務経済常任委

員会６名であります。 

 調査内容は、調査の取りまとめであります。 

 調査概要でありますが、まず津和野町入札及び請負契約に関する実態ということで、

まず町内事業者の実態ということで表にしております。 

 この表によりますと、土木一式事業者が１３社であります。ランク付けがありまして、

これは県の格付けを採用しております。Ａランク４社、Ｂランク７社、Ｃランク２社と

いうことになっております。１社ほど、松江の業者の方が津和野支店を出しておられる

と、そういう業者が入っているということであります。 

 一番右の特定建設業の資格者ということで、丸印をしておりますが、その業者の方が

そういう資格を持っているということであります。これは特定建設業資格というのは、

元請業者に必要なものであります。必要となるケースは、発注者から直接受注した工事

について、４,０００万円以上の工事を下請けに出す場合、こういった資格がないとで

きないということになっております。 

 それから、建築一式事業者でございますが６社であります。 



 Ａランク１社、Ｂランク３社、Ｃランク２社となっております。この建築の工事につ

きましては、必要なケースが発注者から直接受注した工事について、６,０００万以上

の工事についてはやっぱりこの資格が必要ということになっております。 

 それから、次の３ページでありますが、建設コンサルタント事業者６社であります。

これは町内の２社営業所を津和野町に出しておられるということで、２社が載っており

ました。津和野町業者は４社であります。 

 それから、土木関係の建設コンサルタント事業者でありますが、これが４社です。津

和野町内の業者は１社ですが、営業所を出しておる業者が３社おられるということであ

ります。 

 それから、競争参加者の設定方法ということでございますが、３つの方式があります。 

 まず、一般競争入札でありますが、資格要件を満たす者のうち、競争の参加申込みを

行ったもので競争を行わせる。２つ目が指名競争入札方式であります。発注者が指名を

行った特定多数の者で競争を行わせる。それから随意契約方式ですが、競争の方法によ

らないで発注者が任意に特定した者を選定して、その者と契約をする。そういった３つ

の方式があります。 

 それから、次から少し要綱なりを主なところをちょっと抜粋しております。 

 まず、津和野町建設工事等一般競争入札の実施要項でありますが、まず定義として第

２条、この要綱において一般競争入札とは競争参加資格の条件を付して入札参加者を募

り、入札後に競争入札資格確認審査を行い落札者を決定する方法により行う入札をいう。

これ対象建設工事等でありますが、第３条で一般競争入札を実施する建設工事は請負対

象設計金額が４,０００万円以上とし、測量、建設コンサルタント業務等は請負対象金

額が１,０００万円以上とするということであります。 

 次に、津和野町建設工事入札参加者選定要綱であります。 

 まず、基本方針の中で、第２条、入札参加者の選定に当たっては、次の各号に掲げる

項目を基本方針とする。選定に当たっては、津和野町建設工事請負契約競争入札参加有

資格者名簿に登載された者のうちから選定するものとする。この場合においては中小建

設業の育成、地域の産業振興及び雇用促進に資するため、地元業者で施工可能な工事に

あっては、極力地元業者に受注機会の確保を図るよう考慮するものということでありま

す。 

 （２）としては、手持ち工事の状況、工事の性質、工事業績、経営内容及び労働福祉

の状況等を勘案し、公共工事の施工者として適格者のうちから選定すること。 

 （３）格付け等級については、島根県の格付けに準ずるものとするということであり

ます。 

 次に、選定基準であります。第３条でありますが、土木一式工事及び建築工事一式の

入札参加者は別表に掲げる請負対象設計金額の区分に対応した当該等級欄に掲げる格

付け等級を有する者のうちから、指名基準数欄に掲げる数以上を選定するものとする。 



 ２として、格付けを行わない工事種別の入札参加者が総合点数を基準とし、過去の実

情及び施工能力等を考慮して３人以上を選定すること。 

 入札参加者の指名審査会でありますが、第９条で入札参加者決定に必要な審査を行う

ため、入札参加者指名審査会（以下「審査会」をいう）を置き、次の者をもって組織す

る。ただし、教育委員会部局の入札の場合は担当課長を教育長より教育次長に読み替え

るものとする。 

 それは、町長、副町長、参事、総務財政課長、農林課長、環境生活課長、建設課長及

び工事の担当課長。 

 それから測量設計、調査設計等の取扱いであります。第１１条、測量調査設計業務（以

下「業務」という）の入札参加者は津和野町測量建設コンサルタント業務等に係る指名

競争入札参加資格審査要綱第２条の規定により、入札参加の資格があると認定した者の

うちから選定するものとする。 

 前項の場合の指名基準は、３人とする。 

 選定に当たっては、不誠実な行為の有無、経営状況、当該業務実施についての技術的

適正、業務実施の状況等の事項を考慮して行うものとするということになっております。 

 それから、別表でございますが、土木一式工事は表のとおりでございます。 

 建築一式工事についても、そのような表のとおりであります。 

 １億円以上については、原則として格付け等級ＡかＢ、それにプラス特定建設業資格

を有する者。これを、今、津和野町では一応取決めをしているということであります。 

 次に、（５）でありますが、下請けの実態であります。下請け実態について、２例説

明を受けた元請けが主張とする工種に対応できる業者が町内にある場合は、下請け取引

が行われているが、町内の業者も限られており、工事の規模にもよるが、大部分は町外

業者が下請けに入っている実態である。 

 （６）低入札価格調査制度でありますが、低入札価格調査制度とは、あらかじめ基準

となる価格（低入札調査基準価格）を定め、低入札調査基準価格を下回る価格での入札

に対し、契約内容に適合した履行が確保されるか否かを調査（低入札価格調査）し、適

正な履行がなされると認めるときは落札をする制度であります。 

 調査対象者は、低入札調査基準価格を下回る入札価格にて入札した者のうち、失格基

準価格以上の入札価格の者を対象としております。 

 （７）であります。原木・チップヤード建設工事でありますが、今回の調査で実際に

工事が行われている事業について、机上及び現地の調査を実施することで、より具体的

な調査ができるとの判断で一例として原木・チップヤード建設工事を取り上げました。 

 事業の経過はそこに書いてあるように、設計監理業務、そして、工事請負業務、その

ような形で経過をしております。 

 工期については、当初３年３月３１日でありましたが、令和３年１１月３０日に変更

をされております。 



 この工事の当初の入札においては、応札者がいなかったため不調となり、再度入札を

しております。その参加者は３社でありました。 

 発注後において、機械の設置基準高の変更が行われております。現地調査においては

施工業者の声も聞いてきましたが、発注者、設計監理者、工事請負業者、３社の打合せ

協議が十分機能していないと受け取れる発言もありました。設計図と現地の不一致等も

あり、設計監理者と請負業者の信頼関係の欠如が工事の進捗に支障をきたしている現状

も確認をされました。 

 現在の状況は、地下水処理施設の変更設計が行われています。 

 また発電施設については、令和３年７月１３日にフォレストエナジー社より発表があ

り、令和４年６月稼働に向けて一歩を踏み出す考えが示されました。 

 調査意見であります。 

 まず、入札関係について。 

 入札実施要項及び入札参加者等選定要綱に基づき行われている。津和野町の入札状況

を見ると、特殊な工事については町外業者の参加実態もあるが、業種によっては少ない

町内業者で入札が繰り返されている実態も見受けられる。 

 ①入札参加者選定要綱に知らされているように、「中小建設業の育成、地域の産業振

興及び雇用促進に資するため、地元業者で施工が可能な工事にあっては、極力地元業者

に受注機会の確保を図るよう考慮するものとする」を基本としながら、入札資格者選定

において資格者が少数になる場合は一般競争入札や指名競争入札において、近隣市町村

まで対象を広げるなど対応について検討をされたい。 

 ②低入札価格調査制度の導入については、メリット等を調査し検討されたい。 

 ③造成と建物工事の入札については、現場状況を把握し統一した考え方に基づき分離

発注できるものは分離発注し、できるだけ多くの業者に請負の機会を確保されたい。 

 ④ランク付けにより選定業者数を定めているが、どのランク業者も公平に受注機会が

得られるよう配慮した選定に努められたい。 

 次に、設計・監理であります。 

 設計・監理とは、設計と監理の２つの言葉から成り立っており、建築士の資格を要す

る者のみが業とすることができ、設計と監理は一体の関係にある。設計者は工事が開始

したと同時に監理者となる。 

 主な役割として、設計図書のとおり施工が進んでいるかチェック。図書だけでは伝わ

らない内容の伝達。工事現場との打ち合わせや指示、発注者、設計監理者、工事請負業

者それぞれ対等な立場で協議し、スムーズな工事の進行に努めなければならない。 

 特に設計監理者の役割が、工事現場のまとめ役として重要である。 

 ①として、入札者の選定に当たっては、入札参加者等選定要綱に基づき適切に対応を

されたい。 



 ②納入された設計図書のチェックや施工中の現場チェック等のためにも、建築士免許

を持った職員の採用に努力をされたい。 

 設計変更の考えでありますが、公共工事の設計変更の基本的な考えでありますが、工

事の施工は設計図書に基づいて施工すべきであるが、やむを得ない事情により設計図書

と現場等に差異が生じた場合、当該工事との一体性を損ねない範囲において、設計変更

を行うこととし、その結果工期や請負代金等に変更が生じた場合は契約変更を行うこと

となっている。 

 国土交通省や島根県の設計変更ガイドライン等を参考にされ、津和野町公共工事請負

契約約款に示されている条件変更等に基づき、適切に対応をされたい。 

 追加予算の確保による大幅な増額変更等については、分離発注が困難な場合を除き、

できるだけ別途契約とされたい。 

 参考としてでありますが、国土交通省は設計変更の契約範囲について、変更見込額が

請負代金額の３０％を超える工事は、現に施工中の工事と分離して施工することが著し

く困難な者を除き、原則として別途契約とすることにしている。 

 ただ、例えば当該工事に含めないと期日までに供用開始ができないといった特別な理

由がある場合は、３０％を超えても設計変更は行えるよう運用しているということであ

りました。 

 まとめでありますが、地方公共団体における発注工事は、その財源が税金によって賄

われているものであり、最小の経費で最大の効果を上げることが求められている。 

 入札案件については、町民の関心も高いものがある。一方、全国を見ると一部地域に

おいて官製談合事件も発生している状況である。今後もコンプライアンスを遵守し、透

明性、公正性、品質の確保、不正行為の防止等に取り組むと同時に時代に即した入札制

度の改革に取り組まれたい。 

 令和３年９月２２日、津和野町議会議長沖田守様、総務経済常任委員会委員長草田吉

丸。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 これから、委員長報告に対する質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 委員長、御苦労でした。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．文教民生常任委員会の所管事務調査報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第２１、文教民生常任委員会の所管事務調査報告につい

てを議題とします。 

 文教民生常任委員会委員長の報告を求めます。板垣敬司君。 



○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  所管事務調査報告書、令和３年第６回

６月定例会において、許可をいただきました所管事務調査について、会議規則第７７条

の規定に基づき報告いたします。 

 １、調査事項。社会教育施設日原第２庁舎及び文化施設の整備、活用計画について。 

 ２、調査目的。現状を調査して、議会活動に資するため。 

 ３、調査方法。机上調査。 

 ４、調査月日。８月２６日木曜、午前９時より。 

 ５、出席者。文教民生常任委員６名、世良清美教育長、齋藤道夫教育次長。 

 ６、調査内容。 

 「日原第２庁舎」 

 日原山村開発センター解体による代替施設として、日原第２庁舎の改修が計画されて

いる。 

 日原第２庁舎の跡地活用を目的として、耐震化と１００名程度（６００平方メートル）

の集会室、調理実習室や研修室、さらにトイレの増設等で改修費用１億７,０００万円

程度が見込まれる。 

 耐震化や改修を行った場合でも、建物の対応年数が伸びることにはならず、新築での

費用対効果も検討したい。 

 社会教育施設に対する国の補助金はなく、起債での対応にならざるを得ない。 

 コンサルの資料に基づき、年度内に改修か新築かの判断を下すスケジュールで進めて

いる。 

 「桑原史成写真美術館」 

 観光協会が駅舎に移転することになっている。安野光雅美術館の受付スタッフによる

シフト替えと監視カメラ等の設置で当面は対応する。 

 町民の文化活動等の展示スペースとしては、ロビーの壁や小会議室、２階の事務スペ

ースが提供できる。 

 「今昔館」 

 現状維持で運営したい。 

 ７、調査意見。 

 「日原第２庁舎」 

 改修を前提として新築に向けても財政計画に見合う施設規模とすること。 

 「桑原史成写真美術館」 

 津和野駅からの人の流れをつくる工夫をすべきである。 

 「今昔館」 

 教育、文化の町を標榜する本町において、三津同盟締結を機会に津和野図書館の移転、

増改築を検討されたい。 



 令和３年９月２２日、津和野町議会議長沖田守様、文教民生常任委員会委員長板垣敬

司。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  どうも、御苦労でありました。 

 ちょっと待ってください。これより、委員長報告に対する質疑に入ります。ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 以上で、文教民生常任委員会の所管事務調査報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．各委員会からの閉会中の継続調査の申出について 

○議長（沖田  守君）  日程第２２、各委員会からの閉会中の継続調査の申出につい

てを議題とします。 

 各委員会から会議規則第７５条の規定により、お手元に配付のとおり閉会中の継続調

査の申出があります。 

委員会 目 的 事 項 期 限 

総務経済 
議会活動に資するた

めの所管事務調査 

商工・観光の現状につい

て 
12月定例会まで 

文教民生 〃 
上下水道事業の現状と

課題について 
12月定例会まで 

議会運営 所掌事務調査 
議会の運営に関する事

項 
12月定例会まで 

○議長（沖田  守君）  お諮りします。申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、各委員会からの申出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 先ほど、請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願についてが採択さ

れました。この請願は意見書の提出を求める請願であります。 

 つきましては、発議第４号新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書（案）の

提出についてを日程に追加し、追加日程第１、発議第４号としたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、発議第４号を日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

 日程の追加をお願いします。 



 暫時、１１時４０分まで休憩といたします。 

午前 11時 35分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 47分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．発議第４号 

○議長（沖田  守君）  追加日程第１、発議第４号新型コロナ禍による米危機の改善

を求める意見書（案）の提出についてを議題とします。 

 本意見書につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 お諮りをいたします。本案件につきましては、会議規則第３９条第２項の規定により、

趣旨説明を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、発議第４号は趣旨説明

を省略することに決定しました。 

 これより、質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより発議第４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに、賛成の方は

１のボタンを反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  採決を締め切ります。賛成多数であります。したがって、発

議第４号新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書（案）の提出については、原

案のとおり可決されました。 

 したがって、各関係機関に津和野町議会の意見書として提出することにいたします。 

────────────・────・──────────── 

賛成（６名） 

草田 吉丸君          道信 俊昭君 



丁  泰仁君          寺戸 昌子君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（４名） 

川田  剛君          板垣 敬司君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程全て終了いたしました。 

 会議を閉じます。令和３年第８回津和野町議会定例会を閉会といたします。 

 大変御苦労でございました。 

午前 11時 50分閉会 

────────────────────────────── 
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